








5



（単位：百万円）

：ᶃ 貯金等には譲性貯金をؚめて記載しています。
　 ᶄ 職員数は常勤託をআいた人数となっています。
　  ᶅ「自己資本比率（単体）」は、「農業協同組合等がその経営の健全性をஅするための基準」（平成18年金融ி・農林ਫ産ল告示第2߸）に基づき算出しています。
　  　 なお、平成24年度以લは旧告示（バーθルᶘ）に基づく単体自己資本比率を記載しています。

　平成2７年度のΘが国経ࡁは、成長ଅ進・デϑϨ却を掲げる・日銀の金融・経ࡁ財ࡦにより、ޏ用関係指標
の改善等がみられたものの、民間ফඅは不振状態をしておらͣ、１月下०のマイφス金利付きྔ的・࣭ 的金融緩和の
導入決定以߱も、ؾܠは౿み状態が続きました。
　Ұ方、ੈ ք経ࡁをݟすと、Ԥถ経ࡁは緩やかながらもճ復基ௐでਪ移しましたが、新ڵ国経ࡁにおいては、原༉を
始めとする資ݯ価֨の影響なͲにより、減ݒ೦がᗉり、不ಁ明な状況が続きました。
　こうしたなか、国内ࣜג市場は、年度લは日ถ金融ࡦの方性のҧいにより上ঢしたものの、年度後には
円高にసじたことによる国内༌出企業の業績ݒ೦や新ڵ国経ࡁの減ݒ೦の高まり等により下མ基ௐでਪ移しました。
　また、長期金利は、年度લは、Ԥभ経ࡁのམちணきなͲをഎܠに金利が上ঢする場໘もݟられましたが、上ঢがҰ
すると、日銀による大規模なྔ的・࣭ 的金融緩和がҙࣝされ緩やかな下基ௐとなり、さらには、１月下०にマイφス
金利付きྔ的・࣭ 的金融緩和の導入が決定されると、マイφスݍまでٸ下しました。
　為替相場は、年度後にかけてถؾܠ先行き不ಁ明ײや、資ݯ価֨・新ڵ国ؾܠ減ݒ೦等により、投資Ոの
リスクճආ࢟勢がڧまり、円高・υル҆が進行し、対Ϣーロでも、円高・Ϣーロ҆となりました。
　JAバンクを取りרくڥは、গ子高ྸ化の進行、利用者による金融機関のબ別ࢤの高まり等をഎܠに、他金融機関
とのڝ争がݫしさを増しています。
　このような経営ڥのなか、当会は中期経営計ըの最ऴ年度として、３つの基本方と６つのઓུのもと、会員JAと
のҰ体的事業運営態勢を֦充し、有価証券等の効率的な運用にめた結Ռ、１３̌億円の当期剰余金を計上することが
できました。

ฏ27年度の経営ڥͱ業

ඪࢦ近5年ؒの主要な経営࠷
۠　 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 ฏ27年度

経常ऩӹ 52316 49716 48763 49170 51341
業務७ӹ 20398 20934 18597 17246 17948
経常利ӹ 17945 18659 18760 16620 17220
ظ༨金 13354 14281 14190 13542 13041
ஷ金等 3589797 3710861 3855667 4056032 4189337
༬͚金 2251729 2474448 2668029 2961527 2940992
ିग़金 346411 341932 308307 293218 313353
༗Ձূ݊ 1311084 1247983 1259807 1222116 1354304
ग़資金 79245 88616 95595 102845 110167

（ग़資口数） 7924590口 8861690口 9559571口 10284571口 11016761口
७資࢈額 276497 308618 321074 349473 352970
総資࢈額 4113265 4282414 4443307 4681272 4822773
༨金金額 5208 5037 6318 7221 7562
　ී通ग़資の額 525 525 525 525 525
ग़資の額ޙ　 1288 1462 1614 1758 1904
　事業分ྔの額 3394 3049 4179 4938 5133
職員数 156人 163人 174人 185人 187ਓ
資本ൺ（୯ମ）ݾࣗ 27�00� 27�14� 32�59� 29�35� 18�85�
信託報酬 1千円 3千円 13千円 14千円 13ઍԁ
信託צ定ିग़金ߴ ー ー ー ー ʔ
信託צ定༗Ձূ݊ߴ ー ー ー ー ʔ
信託࢈ࡒ額 10000千円 67602千円 121210千円 114818千円 108426ઍԁ

　会員ＪＡに対する収益ؐ元の増加によりඅ用は増加したものの、金利によるݫしい運用ڥのなか、運用の効率化・ଟ༷
化にめた結Ռ、本業の成Ռを示す業務純益は17９億円、経常利益は1７２億円、当期剰余金は1３̌ 億円となりました。ऩࢧ状況

　貸出金は、他行との金利ڝ争の影響等があったものの、طԟ取引先との取引ਂߞや新規取引先の開、シンジケートローン
への参加等にੵۃ的に対応した結Ռ、期中２ １̌億円、６�86ˋ増加し、期末残高は3133億円となりました。ି ग़ ۚ

　貯金は、会員ＪＡからの受け入れがॱௐだったことにより、期中1233億円、３�04ˋ増加し、期末残高は４兆1893億円
となりました。ஷ ۚ 等

　有価証券は、保有債券の効率的な運用のために残ଘ期間のい債券等をҰ部売却したものの、কདྷの҆定収益確保のため、
市況をۃݟめつつ債券購入を行った結Ռ、期中1321億円、10�81ˋ増加し、期末残高は1兆3543億円となりました。༗ Ձ ূ ݊

　内部ཹ保のੵみ上げはあったものの、劣後借入金について܁上償ؐ分を適֨旧資本ௐ達手ஈの対象֎としたことにより
自己資本の額が減গしたことや、劣後債や金銭の信託等の増加にいリスク・アセット等が増加した結Ռ、自己資本比率（単体）
は、લ年対比10�50ϙイント下し、18�85ˋとなりました。

ຊൺࢿݾࣗ
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関ͱしͯػに;͞Θし͍農業ઐۚ༥࣌たͪɺ৽し͍ࢲ
ΛਤΓ্によΓ農Ո経営のڅڙのత確なۚࢿ
ซͤͯࣗવڥのอશͱ県ຽの݈૿߁ਐにݙߩし·すɻ

関ͱしͯػたͪɺ地Ҭۚ༥ࢲ 地Ҭのχーζͱ信པにԠ͑る
ۚ༥αーϏεΛఏڙする͜ͱによΓ
組合員・ར༻者のൟӫͱ地Ҭ社会のൃలにݙߩし·すɻ

たͪɺ݈ࢲ શ経営Λجຊͱしͯ ࣗ༝ᮣୡ・ҙによͬͯ
会員のෛୗにԠ͑るͱͱもにゆͱΓಇき͕͍のある
ັྗにΜͩ職Λつ Γ͘·すɻ

 1. 経営ํ

　当会は、次の３つの経営理೦に基づき農業ઐ金融機関として、かつ、協同組織の地域金融機関として、組合員・
利用者、地域のօさまに支࣋されるＪＡバンクを目指し事業に取り組んでいます。

　当会は、平成28年度をॳ年度とする中期経営計ը（平成28年度ʙ30年度）をࡦ定し、この計ը達成にけ取り
組みを進めています。経営ڥが大きく変化するなか、ࠓ後ともＪＡバンクが組合員・利用者から期され、信པ
されるଘ在であり続けるため、県域連合会組織である当会がその基本的 （໋32ページ参照）をՌたすべく基本
目標の遂に総ྗをあげて取り組んでいます。

৯と農、地域社会へのݙߩ、県内ＪＡとのҰ体的な業務運営を֦充
するとともに、県内ＪＡへの機能・収益ؐ元の҆定的ܧ続により、
県内ＪＡ全体で地域ີண型の金融機能をൃشし、̓ 全・̓ ৺・近な
金融機関として、組合員・利用者のຬ度を上させている。

会の
2020年ビジョン

৽தظ経営計ը

経営ཧ೦

経 営
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 2. ିग़ํ

˙農業ઐ金融機関として農業振ڵに関Θる各種利資金の΄か、農業のあるまちづくりの事業資金への対応等、
　農業者のੜ活の上、ൃ లにめています。

˙地域金融機関として地域のχーζと信པに応えるため、公ڞ資金、資産管理事業資金、県内企業への資金対応を
௨じ地域社会のൃలにݙߩできるよう取り組んでいます。

தظ経営計ը（ฏ2�年度ʙ30年度）Πϝージਤ
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　金融機関経営は自らの責任により業務の健全性と適切性を確保していくことがඞ要であり、そのためには、役員自
らが内在する各種リスクの特性をे分に理解し、ඞ要な資ݯ配分を行い、有効な内部管理態勢を整備していくこと
が不Մܽであります。また、金融機関経営には、単にリスクを最小化するだけではなく、適切なリスク管理を行いなが
らඞ要なリスクをとり、収益上に結びつけていくこともඞ要であります。
　当会では、ै དྷから金融機関にとって自己責任原則に基づく適切なリスク管理こそが、経営の健全性を確保する
最大のϙイントのͻとつであると認ࣝし、リスク管理態勢のڧ化・֦ 充に取り組んでいます。また、リスク管理の取り
組みは、その時ʑの経営ઓུや保有するリスクの種類・特性に応じて、管理方法やそのための体制整備のݟ直しが
ඞ要であると認ࣝしており、ࠓ後ともܧ続的なݟ直しを行ってまいります。

　信用リスク、市場リスク、ྲྀ 動性リスク、ΦペϨーシϣφル・リスク（事務リスク、法務リスク、システムリスク、情報࿙Ӯ
等リスク΄か）を主に管理しています。

　「リスクマネジϝント基本方」において、リスク管理の方、対象リスクの種類、リスク管理の組み等を定め、
「リスクマネジϝント規程」́ か内部規程でリスク管理態勢や管理方法の۩体的な内容について定めています。
　このような考えのもと、保有するリスクをҰ定のલ提のもとに金額に算して、経営に与える影響をଌ定し経営体ྗ
の範囲に収まっているかモχタリングを行っています。
　当会は、リスク管理の高度化の取り組みに合Θせてリスクとリターンのバϥンスの取れた経営管理が実ફできるよう
統合的リスク管理をࢤし、その中৺的な役割をՌたすものとして、経ࡁ資本管理を導入しています。経ࡁ資本管理では、

「収益」と༧ଌされる「リスクྔ」、そのリスクྔのڐ容限度である「資本」の３つのバϥンスを保ち、全体としてリスクྔ
をे分カバーできる資本を確保しつつ、効率的な運用により収益の上をਤるようめています。

ϦεΫछྨ 内　容

信用ϦεΫ 信用ڙ与先の財務状況のѱ化等により、資産（Φϑバϥンス資産をؚΉ）の価が減গないしফ しࣦ、損ࣦをඃるリスク

市場ϦεΫ 金利、有価証券等の価֨、為替等の༷ʑな市場のリスク・ϑΝクターの変動により保有する資産・ෛ債（Φϑバϥンス
資産・ෛ債をؚΉ）の価が変動し損ࣦをඃるリスク

ྲྀಈੑϦεΫ

財務内容のѱ化等によりඞ要な資金が確保できなくなり、資金܁りがつかなくなる場合や、資金の確保に௨常よりも
ஶしく高い金利での資金ௐ達を余ّなくされることにより損ࣦをඃるリスク（資金܁りリスク）
市場のࠞཚ等により市場において取引ができなかったり、௨常よりもஶしく不利な価֨での取引を余ّなくされる
ことにより損ࣦをඃるリスク（市場ྲྀ動性リスク）

Φ
ϖ
Ϩ
ồ
γ
ἀ
φ
ϧɾϦ
ε
Ϋ

事務ϦεΫ
業務の過程または役職員の活動が不適切であることにより損ࣦがൃੜするリスクであり、۩体的には、事務処理
を手続に定められたとおりに行うことをଵる、あるいは事故・不正等を起こすことにより損ࣦをඃるリスク
実務規定の整備が不े分あるいは規定する業務プロセス自体に不備があり、適切な処理が行Θれないリスク

法務ϦεΫ 経営அやݸ別業務のࣥ行において、法令ҧや不適切な契約క結等に起Ҽし、損ࣦがൃੜしたり、取引上の
トϥブルがൃੜするリスク

γεςϜϦεΫ コンϐュータシステムのμン、ޡ作動、システム不備等にい損ࣦをඃるリスク
コンϐュータやコンϐュータネットϫークが不正に用されることにより損ࣦをඃるリスク

報࿙Ӯ等ϦεΫ セキュリティ・ϙリシーが遵守されͣに、情報が࿙Ӯすることにうリスク

ϦεΫཧのํ

ରϦεΫのछྨ

　 ϦεΫཧのํ・体制等શൠ

 3. ϦεΫཧ

経 営
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　経営管理委員会で決定する「リスクマネジϝント基本方」に基づき、理事会が経営ઓུやリスクの種類・特性に
応じて、ඞ要なリスク管理態勢の整備を行っています。このため、リスク管理୲当理事を定め、諸リスクの統括部署で
あるリスク統括部が、統合的リスク管理の実ફにけた۩体的な取り組みを進めています。
　リスク管理の組みのなかで、リスク統括部は৹査役の΄か関係部署と連携のうえ、内在する各種リスクを適切に
Ѳし、各業務所管部署からのリスク情報をू中することで統合的リスク管理を行い、経営அにඞ要な情報は
理事等に報告し、これによりリスクに関する認ࣝのڞ有化をਤっています。
　さらに、信用リスクや市場リスクをはじめ、その他のリスクにかかる重要事項の報告・協議は「リスクマネジϝント
会議」で、諸リスクを౿まえた運用方の協議・決定は「Ａ̡Ｍ会議」で行い、協議・決定事項に基づきリスク管理や資金
運用を行っており、その内容を経営管理委員会や理事会に報告しています。
　また、日常業務の中では各業務所管部署で内部ݗ制機能をൃشするとともに、リスク管理態勢全ൠについて業務
監査部がその適切性の検証を実施しています。

ϦεΫཧの体制

ϦεΫཧ体制

ܦ
　
Ӧ

Ϧ
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ཧ
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信༻ϦεΫཧのํ

ΫϨジοτϙϦγー

１ɽ合法ੑのݪ則
　　農業協同組合法はもちΖんのこと、あらΏる法令やルールをݫ守し、社会的規範にもとることなく、
　　 実かつ公正であること。

２ɽެ 則ݪのੑڞ
 　　公ڞの利益と地域経ࡁのൃలにد与するものであること。

３ɽ̓ શੑのݪ則
 　　確実なճ収を確保するため、与信先のฦࡁ能ྗを確認し、かつ୲保・保証による補にཹҙすること。

４ɽऩӹੑのݪ則
 　　この会の健全経営を保࣋するため、適正な収益を確保できるものであること。

５ɽੑのݪ則
　　与信先の成長にد与するとともに、この会の自らの成長にもݙߩするものであること。

̒ɽྲྀ ಈੑのݪ則
 ࡁのような長期間にΘたりฦࡁを基本とする。Ұ括ฦࡁ定化をආけるために長期与信は分割หݻ　　
　　 が行Θれない場合は、その妥当性にཹҙすること。

ʪΫϨジοτϙϦγー̡ ༩信のجຊݪ則 のr概要ʫ

　クϨジットϙリシーは、与信業務の基本原則等を定めたものであり、与信業務における役職員の行動規範として
位置づけています。

　与信取引にかかるリスク管理の方は、良࣭な貸出等運用資産のੵ上げを基本とし、業種・大口ू中等に配ҙし、
リスクを分散しながら収益上をਤります。

　 信༻ϦεΫཧ

 3. ϦεΫཧ

経 営
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　৹査役は、融資部または資金証券部等で取り扱う融資・市場関連・Φϑバϥンス等与信関連取引について、ݸʑの
取引先の経営内容、業ք動、大口与信ू中ഉআや୲保等の؍点から֨ݫな৹査を行っています。また、資産のೋ次
査定、内部信用֨付、および不良債権の処理方の৹査・ҙݟ機関としても機能しています。
　所管部署からは、与信取引に関連する情報がリスク統括部に達されます。このうち自己査定、その結Ռに基づく
償却・引当、不良債権の処理方等、重要な事項は「リスクマネジϝント会議」で協議・決定のうえ、経営管理委員会、
理事会に報告し、全ての経営管理委員、理事が信用リスクを認 ・ࣝѲできる体制にしています。
　当会では、融資৹査と自己査定事務の効率化および融資デー༦べースの構ங等、信用リスク管理ڧ化を目的に
総合融資৹査支ԉシステム（融資৹査支ԉ・自己査定システム）を導入しています。
　リスク統括部は、貸出金ϙートϑΥリΦの状況をѲするとともに、貸出金と有価証券の信用リスクの計ྔ化を
実施しています。

　信用リスクに対しては、リスクアセットに対する規制自己資本のे分性を確認するとともに、与信限度額の設定に
よる大口与信ू中や業種別与信ू中のモχタリング、貸出金ϙートϑΥリΦの状況Ѳ、自己査定によるݸ別の与信
リスクのѲ、日常的な与信取引৹査による内部ݗ制のൃش等を行っています。
　貸出金と有価証券の信用リスクについては、モンテカルロシϛュϨーシϣン法による7B3（バリュー・アット・リスク˞）
等を計ଌし、市場リスクやΦペϨーシϣφル・リスクとあΘせて経ࡁ資本管理の中で管理しています。
˞14ページ参照

　「内部信用֨付」とは、債務者の信用リスクの程度に応じた֨付をいい、信用リスク管理のために不Մܽなもの
であるとともに、正確な自己査定および適正な償却・引当の基ૅとなるものです。
　当会では、内部信用֨付に基づく与信限度額の設定と貸出等債権の自己査定を実施しており、内部信用֨付の
管理状況等は、「リスクマネジϝント会議」に報告しています。

信༻ϦεΫཧの体制

信༻ϦεΫཧのख法

内෦信༻֨
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ϦεΫཧの体制ࢢ

　市場リスクについては、金利リスク、価֨変動リスク、為替リスクを主なものとして認ࣝしており、これらのリスクは、
有価証券、貸出金、それに貯金等をؚめた全体A-. で管理しています。毎月の「A-. 会議」では、当໘の金融経ࡁ
ྀྲ・௨しを分ੳ・検౼のうえ、市場リスクݟ 動性リスクに配ྀしながら協議・決定した運用方を経営管理委員会、
理事会に報告し、全ての経営管理委員、理事が毎月の運用方を認ࣝ・Ѳできる体制にしています。資金証券部等
取引ࣥ行部は、決定した運用方に基づき取引を実行します。リスク統括部では有価証券等全体の7B3 を計ଌして
リスクྔのモχタリングをしています。

7B3（όϦϡー・Ξοτ・ϦεΫ）ͱ
　現在のϙートϑΥリΦ（資産）をҰ定期間保有した場合に、現在からの最大損ࣦ額（最大時価下
མ෯）を過ڈの市場変動等から統計的に算出した額。

ྫ͑

ʮ؍ଌ1ؒظ年ɺอ༗1ؒظ年ɺ信པਫ४��ˋの7B3 ͕10ԯԁͰある合ʯ
　これは、過1ڈ年間の市場変動から、ࠓ後1年以内に損 （ࣦ時価下མ）が10億円以内に収まる
確率は99ˋであることをҙຯする。ٯに、ࠓ後1年以内に損 （ࣦ時価下མ）が10億円をえる確率は
1ˋと言いえられる。̫ ａ̧は、各資産の残高の変化やリスク要素（金利、デϑΥルト率）の変動に
より増減する。ҟなる資産のリスクを統合的にଊえることができ、自己資本と比ֱしқいため、
リスク管理手法の１つとしてく認されている。

ख　法 内　容

ڞࢄࢄ法
対象資産の変動が正規分にैうとԾ定し、標準ภࠩと資産間の相関からリスクྔ
を計算する方法。

ϞϯςΧϧϩ
γϛϡϨーγϣϯ法

確率モデルを定した対象資産の変動シϛュϨーシϣンにより、リスクྔをଌ定する
方法。対象資産の変動を正規分だけでなく、༷ ʑに定できる。

ώετϦΧϧ
γϛϡϨーγϣϯ法

過ڈに起きた変動がকདྷも同じようにൃੜするとݟ込んで、過ڈの変動を౿まえた
リスクྔをଌ定する方法。

˗7B3の計ଌख法

ղઆޠ༺

　市場リスクは、当会にとってۃめて重要な収益ݯであり、主体的なリスクテイクにより、効率的な市場ϙートϑΥリΦ
（市場性信用リスク資産をؚΉ）を構ஙし、̓ 定的な収益の確保を目指しています。
　リスクテイクにあたっては、市場ϙートϑΥリΦのリスクྔ、各資産のリスク・リターン、各資産間の相関等を౿まえ、
市場ϙートϑΥリΦ全体のリスクバϥンスに配ྀした分散投資を基本とし、財務の状況、市場ڥ等に応じて、機動的
に資産の入替等を行っています。

ϦεΫཧのํࢢ

ϦεΫཧࢢ 　

 3. ϦεΫཧ

経 営
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ϦεΫཧのख法ࢢ
　市場リスクは、金利ײ応資産・ෛ債全体の金利リスクの計ଌ（࠶評価法）の΄か、ᶃ保有する有価証券等の金利・
価 ・֨為替変動リスクの7B3の計ଌ（分散ڞ分散法等）、ᶄストϨステストの実施による有価証券時価変動額のѲ、
ᶅ限度額の設定によるࣜג等価֨変動リスクをෛうの損ࣦ額（評価損益ؚΉ）のモχタリング、ᶆ有価証券
ϙートϑΥリΦの状況Ѳ、ᶇ金利変動にう収支シϛュϨーシϣンによる損益状況Ѳ、ᶈマクロ経ࡁ分ੳ、市場
分ੳ等をもとにした経ࡁ・金融ݟ௨し等を総合的に勘案し、市場ϙートϑΥリΦ全体のリスクのܧ続的なѲ等を
௨して適切なリスク管理を行っています。
　月次で有価証券等全体の7B3を分散ڞ分散法等で計ଌし、自己資本対比でリスクྔをѲするとともに、リターン
との関係も分ੳ・報告しています。
　リスク統括部では、統括部署として市場動のモχタリングを行う΄か、ඞ要に応じて運用等のஅに資する提言
も行っています。また、新たなのリスク情報の収 ・ू分ੳや、リスク計ྔ化手法の高度化にけたڀݚもܧ続して
実施しています。
　当会は、リスクがݦ在化した場合等に備え、े 分な自己資本を確保しているҰ方で、ࠓ後も有価証券の運用を҆定
的にܧ続するためには、リスク管理のҰの高度化をਤり、Ұ定の範囲にリスクをコントロールすることがඞ要と
考えています。

　運用・ௐ達全体の資金܁り管理をపఈする΄か、農林中央金庫への༬け金と有価証券運用等にඞ要な資金ྔを
確保するなͲ、適切な資金ྲྀ動性を保࣋します。また、資金ௐ達状況によりྲྀ動性リスクがݦ在化した場合に備えて

。を行っていますࡦに基づき事લの対「機管理規程ة」

　取引に内在するリスクをѲし、ܧ続的に管理していくことで健全かつ適切な業務運営をਤり、リスクがݦ在化
することをະવに止します。リスクがݦ在化した場合にはやかに復旧にめ、ൃ࠶止ࡦをߨじるなͲ適切な
対応をਤります。

ධՁ法ͱ࠶
　金利ײ応資産・ෛ債のকདྷキャッシュ・ϑローの割引現在価と定する金利シϣックを勘案した
後の割引現在価のࠩを金利リスクྔとして計算する方法。

ετϨεςετͱ
　7B3は過ڈのҰ定期間の市場デー༦に基づきকདྷのリスクྔを計ଌするものであるが、金融
市場では時として、数े年にҰ度の௨常では考えられないような大෯な変動が起こりうることが
あり、この不ଌの事態がੜじた場合を定してリスクྔをଌ定し、༧め損ࣦのճආࡦ等をシϛュ
Ϩーシϣンしておくリスク管理手法。

ྲྀಈੑϦεΫཧのํ

ΦペϨーγϣφϧ・ϦεΫཧのํ

　 その他のϦεΫཧ

ܦ
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　情報資産は金融機関にとって重要な経営資ݯですが、༷ ʑなڴҖにさらされており、実ࡍに࿙Ӯ等がൃੜし
た場合、重要性の度合いによっては経営に重大な影響をٴ΅すおそれがあります。したがって、情報資産の҆全
性を確保するため、セキュリティに関する態勢整備にめることは経営上の重要事項と位置づけています。
　特にݸ人情報保ޢ法により、企業のݸ人情報の取り扱いに対する法的責任が定められており、情報管理の֨ݫ化
が制度上もٻめられています。
　このため、情報資産を適切に保ޢすることを目的としたセキュリティ態勢を構ஙしています。۩体的な҆全対ࡦ
として役職員への情報セキュリティڭҭの΄か、ϑΝイルの҉߸化、ૢ 作ཤ歴保ଘ、ҹ制ޚ、֎部記ഔ体の
ి、用制限 子ϝールૹ信時の事લ承認システムの導入およびૹ受信Մ能な֦ு子の制限なͲを行っています。
。を実施しますࡦ上にඞ要な諸施後もセキュリティਫ準のࠓ

　リスク管理体制をؚΉ内部管理態勢の適切性・有効性を確保するため、ඃ監査部署から全に独立した部署
として業務監査部を設け、経ݧ๛な職員を配置し、内部監査体制の充実をਤっています。۩体的には、定ྫ監査
および部分・特໋監査等を௨じて事務処理のݎ確性、事故止のための指導および事務の合理化・効率化のための
ॿ言を行い、各部署の業務改善や内在するリスクのճආをਤっています。また、連結対象子会社に対する内部監査も
業務監査部が実施しています。
　内部監査の結Ռは、経営管理委員会、理事会、「コンプϥイアンス会議」および「リスクマネジϝント会議」に報告し、
経営管理委員、理事をはじめ全ての役職員が内部管理態勢の現状をѲし、適正な業務運営がなされているか
認 ・ࣝѲできる体制となっています。

　事務リスク、法務リスク、システムリスク等については、当該リスクに応じた༧的措置をߨじることで、適切な
リスク管理を行っています。特に経営に重要な影響を与えるリスクが内在する場合、またはൃੜするおそれがある
場合は、適時適切に「リスクマネジϝント会議」で協議・検౼を行っています。

事務・法務・γεςϜϦεΫཧの体制

報࿙Ӯ等ϦεΫཧの体制

　൜・大規模ࡂ等ٸۓ事態ൃੜ時の体制を整備し、̓ 定的な業務運営をਤることを目的に「ة機管理規程」
をࡦ定しています。あΘせて、ٸۓ事態ൃੜ時における۩体的実施事項を定めた「൜対ࡦ要ྖ」、「大規模ࡂ
対ࡦ要ྖ」、「JA バンク業務ܧ続要ྖ」、「資金҆定化対ࡦ要ྖ」、「新型インϑルエンβ等ײછ対ࡦ要ྖ」等を
。定し、体制等を明確にしていますࡦ
　また、大規模ࡂ時の事業ܧ続にけ、ＪＡグループ神奈川ビルを拠点とした取り組みを「大規模ࡂ対ࡦ要ྖ」・ 

「大規模ࡂ対ࡦマχュアル」により明確にしています。

事務・法務・γεςϜϦεΫཧの体制

報࿙Ӯ等ϦεΫཧの体制

　 内෦ࠪの体制

ཧの体制ػة 　

 3. ϦεΫཧ

経 営
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　当会は、農業ઐ金融機関として、かつ、協同組織の地域金融機関として、組合員・利用者をはじめ地域のօさま
に支࣋されるJAバンクの信པ性の上に取り組んでいます。
　このため、これまで以上に֨ݫな自己規に支えられた自己責任原則に基づき、業務の健全性と適切性の確保
にめるとともに、地域からの༳るぎない信པをউち得ていくために、経営理೦や行動規範を示すものとして

「ྙ理ݑষ」を制定しています。このなかで、コンプϥイアンスを経営の最重要՝のͻとつと位置づけ、体制の
整備やਪ進活動等を行い、コンプϥイアンスのపఈをਤっています。

　コンプϥイアンス体制は、会議体として経営管理委員会、理事会、「コンプϥイアンス会議」、およびコンプϥイ
アンス統括部署としてリスク統括部を位置づけています。また、各部署にはコンプϥイアンス୲当者を配置して
います。
　コンプϥイアンスに関する重要事項を৹議する場として「コンプϥイアンス会議」を定期的に開࠵しており、
重要な法令等ҧがൃੜした場合には、経営管理委員会・理事会に付議し、ੋ 正・改善措置を行う体制を構ஙし
ています。　
　リスク統括部は、「コンプϥイアンス会議」の事務ہであるとともに、コンプϥイアンス体制に関する企ը・ਪ進
なͲを୲当し、コンプϥイアンスに関する諸施ࡦをҰ元的に管理しています。
　各部署のコンプϥイアンス୲当者は、それͧれの部署でษڧ会を実施するなͲܒ活動を行うとともに、職員
の相ஊやリスク統括部との連བྷ窓口の役割をՌたしています（人事・労務に関するコンプϥイアンスは総務部と
連携しています）。
　また、監事監査・内部監査の事後νΣックにより実効性を確保し、さらに、JA バンク統括部内の相ஊ機能や
。なͲઐՈのサϙート体制を構ஙしています࢜੫理・࢜ޢหސ

ίϯϓϥΠΞϯε体制

ίϯϓϥΠΞϯε体制
ܦ
　
Ӧ

Ϧ
ε
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 4. ίϯϓϥΠΞϯε
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 ͜の会のجຊత໋ͱ社会త
　１ɽこの会の基本的໋と金融機関としての社会的責任の重みを常に認ࣝし、健全な業務運営を௨じて

　それらをՌたしていくことで、地域社会に対するҰの༳るぎない信པの確立をਤる。

࣭の͍ۚߴ༥αーϏεのఏڙ
　２ɽҙと工を活かした࣭の高い金融サービスの提ڙにより、県下ＪＡ信用事業の事業本部的機能を

　े全にൃشしていくとともに、金融システムのҰ員として地域社会のൃలにݙߩする。

法ྩ等の֨ݫな९क
　３ɽ関連する法令等を֨ݫに遵守し、社会的規範にもとることのない、実かつ公正な業務運営を遂行する。

社会తྗ等のഉআ
　４ɽ社会のடংや҆全にڴҖを与える社会的勢ྗ等に対しては、確ݻたる信೦をもって、ഉআの࢟勢を

。する࣋ݎ　

ಁ໌ੑの͍ߴ組織෩のߏங
　５ɽ経営情報のੵۃ的かつ公正な開示をはじめとして、会員農協の組合員・利用者をはじめ地域社会等

　とのコϛュχケーシϣンの充実をਤり、良な関係ҡ࣋にめつつ、ಁ 明性の高い組織෩土を構ஙする。

職員のਓݖのଚ重等
　６ɽ職員等の人権、ݸ性をଚ重するとともに、̓ 全でಇきやすいڥを確保する。

のऔΓ組みڥ
　７ɽ資ݯの効率的な利用や廃غ物の減を実ફするとともに、ڥ保全にد与する金融サービスを提ڙ

　するなͲ、ڥに取り組Ή。

社会׆ݙߩಈのऔΓ組み
　８ɽこの会が社会の中においてこそଘ続・ൃ లし得るଘ在であることを自֮し、社会とڞにาΉ「企業市

　民」として、社会ݙߩ活動に取り組Ή。

˙コンプϥイアンスを実現するため、日常の業務を遂行していくうえでඞ要な法令上の基本的事項をまとめた「コンプϥ
イアンス・マχュアル」を作成し、会内にपしています。また、「ྙ理ݑষ」および「金融のק༠方」を記載した携行
カーυを役職員全員に配付し、コンプϥイアンスのܒやपపఈを行っています。

˙コンプϥイアンス体制整備やਪ進活動なͲ、コンプϥイアンスに関する年間の実ફ計ըを「コンプϥイアンス・プログ
ϥム」として定め、これに基づき各種ू合ݚम会やษڧ会なͲを௨じて、よりҰのਁಁに取り組んでいます。

˙コンプϥイアンスの؍点から自ড়作用をҰ高めるため、職員等が組織内の法令ҧや不正行為等の情報を経営者
等へえるϔルプϥインを設置しています。௨報窓口は会内の΄か、֎部窓口としてސห࢜ޢがあります。

ྙཧݑষ

ίϯϓϥΠΞϯε׆ಈ

 4. ίϯϓϥΠΞϯε

経 営
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当会は、金融の販売等のק༠にあたっては、次の事項を遵守し、お٬さまに対して適正なק༠を行います。

１ɽお٬さまの資産運用の目的、ࣝ、経ݧおよび財産の状況を考ྀのうえ、適切な金融のק༠と情報の
提ڙを行います。

２ɽお٬さまに対し、内容や当該のリスク内容なͲ重要な事項をे分に理解していただくようめます。

３ɽ不確実な事項についてஅ定的なஅを示したり、確実であるとޡ認させるおそれのあることを告げるなͲ、
お٬さまのޡ解をটくようなઆ明は行いません。

４ɽి や๚によるק༠は、お٬さまのご合に合Θせて行うようめます。

５ɽお٬さまに対し、適切なק༠が行えるよう役職員のݚमの充実にめます。

６ɽ販売・ק༠に関するお٬さまからのご࣭やご照会については、適切な対応にめます。

　組合員・利用者のօさまの保ޢと利ศ性の上にΉけて「利用者保ޢ等管理方」を定めるとともに、組合員・利用者
の利益を不当にするような利益相行為を行Θないよう、利用者保ޢのҰとして「利益相管理方」を定め、会内
にपしています。
　また、利用者保ޢ等管理および利益相管理を体系的に行うため、「利用者保ޢ等管理規程」および「利益相管理
規程」を制定しています。
　これらに基づき、利用者保ޢ等管理・利益相管理全ൠに関する統括部署としてリスク統括部を位置づけています。
また、利用者保ޢについては各部署に管理責任者を配置しています。
　利用者保ޢ等管理・利益相管理に関する業務が規程等に則り適正に遂行されているかͲうかの検証は、業務監査部
が行っています。

　組合員・利用者のօさまの保ޢおよび業務の健全性、適切性の؍点から、組合員・利用者に対して、取引に関するઆ明
や相ஊ・苦情等への対処を適切に行っています。また、組合員・利用者の利益が不当にされることのないよう利益相
ճආのための措置をとっています。あΘせて組合員・利用者に関する情報についても適切に保ޢ・利用等を行っています。

ཧ体制

ۚ༥のק༠ํ

ར༻者อޢ等ཧ体制Πϝージਤ

ར༻者อޢに関するऔΓ組み
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ʪརӹ૬ཧํの概要ʫ

１ɽରऔ引のൣғ
　  本方の対象となる「利益相のおそれのある取引」は、当会の行う信用事業関連業務または金融
　  関連業務にかかるお٬さまとの取引であって、お٬さまの利益を不当にするおそれのある取引をいいます。

２ɽརӹ૬のおそΕのあるऔ引のྨܕ
　  「利益相のおそれのある取引」の類型は、以下のとおりです。
   （1）お٬さまと当会の間の利益が相する類型
     （2）当会の「お٬さまと他のお٬さま」との間の利益が相する類型

３ɽརӹ૬のཧのํ法
　  当会は、利益相のおそれのある取引を特定した場合について、次に掲げる方法により当該お٬さまの  

　保ޢを適正に確保いたします。
     （1）対象取引を行う部と当該お٬さまとの取引を行う部を分する方法
    （２）対象取引または当該お٬さまとの取引の条件もしくは方法を変更し、または中止する方法
    （３）対象取引にい、当該お٬さまの利益が不当にされるおそれがあることについて、当該お٬さま

　  に適切に開示する方法（ただし、当会がෛう守ൿٛ務にҧしない場合に限ります。）
     （４）その他対象取引を適切に管理するための方法

４ɽརӹ૬ཧଶ
     （1）当会は、利益相のおそれのある取引の特定および利益相管理に関する当会全体の管理態勢を

　　統括するための利益相管理統括部署およびその統括者を定めています。この統括部署は、営業 
　　部からの影響を受けないものとします。また、当会の役職員に対し、本方および本方を౿まえた
　　内部規則等に関するݚमを実施し、利益相管理についてのपపఈにめます。

     （２）利益相管理統括者は、本方にそって、利益相のおそれのある取引の特定および利益相管理
　　を実施するとともに、その有効性を定期的に適切に検証し、改善いたします。

５ɽརӹ૬ཧଶのূݕ等
　  当会は、本方に基づく利益相管理態勢について、その適切性および有効性を定期的に検証し、ඞ要   

　に応じてݟ直しを行います。

ʪར༻者อޢ等ཧํの概要ʫ

１ɽ利用者に対する取引または金融のઆ明（経営相ஊ等をはじめとした金融円化の؍点からのઆ明
をؚΉ。）および情報提ڙを適切にかつे分に行います。

２ɽ利用者からの相ஊ・苦情等については、公正・ਝ・実に対応（経営相ஊ等をはじめとした金融円化
の؍点からの対応をؚΉ。）し、利用者の理解と信པが得られるよう適切かつे分に対応します。

３ɽ利用者に関する情報については、法令等に基づく適正かつ適法な手ஈによる取得ならびに情報の紛ࣦ、
࿙Ӯおよび不正利用等の止のためのඞ要かつ適切な措置をߨじます。

４ɽ当会が行う事業を֎部に委託するにあたっては、利用者情報の管理や利用者への対応が適切に行Θれ
るようめます。

５ɽ当会との取引にい、当会の利用者の利益が不当にされることのないよう、利益相管理のための
態勢整備にめます。
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　当会では、組合員・利用者のօさまにҰごຬいただけるサービスを提ڙできるよう、相ஊ・苦情等のਃし出に
ついて、これを実に受け付け適切に対応するとともに、ਝな解決にめています。また、会内において、相ஊ・
苦情等の情報をڞ有し、対応態勢の改善や苦情等のൃ࠶・ະવ止ࡦに活用しています。
　また、相ஊ・苦情等のਃし出について、当会の対応に理解いただけない場合は、中立的な֎部機関を利用して解決
をਤる体制をとっています。

ᶃۤॲཧા置の概要
　当会では、苦情処理措置として、業務運営体制等を整備のうえ、その内容をホームページ・νϥシ等で公表するとともに、JAバンク相ஊ
所とも連携し、ਝかつ適切な対応にめ、苦情等を解決します。
⾣会のۤ等ड૭ޱɿϦεΫ౷ׅ෦
　ి൪߸：045-680-3047　　'A9：045-212-4591
　受付時間：ޕલ9時ʙ12時　ޕ後1時ʙ5時　月༵日ʙ金༵日（ॕ日および金融機関のٳ業日をআく）

ʲ信༻事業ʳ
⾣ਆಸ県ＪＡόϯΫ૬ஊ所
　ి൪߸：045-680-3079　　受付時間：ޕલ9時ʙޕ後5時　月༵日ʙ金༵日（ॕ日および金融機関のٳ業日をআく）
⾣ਆಸ県ห࢜ޢ会ฆ૪ղܾηϯλー
　ి൪߸：045-211-7716　　受付時間：ޕલ10時ʙ12時　ޕ後1時ʙ5時　月༵日ʙ金༵日（ॕ日および年末年始をআく）
　 ˞ご利用手続の詳ࡉは、当会のリスク統括部または神奈川県ＪＡバンク相ஊ所におਘͶください。 
　 ˞神奈川県ห࢜ޢ会紛争解決センターに直接おਃ込みいただくこともՄ能です。

ʲ信ୗ事業ʳ
⾣Ұൠ社ஂ法ਓ信ୗ協会　信ୗ૬ஊ所（あͬͤΜҕ員会）
　ϑリーμイϠル：0120-817335　携ଳి、1)4 から：03-6206-3988　　
　受付時間：ޕલ9時ʙޕ後5時15分　月༵日ʙ金༵日（ॕ日および金融機関のٳ業日をআく）

ᶄฆ૪ղܾા置の概要
　当会では、紛争解決措置として、次の֎部機関を利用しています。

૬ஊ・ۤ 等ॲཧରԠΠϝージਤ

ۚ༥Ａ̙ （̧ۚ༥におけるࡋ֎ฆ૪ղܾ）制度のରԠ
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から間ҧいのないように৻重に取りࠒで「༬かり資産」であるとの考えに基づき、常日「人情報は利用者本人のものݸ」　
扱っています。
　このような基本的な考え方を会内の役職員等にपするとともに組合員・利用者のօさまにもご理解いただくため、

。を公表しています「方ޢ人情報保ݸ」
　また、リスク統括部の୲当理事をݸ人情報保ޢ統括管理者とし、その指示のもとݸ人情報保ޢにඞ要な内部管理態勢
整備にめています。

１ɽ関法ྩ等の९क
当会は、ݸ人情報を適正に取り扱うために、ݸ人情報の保ޢに関する法その他、ݸ人情報保ޢに関する関係
諸法令および主務大ਉのΨイυϥイン等に定められたٛ務を実に遵守します。また、特定ݸ人情報を適正に取り
扱うために、行手続における特定のݸ人をࣝ別するための൪߸の利用等に関する法（以下「൪߸法」といい
ます。）その他、特定ݸ人情報の適正な取り扱いに関する関係諸法令およびΨイυϥイン等に定められたٛ務を
実に遵守します。

２ɽར༻目త
当会は、利用目的をできる限り特定したうえ、あらかじめお٬さまの同ҙを得た場合および法令によりྫ֎として
扱Θれるべき場合をআき、その利用目的の達成にඞ要な範囲内において、お٬さまのݸ人情報を取り扱います。
ただし、特定ݸ人情報においては、利用目的を特定し、ご本人の同ҙの有ແに関Θら 、ͣ利用目的の範囲をえた
利用は行いません。なお、当会の業務内容およびݸ人情報の利用目的は、当会の店頭に掲示しています。

３ɽదਖ਼औಘ
当会は、ݸ人情報および特定ݸ人情報を取得するࡍには、適正な手ஈで取得するものとし、利用目的を、法令により
ྫ֎として扱Θれるべき場合をআき、あらかじめ公表するか、取得後やかにお٬さまに௨または公表します。
ただし、お٬さまから直接書໘で取得する場合には、あらかじめ明示します。

４ɽ̓ શཧા置
当会は、取り扱うݸ人データおよび特定ݸ人情報を利用目的の範囲内で正確・最新の内容に保つようめるととも
に、࿙Ӯ等を止するため、̓ 全管理に関するඞ要・適切な措置をߨじै業者および委託先を適正に監ಜします。

５ɽ第ࡾ者ఏڙの制ݶ
当会は、法令によりྫ֎として扱Θれるべき場合をআき、あらかじめお٬さまの同ҙを得ることなく、ݸ人データ
を第ࡾ者に提ڙしません。ただし、利用目的の達成にඞ要な範囲内においてݸ人情報の取り扱いを委託する場合、
合ซ等の場合および別్定める特定の者との間でڞ同利用する場合には、お٬さまの同ҙをいただくことなく、
お٬さまのݸ人情報を提ڙすることがあります。また、൪߸法第19 条各߸によりྫ֎として扱Θれるべき場合を
আき、ご本人の同ҙの有ແにかかΘら 、ͣ特定ݸ人情報を第ࡾ者に提ڙしません。

̒ɽػඍ（ηϯγςΟϒ）報のऔΓѻ͍
当会は、お٬さまの機ඍ（センシティブ）情報（࣏的ݟ解、信ڭ、労ಇ組合への加盟、人種・民、地・本੶地、
保健ҩྍ等に関する情報）については、法令等に基づく場合や業務遂行上ඞ要な範囲においてお٬さまの同ҙ
をいただいた場合等をআき、取得・利用・第ࡾ者提ڙはいたしません。

̓ɽ開示・గਖ਼等
当会は、保有ݸ人データにつき、法令に基づきお٬さまからの開示、గ正等に応じます。

̔ɽۤ ૭ޱ
当会は、取り扱うݸ人情報につき、お٬さまからの苦情に対しਝかつ適切に取り組み、そのための内部体制
の整備にめます。

̕ɽܧଓతվળ
当会は、取り扱うݸ人情報について、適正な内部検査を実施するなͲして、本保ޢ方のܧ続的な改善にめます。

ʪݸਓ報อํޢの概要ʫ

に関するऔΓ組みޢਓ報のอݸਓ報なΒびにಛఆݸ
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　当会では、社会のடংや҆全にڴҖを与える社会的勢ྗ等との取引をഉআするため、「社会的勢ྗ等への対応に
関する基本方」を定め、公表しています。
　また、基本対応や態勢等に関する「社会的勢ྗ等への対応に関する要項」を制定し、金融機関としての業務の適切性
および健全性の確保に取り組んでいます。

（社会తྗ等ͱのܾผ）
 １ɽ当会は、取引関係をؚめて、ഉআの࢟勢をもって対応し、社会的勢ྗ等による不当要ٻをڋઈします。

（組織తなରԠ）
 ２ɽ当会は、社会的勢ྗ等に対しては、組織的な対応を行い、役職員の҆全確保を最༏先に行動します。

（֎෦ઐػ関ͱの連ܞ）
 ３ɽ当会は、ܯ、財団法人ྗ์ਪ進センター、ห࢜ޢなͲ、社会的勢ྗ等をഉআするための各種活動を
　　行っている֎部ઐ機関等とີ接な連携をもって、社会的勢ྗ等と対決します。

（औ引࣌確認）
 4ɽ当会は、൜ࡑによる収益の移స止に関する法に基づく取引時確認について、適切な措置を適時に実施します。

（ٙΘし͍औ引のಧग़）
  5ɽ当会は、ٙ Θしい取引について、൜ࡑによる収益の移స止に関する法に基づき、やかに適切な措置を
　　行い、やかに主務লにಧ出を行います。

　コンプϥイアンスは、当会経営の「基൫」であるとの認ࣝのもと、経営管理委員、理事をはじめ全ての役職員がそれͧれの
立場・役割において実かつ公正な業務運営を遂行していくとともに、引き続きコンプϥイアンス重ࢹの組織෩土の
ҡ࣋に取り組みます。

ʪ社会తྗ等のରԠに関するجຊํの概要ʫ

社会తྗ等ഉআのରԠ

のऔΓ組みޙࠓ
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区　分 平成26年度 平成27年度

　ିग़金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（A） 293ɼ218 ３１３ɼ３５３

　ϦεΫ管理ݖ࠴総額　　　　　　　　　　　　　  （#） １ɼ375 １ɼ１７９

　破綻先債権 ʕ ʵ

　延滞債権 １ɼ375 １ɼ１７９

　3カ月以上延滞債権 ʕ ʵ

　貸出条件緩和債権 ʕ ʵ

　ϦεΫ管理ݖ࠴の͏ͪ ୲保ɾ保ূによる保શ額　　  （$） １ɼ000 ７９４

　୲保ɾ保ূΛࠩ͠ 引い ϦͨεΫ管理ݖ࠴　   （#ʵ$）（%） ３74 ３８５

　貸出金に対するリスク管理債権の割合　　　　 （#�A） ̌ɽ4６̀ ０ɽ３７ˋ

　リスク管理債権に対するݸ別貸倒引当金˞　　    （&） 338 ３６２

　引当率　　　　　　　　　　　　　　　　   （&�%） 90ɽ4ˋ ９４ɽ２ˋ

区　分 平成26年度 平成27年度

　破産更ੜ債権およびこれらに準ͣる債権 305 ２５９

債権ݥة　 １ɼ302 １ɼ１３８

　要管理債権 ʕ ʵ

　小　計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（A） 1ɼ607 １ɼ３９７

　うち୲保・保証による保全額　　　　　　　　　（#） １ɼ018 ８０８

　୲保・保証を しࠩ引いた債権額　　　　 （Aɻ #）（$） ５88 ５８８

　上記債権額に対するݸ別貸倒引当金　　　　　 （%） ５52 ５６６

　引　　　　　　　　　　　　　　　    　 （%�$） ９３ɽ９ˋ ９６ɽ２ˋ

　正常債権 292ɼ658 ３１２ɼ９２０

　合　計 294ɼ265 ３１４ɼ３１８

　当会は、法定開示である「リスク管理債権」に加え、「金融࠶ੜ法に基づく開示債権」についても開示しています。
関係法令等に準拠した「自己査定に基づく分類資産」についても自主的に開示し、さらなるಁ明性の上にめて
います。
　平成27年度決算における「不良債権の状況（単体）」は以下のとおりですが、貸出金に対するリスク管理債権の
割合は、̌ ɽ３７ˋとਫ準を保っています。

注：①ഁઌݖ࠴
、ଓしていることその他の事༝によりܧ本またはརଉの支払のԆが相当期ؒݩ　　　
　　 みがないものとしてະऩརଉを計上ࠐݟ本またはརଉのऔཱて、またはห済のݩ
　　 しなかった貸ग़金（貸ग़金ঈ٫をߦった部分を除きます。以Լ、「ະऩརଉෆ計上
　　 貸ग़金」といいます）のうち、法人੫法ྩߦࢪୈ��ୈ� ߲ୈ �号Πからϗまで
　　 に͛ܝる事༝または同߲ୈ� 号にنఆする事༝がੜ͡ているものをいいます。
　  ②Ԇݖ࠴
　  　ະऩརଉෆ計上貸ग़金であって、①に͛ܝるものおよび࠴務者のܦӦݐ࠶または
　　 支ԉをਤることをతとしてརଉの支払を༛༧したもの以֎のものをいいます。

注：本表記載の۠ݖ࠴分は、「金融ػの࠶ੜのためのٸۓા置にؔする法」（平成��
　  年法ୈ��2 号）ୈ� にͮجき、貸借対照表の貸ग़金、その他資産中のະऩརଉ  
　  およびԾ払金ならびに࠴務อূݟฦの֤צఆについて࠴務者の財ঢ়ଶおよびܦ
　  Ӧ成等をૅجとして、࣍のとおり۠分したものです。
　  なお、当会は同法の対象とはなっていませんが、ߟࢀとして同法のఆめるج४にैい
。載していますܝ額をݖ࠴  　
　　① ഁ 産ߋੜݖ࠴およびこれらに४ͣるݖ࠴
　　　ഁ産खଓ։࢝、会社ߋੜखଓ։࠶、࢝ੜखଓ։࢝のਃཱて等の事༝によりܦӦഁ
　　　にؕっている࠴務者に対するݖ࠴およびこれらに४ͣるݖ࠴をいいます。

（単位：百万円）

（単位：百万円）

ݖ࠴ݥة ②
ܖ、Ӧ成がѱԽしܦっていないが、財ঢ়ଶおよびࢸӦഁのঢ়ଶにはܦ務者が࠴　
　にैったݖ࠴のݩ本のճऩおよびརଉの受けऔりができないՄੑのߴいݖ࠴を
　いいます。
③ 要理ݖ࠴
　①および②に͛ܝるݖ࠴以֎の�Χ݄以上Ԇݖ࠴および貸ग़݅؇ݖ࠴をいいます。
④ ਖ਼常ݖ࠴　
る͛ܝӦ成にಛにがないものとして、①から③にܦ務者の財ঢ়ଶおよび࠴　
。（を含みますݖ࠴ඇ۠分）をいいますݖ࠴以֎のものに۠分されるݖ࠴　

③�Χ݄以上Ԇݖ࠴
、①）本またはརଉの支払がఆ支払のཌから�Χ݄以上Ԇしている貸ग़金ݩ　
　 ②に͛ܝるものを除きます）をいいます。
④貸ग़݅؇ݖ࠴
、໔、རଉの支払༛༧ݮまたは支ԉをਤることをతとして、金རのݐ࠶Ӧܦ務者の࠴　
　 、①）った貸ग़金ߦ務者に有རとなるऔܾめを࠴その他のغ์ݖ࠴、本のฦ済༛༧ݩ
　 ②および③に͛ܝるものを除きます）をいいます。

。ผ貸引当金は除いていますݸฦのᶚ分ྨに対するݟ務อূ࠴˞

ϦεΫཧݖ࠴（単体）

ۚ༥࠶ੜ法にͮ͘ج開示ݖ࠴（単体）

 5. ෆྑݖ࠴の状況

経 営
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ʪ平成27年度ʫ

ʪ平成26年度ʫ

（単位：百万円）

（単位：百万円）

区　分 期ट残高 期中増加額
期中減গ額

期末残高
目的用 その他

　Ұൠ貸倒引当金 ９８５ １ɼ０５１ ʔ 985 １ɼ０51

別貸倒引当金ݸ　 ５５２ ５６６ ʔ ５52 566

　県農協信用事業相ޓԉॿੵ立金 １４ɼ７５４ １ɼ２２１ ʔ ʕ １5ɼ976

　合　計 １６ɼ２９１ ２ɼ８３９ ʔ １6ɼ291 １7ɼ594

۠　分 期ट残高 期中増加額
期中減গ額

期末残高
目的用 その他

　Ұൠ貸倒引当金 １ɼ036 985 ー １ɼ036 985

別貸倒引当金ݸ　 481 ５52 ー 481 ５52

　県農協信用事業相ޓԉॿੵ立金 １3ɼ57３ １ɼ１81 ー ʕ １4ɼ754

　合　計 １5ɼ̌91 ２ɼ719 ー １ɼ517 １6ɼ291

（単位：百万円）

注：①貸ग़金ঈ٫の額は、ঈ٫額（部分ঈ٫額を含みます）を記載し、ۀछผの貸ग़金ঈ٫（̑̑ϖーδ）の߹計と同͡金額となります。
　  ②貸ग़金ঈ٫の額はݸผ貸引当金のత用によるऔ่額を相ࡴした数です。

区　分 平成26年度 平成27年度

　貸出金償却 ー　 ー　

ି引ۚ等のظߴおよびظதの૿ݮ （ֹ単体）

　該当する取引はありません。

の状況ݖ࠴のある信ୗに͔͔るିग़ۚのϦεΫཧܖຊิͯΜݩ

ିग़ۚঈ٫の （ֹ単体）

ܦ
　
Ӧ

ෆ
ྑ
࠴
ݖ
ͷ
ঢ়
گ
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定ࠪݾࣗ
引金 引 金༥࠶ੜ法に

基ͮ͘։ࣔݖ࠴ඇ分類 ᶘ分類 ᶙ分類 ᶚ分類

破綻先 　　         0
                  （0）

引当金、༏ྑ
担อ・อূに
よりอશ

引当金、Ұൠ
担อ・อূに
よりอશ

શ額引当（引
当ޙは、ඇ分
ྨに計上）

શ額ঈ٫
または引当

ഁ産ߋੜݖ࠴および
これらに४ͣるݖ࠴

実࣭　　　  259
破綻先       （259）

231　
（30）

27　
（27）

ー　
（ー）

ー　
（201） 201 100ˋ 259

破綻ݒ೦先 引当金、༏ྑ
担อ・อূに
よりอશ

引当金、Ұൠ
担อ・อূに
よりอશ

ݖ࠴ݥة

1138　
（1138）

481　
（116）

634　
（634）

22　
（387）

（ᶅ）  
365 94ˋ 1138

ཁ

ҙ
ઌ

要管理先

1051 0�336ˋ

要理ݖ࠴

ʔ ー ー ー

その他要ҙ先 小　計
3271　 28 3243　 1397

正常先 ਖ਼常ݖ࠴

309110　 309110 312920
ඇ۠分債権 ඇ۠分ݖ࠴

589　 589 589

合　計 ඇ分類 ᶘ分類 ᶙ分類 ᶚ分類 合　計 合　計

314368　　
（314368）　

310441  
（309874）

3905　
（3905）

22　
（387）

ー　
（201） 1617　 314318

務者区分࠴ ঈ٫ɾ引基४

ഁઌɾ࣮ ࣭ഁઌ

務者͝とに、ᶙ・ᶚ分ྨとした額શ額を༧࠴ผݸ
損ࣦ額とし、ᶙ分ྨとした額શ額をݸผ貸引当
金に計上し、ᶚ分ྨとした額શ額をঈ٫（ただし、
ᶚ分ྨのうち࠴務อূݟฦצఆについてはݸผ
貸引当金を計上）

ഁݒ೦ઌ

務者͝とに、ᶙ分ྨとした額からキャッ࠴ผݸ
シュ・フローによるճऩՄ額を߇除した額を༧
損ࣦ額としてݸผ貸引当金に計上（ただし、
؆қࠪఆઌは貸実により計上することも
できる）

ཁ

ҙ
ઌ

ཁ管理ઌ
աڈ�算ఆ期 （ؒ�算ఆ期ؒは�年）の貸実
にͮجくޙࠓ�年ؒの༧損ࣦ額をҰൠ貸
引当金に計上（˞�）

ͦのଞのཁҙઌ
աڈ�算ఆ期 （ؒ�算ఆ期ؒは�年）の貸実
にͮجくޙࠓ�年ؒの༧損ࣦ額をҰൠ貸
引当金に計上（˞2）

正常ઌ その他の要注ҙઌと同 （͡˞�）

ϦεΫ管理ݖ࠴
（ିग़金のみ）
ഁઌݖ࠴

ー
Ԇݖ࠴

1179

�Χ݄以上Ԇݖ࠴
ー

貸ग़݅؇ݖ࠴
ー

合　計
1179

分類資産債務者۠分

（単位：百万円）

注：① ࣗ ै、ฦݟ務อূ࠴、の貸ग़金、貸ग़金にかかるະऩऩ益、貸ग़金に४ͣるԾ払金ޙは、貸ग़金ঈ٫ߴ務者۠分͝との࠴ఆࠪݾ   ߹に४ͣる資産のݖ࠴員貸金およびۀ
　　　計額を記載しています。
　  ② 金融࠶ੜ法にͮجく։ࣔݖ࠴とϦεΫ理ݖ࠴とのࠩ額は、金融࠶ੜ法に含まれる貸ग़金以֎のݖ࠴額です（要理ݖ࠴は貸ग़金のみ対象です）。
　 ③ ഁݒ೦ઌのᶙ分ྨに対しては、原ଇとしてキャッシュ・フロー法をద用し、ճऩࠐݟ額を߇除した金額を引当てています。
　 ④ ਖ਼常ઌ・要注ҙઌは、貸実による算ग़額と੫法ݶ度額のいͣれかଟい額を繰入れることとし、当期については੫法ݶ度額により引当てています。

（˞　）内の計数は引当・
　償却લの分類額

（ᶆ）

定についͯࠪݾࣗ◆
　 ᶃ当会は、毎年2 ճ、自己査定を実施しています。
　 ᶄ自己査定は、債務者の財務状況、ฦࡁ能ྗ等を定し、上ਤのように債
　　 務者を۠分します。次に債務者۠分ごとに୲保・保証等による債権のճ
　　 収度合いに応じ、債権ճ収のՄ能性が高いॱからඇ分類ʙᶚ分類の4   
　　 ஈ֊に۠分します。

務者区分のઆ໌࠴◆
　 ᶃ 破　綻　先ʜ法的・ࣜܗ的な経営破綻の事実がൃੜしている先
　 ᶄ実࣭破綻先ʜ法的・ࣜܗ的な経営破綻の事実はൃੜしていないものの、
௨しがない状況にݟ建の࠶、な経営の状態にありࠁਂ　　　　　　　　　
　　　　　　　　　あると認められるなͲ、実࣭的な経営破綻にؕっている先
　 ᶅ破綻ݒ೦先ʜ現状、経営破綻の状況にはないが、経営の状態にあり、
　　　　　　　　　経営改善計ը等の進状況が๕しくなく、ࠓ後、経営破
　　　　　　　　　綻にؕるՄ能性が大きいと認められる先
　 ᶆ要  ҙ 先ʜ金利減໔、୨上げを行っているなͲ貸出条件にがあ
　　　　　　　　　る先、元本ฦࡁもしくは利ଉ支払いが事実上延滞してい
　　　　　　　　　るなͲཤ行状況にのある先の΄か、業況がௐない
　　　　　　　　　し不҆定な先、または財務内容にがあるなͲ、ࠓ後の
　　　　　　　　　 管理にҙを要する先
　 ᶇ正　常　先 ʜ業況が良であり、かつ、財務内容にも特ஈのがな
　　　　　　　　　いと認められる先
◆分類のઆ໌
　 ᶃඇ　分　類 ʜ正常先への債権、その他の債務者への債権で༏良୲保・
　　　　　　　　　保証によりճ収のݥة性についてのない資産
　 ᶄᶘ　分　類 ʜ要ҙ先のうちඇ分類以֎の債権、および破綻ݒ೦先・
　　　　　　　　　実࣭破綻先・破綻先への債権で不動産等Ұൠ୲保・保
　　　　　　　　　証により保全されている資産
　 ᶅᶙ　分　類ʜ最ऴのճ収または価について重大なݒ೦があり、損ࣦ
　　　　　　　　　のൃੜのՄ能性が高いが、その損ࣦについて合理的なਪ
　　　　　　　　　計がࠔな資産　 
　 ᶆᶚ　分　類ʜճ収不Մ能またはແ価とஅされる資産

（˞�）（˞2）（˞�）の߹計額が、੫法ج४で༰認されるݶ度額をԼճる߹は、੫法ݶ度額で計上。

ෆྑݖ࠴ॲཧの状況（単体）

◆ঈ٫ɾ引についͯ
　 償却・引当は、自己査定の債務者۠分ごとに定めた償却・引当基準に基づ 
　 き、実施しています。

  5. ෆྑݖ࠴の状況

経 営



�7

地Ҭのڅڙۚࢿの状況

地Ҭ͔Βのۚࢿௐୡの状況

数（ྦྷ計）݅ߦ࣮ 金額（ྦྷ計）

　中小ا業者 65件 8116

　住資金आೖ者 23件 374

◆業者等の経営支ԉにؔするऔ組方（金༥ԁԽにかかる基本త方等ΛؚΉ）

　当会では、「健全な事業を営Ή農業者をはじめとする地域の
օさまに対してඞ要な資金を円にڙ給していくこと」を役割
とし、適正な業務の遂行にけ「金融円化にかかる基本方」
に基づき実ફしています。

ʲ地Ҭにରするํ͑ߟʳ
　当会は、神奈川県内ＪＡ等が会員となって、おޓいにॿけ合い、ൃ లしていくことをڞ௨の理೦とする相ޓැॿ型の
農業ઐ金融機関であり、また、ＪＡの組合員・利用者のൟӫと地域社会のൃలに資するための地域金融機関です。
　その資金は、大が県内のＪＡにお༬けいただいた組合員・利用者のօさまの大切な財産である貯金をݯઘとして
います。また、օさまからお༬かりした大切な貯金は、資金をඞ要とする組合員・利用者のօさまや、ＪＡ・農業に関連
する企業・団体および、県内の地場企業や地方公ڞ団体なͲにご利用いただいています。
　当会は組合員・利用者のօさまの๛かなੜ活のお手いができるよう、ＪＡとのڧいឺとネットϫークを構ஙする
とともに、地域社会のҰ員として地域経ࡁの࣋続的ൃలにめています。
　また、資金ڙ給や経営支ԉなͲの金融機能の提ڙにとͲまらͣ、ڥ、จ化、ڭҭといった໘もࢹに入れ、く
地域社会の活性化にੵۃ的に取り組んでいます。

（単位：百万円）
ʲ ฏ２�年3݄࣌のۚ༥ԁԽ࣮ʳ

　当会の平成２８年3月末の貯金残高は４兆1793億円となって
おり、うち４兆1553億円は神奈川県内ＪＡ等の会員からお༬り
しています。
　また、ＪＡバンク神奈川（当会ならびに県内１３JAの信用事業
部の総称）では組合員・利用者のօさまの計ը的な資産づくり
をお手いさせていただくため、目的に応じた各種貯金や国債、
投資信託等の取り扱いをしています。

　当会の平成２８年3 月末の貸出金残高は3133億円となり
ました。このうち、農業関連資金としては、横浜市農業経営資金、
かながΘ市農業ਪ進資金なͲの取り扱いをしています。
　また、ＪＡ組合員の資産活用には貸住宅け資金等の取り
扱いをするとともに、地方公ڞ団体や地元企業等のお取引先の
օさまには、各種్に応じた資金の取り扱いをしています。

地Ҭີணۚܕ༥のऔΓ組み（தখا業等の経営վળおよび
  地Ҭのੑ׆ԽのたΊのऔΓ組みΛؚΉ）

ܦ
　
Ӧ

ෆ
ྑ
࠴
ݖ
ͷ
ঢ়
گ
ɾ
J
A
ά
ϧ
ồ
ϓ
ਆ
ಸ

ͷ

Ҭ
ߩ
ݙ

ͷ
औ
Γ
組
Έ

 �. +Aάϧーϓਆಸの地ҬݙߩのऔΓ組み
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　ＪＡバンク神奈川では、当該事業のҰとして、農業者等を支ԉする
資金を設しています（詳ࡉは次ページ「農業融資に対する取り組み」
に記載）。また、৯農ڭҭを௨じた社会ݙߩ事業への取り組みとして、
小学ߍ等へのࡐڭ本の贈ఄや৯農・ڥ保全・金融経ࡁのڭҭ活動に
対するॿ成事業を実施しています。

ʲ事業内容ʳ

業୲いखに対する支ԉ
業および地Ҭࣾ会にݙߩする

औΓ組み等に対する支ԉ
（業サϙʔλʔに対する支ԉ）

ɾ利子ॿ成事業
ɾ資事業
ɾ৽نबԠԉ事業

ɾJAόϯΫ৯ڭҭԠԉ事業
本ଃఄ事業ࡐڭ　 　
（            ）ಈॿ成事業׆ҭڭ　 　

ʪۚ༥ԁԽに͔͔るجຊํの概要ʫ
１ɽ当会は、お٬さまからの新規融資や貸付条件の変更等のਃ込みがあった場合には、お٬さまの特性および事業の状況を

勘案しつつ、できる限り、ॊೈに対応するようめます。
２ɽ当会は、事業を営Ήお٬さまからの経営相ஊにੵۃ的かつきめࡉかく取り組み、お٬さまの経営改善にけた取り組み

をご支ԉできるようめてまいります。また、役職員に対するݚम等により、上記取り組みの対応能ྗの上にめます。
３ɽ当会は、お٬さまから新規融資や貸付条件の変更等の相ஊ・ਃ込みがあった場合には、お٬さまの経ݧ等に応じて、આ明

および情報提ڙを適切かつे分に行うようにめてまいります。また、おஅりさせていただく場合には、その理༝をՄ能
な限り۩体的かつஸೡにઆ明するようめます。

４ɽ当会は、お٬さまからの、新規融資や貸付条件の変更等の相ஊ・ਃ込みに対するい合Θせ、相ஊおよび苦情について
は、公正・ਝ・実に対応し、お٬さまの理解と信པが得られるようめます。

５ɽ当会は、お٬さまからの新規融資や貸付条件の変更等のਃ込みについて、関係する他の金融機関等（系金融機関、
農業信用基金協会等をؚΉ。）とのີۓな連携をਤるようめます。また、これらの関係機関等から照会を受けた場合
は、守ൿٛ務にཹҙしつつ、お٬さまの同ҙをલ提に情報ަしつつ連携にめます。

６ɽ当会は、お٬さまからの上ड़のようなਃ込みに対し、円に措置をとることが出དྷるよう、ඞ要な体制を整備しています。

　農林中央金庫およびＪＡバンクは、協同組織の金融機関として農業の振ڵとൃల、組合
員・利用者のօさまのൟӫと地域社会のൃలに資することを中֩的な事業目的としています
が、大きな変ֵに直໘する日本の農業等に対してこれまで以上に౿み込んだ支ԉࡦをల開す
るとともに、自らの社会的໋に応えるため、ＪＡバンクアグリ ・エコサϙート基金を設立し

「ＪＡバンクアグリサϙート事業」をల開しています。

˗業者等の経営支ԉにؔするଶ勢උの状況
　　当会では、農業事業者や中小事業者のお٬さまに対する経営相ஊ、経営改善支ԉ等を適切に行うため、以下の 
　態勢を整備しています。

ᶃ金融円化対応部署を中৺に、お借入条件の変更等を行ったお٬さまの経営状況や、経営改善計ըの進状況をܧ続的にѲし、ඞ要
に応じて経営改善または࠶ੜのためのॿ言を行う等、お٬さまへの支ԉについて真に取り組みます。

ᶄ経営相ஊ、経営改善・࠶ੜのための支ԉ能ྗ上のため、当会職員およびＪＡグループ職員に対し、ඞ要なݚम・指導を行っています。
ᶅ農業者の経営支ԉについては、֎部機関（日本ࡦ金融公庫等）との連携を行っている΄か、農業者の資金χーζに応えるべくＪＡグループ

神奈川Ұ体となった資金提ڙを行っています。
ᶆ経営者保証に関するΨイυϥインに対しては、内部規程等を定めΨイυϥインに則した対応を行っています。

ʮＪＡόϯΫΞάϦαϙーτ事業ʯのల開

神奈川県ڭҭ委員会ۅ୩ڭҭ長（ӈ）へࡐڭ本を贈ఄする∁܂会長（ࠨ）

  �. +Aάϧーϓਆಸの地ҬݙߩのऔΓ組み

経 営
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　ＪＡグループ神奈川では、ੜ産者の所得上、地産地ফਪ進の؍点から、ＪＡ直営による農産物直売所（ϑΝーマーζ
マーケット）の設置を進め、ফඅ者に新で҆全な農ச産物をおಧけしています。ＪＡバンク神奈川では、これらの販売
代金の資金決ࡁを௨じて、地域社会へݙߩしています。

　ＪＡバンク神奈川では、エネルΪーに関する取組ࡦのҰとして、ＪＡ住宅・
リϑΥーム・農機ϋスローンにかかる「ڥ配ྀ型住宅ॿ成金ަ付制度」を平成２６年
４月よりల開しています。
　平成２７年４月からは、ॿ成対象を֦充し、ଠཅޫൃిシステムの΄か、長期༏良住宅・
認定素住宅・̝ ＥＭＳ（ϔムス）・エネϑΝーム・神奈川県産ࡐなͲのڥ配ྀ型住宅・
設備の新規取得・設置にあたり、最大25万円のॿ成金をަ付し、ڥに༏しいՈづくりを
応ԉしています。

地産地ফにけたऔΓ組み

อશのऔΓ組みڥ

農業༥ࢿにରするऔΓ組み
　ＪＡバンク神奈川では、農業ϝインバンクとして༷ʑなχーζに的確に対応していくこ
とがඞ要であると考え、ＪＡ・信連がҰ体となって、資金ڙ給等を௨じて地域の農業振ڵ
にݙߩしています。

˗業༥資に対するऔΓ組み
　当会では、農産物の６次産業化（ੜ産・加工・ྲྀ ௨）をはじめとする設備資金、運స資金
等෯いχーζに対して利用Մ能なアグリマイティー資金を、平成26年度より取り扱って
います。JAではアグリマイティー資金の他、農機۩等の取得にかかる資金ध要に対応する

「ＪＡ農機ϋスローン」等を提ڙしました。
　また、農業近代化資金や日本ࡦ金融公庫資金も取り扱っており、農業者の農業経営
とੜ活をサϙートしています。
　さらに、ＪＡバンクアグリサϙート事業のҰつである「利子ॿ成事業」のॿ成対象֎と
なる借入に対して、県域独自の利子ॿ成措置をߨじています。

˗地Ҭ業の୲いख支ԉに͚ͨऔΓ組み
　県内13ＪＡ全てに「୲い手金融リーμー」を設置し、地域農業の୲い手のサϙート態勢整備に取り組んでいます。
　またＪＡバンク神奈川では、平成26年2月の大ઇによるඃを受けた農業者を金融໘から支ԉするため、ＪＡ・
当会・神奈川県農業信用基金協会が連携して、ແ利ଉ・ແ୲保（原則）・保証ྉແྉの資金を48件、5億1933万円
融資することで、ඃࡂした農Ոの方ʑに対し、サϙートを行いました。

平成2７年１̌ 月にΦープンしたJA セϨサ川 「࡚セϨサモス２߸店」
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৯農ڭҭにおけるऔΓ組み
　地域の小・中学ߍの社会Պやੜ活ՊのڭҭのҰとして、田ാのݟ
学、田২え体ݧをはじめ、種බ、資ࡐの提ڙ（バケπҴづくりセット等）
やഓ指導、学ߍ農Ԃの運営支ԉ等を௨じて、次ੈ代を୲う子ڙ達に
するお手いをڙの場を提ݧ重な体وでは得られないڧ上でのษص
しています。
　あΘせて、学ߍ給৯に県産ถや地場ࡊをڙ給するなͲ、৯を௨じ
て農業の役割・大切さをえています。
　また、ＪＡグループとしてੜ産者・農業に対する県民理解と県産農ச
産物のফඅ֦大を目指す取り組みとして「みんなのよい৯プロジΣクト
27」をల開し、１2月には「ভೆ国ࡍマϥιン」に参ը・協ྗし、マϥιン
ϥンφーやऺ؍の方ʑに「よい৯」に関する理解ଅ進をਤりました。

相ஊ会ɾセϛφʔ名
平成２7年度年࣮ؒ

ＪＡ数ࢪ࣮ ։࠵場所（） དྷ場者数

住ϩʔϯ相ஊ会ٳ １2ＪＡ 699会場 １ɼ541組

年金相ஊ会 １３ＪＡ 714店ฮ ４ɼ249名

年金ɾࣾ 会保ݥセϛφʔ
資࢈ӡ用セϛφʔ 6ＪＡ 　46店ฮ 　　944名

相ଓɾҨݴセϛφʔ 8ＪＡ 　58店ฮ 　１ɼ359名

注：։࠵店ฮ数について、同Ұ店ฮでෳ数։࠵の߹はの店ฮ数を記載しています。

　組合員および利用者のօさまの計ը的な
資産づくり等をお手いさせていただく
ため、各種相ஊ会・セϛφーを開࠵しています。

　県内ＪＡは５市町ଜの指定金融機関をはじめ、各市町ଜの指定代理金融機関、収納代理金融機関として੫金等
の公金事務を୲当しています。
　また、市町ଜ等に対する融資により、ੜ活ڥの整備等にݙߩしています。当会も公ڞ団体等に対する融資はもと
より神奈川県債、横浜市債の引受金融機関として資金協ྗを行っています。

地Ҭのۚ༥ػ関ͱしͯ の地ํެஂڞ体のۚࢿ協ྗ

֤छ૬ஊ会・ηϛφーの開࠵

マϥιン大会にて「よい৯プロジΣクト」をアϐール

日住宅ローン相ஊ会の༷子ٳ

  �. +Aάϧーϓਆಸの地ҬݙߩのऔΓ組み

経 営
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େ規ࡂのඃࡂ地ࢧԉのऔΓ組み
ɹJA グループ神奈川では、全国機関とาௐを合Θせ、大規模ࡂによるඃࡂ地JA管内の営農やੜ活の復旧に
けた支ԉ対ࡦに取り組んでいます。
ᶃ౦日本大ࡂのඃࡂ地支ԉについては、平成２３年度から平成２７
　年度をू中復ڵ期間として位置づけ、募金活動や支ԉୂのݣに
　よる農作業支ԉの取り組みを進めてきました。
ᶄ平成２８年４月にൃੜした۽本地についても、直ちに募金活動を
　実施し、職員による支ԉୂをݣしています。

に͔͔るऔΓ組みࢱ者ྸߴ
　県内ＪＡでは、հޢ保ݥ制度に基づき、๚հޢ事業（7ＪＡ）やډ宅հޢ支ԉ事業（3ＪＡ）に取り組んでいます。
ＪＡ神奈川県ްੜ連でも、հޢ人保健施設（伊勢原市）や๚ޢステーシϣン（相模原市（２カ所）・伊勢原市）、
デイサービスセンター（横浜市・横ਢլ市・ਇ市・愛川町）、地域แ括支ԉセンター（相模原市）等を整備し、サϙー
ト体制も確立しています。
　また、հޢ保ݥ制度施行以લからＪＡグループとして取り組んでいる
地域にࠜ͟した高ྸ者ࢱ活動は、ＪＡごとにある「ॿけ合い組織」を
中৺として、ϛχデイサービスの実施、特別ཆޢ人ホーム・デイサー
ビス施設でのϘϥンティア等、༷ ʑな活動を行っています。

ར༻者ωοτϫーΫԽのऔΓ組み
　県内ＪＡでは、年金友の会等、組合員および利用者のօさまのກや健康増進にけた活動を行っています。

報ఏ׆ڙಈ
　ＪＡバンク神奈川では、ホームページや情報誌「ＪＡマネープϥン
φー」等を௨じて、最新の金融情報を提ڙしています。また、ＪＡグループ
神奈川が企ը・提ڙするテϨビ൪組「かながΘ०ࡊφビ」や、ϥジΦ൪組

「JA 'SFTI .BSLFU」および各ＪＡ独自の機関ࢴ等によって、農業への
理解ਁಁや地域に関する情報等を提ڙしています。

հޢ人保健施設「΄΄えみのٰ」

Ϙϥンティア作業中の職員の༷子
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 1. +Aάϧーϓの組織ͱ役ׂ
　JAグループは、組合員および利用者を基൫に、市町ଜஈ֊のJA、ಓ県・全国ஈ֊の連合会組織で構成し、それ
ͧれが機能分୲のもと、信用事業（貯金・貸出・為替等）の΄か、指導事業（営農・ੜ活・ڭҭ等）、経ࡁ事業（販売・購
買等）、ࡁڞ事業（ੜ ・໋自動 ・ंՐࡁڞࡂ等）、ް ੜ事業（ҩ ・ྍ健康管理・高ྸ者対ࡦ等）等の総合事業をల開して
います。この市町ଜஈ֊から全国ஈ֊までの組みを農協系統組織（JAグループ）とݺんでいます。
　このうち、信用事業においては、JAバンクトータルで、より高度で࣭の高い総合金融サービスの提ڙを目指しています。
（「JAバンク」́ JA、信連、農林中央金庫）

金融新・新システムの企ը・開ൃや事
業ਪ進、相ஊ・ݚम、金融情報の提ڙ、リス
ク管理等のＪＡ信用事業に対する補、支
ԉおよび指導を行っています。

+A信༻事業の
ಋࢦԉɺࢧɺิ

ＪＡの余༟金（ＪＡ貯金は貸出金というܗ
で地元で運用される΄か、余った資金は当
会に༬けられます）を、大きな単位で貸出や
証券投資に運用し、その収益をＪＡへؐ元
することでＪＡの経営にݙߩしています。

༨༟ۚのޮ運༻による
҆ఆؐݩ

為替、歳入金、手ަܗ等の業務をू中処
理し、ＪＡバンクトータルでの合理化・効率
化をٻしています。

業務のूதԽによる
+AόϯΫτーλϧͰの
合ཧԽ・ޮ Խのٻ

 2. +Aਆಸ県信連のجຊత໋
　ＪＡバンクにおいて、連合会組織（信連・農林中金）が୲う役割は、ᶃＪＡ信用事業の補、支ԉ、指導ᶄ業務のू中
化によるＪＡバンクトータルでの合理化・効率化のٻᶅ余༟金の効率運用による҆定ؐ元であり、この役割はࠓ後、
は、県域連合会組織として、地域性を重໋情勢がいかに変化しようとも変Θることはありません。当会の基本的・ڥ
かな対応や全国組織を上ճるؐ元ਫ準の確保等、付加価を高めたかたちでこれらの役割をՌたࡉしたॊೈできめࢹ
していくことであります。

業 務
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　当会は、貯金、貸出、為替なͲいΘΏる金融業務といΘれる信用事業を行っています。この信用事業では、ＪＡ・信連・
農林中金という３ஈ֊の組織が有機的に結びつき、「ＪＡバンク」として大きなྗをൃشしています。

Ҩ産ཧwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwww
　遺産整理は、財産目および遺産分割
協議書の作成、各種財産の名ٛ変更、納
੫資金のご相ஊまで、相続手続のサϙー
トを行う業務です。
　財務コンサルタントが責任をもってお
手いさせていただきます。
のよ͏なํʑにɺ࣍˗
　Ҩ産ཧΛおקΊし͍ͯ·すɻ

˓相続手続がࡶで、Կから手をつけて
よいかΘからない方

˓慣れない相続手続におࠔりの方
˓ごଟで遺産の名ٛ変更なͲの手続が

できない方

ஷۚ業務
　ＪＡ・農業関係団体、農業関連産業等から当座貯金・ී ௨貯
金・定期貯金等をお༬かりしています。

　農業者のօさまや農業関連事業にඞ要な資金をご融資し、
地域農業の振ڵにݙߩしています。
　また、地方公ڞ団体や県内企業なͲへのご融資を௨して、地
域社会のൃలのためにݙߩしています。
　さらに、日本ࡦ金融公庫なͲの代理店として、農業やੜ活
にඞ要な資金をご融資しています。

信ୗ業務

　ＪＡは系統為替Φンϥインシステム・全銀データ௨信システ
ムにより、全国のＪＡおよび他金融機関への振込・ૹ金・代金
取立を行っており、当会は全国のＪＡ、他金融機関との中ܧセ
ンターの役割をՌたしています。

　県下ＪＡを所ଐ組合とする特定信用事業代理業務を平成
２４年１̌ 月１日から開始し、住宅ローンにかかる営業活動等を
行っています。
　また、平成２７年１１月１６日から住宅ローンおよびແ୲保
ローンの事લ৹査および正ࣜ৹査を行っています（平成２７年
４月１日時点の所ଐ組合は１２ＪＡ）。

ಛఆଃ༩信ୗwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwww
　特定贈与信託は、特定ো者（重度の
৺োがい者等）の方のੜ活の҆定をਤ
る目的に、そのごなͲݸ人の方ʤ委託
者ʥに金銭等を信託していただき、当会

ʤ受託者ʥがその財産を運用・管理し、特定
ো者の方ʤ受益者ʥのੜ活・ҩྍඅ等と
して、定期的に金銭をަ付するものです。

Ҩݴ信ୗ wwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwww
　遺言信託は、遺言書作成の相ஊおよび
相続に関する手続のサϙートを行う業務
です。遺言書の作成は財務コンサルタント
がお手いします。作成した遺言書は、責
任を࣋ってお༬かりし、কདྷの相続ൃੜ
時には、遺言に基づいたࣥ行手続を実
に行います。
お役にཱͪ·すɻ͕ݴのよ͏なํʑにɺҨ࣍˗

˓農業後ܧ者なͲ取りの方にଟく相続
させたい方

˓相続争いをະવにぎ、円ຬに遺産分
割をࡁませたい方

˓相続対ࡦなͲでお借入れのある方
˓්間にこͲものいない方

地信ୗwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwww
　土地信託は、土地の有効利用を目的と
して、お٬さまが所有する土地を信託して
いただき、お٬さまに代Θって土地有効利
用の企ը・立案・資金ௐ達・建物の建ஙお
よび成後の建物のҡ࣋管理等Ұ切の
業務を行い、その成Ռをお٬さまに信託
配当としてަ付するものです。

 3. +Aਆಸ県信連の業務

ҝସ業務

ିग़業務 ಛఆ信༻事業ཧ業務

　当会では、コンϐュータ・Φンϥインシステムを利用して、各種自動受取、各種自動支払や給与振込サービス等を取り扱っています。
　また、全国のＪＡでの貯金の出し入れや、銀行、信用金庫、コンビχなͲでも現金引き出しのできるキャッシュサービス等、各種
サービスを提ڙしています。

その他の業務およびαーϏε

DISCLOSE  2016DISCLOSE  2016



役員室
　総会・経営管理委員会等の運営、会長・副会長秘書、連合会
共通庶務に関することを行っています。

監査室
　監事会・監事監査等に関することを行っています。

広報局
　テレビ・ラジオ番組の企画・提供、新聞等報道機関との連絡
提携、その他広報事業に関することを行っています。

業務監査部
　内部監査部署として、子会社を含む業務運営全般と県下ＪＡ
が行っている国庫金振込事務等に関する監査・検査を実施し、
個人情報保護、利用者保護およびリスク管理を踏まえた内部
管理態勢の適切性確保を図っています。

総務部
　庶務関係、固定資産管理、役員秘書、関係機関・団体との連
携、および労務管理など、職場内外での運営がスムーズに進み、
職員が仕事に専念できるような環境づくりに努めています。
　また、採用から人事異動、教育、給与、福利厚生、そして退職
にいたるまで、職員のライフステージすべてにわたって広範囲
な関わりを持っています。

経営企画部
　健全・堅実な経営をモットーに、質・量ともにバランスのとれ
た強靭な経営体質をつくりあげるため資産・負債総合管理、予
算統制業務を行っています。また、中長期計画の立案、金融経
済等に関する情報の収集・分析も行っています。

リスク統括部
　リスクマネジメント全般にかかる統括部署として、貸出や有
価証券の取引にかかるリスク情報の収集、与信限度額管理、
リスクの計量化によるリスク量の把握を行うほか、会内ネット
ワークシステムの管理、情報セキュリティ管理を行っています。
　また、コンプライアンス統括部署として会内のコンプライ
アンス推進に取り組むとともに、審査役を配置し、貸出金の審
査、有価証券等の取得の審査、信託業務の審査、登録金融機関
業務等の広告審査、各種契約書類等の審査を行っています。

JAバンク統括部
　ＪＡ金融業務の一層の充実を図るため、ＪＡ金融基本方針の策
定、金融商品の企画・開発、金融情報の提供等を行っており、ＪＡ
金融業務全般にわたって相談・指導・各種研修を行っています。
　また、ＪＡローンの推進・支援を行う「融資サポートセンター」
および遺言信託をはじめとする信託業務を行う「相続遺言・
信託センター」の運営も行っています。

融資部
　ＪＡ組合員の資産管理事業資金をはじめ、農業関連産業、
地方公共団体・事業法人等への事業資金をご融資するととも
に、日本政策金融公庫等、公的資金の代理店としてご融資を
行っています。

農業部
　平成２８年４月より、「農業所得増大・地域活性化応援プロ
グラム」の実践・支援、および訪問活動の積極展開による農業
貸出金の伸長・支援に取り組むため、新たな専任部署として農
業部を新設しました。農業部では農業資金をご融資するとと
もに、日本政策金融公庫（農林水産事業）の代理店として代理
貸付も行っています。

34

  3. JA神奈川県信連の業務

各部署の業務内容

業 務



事務部
　貯金業務、為替業務のほか、以下の業務を行っています。

◆決済業務
給振、年金等の口座振込、県公金、公共料金等の口座振替
をはじめ、全国の金融機関との間でキャッシュカードの相
互支払サービス、各種クレジット会社とのキャッシング提携
を実施しており、当会は県センターとしての役割を果たして
います。

◆資金業務
　　現金の出納・整理・搬送・保管、資金の回金・回送、手形交
　換業務を行っています。

◆日銀歳入復代理店業務
　　所得税、相続税等の国税ならびに国民年金保険料、厚生
　年金保険料等歳入金の収納事務を行っています。

◆公共債窓販業務
　　神奈川県債の窓口販売業務と口座管理業務ならびに国
　債の口座管理業務を行っています。

◆県下ＪＡ信用事業のサポート業務
　　県下ＪＡが行っている口座振替依頼書の管理・保管、手形
　交換持帰事務等を集中的に行う「事務集中センター」の運
　営により、県下トータルでの合理化、コスト削減および事務
　の堅確性確保を図っています。

◆短期運用業務
　　余裕金運用として系統預け金のほか、債権流動化商品等
　への投資を行っています。

◆有価証券運用業務
　　リスク・リターンを考慮し、国債を中心とした債券運用の
　ほか、分散投資の観点から外貨建債券・株式投資等を行っ
　ています。
　　なお、投資にあたっては、金利リスク・信用リスク・流動性
　リスク等に十分留意しています。

◆公共債窓販とりまとめ業務
　　ＪＡの国債窓販業務のとりまとめ店業務および神奈川県
　債・横浜市債のシ団引受業務を行っています。

資金証券部
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各ＡＴＭのՔಇ日および時間については、ＡＴＭ設置金融機関へおい合Θせ
ください。
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内ࠃҝସ

 4. +AόϯΫਆಸͰ͝ར༻͍たͩける֤छۚ༥・αーϏε
　JAバンク神奈川（JA・信連）では、各JAで定めた「金融のק༠方」を遵守し、組合員・利用者のօさまに対して
適切な金融のק༠と情報の提ڙを行っています。当会の「金融のק༠方」は19ページをご参照ください。

օさまからお༬かりした大切な貯金は、JAバンク独自の組みh 破綻ະવ止システム とɦ公的制度のh 貯金保ݥ制度 かɦらなる
JA バンク・セーϑティーネットでしっかり守られています。

+A ό ϯΫのखྉແྉATM 
શࠃに�3000ͱɺ業քτοϓΫϥεʂ
。なご出金や残高照会でも、པもしくੜ活をサϙートいたしますٸ

˞イーネットＡＴＭはϑΝϛリーマート・スリーエϑ・ϙプϥ等のコンビχエンス
ストアに設置されています。

͝利用さΕるA5. おऔ引 ແྉͰ͝利用
いͨだ͚るؒ࣌ଳ

JAόϯΫ ͝ೖ金ɾ͝ ग़金 ऴ

J'ϚϦϯόϯΫ ͝ग़金 ऴ

三ඛ౦6ژ'Jۜߦ ͝ग़金 平　8ɿ45ʙ18ɿ00

セϒϯۜߦ ͝ೖ金ɾ͝ ग़金 平　8ɿ45ʙ18ɿ00
༵　9ɿ00ʙ14ɿ00

Ώ͏ͪΐۜߦ ͝ೖ金ɾ͝ ग़金 平　8ɿ45ʙ18ɿ00

ΠʔωοτA5.˞ ͝ೖ金ɾ͝ ग़金 平　8ɿ45ʙ18ɿ00
༵　9ɿ00ʙ14ɿ00

ϩʔιϯA5. ͝ೖ金ɾ͝ ग़金 平　8ɿ45ʙ18ɿ00
༵　9ɿ00ʙ14ɿ00

ੑ࠲ஷ金
　いつでも出し入れがご自༝にでき、毎月の公ڞྉ金やクϨジット
なͲの自動支払サービスがご利用いただける「総合口座」（ී௨
貯金）、市場金利の動に応じてお༬かり残高により有利な利率
となる「貯貯金」（ݸ人の方のみ）をお取り扱いしています。また、

「総合口座」に「貯貯金」をセットしてҰの௨ாで管理できる
ศ利なセット௨ாもご利用いただけます。
　また、ペイΦϑൃ動時においても全額保ޢの対象となる「ී௨
貯金ແ利ଉ型（決ࡁ用）」および「総合口座（ී௨貯金ແ利ଉ型）」
もお取り扱いしています。
　 「˞貯貯金」は、給与振込・年金振込なͲの自動受取や公ڞ
ྉ金等のお支払いにはご利用いただけません。

　全国の金融機関とΦンϥインで結れ、ૹ金、振込、代金取立
等の内国為替を行っています。

શࠃΩϟογϡサʔϏε
　JA のキャッシュカーυは全国のJA、銀行、信用金庫、コンビχ
等のA5. でご利用いただけます。
　キャッシュカーυは、ِ 造や不正なಡみ取りがࠔな*$νップ
を載した*$キャッシュカーυ（Ұ部のJAではੜ体認証サービス
も導入しています）をご用ҙしています。
　また、*$キャッシュカーυとクϨジットカーυがҰ体となった

「JA カーυ（Ұ体型）」もお取り扱いしています。
　なお、キャッシュカーυには、全国の加盟店でのシϣッϐングや
ҿ৯等の代金を貯金口座から直接支払うことのできるデビット
カーυ機能が付いています。

定ੵظ金
　ཱྀ行や結ࠗなͲ目的に合Θせてੵみ立てる「定期ੵ金」をお取
り扱いしています。

定ظஷ金
　市場金利の動に応じて利率が決まる「スーパー定期」等各種
定期貯金や財ܗ貯金、市場金利の動に応じて年ごとに利率
が変Θる「変動金利定期貯金」等をお取り扱いしています。

ࣗಈडऔɾ支払サʔϏε
　؆単な手続で給ྉ、年金、配当金、国債の元利金等の自動受取
と各種公ڞྉ金、学අ、Ո等の自動支払をご利用いただけます。

ۜࡀೖ金ऩೲ事務
　日銀歳入金の受入窓口として各種国庫金の収納事務をお取り
扱いしています。

ۚճऩαーϏε
　ू金先のお取引金融機関から、口座振替により代金を自動的に
ճ収するサービスをご利用いただけます。

ΫレδοτΧʔυ
　̞̘ νップ載によりセキュリティが高く、ଟ࠼なサービスが
ついた「ＪＡカーυ」をお取り扱いしています。

ʲखྉແྉͰ͝ར༻͍たͩけるؒ࣌ଳのあるATMʳ

� 長୩川町子ඒज़館

ஷۚ業務の͝Ҋ内

ҝସ・ܾ 業務の͝Ҋ内ࡁ

業 務
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業資金
　農機۩取得等の設備資金ध要に対応する「ＪＡ農機ϋス
ローン」に加え、運స資金や加工設備等෯い資金ध要にお応え
できる「アグリマイティー資金」なͲ、農業経営にඞ要な各種の資金
をご融資しています。また、国や県の各種農業制度資金や、農業
ੜ産法人の財務基൫ڧ化に活用できる「アグリシーυϑΝンυ」
もご利用いただけます。

の૭口ൢച業務࠴ࠃ
　県下１２ＪＡにおいて、新窓販国債、ݸ人け国債が窓口でご
購入いただけます。

ＪＡωοτόϯΫ
　振込、貯金振替、残高照会なͲのお取引がパιコンや携ଳి・
スマートϑΥンからご利用いただけます。

ି事業資金
　貸住宅やテφントビル建設等、資産（土地）の有効活用をお考
えの方に資金໘からご支ԉいたします。農住資金や川࡚市特定
༏良貸住宅資金等の制度資金もご利用いただけます。

金等のडೖΕࠐ払ࣜג
　会社設立時や増資時のࣜג払込事務をお受けしています。

ؒ金ݿɾି 金ݿ
　毎日の売上代金等を年中ແٳで営業時間以֎にお༬かりする
間金庫や、証券・権利書等をお༬かりする貸金庫をご利用いた
だけます。

事業資金
　運స資金や設備資金、年末等のҰ時的なقઅ資金等、企業経営
にඞ要な各種資金をご融資しています。また、神奈川県信用保証
協会、横浜市信用保証協会、川࡚市信用保証協会の保証付き融資
もお取り扱いしています。

֤種ϩʔϯ
　住宅ローン、リϑΥームローン、マイカーローン、ڭҭローン等、
ϥイϑプϥンにあΘせてご利用いただけます。

資信託の૭口ൢച業務
　県下１１ＪＡにおいて、公社債投資信託、ࣜג投資信託をご用ҙ
しており、窓口でご購入いただけます。　　
　また、毎月Ұ定額を投資する「ＪＡの投信つみたてサービス」も
お取り扱いしています。

信託業務
　遺言信託、遺産整理、特定贈与信託、土地信託をご利用いただ
けます。（３３ページ参照）

務保ূ࠴
　相続੫の延納制度、郵ศྉ金や高ಓ࿏ྉ金の後納制度をご
利用されている場合、さらにҰൠ取引等に付ਵして債務保証が
ඞ要な場合には、ＪＡの保証がご利用いただけます。

代理ି
　日本ࡦ金融公庫等による農業資金や進学資金のご融資が
ご利用いただけます。

ିग़業務の͝Ҋ内

ূ݊業務の͝Ҋ内

その他の業務の͝Ҋ内

DISCLOSE  2016
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ିआରরද

単体財務ॾද

資࢈の෦ 平成26年度末 平成27年度末
現金 4176 4156

༬け金 2961527 2940992

系統༬け金 2961271 2940748

系統֎༬け金 256 243

金銭の信託 7482 17277

有価証券 1222116 1354304

国債 647908 744218

地方債 142633 132779

社債 229672 250782

֎国証券 160552 183889

ࣜג 25249 22321

受益証券 16098 20312

貸出金 293218 313353

手ܗ貸付 649 698

証書貸付 176592 193237

当座貸ӽ 13804 14122

金融機関貸付 102171 105294

その他資産 5115 5846

ະ収収益 4514 4907

その他の資産 600 938

有ݻܗ定資産 7015 6360

建物 5452 5164

土地 1398 1049

その他の有ݻܗ定資産 165 146

ແݻܗ定資産 160 182

借地権 63 63

ιϑトΣア 82 104

その他のແݻܗ定資産 14 14

֎部出資 181292 181292

系統出資 178236 178236

系統֎出資 2099 2099

子会社等出資 956 956

 債務保証ݟฦ 704 624

貸倒引当金 ˚ 1538 ˚ 1617

資࢈の෦合計 4681272 4822773

ෛٴ࠴び७資࢈の෦ 平成26年度末 平成27年度末
貯金 4056032 4179337

当座貯金 35339 20078

ී௨貯金 4372 5577

貯貯金 10 6

௨貯金 40120 56670

別ஈ貯金 2719 2766

定期貯金 3973353 4094138

定期ੵ金 2 1

その他の貯金 114 98

譲性貯金 ʵ 10000

債券貸借取引受入୲保金 63015 62538

借用金 161600 164400

代理業務勘定 1 8

その他ෛ債 6590 12917

ະ払අ用 2691 2854

その他のෛ債 3898 10063

諸引当金 14969 16167

相ޓԉॿੵ立金 14754 15976

与引当金 90 97

退職給付引当金 68 38

役員退職慰労引当金 55 54

延੫金ෛ債܁ 28884 23809

債務保証 704 624

ෛ࠴の෦合計 4331798 4469802

出資金 102845 110167

（うち後配出資金） （89716） （97038）

ճస出資金 20104 12754

評価ੵ立金࠶ 1 1

利益剰余金 149104 154925

利益準備金 62200 65000

その他利益剰余金 86904 89925
経営基൫҆定化ੵ立金 23500 26300

定資産ѹॖੵ立金ݻ 138 138

特別ੵ立金 32500 32500

当期ະ処分剰余金 30765 30986

（うち当期剰余金） （13542） （13041）

処分ະ࣋ࡁ分 ˚ 0 ˚ 0

会員資本合計 272055 277847

その他有価証券評価ࠩ額金 77418 75122

評価・算ࠩ額等合計 77418 75122

७資࢈の෦合計 349473 352970

ෛٴ࠴び७資࢈の෦合計 4681272 4822773

（単位：百万円）

単体財務ॾද

40



（単位：百万円）

Պ　目 平成26年度 平成27年度
経常収益 49170 51341

資金運用収益 46769 48013

　（うち貸出金利ଉ） （5759） （5602）

　（うち༬け金利ଉ） （19924） （21792）

　（うち有価証券利ଉ配当金） （21020） （20616）

役務取引等収益 422 412

その他事業収益 1330 2012

その他経常収益 648 902

経常අ用 32550 34121

資金ௐ達අ用 26648 27305

　（うち貯金利ଉ） （25274） （25929）

　（うち借用金利ଉ） （1333） （1336）

役務取引等අ用 207 210

その他事業අ用 0 678

経අ 4464 4299

その他経常අ用 1229 1626

経常利益 16620 17220

特別利益 712 764

特別損ࣦ 85 0

੫引લ当期利益 17247 17984

法人੫、住民੫ٴび事業੫ 3676 898

過年度法人੫、住民੫ٴび事業੫ 0 8391

法人੫等ௐ整額 28 ˚ 4347

法人੫等合計 3704 4942

当期剰余金 13542 13041

当期ट܁ӽ剰余金 11823 17944

施設整備ੵ立金取่額 5400 ʵ

当期ະ処分剰余金 30765 30986

注：① ༬け金རଉは、受औྭ金および受औಛผ当金を含めて記載しています。
　 ②ஷ金རଉは、支払ྭ金を含めて記載しています。

DISCLOSE  2016
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Պ　目 平成26年度 平成27年度
当期ະ処分剰余金 30765 30986

剰余金処分額 12821 12962

利益準備金 2800 2700

任ҙੵ立金 2800 2700

経営基൫҆定化ੵ立金 2800 2700

出資配当金 2283 2429

ී௨出資に対する配当金 525 525

後配出資に対する配当金 1758 1904

事業分ྔ配当金 4938 5133

ӽ༨金܁ظ࣍ 17944 18023

（単位：百万円）

༨ۚॲ計ࢉ書

هද

単体財務ॾද

注：①ग़資金の当     
　　　ී ௨ग़資金　平成2�年度　���％　　平成2�年度　���％
ग़資金　平成2�年度　2��％　　平成2�年度　2��％ޙ　　　
　　②事ۀ分ྔ当金の分ج४、分  
　　  分ج४　　ج本部分（�年ఆ期）の平均ߴ
　　  分　　　 平成2�年度　����％　　平成2�年度  ����％

ੵ、൫҆ఆԽੵཱ金のੵཱతجӦܦ③　　 ཱඪ額、ੵ ४ج४、औ่جཱ
　　  （�）ੵ ཱత
　　　   県ԼＪＡ信用事ۀのج൫のҡڧ・࣋Խに資するため༧ଌしがたい
             諸ϦεΫにඋ͑てੵみཱてます。  　　　
　　　（2）ੵ ཱඪ額
　　　   ಛผੵཱ金のߴにୡするまでの額とします。
       （�）ੵ ४جཱ
　　　   ར益४උ金と同額ੵみཱてます。
　    （�）औ่ج४     
　　　   総会のܾٞにͮجき、తに照らしてඞ要な額をऔり่します。
     

 1 重ཁな会計方にؔする事߲

（̍）　 記載金額はඦສԁະຬをりࣺてて表ࣔしており、金額ඦສԁະຬのՊについては、    
　　 「̌」で表ࣔしております。

（ ２ ）　有Ձূ （݊֎部ग़資צఆのࣜגを含む）のධՁج४およびධՁํ法は、有Ձূ݊のอ有
　　　త۠分͝とに、࣍のとおりߦっております。
　 　 ・ ຬ期อ有తの࠴ ・݊・・・ఆ額法によるঈ٫原Ձ法（ച٫原ՁはҠಈ平均法により算ఆ）
　　 ・ 子会社・子法人等ג ・ࣜ・・原Ձ法（ച٫原ՁはҠಈ平均法により算ఆ）
　　　 およびؔ連法人等ࣜג
　 　 ・ その他有Ձূ݊
Ձ法（ධՁࠩ額はશ部࣌くͮجՁのあるもの・・・ 原ଇとしてܾ算の市Ձ֨等に࣌ 　　　　
　　　　　　　　　　　　　 ७資産入法により処理し、ച٫原ՁはҠಈ平均法により算ఆ）
　　　　 と認められるものࠔめてۃՁをѲすることが࣌
　　　　　　　　　　　 ・・・ 原Ձ法（ച٫原ՁはҠಈ平均法により算ఆ）
　　　　　なお、औಘՁ額と݊໘金額とのࠩ額のうち金རௐと認められる部分については、ঈ
　　　　٫原Ձ法によるऔಘՁ額のमਖ਼をߦっております。

（̏）　 金મの信ୗ（߹同ӡ用を除く）において信ୗ財産をߏ成している有Ձূ݊のධՁج४およ
　　 びධՁํ法は、上記（２）の有Ձূ݊と同༷のํ法によっており、信ୗのܖ୯Ґ͝とに当年
　　 度の信ୗ財産ߏ成である資産および負࠴のධՁ額の߹計額をもって、貸借対照表に計 
　　　上しております。

（４）　  σϦόςΟϒऔ引のධՁは、࣌Ձ法によりߦっております。
（ ̑ ）　 有ݻܗఆ資産のݮՁঈ٫は、それͧれ࣍のํ法によりߦい、資産からݮ額して計上
　　  しております。
　ఆ法（ただし、平成��年４݄　　ݐ 　　 ̍以߱にऔಘしたݐ（ݐෟ属設උを除く）に
　　　　　　　  ついては、ఆ額法）を࠾用しております。なおŊ主な用年数は2年ʙ��年であります。
。用しております。なお、主な用年数は2年ʙ��年であります࠾以֎　ఆ法をݐ  　　

（ ̒ ）　 ແݻܗఆ資産のݮՁঈ٫は、ఆ額法によりঈ٫しております。そのうちࣗ社ར用のιフτ  
　　 ΣΞについては、当会におけるར用Մ期 （ؒ̑年）にͮجいてঈ٫しております。

（７）　 ֎՟ݐ資産・負࠴は、主としてܾ算のҝସ相によるԁ算額をしております。
（̔）　 引当金の計上ํ法
　　  ①　貸引当金　
　　　　 貸引当金は、「ܦ理نఔ（資産のධՁおよびঈ٫・引当ج४）」にͮجき、࣍のとおり
　　　　計上しております。
　　　　 ഁ産、ಛผਗ਼算等法తにܦӦഁの事実がൃੜしている࠴務者（以Լ、「ഁઌ」という） 
　　　　にかかるݖ࠴およびそれと同等のঢ়گにある࠴務者（以Լ、「実࣭ഁઌ」という）にかかる
のாՁ額から、担อの処分ޙ額ݮについては、以Լなお書きに記載されているݖ࠴　　　　
　　　　Մࠐݟ額およびอূによるճऩՄࠐݟ額を߇除し、その額を計上しております。
　　　　また、ݱ在はܦӦഁのঢ়گにないが、ܦޙࠓӦഁにؕるՄੑがେきいと認められる
額およびอূによるճऩࠐݟ額から担อの処分Մݖ࠴、についてはݖ࠴務者にかかる࠴　　　　
　　　　Մࠐݟ額を߇除し、その額のうち、࠴務者の支払ྗを総߹తにஅしඞ要と認める
　　　　額を計上しております。
　　　　　上記以֎のݖ࠴については、աڈのҰఆ期ؒにおける貸実から算ग़した貸実
          にͮجき算ఆした額と੫法ج४にͮجき算ఆした繰入ݶ度額とをൺֱし、いͣれかଟい
　　　  額（当年度は੫法ج४にͮجき算ఆした繰入ݶ度額を࠾用）を計上しております。 

 1 重ཁな会計方にؔする事߲

（̍）　 記載金額はඦສԁະຬをりࣺてて表ࣔしており、金額ඦສԁະຬのՊについては、    
　　 「̌」で表ࣔしております。

（ ２ ）　有Ձূ （݊֎部ग़資צఆのࣜגを含む）のධՁج४およびධՁํ法は、有Ձূ݊のอ有
　　　త۠分͝とに、࣍のとおりߦっております。
　 　 ・ ຬ期อ有తの࠴ ・݊・・・ఆ額法によるঈ٫原Ձ法（ച٫原ՁはҠಈ平均法により算ఆ）
　　 ・ 子会社・子法人等ג ・ࣜ・・原Ձ法（ച٫原ՁはҠಈ平均法により算ఆ）
　　　 およびؔ連法人等ࣜג
　 　 ・ その他有Ձূ݊
Ձ法（ධՁࠩ額はશ部࣌くͮجՁのあるもの・・・ 原ଇとしてܾ算の市Ձ֨等に࣌ 　　　　
　　　　　　　　　　　　　 ७資産入法により処理し、ച٫原ՁはҠಈ平均法により算ఆ）
　　　　 と認められるものࠔめてۃՁをѲすることが࣌
　　　　　　　　　　　 ・・・ 原Ձ法（ച٫原ՁはҠಈ平均法により算ఆ）
　　　　　なお、औಘՁ額と݊໘金額とのࠩ額のうち金རௐと認められる部分については、ঈ
　　　　٫原Ձ法によるऔಘՁ額のमਖ਼をߦっております。

（̏）　 金મの信ୗ（߹同ӡ用を除く）において信ୗ財産をߏ成している有Ձূ݊のධՁج४およ
　　 びධՁํ法は、上記（２）の有Ձূ݊と同༷のํ法によっており、信ୗのܖ୯Ґ͝とに当年
　　 度の信ୗ財産ߏ成である資産および負࠴のධՁ額の߹計額をもって、貸借対照表に計 
　　　上しております。

（４）　  σϦόςΟϒऔ引のධՁは、࣌Ձ法によりߦっております。
（ ̑ ）　 有ݻܗఆ資産のݮՁঈ٫は、それͧれ࣍のํ法によりߦい、資産からݮ額して計上
　　  しております。
　ఆ法（ただし、平成��年４݄　　ݐ 　　 ̍以߱にऔಘしたݐ（ݐෟ属設උを除く）に
　　　　　　　  ついては、ఆ額法）を࠾用しております。なおŊ主な用年数は2年ʙ��年であります。
。用しております。なお、主な用年数は2年ʙ��年であります࠾以֎　ఆ法をݐ  　　

（ ̒ ）　 ແݻܗఆ資産のݮՁঈ٫は、ఆ額法によりঈ٫しております。そのうちࣗ社ར用のιフτ  
　　 ΣΞについては、当会におけるར用Մ期 （ؒ̑年）にͮجいてঈ٫しております。

（７）　 ֎՟ݐ資産・負࠴は、主としてܾ算のҝସ相によるԁ算額をしております。
（̔）　 引当金の計上ํ法
　　  ①　貸引当金　
　　　　 貸引当金は、「ܦ理نఔ（資産のධՁおよびঈ٫・引当ج४）」にͮجき、࣍のとおり
　　　　計上しております。
　　　　 ഁ産、ಛผਗ਼算等法తにܦӦഁの事実がൃੜしている࠴務者（以Լ、「ഁઌ」という） 
　　　　にかかるݖ࠴およびそれと同等のঢ়گにある࠴務者（以Լ、「実࣭ഁઌ」という）にかかる
のாՁ額から、担อの処分ޙ額ݮについては、以Լなお書きに記載されているݖ࠴　　　　
　　　　Մࠐݟ額およびอূによるճऩՄࠐݟ額を߇除し、その額を計上しております。
　　　　また、ݱ在はܦӦഁのঢ়گにないが、ܦޙࠓӦഁにؕるՄੑがେきいと認められる
額およびอূによるճऩࠐݟ額から担อの処分Մݖ࠴、についてはݖ࠴務者にかかる࠴　　　　
　　　　Մࠐݟ額を߇除し、その額のうち、࠴務者の支払ྗを総߹తにஅしඞ要と認める
　　　　額を計上しております。
　　　　　上記以֎のݖ࠴については、աڈのҰఆ期ؒにおける貸実から算ग़した貸実
          にͮجき算ఆした額と੫法ج४にͮجき算ఆした繰入ݶ度額とをൺֱし、いͣれかଟい
　　　  額（当年度は੫法ج४にͮجき算ఆした繰入ݶ度額を࠾用）を計上しております。 
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ฏ2�年度 ฏ27年度

　　　　  すてのݖ࠴は、「ࣗࠪݾఆ要߲」にͮجき、資産ࠪఆ部ॺが資産ࠪఆを実ࢪし、当֘ 
　　　　部ॺからಠཱした資産監ࠪ部ॺがࠪఆ結Ռを監ࠪしております。
　　　　 　なお、ഁ ઌおよび実࣭ഁઌに対する担อ・อূݖ࠴等については、ݖ࠴額から担
　　　  อのධՁ額およびอূによるճऩがՄと認められる額を߇除した額をऔཱෆࠐݟ
　　　 額としてݖ࠴額からݮ額しております。ただし、当年度においては、ݖ࠴額から
　　　 。額しているものはありませんݮ 
　　  ②　相ޓԉॿੵཱ金
　　　 　 相ޓԉॿੵཱ金は、「ਆಸ川県ＪＡόϯΫ支ԉ੍度要ྖ」等にͮجき計上しております。
　　  ③　༩引当金
　　　　  ༩引当金は、職員への༩の支払にඋ͑るため、「ܦ理نఔ（資産のධՁおよびঈ٫・
　　　  引当ج४）」にͮجき、職員に対する༩の支給ࠐݟ額のうち、当年度にؼ属する額を計  
　　　 上しております。
　　  ④　退職給引当金
　　　　  退職給引当金は、職員の退職給にඋ͑るため、「職員退職給༩نఔ」にͮجき、当 
　　　　年度における職員のࣗݾ߹退職の߹の要支給額をૅجとして計上しております。
　　  ᶇ　役員退職慰労引当金
　　　　  役員退職慰労引当金は、役員の退職慰労金の支払にඋ͑るため、「役員退任慰労金ن
　　　　ఔ」にͮجき、当年度要支給ੵݟ額を計上しております。

（̕）　  ফ費੫等の会計処理
　　　  ফ費੫および地ํফ費੫（以Լ「ফ費੫等」という）の会計処理は、੫ൈํࣜによっておりま 
　　 す。ただし、有ݻܗఆ資産にかかる߇除対象֎ফ費੫等は当年度の費用に計上しております。

（̍）　 有ݻܗఆ資産のݮՁঈ٫ྦྷ計額は���ඦສԁ、ѹॖ記ா額は���ඦສԁであります。
（ ２ ）　貸借対照表に計上したݻఆ資産の΄かŊϦーεܖにより用しているॏ要なݻఆ資産と
　　 して電子計算ػおよび事務ثػ等があり、ະܦաϦーεྉ年度ߴ相当額は、࣍のとおり 
　　 であります。

 
（ � ）　 担อにڙしている資産は、࣍のとおりであります。
　　　 担อにڙしている資産
　　　　   有Ձূ݊　　　�2���ඦສԁ
　　　   担อ資産に対Ԡする࠴務
　　　　 ��　　　貸借औ引受入担อ金݊࠴  ���ඦສԁ
　　　   上記の΄か、ҝସܾ済の担อとして༬金�����ඦສԁ、信ୗۀ務のڙୗ金として有Ձূ
　　  ݊2�ඦສԁをࠩし入れております。

（ ４ ）　　ແ担อのফ費貸借ܖ（݊࠴貸借औ引）により貸しけている有Ձূ݊が、࠴ࠃ
　　 に������ඦສԁ含まれております。

（̑）　  子会社等に対する金મݖ࠴はありません。
（̒）　  子会社等に対する金મ࠴務の総額は、2�2�ඦສԁであります。
。はありませんݖ࠴Ӧ理ҕ員、理事および監事とのؒのऔ引による金મܦ  　（７）
。務はありません࠴Ӧ理ҕ員、理事および監事とのؒのऔ引による金મܦ  　（̔）
（̕）　  貸ग़金のうち、ഁ ઌݖ࠴額はありません。また、Ԇݖ࠴額は����ඦສԁであります。
　　    なお、「ഁઌݖ࠴」とは、ݩ本またはརଉの支払のԆが相当期ؒܧଓしていることその 
　　　他の事༝によりݩ本またはརଉのऔཱてまたはห済のࠐݟみがないものとしてະऩརଉを計 
　　  上しなかった貸ग़金（貸ग़金ঈ٫をߦった部分を除く。以Լ「ະऩརଉෆ計上貸ग़金」という）
　　 のうち、法人੫法ߦࢪ （ྩত��年ྩୈ��号）ୈ��ୈ̍ ߲ୈ̏ 号のΠからϗまでに͛ܝ
　　 る事༝または同߲ୈ４号にنఆする事༝がੜ͡ ている貸ग़金であります。
　　     また、「Ԇݖ࠴」とは、ະऩརଉෆ計上貸ग़金であって、ഁ ઌݖ࠴および࠴務者のܦӦ
。または支ԉをਤることをతとしてརଉの支払を༛༧した貸ग़金以֎の貸ग़金でありますݐ࠶　　　

（��）　   貸ग़金のうち、̏ Χ݄以上Ԇݖ࠴額はありません。
　　    なお、「 Χ݄̏以上Ԇݖ࠴」とは、ݩ本またはརଉの支払がఆ支払のཌから̏Χ݄ 
　　　以上Ԇしている貸ग़金で、ഁ ઌݖ࠴およびԆݖ࠴に֘当しないものであります。

（��）　 貸ग़金のうち、貸ग़݅؇ݖ࠴額はありません。
　　 　 なお、「貸ग़݅؇ݖ࠴」とは、࠴務者のܦӦݐ࠶または支ԉをਤることをతとして、
　　　金རのݮ໔、རଉの支払༛༧、ݩ本のฦ済༛༧、غ์ݖ࠴その他の࠴務者に有རとなるऔܾ     
　　 めをߦった貸ग़金で、ഁ ઌݖ࠴、Ԇݖ࠴および̏Χ݄以上Ԇݖ࠴に֘当しないもので 
　　 あります。

（�2）　 ഁઌݖ࠴額、Ԇݖ࠴額、̏ Χ݄以上Ԇݖ࠴額および貸ग़݅؇ݖ࠴額の߹計額 
　　　は、����ඦສԁであります。
　　     なお、（̕）および（�2）に͛ܝたݖ࠴額は、貸引当金߇除લの金額であります。

（��）　 当࠲貸ӽܖおよび貸金にかかるίϛッτϝϯτϥΠϯܖは、٬ސからの融資実ߦの
　　　ਃしग़を受けた߹に、ܖ上نఆされた݅についてҧがないݶりҰఆのݶ度額まで資金
　　　を貸しけることをするܖであります。これらのܖにかかる融資ະ実ߴߦは、�����
　　　ඦສԁであります。

（��）　貸ग़金には、他のݖ࠴よりも࠴務のཤߦがޙॱҐであるࢫのಛがされたྼޙಛ
　　　貸ग़金�����ඦສԁが含まれております。

（��）　 借用金������ඦສԁは、他の࠴務よりも࠴務のཤߦがޙॱҐであるࢫのಛがされ
　　 たྼޙಛ借入金であります。

�年以内 �年 ߹　計
所有ݖҠస֎フΝΠφϯε・Ϧーε 0    0 1
ΦϖレーςΟϯά・Ϧーε 85 149 235

（୯Ґ：ඦສԁ）

 2 ିआ対照表にؔする事߲

（̍）　  子会社等とのऔ引によるऩ益総額　  �2ඦສԁ
　　　　   うち事ۀऔ引�2 　　　　　　　　ߴඦສԁ
　　　　   うち事ۀऔ引以֎のऔ引ߴ　　　　ʵඦສԁ

（２）　  子会社等とのऔ引による費用総額　���ඦສԁ
　　　　   うち事ۀऔ引ߴ　　　　　　　  ���ඦສԁ
　　　　   うち事ۀऔ引以֎のऔ引ߴ　　　　ʵඦສԁ

（ � ）　  その他のಛผར益���ඦສԁは、چＪＡਆಸ川信用からৡり受けた貸ग़ݖ࠴にかかるऔཱ
　　  益���ඦສԁ、相模原総߹άϥϯυの地۠ը理事ۀにうҠసิঈ金���ඦສԁ、
。ＪＡਆಸ川信用のਗ਼算結ྃにうະ払支ԉ金入益��ඦສԁ等でありますچ 　　

（４）　 その他のಛผ損ࣦ��ඦສԁは、ＪＡάϧーϓਆಸ川ϏϧへのҠసؔ連費用であります。

 3 ଛӹ計ࢉॻにؔする事߲

　　　　  すてのݖ࠴は、「ࣗࠪݾఆ要߲」にͮجき、資産ࠪఆ部ॺが資産ࠪఆを実ࢪし、当֘ 
　　　　部ॺからಠཱした資産監ࠪ部ॺがࠪఆ結Ռを監ࠪしております。
　　　　 　なお、ഁ ઌおよび実࣭ഁઌに対する担อ・อূݖ࠴等については、ݖ࠴額から担
　　　  อのධՁ額およびอূによるճऩがՄと認められる額を߇除した額をऔཱෆࠐݟ
　　　 額としてݖ࠴額からݮ額しております。ただし、当年度においては、ݖ࠴額から
　　　 。額しているものはありませんݮ 
　　  ②　相ޓԉॿੵཱ金
　　　 　 相ޓԉॿੵཱ金は、「ਆಸ川県ＪＡόϯΫ支ԉ੍度要ྖ」等にͮجき計上しております。
　　  ③　༩引当金
　　　　  ༩引当金は、職員への༩の支払にඋ͑るため、「ܦ理نఔ（資産のධՁおよびঈ٫・
　　　  引当ج४）」にͮجき、職員に対する༩の支給ࠐݟ額のうち、当年度にؼ属する額を計  
　　　 上しております。
　　  ④　退職給引当金
　　　　  退職給引当金は、職員の退職給にඋ͑るため、「職員退職給༩نఔ」にͮجき、当 
　　　　年度における職員のࣗݾ߹退職の߹の要支給額をૅجとして計上しております。
　　  ᶇ　役員退職慰労引当金
　　　　  役員退職慰労引当金は、役員の退職慰労金の支払にඋ͑るため、「役員退任慰労金ن
　　　　ఔ」にͮجき、当年度要支給ੵݟ額を計上しております。

（̕）　  ফ費੫等の会計処理
　　　  ফ費੫および地ํফ費੫（以Լ「ফ費੫等」という）の会計処理は、੫ൈํࣜによっておりま 
　　 す。ただし、ݻఆ資産にかかる߇除対象֎ফ費੫等は当年度の費用に計上しております。

（̍）　 有ݻܗఆ資産のݮՁঈ٫ྦྷ計額は���ඦສԁ、ѹॖ記ா額は���ඦສԁであります。
（ ２ ）　貸借対照表に計上したݻఆ資産の΄かŊϦーεܖにより用しているॏ要なݻఆ資産と
　　 して電子計算ػおよび事務ثػ等があり、ະܦաϦーεྉ年度ߴ相当額は、࣍のとおり 
　　 であります。

 
（ � ）　 担อにڙしている資産は、࣍のとおりであります。
　　　 担อにڙしている資産
　　　　   有Ձূ݊　　　�2���ඦສԁ
　　　   担อ資産に対Ԡする࠴務
　　　　 貸借औ引受入担อ金　　　�2݊࠴  ���ඦສԁ
　　　   上記の΄か、ҝସܾ済の担อとして༬金�����ඦສԁ、信ୗۀ務のڙୗ金として有Ձূ
　　  ݊��ඦສԁをࠩし入れております。

（ ４ ）　　ແ担อのফ費貸借ܖ（݊࠴貸借औ引）により貸しけている有Ձূ݊が、࠴ࠃ
　　 に������ඦສԁ含まれております。

（̑）　  子会社等に対する金મݖ࠴はありません。
（̒）　  子会社等に対する金મ࠴務の総額は、2���ඦສԁであります。
。はありませんݖ࠴Ӧ理ҕ員、理事および監事とのؒのऔ引による金મܦ  　（７）
。務はありません࠴Ӧ理ҕ員、理事および監事とのؒのऔ引による金મܦ  　（̔）
（̕）　  貸ग़金のうち、ഁ ઌݖ࠴額はありません。また、Ԇݖ࠴額は����ඦສԁであります。
　　    なお、「ഁઌݖ࠴」とは、ݩ本またはརଉの支払のԆが相当期ؒܧଓしていることその 
　　　他の事༝によりݩ本またはརଉのऔཱてまたはห済のࠐݟみがないものとしてະऩརଉを計 
　　  上しなかった貸ग़金（貸ग़金ঈ٫をߦった部分を除く。以Լ「ະऩརଉෆ計上貸ग़金」という）
　　 のうち、法人੫法ߦࢪ （ྩত��年ྩୈ��号）ୈ��ୈ̍ ߲ୈ̏ 号Πからϗまでに͛ܝる
　　　事༝または同߲ୈ４号にنఆする事༝がੜ͡ ている貸ग़金であります。
　　     また、「Ԇݖ࠴」とは、ະऩརଉෆ計上貸ग़金であって、ഁ ઌݖ࠴および࠴務者のܦӦ
。または支ԉをਤることをతとしてརଉの支払を༛༧した貸ग़金以֎の貸ग़金でありますݐ࠶　　　

（��）　   貸ग़金のうち、̏ Χ݄以上Ԇݖ࠴額はありません。
　　    なお、「 Χ݄̏以上Ԇݖ࠴」とは、ݩ本またはརଉの支払がఆ支払のཌから̏Χ݄ 
　　　以上Ԇしている貸ग़金で、ഁ ઌݖ࠴およびԆݖ࠴に֘当しないものであります。

（��）　 貸ग़金のうち、貸ग़݅؇ݖ࠴額はありません。
　　 　なお、「貸ग़݅؇ݖ࠴」とは、࠴務者のܦӦݐ࠶または支ԉをਤることをతとして、
　　　金རのݮ໔、རଉの支払༛༧、ݩ本のฦ済༛༧、غ์ݖ࠴その他の࠴務者に有རとなるऔܾ     
　　 めをߦった貸ग़金で、ഁ ઌݖ࠴、Ԇݖ࠴および̏Χ݄以上Ԇݖ࠴に֘当しないもので 
　　 あります。

（�2）　 ഁઌݖ࠴額、Ԇݖ࠴額、̏ Χ݄以上Ԇݖ࠴額および貸ग़݅؇ݖ࠴額の߹計額 
　　　は、����ඦສԁであります。
　　     なお、（̕）および（�2）に͛ܝたݖ࠴額は、貸引当金߇除લの金額であります。

（��）　 当࠲貸ӽܖおよび貸金にかかるίϛッτϝϯτϥΠϯܖは、٬ސからの融資実ߦの
　　　ਃしग़を受けた߹に、ܖ上نఆされた݅についてҧがないݶりҰఆのݶ度額まで資金
　　　を貸しけることをするܖであります。これらのܖにかかる融資ະ実ߴߦは、��2��
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（��）　貸ग़金には、他のݖ࠴よりも࠴務のཤߦがޙॱҐであるࢫのಛがされたྼޙಛ
　　　貸ग़金�����ඦສԁが含まれております。

（��）　 借用金のうち������ඦສԁは、他の࠴務よりも࠴務のཤߦがޙॱҐであるࢫのಛが
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�年以内 �年 ߹　計
所有ݖҠస֎フΝΠφϯε・Ϧーε 0    0 0
ΦϖレーςΟϯά・Ϧーε 92 124 216

（୯Ґ：ඦສԁ）

 2 ିआ対照表にؔする事߲

（̍）　  子会社等とのऔ引によるऩ益総額　  ��ඦສԁ
　　　　   うち事ۀऔ引ߴ　　　　　　　　 ��ඦສԁ
　　　　   うち事ۀऔ引以֎のऔ引ߴ　　　　ʵඦສԁ

（２）　  子会社等とのऔ引による費用総額　���ඦສԁ
　　　　   うち事ۀऔ引ߴ　　　　　　　  ���ඦສԁ
　　　　   うち事ۀऔ引以֎のऔ引ߴ　　　　ʵඦສԁ

（ � ）　  その他のಛผར益2��ඦສԁは、چＪＡਆಸ川信用からৡり受けた貸ग़ݖ࠴にかかるऔཱ
　　  益2��ඦສԁ、相模原総߹άϥϯυ用ऩ益ఀࢭにうิঈ金�ඦສԁであります。

（４）　 ա年度法人੫、ॅ ຽ੫ٴび事ۀ੫は、աڈ�期分（平成2�年�݄期から平成2�年�݄期ま
　　  で）のमਖ਼として法人੫等を計上したものであります。
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 4 金༥にؔする事߲

（̍）　 金融のঢ়گにؔする事߲
　　  ①　金融に対するऔํ
       　  当会は、ਆಸ川県を事۠ۀҬとして、地ݩのＪＡ等が会員となってӡӦされている相ޓැ   
　　　　ॿܕのۀઐ金融ؔػであり、地Ҭܦ済のੑ׆Խに資する地Ҭ金融ؔػであります。
　　　　　ＪＡは、Ո߹員地Ҭから༬かったஷ金を原資に、Ո߹員地Ҭへ貸け、そ
　　　　のりを当会が༬かるみとなっております。
　　　　　当会では、これを原資として、資金をඞ要とするＪＡۀにؔ連するۀا・ஂ ମおよ
　　　　び、県内の地ۀاஂମ、地ํެ共ஂମなͲに貸をߦっております。
　　　　　また、った資金はྛ中央金ݿに༬け入れる΄か、࠴ࠃ地ํ࠴等の݊࠴、資信
　　　　ୗ、ࣜג等の有Ձূ݊によるӡ用をߦっております。
        ②　金融の内༰およびそのϦεΫ
　　　　　当会がอ有する金融資産は、主として県内のऔ引ઌ（およびݸ人）に対する貸ग़金およ
　　　　び有Ձূ݊であり、貸ग़金は、٬ސのܖෆཤߦによってもたらされる信用ϦεΫにࡽさ
　　　　れております。
　　　　　当年度における貸ग़金のうち、��％は金融・อۀݥに対するものになっております。
　　　　　また、有Ձূ݊は、主にࣜג、݊࠴であり、७資త（その他త）、ຬ期อ有తで
　　　　อ有しております。
　　　　　これらは、それͧれൃߦମの信用ϦεΫおよび金རのมಈϦεΫ、市Ձ֨のมಈϦε
　　　　Ϋにࡽされております。なお、݊࠴には、他のݖ࠴よりも࠴務のཤߦがޙॱҐであるࢫの
　　　　ಛがされたྼޙಛ社�2࠴����ඦສԁ、およびྼޙಛ֎՟ݐ社࠴により
　　　　成されたԁ՟ূࠃ֎ݐ （݊みସ͑࠴）���ඦສԁが含まれております。
　　　　　借用金は、ࣗ ޙのＪＡから借り入れたӬ久ྼݩのҰとして、会員である地ڧ資本૿ݾ
　　　　ಛ借入金であります。
のಛがࢫॱҐであるޙ務よりも࠴が他のߦ務ฦ済のཤ࠴、は「ಛ借入金ޙྼ」　　　　　
　　　　されたແ担อ・ແอূの借入金であり、ࣗ 資本ௐୡखچ資本ൺの算ग़においてద֨ݾ
　　　　ஈとしてܦաા置によりࣗݾ資本への計上が認められているものであります。
　　　　　σϦόςΟϒऔ引には、貸ग़金の金རのมಈϦεΫをճආする΄か、ＪＡとの金རεϫッ
　　　　ϓऔ引からੜͣるϦεΫをճආすることをతとした金རεϫッϓऔ引があります。
        ③　金融にかかるϦεΫ理ମ੍
            ̰ 　信用ϦεΫの理
　　　　　　当会は、「ϦεΫϚωδϝϯτج本ํ」、「ϦεΫϚωδϝϯτنఔ」および信用ϦεΫ
　　　　　にؔする理諸نఔにैい、貸ग़金の信用ϦεΫ理については、ݸผҊ݅͝との༩
　　　　　信৹ࠪ、༩信ݶ度額、信用報理（内部֨）、อূ担อの設ఆ、ݖ࠴への対
　　　　　ԠなͲ༩信理にؔするମ੍をඋしӡӦしております。
　　　　　　これらの༩信理は、融資部、ＪＡόϯΫ౷ׅ部、ϦεΫ౷ׅ部がߦっており、ఆ期త
　　　　　にܦӦਞによるϦεΫϚωδϝϯτ会ٞܦӦ理ҕ員会・理事会を։࠵し、報ࠂをߦっ
　　　　　ております。また、༩信理のঢ়گについては、ϦεΫ౷ׅ部がνΣッΫしております。
　　　　　　有Ձূ݊のൃߦମの信用ϦεΫにؔしては、ϦεΫ౷ׅ部において、信用報࣌Ձ
　　　　　のѲをఆ期తにߦうことで理しております。
　　　　̱ 　市ϦεΫの理
　　　　　　当会は、金རのมಈϦεΫ、Ձ֨มಈϦεΫおよびҝସϦεΫといった市ϦεΫを
　　　　　理しております。
　　　　　　市ϦεΫの理は、「ϦεΫϚωδϝϯτنఔ」等において、ϦεΫ理ํ法खଓ
　　　　　等のৄࡉを໌記しており、Ａ̡ Ｍ会ٞにおいてڠ ・ܾٞ ఆされたํにͮجき、ܦӦ理
　　　　　ҕ員会・理事会において実ࢪঢ়گのѲ・֬ 認、ޙࠓの対Ԡ等のٞڠをߦっております。
　　　　　	̰ 
　金རϦεΫの理
　　　　　　　 金རϦεΫの理は、Ａ̡ Ｍによる理とともに、常తにϦεΫ౷ׅ部が金融資   
　　　　　　産および負࠴の金ར期ؒのѲ金རײԠ度分ੳ等によりϞχλϦϯάをߦい、
　　　　　　所ఆのサΠΫϧでܦӦに報ࠂしております。
　　　　　	̱ 
　ҝସϦεΫの理
　　　　　　　 ҝସのมಈϦεΫにؔしては、దਖ਼なϦεΫྔとなるよう理をߦっております。
　　　　　	̲ 
　Ձ֨มಈϦεΫの理
　　　　　　 　Ձ֨のมಈϦεΫにؔしては、దਖ਼なϦεΫྔとなるよう理をߦっております。
　　　　　　 　֎部ग़資のଟくは、事ۀߦ上のతでอ有しているものであり、औ引ઌの市
　　　　　　 　。なͲをϞχλϦϯάしておりますگ財務ঢ়ڥ
　　　　　　　これらの報は、ϦεΫ౷ׅ部を௨͡、ϦεΫϚωδϝϯτ会ٞܦӦ理ҕ員会・
　　　　　　 理事会においてఆ期తに報ࠂしております。
　　　　　	̳ 
　σϦόςΟϒऔ引
　　　　　　　σϦόςΟϒऔ引にؔしては、औ引のࣥߦと事務理にؔする部を分し内部
　　　　　　 。しておりますࢪき実ͮجに「ఔن金རεϫッϓऔ引औѻ」、をཱ֬するとともに੍ݗ
　　　　　	̴ 
　市ϦεΫにかかるఆྔత報
　　　　 　　　（τレーσΟϯάత以֎の金融）
　　　　　　　当会でอ有している金融は、すてτレーσΟϯάత以֎の金融であ
　　　　　　ります。
　　　　　　　　当会において、主要なϦεΫม数である金རϦεΫのӨڹを受ける主たる金融
　　　　　　 は、「༬け金」、「貸ग़金」、「有Ձূ݊」のその他有Ձূ݊に分ྨされる݊࠴、「金
　　　　　　 મの信ୗ」のうちその他の金મの信ୗに分ྨされるもの、「ஷ金」、「借用金」、「σϦ
　　　　　　 όςΟϒऔ引」のうちの金རεϫッϓऔ引であります。
　　　　　　　これらの金融資産および金融負࠴については、期̍ޙ年ఔ度の金རの߹理తな
　　　　　　༧มಈ෯を用いたܦ済Ձのมಈ額を、金རのมಈϦεΫの理にあたってのఆ
　　　　　　ྔత分ੳにར用しております。
　　　　　　　 金ར以֎のすてのϦεΫม数がҰఆであるとԾఆし、当年度ݱ在、指ඪとな
　　　　　　る金རが����％上ঢしたものとఆした߹には、ܦ済Ձが�����ඦສԁݮ
　　　　　　 গするものとѲしております。
　　　　　　　 当֘มಈ額は、金རを除くϦεΫม数がҰఆの߹をલఏとしており、金རとその
　　　　　　 他のϦεΫม数の相ؔをྀߟしておりません。
　　　　　　　また、金རの߹理తな༧มಈ෯を͑るมಈがੜ͡た߹には、算ఆ額を͑
　　　　　　 るӨڹがੜ͡るՄੑがあります。
　　　　̲ 　資金ௐୡにかかるྲྀಈੑϦεΫの理
　　　　　　当会は、Ａ̡ Ｍを௨͡、常の資金繰りにྀしたྲྀಈੑ༬金のҰఆྔの֬อஷ金
　　　　　の受入ಈを౿ま͑た༬け金の資金ྔௐなͲ、ӡ用とௐୡશମの資金繰り理をప
　　　　　ఈすることで、దな資金のྲྀಈੑを֬อし、ྲྀ ಈੑϦεΫを理しております。
　　　④　金融の࣌Ձ等にؔする事߲についてのิઆ໌
　　　　　金融の࣌Ձ（࣌Ձに代わるものを含む）には、市Ձ֨にͮجくՁ額の΄か、市
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（注）�� 貸ग़金に対ԠするҰൠ貸引当金およびݸผ貸引当金を߇除しております。
　　2� 貸ग़金には、貸借対照表上のその他資産に計上しているैۀ員貸金2��ඦສԁを
　　　 含めております。
　　�� σϦόςΟϒऔ引によってੜ͡たਖ਼ຯの࠴・ݖ࠴務は७額で表ࣔしており、߹計でਖ਼ຯ
　　　の࠴務となる߲については、（　）で表ࣔしております。

（注）��貸ग़金に対ԠするҰൠ貸引当金およびݸผ貸引当金を߇除しております。
　　2�貸ग़金には、貸借対照表上のその他資産に計上しているैۀ員貸金2��ඦສԁを
　　　 含めております。
　　�� ஷ金には、貸借対照表上のৡੑஷ金�����ඦສԁを含めております。
　　�� σϦόςΟϒऔ引によってੜ͡たਖ਼ຯの࠴・ݖ࠴務は७額で表ࣔしており、߹計でਖ਼ຯ
　　　 の࠴務となる߲については、（　）で表ࣔしております。

ฏ2�年度 ฏ27年度

　　　　Ձ֨がない߹には߹理తに算ఆされたՁ額（これに४ͣるՁ額を含む）が含まれており
　　　　ます。当֘Ձ額の算ఆにおいては、Ұఆのલఏ݅等を࠾用しているため、ҟなるલఏ
　　　　݅ 等によった߹、当֘Ձ額がҟなることもあります。

（２）　 金融の࣌Ձ等にؔする事߲
　　  ①　金融の貸借対照表計上額および࣌Ձ等
　　　　 当年度における貸借対照表計上額、࣌Ձおよびこれらのࠩ額は、࣍のとおりであり  
　　　　ます。
　　　　　なお、࣌ՁをѲすることがۃめてࠔと認められる金融については、࣍表には含
　　　　めͣ③に記載しております。

　　  ②　金融の࣌Ձの算ఆํ法
　　　 ̡ 資産ʳ
           ̰　༬け金
　　　　　 ຬ期のない༬け金については、࣌ՁはாՁ額とۙࣅしていることから、当֘ாՁ  
　　　　　額によっております。ຬ期のある༬け金については、期ؒにͮجく۠分͝とに、ݩར金の
　　　　 ߹計額をϦεΫフϦーレーτであるԁ-JCPS・εϫッϓレーτでׂり引いたݱ在Ձを࣌Ձ
　　　　　に代わる金額として算ఆしております。
　　　　̱ 　金મの信ୗ
　　　　　 信ୗ財産をߏ成している有Ձূ݊貸ग़金の࣌Ձは、Լ記̲ および̳ と同༷のํ法に
　　　　　よりධՁしております。
　　　　̲ 　有Ձূ݊
 等からఏࣔされたՁ֨ؔػはऔ引所のՁ֨またはऔ引金融݊࠴、はऔ引所のՁ֨ࣜג 　　　　　
　　　　  によっております。また、資信ୗについては、ެ 表されているج४Ձ֨によっております。
　　　　̳ 　貸ग़金
　　　　　　貸ग़金のうち、มಈ金རによるものは、期ؒで市金རをөするため、貸ग़ઌ 
　　　　 の信用ঢ়ଶが実ޙߦେきくҟなっていないݶり、࣌ՁはாՁ額とۙࣅしていること 
　　　　 から、当֘ாՁ額から貸引当金を߇除した額を࣌Ձに代わる金額として算ఆして 
　　　　 おります。
　　　　　  Ұํ、ݻఆ金རによるものは、貸ग़金のछྨ、期ؒにͮجく۠分͝とに、ݩར金の߹ 
　　　　 計額をϦεΫフϦーレーτであるԁ-JCPS・εϫッϓレーτでׂり引き、貸引当金を߇
　　　　 除して࣌Ձに代わる金額として算ఆしております。
　　　　　 また、Ԇݖ࠴・期ݶのར益をࣦしたݖ࠴等は、ாՁ額から貸引当金を߇除
　　　　　した額を࣌Ձに代わる金額としております。
　　　  ̡ 負࠴ʳ
           　̰ ஷ金
　　　　　 要ٻ払ஷ金については、ܾ 算に要ٻされた߹の支払額（ாՁ額）を࣌Ձとみな
　　　　　しております。また、ఆ期ੑஷ金の࣌Ձは、期ؒにͮجく۠分͝とに、ݩར金の߹計額を
　　　　　ϦεΫフϦーレーτであるԁ-JCPS・εϫッϓレーτでׂり引いたݱ在Ձを࣌Ձに代わ
　　　　　る金額として算ఆしております。
　　　　̱ 貸借औ引受入担อ金݊࠴　
　　　　　 ఆ期ؒが期 （ؒ�年以内）であり、࣌ՁはாՁ額とۙࣅしていることから、当֘
　　　　　ாՁ額を࣌Ձとしております。
　　　　̲ 　借用金
　　　　　　借用金は、มಈ金རであり期ؒで市金རをөし、また、当会の信用ঢ়ଶは実ߦ
　　　　 ߟしているとࣅՁはாՁ額とۙ࣌、େきくҟなっていないことからޙ ら͑れるため、当
　　　　 ֘ாՁ額によっております。
　　　  ̡ σϦόςΟϒऔ引ʳ
       　　　σϦόςΟϒऔ引は、金རؔ連औ引（金རεϫッϓ）であり、ׂ 引ݱ在Ձにより算ग़
　　　　　したՁ額によっております。
  のとおりであり、これらは࣍と認められる金融はࠔめてۃՁをѲすることが࣌　③ 　　
　　　　　①の金融の࣌Ձ報には含まれておりません。

　  （注）  ֎部ग़資は、市Ձ֨のあるࣜג以֎のものとなっており、࣌ՁをѲすることがۃめ
　　てࠔと認められるため、࣌Ձ։ࣔの対象としておりません。

　 

貸借対照表計上額
֎部ग़資 181292
߹　計 181292

（୯Ґ：ඦສԁ）

（୯Ґ：ඦສԁ）

　　　　Ձ֨がない߹には߹理తに算ఆされたՁ額（これに४ͣるՁ額を含む）が含まれており
　　　　ます。当֘Ձ額の算ఆにおいては、Ұఆのલఏ݅等を࠾用しているため、ҟなるલఏ
　　　　݅ 等によった߹、当֘Ձ額がҟなることもあります。

（２）　 金融の࣌Ձ等にؔする事߲
　　  ①　金融の貸借対照表計上額および࣌Ձ等
　　　　 当年度における貸借対照表計上額、࣌Ձおよびこれらのࠩ額は、࣍のとおりであり  
　　　　ます。
　　　　　なお、࣌ՁをѲすることがۃめてࠔと認められる金融については、࣍表には含
　　　　めͣ③に記載しております。

　　  ②　金融の࣌Ձの算ఆํ法
　　　 ̡ 資産ʳ
           ̰　༬け金
　　　　　 ຬ期のない༬け金については、࣌ՁはாՁ額とۙࣅしていることから、当֘ாՁ  
　　　　　額によっております。ຬ期のある༬け金については、期ؒにͮجく۠分͝とに、ݩར金の
　　　　 ߹計額をϦεΫフϦーレーτであるԁ-JCPS・εϫッϓレーτでׂり引いたݱ在Ձを࣌Ձ
　　　　　に代わる金額として算ఆしております。
　　　　̱ 　金મの信ୗ
　　　　　 信ୗ財産をߏ成している有Ձূ݊貸ग़金の࣌Ձは、Լ記̲ および̳ と同༷のํ法に
　　　　　よりධՁしております。
　　　　̲ 　有Ձূ݊
 等からఏࣔされたՁ֨ؔػはऔ引所のՁ֨またはऔ引金融݊࠴、はऔ引所のՁ֨ࣜג 　　　　　
　　　　  によっております。また、資信ୗについては、ެ 表されているج४Ձ֨によっております。
　　　　̳ 　貸ग़金
　　　　　　貸ग़金のうち、มಈ金རによるものは、期ؒで市金རをөするため、貸ग़ઌ 
　　　　 の信用ঢ়ଶが実ޙߦେきくҟなっていないݶり、࣌ՁはாՁ額とۙࣅしていること 
　　　　 から、当֘ாՁ額から貸引当金を߇除した額を࣌Ձに代わる金額として算ఆして 
　　　　 おります。
　　　　　  Ұํ、ݻఆ金རによるものは、貸ग़金のछྨ、期ؒにͮجく۠分͝とに、ݩར金の߹ 
　　　　 計額をϦεΫフϦーレーτであるԁ-JCPS・εϫッϓレーτでׂり引き、貸引当金を߇
　　　　 除して࣌Ձに代わる金額として算ఆしております。
　　　　　 また、Ԇݖ࠴・期ݶのར益をࣦしたݖ࠴等は、ாՁ額から貸引当金を߇除
　　　　　した額を࣌Ձに代わる金額としております。
　　　  ̡ 負࠴ʳ
           　̰ ஷ金
　　　　　 要ٻ払ஷ金については、ܾ 算に要ٻされた߹の支払額（ாՁ額）を࣌Ձとみな
　　　　　しております。また、ఆ期ੑஷ金の࣌Ձは、期ؒにͮجく۠分͝とに、ݩར金の߹計額を
　　　　　ϦεΫフϦーレーτであるԁ-JCPS・εϫッϓレーτでׂり引いたݱ在Ձを࣌Ձに代わ
　　　　　る金額として算ఆしております。
　　　　̱ 貸借औ引受入担อ金݊࠴　
　　　　　 ఆ期ؒが期 （ؒ�年以内）であり、࣌ՁはாՁ額とۙࣅしていることから、当֘
　　　　　ாՁ額を࣌Ձとしております。
　　　　̲ 　借用金
　　　　　　借用金は、มಈ金རであり期ؒで市金རをөし、また、当会の信用ঢ়ଶは実ߦ
　　　　 ߟしているとࣅՁはாՁ額とۙ࣌、େきくҟなっていないことからޙ ら͑れるため、当
　　　　 ֘ாՁ額によっております。
　　　  ̡ σϦόςΟϒऔ引ʳ
       　　　σϦόςΟϒऔ引は、金རؔ連औ引（金རεϫッϓ）であり、ׂ 引ݱ在Ձにより算ग़
　　　　　したՁ額によっております。
  のとおりであり、これらは࣍と認められる金融はࠔめてۃՁをѲすることが࣌　③ 　　
　　　　　①の金融の࣌Ձ報には含まれておりません。

　  （注）  ֎部ग़資は、市Ձ֨のあるࣜג以֎のものとなっており、࣌ՁをѲすることがۃめ
　　てࠔと認められるため、࣌Ձ։ࣔの対象としておりません。

　 

貸借対照表計上額
֎部ग़資 181292
߹　計 181292

（୯Ґ：ඦສԁ）

貸借対照表計上額 Ձ　࣌ ࠩ　額
༬け金 2940992 2940589 ˚ 403 
金મの信ୗ
　その他の金મの信ୗ 17277 17265 ˚ 11
有Ձূ݊     　
　ຬ期อ有తの݊࠴ 226091 259195 33103
　その他有Ձূ݊ 1128212 1128212 　ʵ
貸ग़金 313563
  貸引当金 ˚ 1410
　貸引当金߇除ޙ 312153 313944 1790
資産計 4624728 4659207 34478
ஷ金 4189337 4189038 ˚ 299
貸借औ引受入担อ金݊࠴ 62538 62538 ʵ
借用金 164400 164400 ʵ
負࠴計 4416275 4415976 ˚ 299

σϦόςΟϒऔ引
　ϔッδ会計がద用されていないもの （ 0 ） （ 0 ） ʵ
σϦόςΟϒऔ引計 （ 0 ） （ 0 ） ʵ

（୯Ґ：ඦສԁ）

貸借対照表計上額 Ձ　࣌ ࠩ　額
༬け金 2961527 2959029 ˚ 2498 
金મの信ୗ
　その他త 7482 7482 ʵ
有Ձূ݊     　
　ຬ期อ有తの݊࠴ 153116 164676 11559
　その他有Ձূ݊ 1068999 1068999 　ʵ
貸ग़金 293434
  貸引当金 ˚ 1317
　貸引当金߇除ޙ 292116 292880 763
資産計 4483243 4493068 9825
ஷ金 4056032 4053407 ˚ 2625
貸借औ引受入担อ金݊࠴ 63015 63015 ʵ
借用金 161600 161600 ʵ
負࠴計 4280647 4278022 ˚ 2625

σϦόςΟϒऔ引
　ϔッδ会計がద用されていないもの （ 0 ） （ 0 ） ʵ
σϦόςΟϒऔ引計 （ 0 ） （ 0 ） ʵ

（୯Ґ：ඦສԁ）
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単体財務ॾද

 ５ ༗Ձূ݊にؔする事߲

（̍）　 有Ձূ݊の࣌ՁおよびධՁࠩ額等にؔする事߲は、࣍のとおりであります。
　　   ①　ຬ期อ有తの݊࠴
　　　　  ຬ期อ有తの݊࠴において、छྨ͝との貸借対照表計上額、࣌Ձおよびこれらのࠩ

　　額については、࣍のとおりであります。

単体財務ॾද

　（注）��貸ग़金のうち、貸借対照表上の当࠲貸ӽ（融資ܕ除く）2��ඦສԁについては、ň̍ 年
　 以内ŉに含めております。

　　　2�貸ग़金のうち、�Χ݄以上Ԇݖ࠴・期ݶのར益をࣦしたݖ࠴等2�ඦສԁは、ঈؐ
　 の༧ఆがࠐݟまれないため、含めておりません。

 （注）�� ஷ金のうち、要ٻ払ஷ金については、「�年以内」に含めております。
　　 2�借用金のうち、期ݶのないྼޙಛ借入金������ඦສԁについては、「̑年」   
　　　  に含めております。

          ④　金મݖ࠴およびຬ期のある有Ձূ݊のܾ算ޙのঈؐ༧ఆ額

　ᶇ　借用金およびその他の有ར子負࠴のܾ算ޙのฦ済༧ఆ額

ฏ2�年度 ฏ27年度

　　  ②   その他有Ձূ݊
　　　　  その他有Ձূ݊において、छྨ͝とのऔಘ原Ձ、貸借対照表計上額およびこれらのࠩ 

　 額については、࣍のとおりであります。　　
（୯Ґ：ඦສԁ）

（注） 上記ࠩ額߹計から繰Ԇ੫金負2࠴����ඦສԁをࠩし引いた金額�����ඦສԁが、
　　「その他有Ձূ݊ධՁࠩ額金」に含まれております。

�年以内 �年
2年以内

2年
�年以内

�年
�年以内

�年
�年以内 �年

ஷ金 4055896 74 60 ʵ ʵ ʵ
貸借औ引݊࠴
受入担อ金

63015 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ

借用金 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ 161600
߹　計 4118912 74 60 ʵ ʵ 161600

（୯Ґ：ඦສԁ）

�年以内 �年
2年以内

2年
�年以内

�年
�年以内

�年
�年以内 �年

༬け金 2961527 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ
金મの信ୗ
　その他త 7414

 
ʵ

 
ʵ

 
ʵ

 
ʵ ʵ

有Ձূ݊
　ຬ期อ有త
　の݊࠴

ʵ ʵ 12500 15020 8510 116000

　その他有Ձূ݊
　のうちຬ期が
    あるもの

84694 72187 174040 127483 79826 419025

貸ग़金 51696 44754 29880 15370 16981 134504
߹　計 3105333 116942 216421 157874 105318 669530

（୯Ґ：ඦສԁ）

छ　ྨ 貸借対照表
計上額 Ձ　࣌ ࠩ　額

Ձが貸借対照表࣌
計上額を͑るもの

࠴ࠃ 108984 118586 9602
地ํ࠴ 35986 37973 1986
খ　計 144970 156559 11588

Ձが貸借対照表࣌
計上額を͑ないもの

࠴ࠃ 8146 8117 ˚29
খ　計 8146 8117 ˚29

߹　計 153116 164676 11559

（୯Ґ：ඦສԁ）

 ５ ༗Ձূ݊にؔする事߲

（̍）　 有Ձূ݊の࣌ՁおよびධՁࠩ額等にؔする事߲は、࣍のとおりであります。
　　   ①　ຬ期อ有తの݊࠴
　　　　  ຬ期อ有తの݊࠴において、छྨ͝との貸借対照表計上額、࣌Ձおよびこれらのࠩ

　　額については、࣍のとおりであります。

　（注）��貸ग़金のうち、貸借対照表上の当࠲貸ӽ（融資ܕ除く）2�2ඦສԁについては、ň̍ 年
　 以内ŉに含めております。

　　　2�貸ग़金のうち、�Χ݄以上Ԇݖ࠴・期ݶのར益をࣦしたݖ࠴等��ඦສԁは、ঈؐ
　 の༧ఆがࠐݟまれないため、含めておりません。

 （注）�� ஷ金のうち、要ٻ払ஷ金については、「�年以内」に含めております。
　　 2�借用金のうち、期ݶのないྼޙಛ借入金�����ඦສԁについては、「̑年」   
　　　  に含めております。

          ④　金મݖ࠴およびຬ期のある有Ձূ݊のܾ算ޙのঈؐ༧ఆ額

　ᶇ　借用金およびその他の有ར子負࠴のܾ算ޙのฦ済༧ఆ額

　　  ②   その他有Ձূ݊
　　　　  その他有Ձূ݊において、छྨ͝とのऔಘ原Ձ、貸借対照表計上額およびこれらのࠩ 

　 額については、࣍のとおりであります。　　
（୯Ґ：ඦສԁ）

（注） 上記ࠩ額߹計から繰Ԇ੫金負2࠴����ඦສԁをࠩし引いた金額�����ඦສԁが、
　　「その他有Ձূ݊ධՁࠩ額金」に含まれております。

�年以内 �年
2年以内

2年
�年以内

�年
�年以内

�年
�年以内 �年

ஷ金 4179172 59 98 ʵ 7 ʵ
ৡੑஷ金 10000
貸借औ引݊࠴
受入担อ金

62538 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ

借用金 146240 ʵ ʵ 2800 ʵ 15360
߹　計 4397950 59 98 2800 7 15360

（୯Ґ：ඦສԁ）

�年以内 �年
2年以内

2年
�年以内

�年
�年以内

�年
�年以内 �年

༬け金 2940992 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ
金મの信ୗ
　その他の金મの信ୗ 16916

 
ʵ

 
ʵ

 
ʵ

 
ʵ

 
ʵ

有Ձূ݊
　ຬ期อ有త
　の݊࠴

ʵ 12500 15020 8510 ʵ 188000

　その他有Ձূ݊
　のうちຬ期が
    あるもの

71473 173016 128978 80448 82940 461496

貸ग़金 63559 33071 19584 22779 29373 144949
߹　計 3092941 218587 163582 111738 112314 794445

（୯Ґ：ඦສԁ）

छ　ྨ 貸借対照表
計上額 Ձ　࣌ ࠩ　額

Ձが貸借対照表࣌
計上額を͑るもの

࠴ࠃ
地ํ࠴

190091
36000

221687
37507

31595
1507

߹　計 226091 259195 33103

（୯Ґ：ඦສԁ）

छ　ྨ औಘ原Ձ 貸借対照表
計上額 ࠩ　額

貸借対照表計上額が
औಘ原Ձを͑るもの

ࣜג 12449 22260 9810
݊࠴
࠴ࠃ　 513904 554126 40222
　地ํ࠴ 93284 96779 3494
　金融࠴ 12499 12551 52
　社࠴ 219391 233252 13860
݊ূࠃ֎　 115412 148200 32787
その他 14562 19029 4466
খ　計 981504 1086199 104695

貸借対照表計上額が
औಘ原Ձを͑ないもの

ࣜג 61 61 ˚0
݊࠴
　社࠴ 5059 4979 ˚80
݊ূࠃ֎　 36432 35689 ˚743
　その他 1292 1283 ˚9
খ　計 42845 42012 ˚832

߹　計 1024350 1128212 103862

छ　ྨ औಘ原Ձ 貸借対照表
計上額 ࠩ　額

貸借対照表計上額が
औಘ原Ձを͑るもの

ࣜג 12312 25079 12766
݊࠴
࠴ࠃ　 497522 527734 30212
　地ํ࠴ 101713 105724 4010
　金融࠴ 18498 18575 77
　社࠴ 196391 208591 12199
݊ূࠃ֎　 118745 160552 41807
その他 9968 16098 6130
খ　計 955153 1062356 107203

貸借対照表計上額が
औಘ原Ձを͑ないもの

ࣜג 173 170 ˚3
݊࠴
࠴ࠃ　 3073 3043 ˚29
　地ํ࠴ 924 923 ˚0
　社࠴ 2507 2505 ˚1
খ　計 6678 6643 ˚35

߹　計 961832 1068999 107167
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 6 金મの信託にؔする事߲

（୯Ґ：ඦສԁ）

DISCLOSE  2016

 7 退職給にؔする事߲

（̍）　 退職給
用している退職給੍度の֓要࠾　①  　　
　          当会では「職員退職給༩نఔ」にͮجき、勤ଓ年数在職年数等にԠ͡た退職給༩を退

　職者に支給しています。支給にあてるため、Ұൠ財ஂ法人ਆಸ川県ஂۀମ共済会との
ͮجにܖ同߹連߹会とのڠۀ共済ࠃくಛఆ退職金共済੍度およびશͮجにܖ　
　く֬ఆ給ۀا年金੍度を࠾用しています。

　　      退職給࠴務および退職給費用の計上にあたっては、「退職給にؔする会計ج४」
。っていますߦき、؆ศ法によりͮجに（४ୈ2�号ج会計ۀا）　

　　  ②　֬ఆ給੍度
            ̰ 　退職給引当金の期टߴと期ߴのௐ表

（̍）　 退職給
用している退職給੍度の֓要࠾　①  　　
　          当会では「職員退職給༩نఔ」にͮجき、勤ଓ年数在職年数等にԠ͡た退職給༩を退

　職者に支給しています。支給にあてるため、Ұൠ財ஂ法人ਆಸ川県ஂۀମ共済会との
ͮجにܖ同߹連߹会とのڠۀ共済ࠃくಛఆ退職金共済੍度およびશͮجにܖ　
　く֬ఆ給ۀا年金੍度を࠾用しています。

　　      退職給࠴務および退職給費用の計上にあたっては、「退職給にؔする会計ج४」
。っていますߦき、؆ศ法によりͮجに（४ୈ2�号ج会計ۀا）　

　　  ②　֬ఆ給੍度
            ̰ 　退職給引当金の期टߴと期ߴのௐ表

　金મの信ୗのอ有త۠分ผの内༁は、࣍のとおりであります。
        ①　その他の金મの信ୗ

 

     （注）��上記ࠩ額߹計から繰Ԇ੫金負࠴��ඦສԁをࠩし引いた金額��ඦສԁが、「その他有   
　　　Ձূ݊ධՁࠩ額金」に含まれております。

　　　　 2�「うち貸借対照表計上額がऔಘ原Ձを͑るもの」「うち貸借対照表計上額がऔಘ原
　　　Ձを͑ないもの」は、それͧれ「ࠩ額」の内༁であります。

（ 2 ）　 人݅費には、「ްੜ年金อ੍ݥ度ٴびྛஂۀړମ職員共済߹੍度の౷߹をਤるため
のྛஂۀړମ職員共済߹法等をഇࢭする等の法」ෟଇୈ��のنఆにͮجき、چ
ྛ共済߹（ଘଓ߹）がߦうಛྫ年金給等のۀ務に要する費用にॆてるためڌग़し
たಛྫۀ務負担金を含めて計上しております。

　　　  なお、当年度においてଘଓ߹に対してڌग़したಛྫۀ務負担金の額は、��ඦສԁと
なっております。

　　　 また、同߹よりࣔされた平成2�年�݄ݱ在における平成��年�݄までのಛྫۀ務負担
金のকདྷࠐݟ額は、2��ඦສԁとなっております。

ฏ2�年度 ฏ27年度

ച٫額 ച٫益 ച٫損

ࣜג 31 1 ʵ
݊࠴ 92559 456 ʵ
その他 134 41 ʵ

߹　計 92724 499 ʵ

（୯Ґ：ඦສԁ）

貸借対照表
計上額 औಘ原Ձ ࠩ　額

うち貸借対照表
計上額が

औಘ原Ձを
͑るもの

うち貸借対照表
計上額が

औಘ原Ձを
͑ないもの

その他の
金મの信ୗ 7482 7414 67 126 59

（୯Ґ：ඦສԁ）

（ 2 ）　 当年度中にച٫したຬ期อ有తの݊࠴はありません。
（ � ）　 当年度中にച٫したその他有Ձূ݊は、࣍のとおりであります。

期टにおける退職給引当金 80
退職給費用 44
退職給の支払額 ˚ 13
੍度へのڌग़額 ˚ 43
期における退職給引当金 68

؆ศ法で計算した
退職給費用 44

（୯Ґ：ඦສԁ）

　 　̱退職給࠴務および年金資産と
　　　貸借対照表に計上された退職給引当金のௐ表

（注） ੵ੍ཱܕ度の退職給࠴務の額は、Ұൠ財ஂ法人ਆಸ川県ஂۀମ共済会の期退 
　　  職給金額���ඦສԁを߇除した金額としています。

　 ̲ 　退職給にؔ連する損益

務࠴度の退職給੍ܕཱੵ
年金資産

488
˚ 437

খ　計 51
ඇੵ੍ཱܕ度の退職給࠴務 17
貸借対照表に計上された
負࠴と資産の७額 68

退職給引当金 68
貸借対照表に計上された
負࠴と資産の७額 68

（୯Ґ：ඦສԁ）

 6 金મの信託にؔする事߲

（୯Ґ：ඦສԁ）

 7 退職給にؔする事߲

　金મの信ୗのอ有త۠分ผの内༁は、࣍のとおりであります。
        ①　その他の金મの信ୗ

 

     （注）�� 上記ࠩ額߹計から繰Ԇ੫金負࠴��ඦສԁをࠩし引いた金額2��ඦສԁが、「その他
　　　有Ձূ݊ධՁࠩ額金」に含まれております。

　　　　 2�「うち貸借対照表計上額がऔಘ原Ձを͑るもの」「うち貸借対照表計上額がऔಘ原
　　　Ձを͑ないもの」は、それͧれ「ࠩ額」の内༁であります。

（ 2 ）　 人݅費には、「ްੜ年金อ੍ݥ度ٴびྛஂۀړମ職員共済߹੍度の౷߹をਤるため
のྛஂۀړମ職員共済߹法等をഇࢭする等の法」ෟଇୈ��のنఆにͮجき、چ
ྛ共済߹（ଘଓ߹）がߦうಛྫ年金給等のۀ務に要する費用にॆてるためڌग़し
たಛྫۀ務負担金を含めて計上しております。

　　　  なお、当年度においてଘଓ߹に対してڌग़したಛྫۀ務負担金の額は、��ඦສԁと
なっております。

　　　 また、同߹よりࣔされた平成2�年�݄ݱ在における平成��年�݄までのಛྫۀ務負担
金のকདྷࠐݟ額は、2��ඦສԁとなっております。

ച٫額 ച٫益 ച٫損

ࣜג 235 ʵ 28
݊࠴ 103550 1138 312
その他 1215 ʵ 73

߹　計 105001 1138 414

（୯Ґ：ඦສԁ）

貸借対照表
計上額 औಘ原Ձ ࠩ　額

うち貸借対照表
計上額が

औಘ原Ձを
͑るもの

うち貸借対照表
計上額が

औಘ原Ձを
͑ないもの

その他の
金મの信ୗ 17277 16916 349 625 276

（୯Ґ：ඦສԁ）

（ 2 ）　 当年度中にച٫したຬ期อ有తの݊࠴はありません。
（ � ）　 当年度中にച٫したその他有Ձূ݊は、࣍のとおりであります。

期टにおける退職給引当金 68
退職給費用 39
退職給の支払額 ˚ 42
੍度へのڌग़額 ˚ 26
期における退職給引当金 38

؆ศ法で計算した
退職給費用 39

（୯Ґ：ඦສԁ）

　 　̱退職給࠴務および年金資産と
　　　貸借対照表に計上された退職給引当金のௐ表

（注） ੵ੍ཱܕ度の退職給࠴務の額は、Ұൠ財ஂ法人ਆಸ川県ஂۀମ共済会の期退
　　  職給金額���ඦສԁを߇除した金額としています。

　 ̲ 　退職給にؔ連する損益

務࠴度の退職給੍ܕཱੵ
年金資産

429
˚ 404

খ　計 24
ඇੵ੍ཱܕ度の退職給࠴務 14
貸借対照表に計上された
負࠴と資産の७額 38

退職給引当金 38
貸借対照表に計上された
負࠴と資産の७額 38

（୯Ґ：ඦສԁ）
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単体財務ॾද

ฏ2�年度 ฏ27年度

 8 ੫ޮՌ会計にؔする事߲

（̍）　 繰Ԇ੫金資産および繰Ԇ੫金負࠴のൃੜ原Ҽผの主な内༁等

（ 2 ）　 法ఆ実ޮ੫と法人੫等負担とのࠩҟの主な原Ҽ

（ � ）　 地ํ੫等の੫のมߋ
　　　 「地ํ੫法等のҰ部をվਖ਼する法」（平成2�年法ୈ�号）および「地ํ法人੫法」（平

成2�年法ୈ��号）が平成2�年�݄��にެされ、平成2�年��݄�以ޙに։࢝す
る年度から法人ॅຽ੫法人੫ׂ等の੫の引Լ͛、法人事ۀ੫の੫の引上͛および地ํ
法人੫の՝੫がߦわれることとなりました。これにい、平成2�年�݄�に։࢝する年度
以ޙにղফがࠐݟまれるҰࠩ࣌ҟ等にかかる繰Ԇ੫金資産および繰Ԇ੫金負࠴の計算に
ै、用する法ఆ実ޮ੫は དྷの2����％から2����％となります。この੫มߋにより、
繰Ԇ੫金負࠴が��ඦສԁ૿Ճし、その他有Ձূ݊ධՁࠩ額金が�2ඦສԁݮগし、法人੫
等ௐ額が�ඦສԁݮগしております。

繰Ԇ੫金資産
　相ޓԉॿੵཱ金ա額 4112
　ະ払ྭ金 552
　ະ払事ۀ੫ 236
　貸引当金ա額 154
等ঈ٫ࣜג　 70
　繰Ԇফ費੫ 63
　繰Ԇ資産ঈ٫ա額 49
　その他 138
繰Ԇ੫金資産খ計 5377
ධՁੑ引当額 ˚ 4389
繰Ԇ੫金資産߹計（"） 987
繰Ԇ੫金負࠴
　その他有Ձূ݊ධՁࠩ額金 ˚ 29817
ఆ資産ѹॖੵཱ金ݻ　 ˚ 53
　શ֎部ग़資ධՁ益 ˚ 1
繰Ԇ੫金負࠴߹計（#） ˚ 29872
繰Ԇ੫金負࠴の७額（"）�（#） ˚ 28884

（୯Ґ：ඦສԁ）

法ఆ実ޮ੫ 27�83
（ௐ）
事ۀ分ྔ当金 ˚ 7�96
ධՁੑ引当額の૿ݮ 1�59
ަ際費等Ӭ久に損金に算入されない߲ 0�09
法人੫額ಛผ߇除 ˚ 0�07
ॅຽ੫均等ׂ 0�04
その他 ˚ 0�03
੫ޮՌ会計ద用ޙの法人੫等の負担 21�48

（୯Ґ：％）

 8 ੫ޮՌ会計にؔする事߲

（̍）　 繰Ԇ੫金資産および繰Ԇ੫金負࠴のൃੜ原Ҽผの主な内༁等

（ 2 ）　 法ఆ実ޮ੫と法人੫等負担とのࠩҟの主な原Ҽ

（ � ）　 地ํ੫等の੫のมߋ
　　　 「地ํ੫法等のҰ部をվਖ਼する等の法」（平成2�年法ୈ��号）が平成2�年݄̏ 2�

に成ཱし、平成2�年�݄�以ޙに։࢝する年度から法人事ۀ੫等の੫のมߋ等がされ
ることになりました。これにい、繰Ԇ੫金資産および繰Ԇ੫金負࠴の計算に用する法ఆ
実ޮ੫はैདྷの2����％から、平成2�年�݄�に։࢝する年度にղফがࠐݟまれるҰ
まれるࠐݟする年度以߱にղফが࢝ҟ等については2����％、平成2�年�݄�に։ࠩ࣌
Ұࠩ࣌ҟ等については2����％になります。この੫มߋにより、繰Ԇ੫金負࠴が���ඦສ
ԁ૿Ճし、その他有Ձূ݊ධՁࠩ額金が���ඦສԁݮগし、法人੫等ௐ額が�ඦສԁݮ
গしております。

繰Ԇ੫金資産
　ถ࠴ࠃҝସࠩ額 �500
　相ޓԉॿੵཱ金ա額 4470
　ະ払ྭ金 584
　貸引当金ա額 158
等ঈ٫ࣜג　 70
　繰Ԇ資産ঈ٫ա額 63
　ະ払事ۀ੫ 58
　繰Ԇফ費੫ 49
　その他 123
繰Ԇ੫金資産খ計 10079
ධՁੑ引当額 ˚ 4744
繰Ԇ੫金資産߹計（"） 5335
繰Ԇ੫金負࠴
　その他有Ձূ݊ධՁࠩ額金 ˚ 29089
ఆ資産ѹॖੵཱ金ݻ　 ˚ 53
　શ֎部ग़資ධՁ益 ˚ 1
繰Ԇ੫金負࠴߹計（#） ˚ 29144
繰Ԇ੫金負࠴の७額（"）�（#） ˚ 23809

（୯Ґ：ඦສԁ）

法ఆ実ޮ੫ 27�87
（ௐ）
ա年度法人੫等 44�93
ධՁੑ引当額の૿ݮ ˚ 36�50
事ۀ分ྔ当金 ˚ 7�95
受औ当金等Ӭ久に益金に算入されない߲ ˚ 0�86
その他  0�00
੫ޮՌ会計ద用ޙの法人੫等の負担 27�48

（୯Ґ：％）
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種　類 平成26年度 平成27年度
役務取引等収益 422 412

　為替業務 32 33

　代理業務 28 20

　その他 361 359

役務取引等අ用 207 210

　為替業務 4 4

　代理業務 3 2

　その他 198 202

（単位：百万円）

߲　目 平成26年度 平成27年度
国債等債券売却益 456 1138

その他の事業収益 874 874

合　計 1330 2012

（単位：百万円）

Պ　目 平成26年度 平成27年度
人件අ 1665 1709

　役員報酬 90 90

　給ྉ手当 1148 1176

　利ްੜඅ 278 293

　退職給付අ用 44 39

　役員退職慰労金 2 2

　与引当金܁入額 90 97

　役員退職慰労引当金܁入額 10 10

物件අ 2402 2426

　事業ਪ進අ 523 654

　債権管理අ 5 7

　ཱྀඅ・ަ ௨අ 23 38

　業務අ 871 875

　ෛ୲金 195 179

　施設අ 768 665

අࡶ　 14 5

੫金 396 164

合　計 4464 4299

（単位：百万円）
役務औ引の内༁ 経අの内༁

ͦのଞ事業ऩӹの内༁

DISCLOSE  2016
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　当会では、ଟ༷化するリスクに対応するとともに、会員や利用者のχーζに応えるため、財務基൫のڧ化を経営の重要
՝として取り組んでおり、平成28年3月末における自己資本比率は18�85ˋとなりました。
　なお、自己資本比率は永久劣後借入金の܁上償ؐにいҰ時的に下しましたが、平成28年4月1日の後配出資金受入
により20ˋをえるਫ準を確保しています。

資本ൺの状況ݾࣗ˗

　当会の自己資本は会員からのී௨出資金の΄か、後配出資金、ճస出資金、ෛ債性資本ௐ達手ஈ（永久劣後借入金）に
よりௐ達しています。

　規制対応および事業ܧ続を確保する目的から、法令で定められた要件に基づき規制上の自己資本比率を算出し、規制資
本をѲ、管理することにより自己資本充実度の評価を行っています。۩体的には、「規制資本管理要項」、「自己資本比率算
出要項」および「自己資本比率算出基準」を定め、信用リスクについては標準的手法および信用リスク減手法、ΦペϨー
シϣφル・リスクについては基ૅ的手法を࠾用して、適正なプロセスにより正確な自己資本比率を算出しています。
　これに加えて、経営の健全性や҆全性をҡ࣋すると同時に҆定的な収益構造を確立するために、市場リスク等、保有して
いるリスクをҰ定のલ提に基づき金額に算し、自己資本額と対比することで、経営上ڐ容できる範囲にあるかͲうかを
モχタリングしています。
　また、平成 27 年6 月から毎期4 年間の༧定でطԟのճస出資金から後配出資金への振替を行うなͲ、自己資本の充実
をਤっています。

˗経営の݈શੑの֬保ͱࣗݾ資本のॆ࣮

注：ྼ の事લঝ認がಘられた߹に、�Χ݄લまでの事ہଓしている߹を除き、監ಜ当ܧ・がൃੜ（߹ੜの࠶産の߹、ຽ事ഁ）事༝ޙ
લ௨により、平成2�年�݄�以߱のརଉ支払期または௨したにいつでもશ部またはҰ部をঈؐՄ。

１ɽࣗ ຊの状況ࢿݾ

ຊのॆ࣮状況（単体）ࢿݾࣗ

߲　目 内　༰
ൃ行主体 ਆಸ川県信用業ڠಉ組合࿈合会
資本ௐ達手ஈの種類 ී通ग़資金
コア資本に係る基ૅ項目に算入した額 １３１ԯԁ（前年度 １３１ԯԁ）
配当率 ４�０ （̀前年度 ４�０ˋ）

ී通ग़資金

߲　目 内　༰
ൃ行主体 ਆಸ川県信用業ڠಉ組合࿈合会
資本ௐ達手ஈの種類 ग़資金ޙ
コア資本に係る基ૅ項目に算入した額 970ԯԁ（前年度 ８97ԯԁ）
配当率 ２�０ （̀前年度 ２�０ˋ）

ग़資金ޙ

߲　目 内　༰
ൃ行主体 ਆಸ川県信用業ڠಉ組合࿈合会
資本ௐ達手ஈの種類 ճసग़資金
コア資本に係る基ૅ項目に算入した額 127ԯԁ（前年度 201ԯԁ）

ճసग़資金

߲　目 内　༰
ൃ行主体 ਆಸ川県信用業ڠಉ組合࿈合会
資本ௐ達手ஈの種類 Ӭ久ྼޙआೖ金
コア資本に係る基ૅ項目に算入した額 153ԯԁ（前年度 １ɼ499ԯԁ）
Ұ定の事༝がੜじた場合に
償ؐ等をՄ能とする特約 あΓ（）

ෛੑ࠴資本ௐୡखஈ（Ӭ久ྼޙआೖ金）

単体財務ॾද
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（1）ࣗ ߏຊのࢿݾ
（単位：百万円、̀ ）

߲　目 平成26年度末 経過措置による
不算入額 平成27年度末 経過措置による

不算入額
ίΞ資本にる基ૅ߲目　　

ී௨出資ຢはඇྦྷੵ的永久༏先出資に係る会員資本の額 244730 257530

うち、出資金ٴび資本準備金の額 102845 110167

うち、࠶評価ੵ立金の額 1 1

うち、利益剰余金の額 149104 154925

うち、֎部ྲྀ出༧定額（˚） 7221 7562

うち、上記以֎に該当するものの額 ˚ 0 ˚ 0

うち、処分ະ࣋ࡁ分の額（˚） 0 0

コア資本に係る基ૅ項目の額に算入される引当金の合計額 15740 17027

うち、Ұൠ貸倒引当金ٴび相ޓԉॿੵ立金コア資本算入額 15740 17027

うち、適֨引当金コア資本算入額 ʵ ʵ

適֨旧資本ௐ達手ஈの額のうち、コア資本に係る基ૅ項目の額にؚまれる額 170083 28114

うち、ճస出資金の額 20104 12754

うち、上記以֎に該当するものの額 149979 15360

うち、ෛ債性資本ௐ達手ஈの額 149979 15360

公的機関による資本の増ڧに関する措置を௨じてൃ行された資本ௐ達手ஈの額のうち、コア資本に係る基ૅ項目の額にؚまれる額 ʵ ʵ

土地࠶評価額と࠶評価直લのா価額のࠩ額のޒे࢛パーセントに相当する額のうち、コア資本に係る基ૅ項目の額にؚまれる額 ʵ ʵ

コア資本に係る基ૅ項目の額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（イ） 430554 302672

ίΞ資本にるௐ߲目

ແݻܗ定資産（モーήージ・サービシング・ϥイπに係るものをআく。）の額の合計額 23 92 52 78

うち、のれんに係るものの額 ʵ ʵ ʵ ʵ

うち、のれんٴびモーήージ・サービシング・ϥイπに係るもの以֎の額 23 92 52 78

延੫金資産（Ұ時ࠩҟに係るものをআく。）の額܁ ʵ ʵ ʵ ʵ

適֨引当金不額 ʵ ʵ ʵ ʵ

証券化取引にい増加した自己資本に相当する額 ʵ ʵ ʵ ʵ

ෛ債の時価評価によりੜじた時価評価ࠩ額であって自己資本に算入される額 ʵ ʵ ʵ ʵ

લ払年金අ用の額 ʵ ʵ ʵ ʵ

自己保有ී௨出資等（純資産の部に計上されるものをআく。）の額 ʵ ʵ ʵ ʵ

ҙਤ的に保有している他の金融機関等の対象資本ௐ達手ஈの額 49 198 99 148

গ数出資金融機関等の対象ී௨出資等の額 ʵ ʵ ʵ ʵ

特定項目に係るेパーセント基準過額 ʵ ʵ ʵ ʵ

うち、その他金融機関等の対象ී௨出資等に該当するものに関連するものの額 ʵ ʵ ʵ ʵ

うち、モーήージ・サービシング・ϥイπに係るແݻܗ定資産に関連するものの額 ʵ ʵ ʵ ʵ

うち、܁延੫金資産（Ұ時ࠩҟに係るものに限る。）に関連するものの額 ʵ ʵ ʵ ʵ

特定項目に係るेޒパーセント基準過額 ʵ ʵ ʵ ʵ

うち、その他金融機関等の対象ී௨出資等に該当するものに関連するものの額 ʵ ʵ ʵ ʵ

うち、モーήージ・サービシング・ϥイπに係るແݻܗ定資産に関連するものの額 ʵ ʵ ʵ ʵ

うち、܁延੫金資産（Ұ時ࠩҟに係るものに限る。）に関連するものの額 ʵ ʵ ʵ ʵ

コア資本に係るௐ整項目の額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   （ロ） 72 151

資本ݾࣗ

自己資本の額（（イ）ɻ（ロ））　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     （ϋ） 430481 302520

ϦεΫɾΞセοτ等　　

信用リスク・アセットの額の合計額 1424712 1563513

うち、経過措置によりリスク・アセットの額に算入される額の合計額 ˚ 435279 ˚ 432677

うち、ແݻܗ定資産（のれんٴびモーήージ・サービシング・ϥイπに係るものをআく。） 92 78

うち、܁延੫金資産 ʵ ʵ

うち、લ払年金අ用 ʵ ʵ

うち、他の金融機関等けエクスϙージャー ˚ 435571 ˚ 432904

うち、上記以֎に該当するものの額 198 148

うち、ҙਤ的に保有している他の金融機関等の対象資本ௐ達手ஈの額 198 148

ΦペϨーシϣφル・リスク相当額の合計額をീパーセントでআして得た額 41903 41020

信用リスク・アセットௐ整額 ʵ ʵ

ΦペϨーシϣφル・リスク相当額ௐ整額 ʵ ʵ

リスク・アセット等の額の合計額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   （ೋ） 1466616 1604533

資本ൺݾࣗ

自己資本比率 （（ϋ）ʗ（χ）） 29�35� 18�85�

DISCLOSE  2016

注：①ڠ法ୈ��の2ୈ�߲ୈ�号のنఆにͮجく߹のܦӦの݈શੑをஅするためのج४にかかる算ࣜにͮجき算ग़しています。なお、当会はࠃ内ج४を࠾用しています。
　　②当会は、信用ϦεΫ・Ξセッτ額の算ग़にあたってはඪ४తख法を、ద֨金融資産担อのద用については信用ϦεΫݮख法の؆ศख法を、Φϖレーシϣφϧ・ϦεΫ相当額の算ग़にあたって

はૅجతख法を࠾用しています。
̍、తख法とはૅج　　　 年ؒのૈར益に����を͡た額のۙ̏年ؒの平均によりΦϖレーシϣφϧ・ϦεΫ相当額を算ग़するํ法です。
　　　なお、̍ 年ؒのૈར益は、ܦ常ར益から࠴ࠃ等݊࠴ച٫益・ঈؐ益およびその他ܦ常ऩ益を߇除し、役務औ引等費用、࠴ࠃ等݊࠴ച٫損・ঈؐ損・ঈܦ、٫費、その他ܦ常費用および金મの信

ୗӡ用ݟ߹費用をՃ算して算ग़しています。
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単体財務ॾද

信用ϦεΫに対する所ཁࣗݾ資本の額および区分͝ͱの内༁

（単位：百万円）

信用ϦεΫɾΞセοτ

平成26年度末 平成27年度末

エクスϙージャー
の期末残高

リスク・アセット額
（Ａ）

所要自己資本額
（̗́ Ａ̫ ４̀ ）

エクスϙージャー
の期末残高

リスク・アセット額
（Ａ）

所要自己資本額
（̗́ Ａ̫ ４̀ ）

զが国の中央および
中央銀行け 619395 ʵ ʵ 705973 ʵ ʵ

զが国の地方公ڞ団体け 139607 ʵ ʵ 130214 ʵ ʵ

地方公ڞ団体金融機構け ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ

զが国の関係機関け 8695 869 34 11540 1154 46

地方ࡾ公社け 2118 1 0 1920 0 0

金融機関および
第Ұ種金融取引業者け 3301537 660226 26409 3356667 671299 26851

法人等け 312044 176131 7045 302982 179467 7178

中小企業等けおよびݸ人け 175 122 4 158 107 4

当権付住宅ローン 3230 1130 45 2858 1000 40

不動産取得等事業け 5203 5088 203 6078 5921 236

月以上延滞等ࡾ 4103 6154 246 7593 11389 455

信用保証協会等による保証付 778 77 3 626 62 2

出資等 22881 22881 915 26664 26664 1066

他の金融機関等の対象資本ௐ達手ஈ 383948 959872 38394 409775 1024438 40977

特定項目のうちௐ整項目に算入されないもの 977 2443 97 5330 13327 533

ෳ数の資産をཪ付とする資産
（いΘΏるϑΝンυ）のうち、
な資産ࠔʑの資産のѲがݸ

70 70 2 222 222 8

証券化 19096 15069 602 20230 52215 2088

経過措置によりリスク・アセットの額に算入、
不算入となるもの ˚ 435279 ˚ 17411 ˚ 432677 ˚ 17307

上記以֎ 134307 9761 390 169253 8787 351

標準的手法を適用するエクスϙージャー別計 4958172 1424622 56984 5158091 1563380 62535

̘̫ Ａリスク相当額 ８ỳ 89 3 132 5

中央ਗ਼算機関関連エクスϙージャー 15 0 0 33 0 0

信用リスク・アセットの額の合計額 4958187 1424712 56988 5158124 1563513 62540

ΦϖレʔγϣφϧɾϦεΫに対する
所ཁࣗݾ資本の額（基ૅతख法）

ΦペϨーシϣφル・リスク相当額を
８̀ でআして得た額（Ａ）

所要自己資本額
（̗́ Ａ̫ ４̀ ）

ΦϖレʔγϣφϧɾϦεΫ相額Λ
８ˋͰআͯ͠ಘͨ額（Ａ）

所ཁࣗݾ資本額
（̗́ Ａ̫ ４ˋ）

41903 1676 41020 1640

所ཁࣗݾ資本額
リスク・アセット等（分）合計（Ａ） 所要自己資本額

（̗́ Ａ̫ ４̀ ） ϦεΫɾΞセοτ等（分）合計（Ａ） 所ཁࣗݾ資本額
（̗́ Ａ̫ ４ˋ）

1466616 58664 1604533 64181

（２）ࣗ  ຊのॆ࣮度に関する事項ࢿݾ

注：①ňϦεΫ・Ξセッτ額」のཝには、信用ϦεΫޮݮՌద用ޙのϦεΫ・Ξセッτ額を原ΤΫε
　　　ϙーδャーのछྨ͝とに記載しています。
　　②ňΤΫεϙーδャー」とは、ϦεΫにさらされている資産（Φフ・όϥϯεを含む）のことをいい、
　　　۩ମతには貸ग़金有Ձূ݊等が֘当します。
　　③ň三݄以上Ԇ等」とは、ݩ本またはརଉの支払がఆ支払のཌから̏ Χ݄以上Ԇ 
　　　している࠴務者にかかるΤΫεϙーδャーおよび「金融ؔػおよびୈҰछ金融औ引ۀ
　　　者け」、「法人等け」等においてϦεΫ・ΣΠτが���％になったΤΫεϙーδャー
　　　のことです。
　　④ňग़資等」とは、ग़資等ΤΫεϙーδャー、ॏ要なग़資のΤΫεϙーδャーが֘当します。
　　ᶇňূ݊Խ」とは、原資産にかかる信用ϦεΫを༏ઌྼߏޙのある2以上のΤΫεϙー
　　　δャーに֊Խし、そのҰ部またはશ部をୈ三者にҠసするੑ࣭を有するऔ引のことです。 ʸ �％

ۙ �年ؒのうちૈར益がਖ਼のであった年数　

（ૈར益（ਖ਼のの߹にݶる）̫ ��％）のۙ�年ؒの߹計額

　　ᶈňܦաા置によりϦεΫ・Ξセッτの額に算入、ෆ算入となるもの」とは、他の金融ؔػ等の対
　　　象資本ௐୡखஈ、ίΞ資本にかかるௐ߲および地࠶ධՁࠩ額金にかかるܦաા
　　　置により、ϦεΫ・Ξセッτに算入したもの、ෆ算入としたものが֘当します。
　　ᶉň上記以֎」には、ݱ金・֎ࠃの中央および中央ۜߦけ・ࠃ際ܾ済ۜߦ等け・֎
・ະܾ済औ引・ܗけ・औཱະ済खߦ際։ൃۜࠃ・けの中央等以֎のެ共部ࠃ　　　
　　　その他の資産（ݻఆ資産等）・ؒਗ਼算ࢀՃ者け・信用ϦεΫݮख法として用いるอ
　　　ূ またはΫレδッτ・σϦόςΟϒの໔額が含まれます。
　　ᶊΦϖレーシϣφϧ・ϦεΫ相当額算ग़にあたり、当会ではૅجతख法を࠾用しています。
　　　＜Φϖレーシϣφϧ・ϦεΫ相当額を�％で除してಘた額の算ग़ํ法（ૅجతख法）＞

（単位：百万円）
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　「信用リスク」とは、信用ڙ与先の財務状況のѱ化等により資産（Φϑバϥンス資産をؚΉ）の価が減গないしফࣦし、
損ࣦをඃるリスクのことです。当会では、信用リスクは収益ൃੜをҙਤし能動的に取得するリスクのͻとつとして位置づ
け、良࣭な貸出等運用資産のੵ上げによる収益上を目指しており、業種・大口ू中等に配ྀし、リスク分散をਤること
を基本的なスタンスとしています。
　また、リスクを確実に認ࣝし、評価・計ଌし、報告するための態勢として、リスク管理に関する体制および規程類を整備
しています。
　۩体的には、経営管理委員会で決定される「リスクマネジϝント基本方」に基づき、理事会が経営ઓུやリスクの
種類・特性に応じて、リスク管理の態勢整備を行います。
　体制໘では、信用リスクをはじめその他のリスクにかかる重要事項は、理事長・ઐ務・常務・部長で構成される「リスク
マネジϝント会議」において協議・決定し、会議の決定事項に基づきリスク管理を実施します。
　「リスクマネジϝント会議」において協議・決定された重要な内容は経営管理委員会・理事会に報告し、会内でリスク
に関する認ࣝのڞ有化をਤっています。
　また、ઐ務をリスク管理୲当理事とし、リスク統括部が۩体的なリスク管理の取り組み（大口与信先等の信用状況の
モχタリング、業種別与信限度額のモχタリング等）を進めています。
　与信৹査については、取引ࣥ行部署から独立した৹査役を設置し、内部信用֨付の৹査、案件৹査、自己査定における
第２次査定の実施を௨じて、デϑΥルト等にう損ࣦを最小限にえ適正なリターンの確保をਤっています。

　経営の健全性を࣋ݎするため、「自己査定要項」および「自己査定実施マχュアル」に基づき、決算日（3月31日）を基準
日として自己査定を行っています（債権は決算日とԾ決算日の年2 ճ実施）。自己査定においては、債務者の状況に応じて
正常先から破綻先までの5۠分に۠分し、また、債務者۠分ごとに୲保等のճ収Մ能性により債権をᶗ分類からᶚ分類に
分類しています。
　貸倒引当金については、「経理規程（資産の評価および償却・引当基準）」に基づき、正常先および要ҙ先のকདྷの
損ࣦに備えるためのҰൠ貸倒引当金と、破綻ݒ೦先・実࣭破綻先・破綻先に対するݸ別貸倒引当金に分け、それͧれ計上
しています。
　このうちҰൠ貸倒引当金については、正常先・要ҙ先の債権のうち、過3ڈ算定期間に不良債権化しᆝ損した額を
算出し、その平ۉを༧損ࣦ率とし、༧損ࣦ率に債権額を乗じて算出した額としています。ただし、その合計額が੫法
基準で容認される限度額を下ճるときは、੫法基準で算出した金額を計上しています。
別債務者ごとに༧ݸ、೦先、実࣭破綻先および破綻先に対する債権についてݒ別貸倒引当金については、破綻ݸ　
損ࣦ額を算定し、༧損ࣦ額に相当する額を計上しています。
　このうち破綻ݒ೦先に対するݸ別貸倒引当金は、原則として、債務者ごとにࠓ後3年間のキャッシュ・ϑローをੵݟり、
ᶙ分類債権額からキャッシュ・ϑローによるճ収Մ能額を߇আした残額を計上しています。
　実࣭破綻先および破綻先に対する債権についてはݸ別債務者ごとに、ᶙ分類およびᶚ分類とした債権額全額を༧
損ࣦ額とし、ᶙ分類とした額全額をݸ別貸倒引当金に計上し、ᶚ分類とした額全額を償却しています。
　ただし、債務保証ݟฦ勘定のᶚ分類についてはݸ別貸倒引当金を計上しています。

˗ϦεΫ管理の方およびखଓの֓ཁ
ʪ信用ϦεΫ管理の方ʫ

ʪି引金の計上基४ʫ

　当会では、自己資本比率算出にかかる信用リスク・アセット額は、告示に定める標準的手法により算出しています。
　また、信用リスク・アセットの算出におけるリスク・Σイトの定にあたり用する֨付等は次のとおりです。
　なお、「リスク・Σイト」とは、当該資産を保有するためにඞ要な自己資本額を算出するためのֻ目のことです。
　ᶃリスク・Σイトの定にあたり用する֨付は、以下の適֨֨付機関によるґཔ֨付のみを用し、ඇґཔ֨付
は用しないこととしています。

˗ඪ४తख法にؔする事߲

2ɽ信༻ϦεΫに関する事項

DISCLOSE  2016

ద格格機ؔ

̧̱）会社֨付投資情報センターࣜג ᶗ）
所（Ｊ̘ڀݚ会社日本֨付ࣜג ̧）
ムーディーζ・インϕスターζ・サービス・インク（Ｍｏｏｄ͈ �͂ ）
スタンμーυ・アンυ・プアーζ・Ϩーティングζ・サービシζ（Ｓ̱ ̥）
ϑィッνϨーティングスリϛテッυ（̛ ｉ̓ｃｈ）
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注：①「信用ϦεΫにؔするΤΫεϙーδャーのߴ」には、資産（ࣗݾ資本߇除となるもの、ূ ݊
　　　ԽΤΫεϙーδャーに֘当するものを除く）ならびにΦフŋόϥϯεऔ引およびੜऔ
　　　引の༩信相当額を含みます。
　 ②「うち貸ग़金等」には、貸ग़金の΄か、ίϛッτϝϯτおよびその他のσϦόςΟϒ以֎のΦフŋ
　　　όϥϯεシーτŋΤΫεϙーδャーを含んでいます。なお、ίϛッτϝϯτとは、ܖした期ؒŋ
　　　融資のൣғ内で、お٬さまの͝ٻにͮجき、金融ؔػが融資を実ߦすることをଋす
　　　るܖにおける融資Մ額のことです。

平成26年度末 平成27年度末
信用リスクに
関するエクス
ϙージャーの
残高

月以上ࡾ
延滞エクス
ϙージャー

信用リスクに
関するエクス
ϙージャーの
残高

月以上ࡾ
延滞エクス
ϙージャーうち

貸出金等
うち
債券

うち店頭
デリバティブ

うち
貸出金等

うち
債券

うち店頭
デリバティブ

国内 4812135 657819 977152 185 ʵ 4971118 730877 1073960 147 11

国֎ 126956 ʵ 119314 ʵ ʵ 166775 ʵ 152609 ʵ ʵ

地Ҭ別ߴ計 4939091 657819 1096466 185 ʵ 5137894 730877 1226569 147 11

法
人

農業 474 472 ʵ ʵ ʵ 470 469 ʵ ʵ 11

林業 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ

ਫ産業 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ

造業 59322 31566 21095 ʵ ʵ 51316 27712 16870 ʵ ʵ

߭業 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ

建設・不動産業 67325 52076 15144 ʵ ʵ 70293 53938 16340 ʵ ʵ
・Ψス・ؾి
ڙ給・ਫಓ業 1700 1700 ʵ ʵ ʵ 1000 1000 ʵ ʵ ʵ

運༌・௨信業 21164 7946 8732 ʵ ʵ 23255 9532 9151 ʵ ʵ

金融・保ݥ業 3802477 497133 161111 185 ʵ 3874716 563217 183361 147 ʵ
Է売・小売・ҿ৯・
サービス業 73434 57123 12692 ʵ ʵ 82286 65563 12636 ʵ ʵ

日本国・
地方公ڞ団体 759003 627 758376 ʵ ʵ 836188 588 835599 ʵ ʵ

上記以֎ 132550 ʵ 119314 ʵ ʵ 173078 ʵ 152609 ʵ ʵ

人ݸ 9171 9171 ʵ ʵ ʵ 8855 8855 ʵ ʵ ʵ

その他 12465 ʵ ʵ ʵ ʵ 16432 ʵ ʵ ʵ ʵ

業種別ߴ計 4939091 657819 1096466 185 ʵ 5137894 730877 1226569 147 11

１年以下 3450222 425901 83348 1 3515611 489255 71631 6

１年３年以下 360320 75033 256387 99 380681 48388 328379 104

３年５年以下 251227 25881 224762 83 211524 52291 158981 35

５年７年以下 167545 27149 140355 ʵ 104895 16781 88017 ʵ

７年１̌ 年以下 194007 95087 96690 ʵ 304945 114724 186255 ʵ

１̌ 年 303360 8437 294922 ʵ 391894 9126 382678 ʵ

期限の定めのないもの 212407 328 ʵ ʵ 228341 309 10625 ʵ

計ߴ別ؒظଘ 4939091 657819 1096466 185 5137894 730877 1226569 147

（単位：百万円）

（1）信༻ϦεΫに関するΤΫεϙージϟー（地Ҭผɺ業छผɺଘؒظผ）
　   および ߴظҎ্ԆΤΫεϙージϟーの݄ࡾ

ΤΫεϙʔδϟʔ ద格格機ؔ ΧϯτϦʔɾϦεΫɾείΞ
中央および中央銀行けエクスϙージャー 日本қ保ݥ

国ࡍ開ൃ銀行けエクスϙージャー 3 *̱ɼJ$3ɼ.PPEZ�Tɼ4�1ɼ'JUDI

金融機関けエクスϙージャー 日本қ保ݥ

法人等けエクスϙージャー（長期） 3 *̱ɼJ$3ɼ.PPEZ�Tɼ4�1ɼ'JUDI

法人等けエクスϙージャー（期） 3 *̱ɼJ$3ɼ.PPEZ�Tɼ4�1ɼ'JUDI

　ᶄリスク・Σイトの定にあたり用するエクスϙージャーごとの適֨֨付機関の֨付またはカントリー・リスク・
　　スコアは以下のとおりです。

単体財務ॾද

　 ③「店಄σϦόςΟϒ」とは、εϫッϓ等の金融ੜのうち相対でߦわれるऔ引をいい
　　　ます。
 　 ④「三݄以上ԆΤΫεϙーδャー」とは、ݩ本またはརଉの支払がఆ支払のཌから̏ Χ
　　　݄以上ԆしているΤΫεϙーδャーをいいます。
　 ᶇ「その他」には、フΝϯυのうちݸʑの資産のѲがࠔな資産ݻఆ資産等が֘当します。
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　　25ページをごཡください。

（単位：百万円）

（２）ି 引ۚのظߴおよびظத૿ֹݮ

平成26年度末 平成27年度末
別貸倒引当金ݸ

貸出金償却
別貸倒引当金ݸ

貸出金償却
期ट残高 期中増減額 期末残高 期ट残高 期中増減額 期末残高

法
人

農業 1 ˚ 0 1 ʵ 1 1 2 ʵ

林業 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ

ਫ産業 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ

造業 55 172 227 ʵ 227 ˚17 210 ʵ

߭業 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ

建設・不動産業 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ

・Ψス・ؾి
ڙ給・ਫಓ業 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ

運༌・௨信業 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ

金融・保ݥ業 244 ˚ 31 213 ʵ 213 ˚ 12 201 ʵ

Է売・小売・ҿ৯・
サービス業 35 ˚ 35 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ

上記以֎ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ

人ݸ 144 ˚ 33 111 ʵ 111 40 151 ʵ

業種別計 481 71 552 ʵ 552 14 566 ʵ

（単位：百万円）

（３）信༻ϦεΫޮݮՌצҊޙのߴおよびϦεΫ・ΣΠτ1250ˋΛద༻するߴ

平成26年度末 平成27年度末
֨付あり ֨付なし 計 ֨付あり ֨付なし 計

信
用
リ
ス
ク
削
減
効
果
勘
案
後
残
高

0� 50 886188 886238 50 998638 998688

2� ʵ 15 15 ʵ 33 33

4� ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ

10� ʵ 9473 9473 ʵ 12166 12166
20� 92084 3301253 3393337 73573 3356831 3430404
35� ʵ 3230 3230 ʵ 2858 2858

50� 123114 ʵ 123114 128102 ʵ 128102

75� ʵ 164 164 ʵ 145 145

100� 66981 182058 249040 59381 196149 255530

150� 4103 264178 268281 7581 264155 271737

200� ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ

250� ʵ 6486 6486 ʵ 38454 38454

その他 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ

1250� ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ

  合　計 286334 4653048 4939382 268688 4869433 5138121

注：① Ұൠ貸引当金についてはۀछผの算ఆをߦっていないため、ݸผ貸引当金のみ記載しています。
　 ②当会では、ࠃ֎への貸ग़等をߦっていないため、地Ҭผ（ࠃ内・ࠃ֎）の։ࣔをলུしています。

ି引金のظ末ߴおよびظ中増ݮ額

業種別のݸ別ି引金のظ末 額およびିग़金ঈ٫の額ݮ中増ظɾߴ

DISCLOSE  2016

注 � ①信用ϦεΫにؔするΤΫεϙーδャーのߴには、資産（ࣗݾ資本߇除となるもの、ূ ݊ԽΤ
　　　Ϋεϙーδャーに֘当するものを除く）ならびにΦフŋόϥϯεऔ引およびੜऔ引の
　　　༩信相当額を含みます。
　　②「֨あり」にはΤΫεϙーδャーのϦεΫ・ΣΠτఆにおいて֨を用しているも
　　　の、「֨なし」にはΤΫεϙーδャーのϦεΫ・ΣΠτఆにおいて֨を用して  
　　　いないものを記載しています。なお、֨ はద֨֨ؔػによるґཔ֨のみ用して
　　　います。
　

աા置ద用ܦ、したΤΫεϙーδャーについてはߋաા置によってϦεΫ・ΣΠτをมܦ③　　
աા置によってϦεΫ・Ξセッτに算ܦ、のϦεΫ・ΣΠτによってू計しています。またޙ　　　
　　　入したものについてもू計の対象としています。
　　④「�2��％」には、ඇ同ܾ࣌済औ引にかかるもの、信用ϦεΫݮख法として用いるอূま
　　　たはΫレδッτ・σϦόςΟϒの໔額にかかるもの、ॏ要なग़資のΤΫεϙーδャーなͲ
　　　ϦεΫ・ΣΠτ�2��％をద用したΤΫεϙーδャーがあります。

（単位：百万円）
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（単位：百万円）

平成26年度末 平成27年度末
適֨金融 
資産୲保 保　証 クϨジット・ 

デリバティブ
適֨金融 
資産୲保 保　証 クϨジット・ 

デリバティブ
地方公ڞ団体金融機構け ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ
զが国の関係機関け ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ
地方ࡾ公社け ʵ 2113 ʵ ʵ 1915 ʵ
金融機関および 
第Ұ種金融取引業者け ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ

法人等け 62780 95 ʵ 62240 40 ʵ
中小企業等けおよびݸ人け ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ
当権付住宅ローン ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ
不動産取得等事業け ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ
月以上延滞等ࡾ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ
証券化 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ
中央ਗ਼算機関関連 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ
上記以֎ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ
合　計 62780 2208 ʵ 62240 1956 ʵ

　「信用リスク減手法」とは、自己資本比率算出における信用リスク・アセット額の算出において、エクスϙージャーに
対してҰ定の要件をຬたす୲保や保証等が設定されている場合に、エクスϙージャーのリスク・Σイトに代え、୲保や
保証人に対するリスク・Σイトを適用するなͲ信用リスク・アセット額をܰ減する方法です。
　当会では、信用リスク減手法を「自己資本比率算出要項」に定めており、信用リスク減手法として、「適֨金融資産
୲保」、「保証」、「貸出金と自会貯金の相ࡴ」を適用しています。

　適֨金融資産୲保付取引とは、エクスϙージャーの信用リスクの全部またはҰ部が、取引相手または取引相手のために
第ࡾ者が提ڙする適֨金融資産୲保によって減されている取引をいいます。
　当会では、適֨金融資産୲保取引について信用リスク減手法の「؆ศ手法」を用いています。

　保証については、ඃ保証債権の債務者よりもいリスク・Σイトが適用される中央等、զが国の地方公ڞ団体、
地方公ڞ団体金融機構、զが国の関係機関、֎国の中央以֎の公ڞ部、国ࡍ開ൃ銀行、金融機関または第Ұ種
金融取引業者、およびこれら以֎の主体で長期֨付を付与しているものを適֨保証人とし、エクスϙージャーのうち
適֨保証人に保証されたඃ保証部分について、ඃ保証債権のリスク・Σイトに代えて、保証人のリスク・Σイトを適用し
ています。

　貸出金と自会貯金の相ࡴについては、ᶃ取引相手の債務過、破産手続開始の決定、その他これらに類する事༝
にかかΘらͣ、貸出金と自会貯金の相ࡴが法的に有効であることを示すे分なࠜ拠を有していること、ᶄ同Ұの取引相手と
の間で相ࡴ契約下にある貸出金と自会貯金をいͣれの時点においても特定することができること、ᶅ自会貯金がܧ続
されないリスクが監ࢹおよび管理されていること、ᶆ貸出金と自会貯金の相ࡴ後の額が監ࢹおよび管理されていること、の
条件をすべてຬたす場合に、相ࡴ契約下にある貸出金と自会貯金の相ࡴ後の額を信用リスク減手法適用後のエクスϙー
ジャー額としています。

　୲保に関する評価および管理方法は、Ұ定のルールのもと定期的に୲保確認および評価のݟ直しを行っています。なお、
主要な୲保の種類は適֨金融資産（Ϩϙࣜܗの取引）です。

˗信用ϦεΫݮख法にؔするϦεΫ管理の方およびखଓの֓ཁ

3ɽ信༻ϦεΫݮख法に関する事項

信用ϦεΫݮख法がద用さΕͨΤΫεϙʔδϟʔの額

単体財務ॾද

注�①「ΤΫεϙーδャー」とは、ϦεΫにさらされている資産（Φフ・όϥϯεを含む）のことをいい、
　　  ۩ମతには貸ग़金有Ձূ݊等が֘当します。
　 ②「三݄以上Ԇ等」とは、ݩ本またはརଉの支払がఆ支払のཌから�Χ݄以上Ԇ
　　　している࠴務者にかかるΤΫεϙーδャーおよび「金融ؔػおよびୈҰछ金融
　　 औ引ۀ者け」、「法人等け」等においてϦεΫ・ΣΠτが���％になったΤΫεϙーδャー
　　　のことです。
　 ③「ূ݊Խ」とは、原資産にかかる信用ϦεΫを༏ઌྼߏޙのある2以上のΤΫεϙーδャー
　　  に֊Խし、そのҰ部またはશ部をୈ三者にҠసするੑ࣭を有するऔ引のことです。

　 ④「上記以֎」には、ݱ金・֎ࠃの中央および中央ۜߦけ・ࠃ際ܾ済ۜߦ等け・֎ࠃ
　　 の中央等以֎のެ共部け・ࠃ際։ൃۜߦけ・औཱະ済खܗ・ະܾ済औ引・その他の 
　　 資産（ݻఆ資産等）等が含まれます。
　 ᶇ「Ϋレδッτ・σϦόςΟϒ」とは、ୈ三者（ࢀ照৫）の信用ϦεΫを対象に、信用ϦεΫをճආ
　　　したい者（ϓロςΫシϣϯのങいख）と信用ϦεΫをऔಘしたい者（ϓロςΫシϣϯのചりख）
　　　とのؒでܖを結び、ࢀ照৫に信用事༝（Ԇ・ഁ 産なͲ）がൃੜした߹にϓロςΫ
　　 シϣϯのങいखがചりखからܖにͮجくҰఆ金額を受ྖするऔ引をいいます。
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注：①「Χレϯτ・ΤΫεϙーδャーํࣜ」とは、ੜऔ引および期ܾ済期ؒऔ引の༩信相当額を算ग़するํ法のҰつです。ߏ࠶ஙίετとఆݩ本にҰఆのֻを͡てಘた額の߹計で
　　　༩信相当額を算ग़します。なお、「ߏ࠶ஙίετ」とは、同Ұのऔ引を市で࠶度ߏஙするのにඞ要となるίετ（ただし�をԼճらない）をいいます。
　 ②「Ϋレδッτ・σϦόςΟϒ」とは、ୈ三者（ࢀ照৫）の信用ϦεΫを対象に、信用ϦεΫをճආしたい者（ϓロςΫシϣϯのങいख）と信用ϦεΫをऔಘしたい者（ϓロςΫシϣϯのചりख）
　　　とのؒでܖを結び、ࢀ照৫に信用事༝（Ԇ・ഁ産なͲ）がൃੜした߹にϓロςΫシϣϯのങいखがചりखからܖにͮجくҰఆ金額を受ྖするऔ引をいいます。
　 ③「ఆݩ本」とは、σϦόςΟϒऔ引においてՁܾ֨ఆのためにར用される名上のݩ本のことをいいます。Φϯ・όϥϯεのݩ本と۠ผして「ఆݩ本」とݺれています。

　「ੜ取引」とは、その価 （֨現在価）が他の証券・（原資産）の価֨にґଘして決定される金融（先物、
Φプシϣン、スϫップ等）にかかる取引です。当会では、ੜ取引に関して、リスク資本および信用ڙ与額の割当方法
に関する方は定めておらͣ、主に損ࣦ限度額の管理によりリスク管理を行っています。
　なお、ੜ取引のうち、スϫップについては、ϔッジ目的のために実施しています。
　また、「長期決ࡁ期間取引」とは、有価証券等の受しまたは決ࡁを行う取引であって、約定日から受日（決ࡁ日）まで
の期間が５営業日または市場慣行による期間をえることが約定され、対取引に先立って取引相手に対して有価証券等
の引しまたは資金の支払いを行う取引であり、当会では、該当する取引は行っていません。

˗ੜऔ引および長ظ決ؒظࡁऔ引のऔ引相खのϦεΫにؔする
　ϦεΫ管理の方およびखଓの֓ཁ

（1）ੜऔ引およびؒظࡁܾظऔ引の内༁
平成26年度末 平成27年度末

与信相当額の算出に用いる方ࣜ カϨント・エクスϙージャー方ࣜ カϨント・エクスϙージャー方ࣜ

（単位：百万円）

（単位：百万円）

グロス࠶構ங
コストの額

信用リスク減
効Ռ勘案લの
与信相当額

୲　保 信用リスク減
効Ռ勘案後の
与信相当額現金・自会貯金 債　券 その他

֎国為替関連取引 185 293 ʵ ʵ ʵ 293
金利関連取引 118 147 ʵ ʵ ʵ 147
金関連取引 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ
関連取引ࣜג ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ
金ଐ（金をআく）関連取引و ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ
その他コモディティ関連取引 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ
クϨジット・デリバティブ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ

ੜ合計　 303 440 ʵ ʵ ʵ 440
長期決ࡁ期間取引 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ
Ұ括ਗ਼算ネッティング契約による
与信相当額減効Ռ（˚） ʵ ʵ

合　計 303 440 ʵ ʵ ʵ 440

グロス࠶構ங
コストの額

信用リスク減
効Ռ勘案લの
与信相当額

୲　保 信用リスク減
効Ռ勘案後の
与信相当額現金・自会貯金 債　券 その他

֎国為替関連取引 8 113 ʵ ʵ ʵ 113
金利関連取引 151 185 ʵ ʵ ʵ 185
金関連取引 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ
関連取引ࣜג ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ
金ଐ（金をআく）関連取引و ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ
その他コモディティ関連取引 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ
クϨジット・デリバティブ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ

ੜ合計 160 298 ʵ ʵ ʵ 298
長期決ࡁ期間取引 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ
Ұ括ਗ਼算ネッティング契約による
与信相当額減効Ռ（˚） ʵ ʵ

合　計 160 298 ʵ ʵ ʵ 298

4ɽੜऔ引およびؒظࡁܾظऔ引のϦεΫに関する事項

ʪ平成27年度末ʫ

ʪ平成26年度末ʫ
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　該当する取引はありません。

　「証券化エクスϙージャー」とは、原資産にかかる信用リスクを༏先劣後構造のある2以上のエクスϙージャーに֊化
し、そのҰ部または全部を第ࡾ者に移సする性࣭を有する取引にかかるエクスϙージャーのことです。また、「࠶証券化エクス
ϙージャー」とは、原資産のҰ部または全部が証券化エクスϙージャーである取引にかかるエクスϙージャーのことです。
　当会における証券化エクスϙージャーのリスクについては、「与信限度額等設定基準」に基づき内部信用֨付に応じた与
信限度額を設定し、管理を行っています。
　また、証券化エクスϙージャーについては、投資の体制、投資時のデューデリジΣンスおよび投資後の管理等の取り扱い
を定めており、適ٓモχタリングを行っています。
　なお、当会が保有する証券化エクスϙージャーは、自動ंローンをཪ付資産とするもの等から構成されており、࠶証券化
エクスϙージャーは保有していません。

˗ϦεΫ管理の方およびϦεΫ特ੑの֓ཁ

　֎部֨付を利用した証券化取引を行うにࡍしてඞ要となる、投資の体制、投資時のデューデリジΣンス、投資後の管理
等の取り扱い態勢については、「証券化にかかる管理基準」で規定しています。
　投資を検౼するにあたって、取引ࣥ行部署は市場ڥ、投資対象のリスク・プロϑΝイル（ཪ付資産、構造上の特性、
信用補等）および֎部֨付の妥当性を検証し、৹査役は、投資にかかる対応Մ൱の৹査と֎部֨付にかかる検証
結Ռの妥当性について確認を行っています。
　リスク統括部はモχタリング部署として、投資実行後の証券化の֎部֨付の変ભやཪ付資産のパϑΥーマンスな
Ͳ信用リスクの変化等をモχタリングしており、投資のϨビュー結Ռについては、定期的に「リスクマネジϝント会議」
へ報告しています。「リスクマネジϝント会議」では証券化にかかる投資方についての協議を行っている΄か、モχ
タリングおよびϨビューの結Ռ、信用の劣化がݟ込まれる場合等に協議のうえ、売却やܧ続保有等の方のݟ直しにか
かる決定を行っています。

˗ମ੍のඋおよびͦのӡ用状況の֓ཁ

　証券化エクスϙージャーにかかる信用リスク・アセット額の算出については、「標準的手法」を࠾用しています。
˗信用ϦεΫɾΞセοτの額ࢉग़方法の名শ

　該当する取引はありません。
˗信用ϦεΫݮख法ͱͯ͠ূ݊Խऔ引Λ用いる場合の方

　該当する取引はありません。
˗会がূ݊Խ目తಋ管ମΛ用いͯͨͬߦୈ三者の資࢈にかかるূ݊Խऔ引

　該当する子会社等および関連法人等はありません。
˗会が݊ূͨͬߦԽऔ引にかかるূ݊ԽΤΫεϙʔδϟʔΛ保༗ͯ͠いる子会ࣾ等およびؔ࿈法ਓ等

　証券化取引については、「金融に係る会計基準」および「金融会計に関する実務指」に基づき会計処理を
行っています。

˗ূ݊Խऔ引にؔする会計方

　証券化エクスϙージャーのリスク・Σイト定にあたり用する֨付は、以下の適֨֨付機関による所定の要件を
ຬたしたґཔ֨付のみ用し、ඇґཔ֨付は用しないこととしています。

˗ূ݊ԽΤΫεϙʔδϟʔの種類͝ͱのϦεΫɾΣΠτの定に用するద格格機ؔの名শ

（３）信༻ϦεΫݮख法のޮՌΛצҊするたΊに༻͍͍ͯるΫϨジοτ・σϦόςΟϒ

5ɽূ ݊ԽΤΫεϙージϟーに関する事項

　該当する取引はありません。

（２）༩信૬ֹࢉग़のରͱなるΫϨジοτ・σϦόςΟϒ

単体財務ॾද

ద格格機ؔ

̧̱）会社֨付投資情報センターࣜג ᶗ）
所（Ｊ̘ڀݚ会社日本֨付ࣜג ̧）
ムーディーζ・インϕスターζ・サービス・インク（Ｍｏｏｄ͈ �͂ ）
スタンμーυ・アンυ・プアーζ・Ϩーティングζ・サービシζ（Ｓ̱ ̥）
ϑィッνϨーティングスリϛテッυ（̛ ｉ̓ｃｈ）
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　当会は内部֨付手法を࠾用していないため該当しません。
˗内෦ධՁ方ࣜの֓ཁ

（２）会͕ࢿՈͰある合における信༻ϦεΫ・Ξηοτのࢉग़ରͱなるূ݊Խ
　　ΤΫεϙージϟーに関する事項

該当する取引はありません。

（1）会͕ΦϦジωーλーͰある合における信༻ϦεΫ・Ξηοτのࢉग़ରͱなる
　　ূ݊ԽΤΫεϙージϟーに関する事項

平成26年度末 平成27年度末
証券化エクスϙージャー 証券化エクスϙージャー࠶ 証券化エクスϙージャー 証券化エクスϙージャー࠶

Φϯɾόϥϯε

クϨジットカーυ与信 533 ʵ 83 ʵ
住宅ローン 3715 ʵ 2948 ʵ
自動ंローン 12955 ʵ 13142 ʵ
その他 1892 ʵ 4056 ʵ
合　計 19096  ʵ 20230 ʵ

Φϑɾόϥϯε

クϨジットカーυ与信 ʵ ʵ ʵ ʵ
住宅ローン ʵ ʵ ʵ ʵ
自動ंローン ʵ ʵ ʵ ʵ
その他 ʵ ʵ ʵ ʵ
合　計 ʵ ʵ ʵ ʵ

（単位：百万円）

注：ূ ݊ԽΤΫεϙーδャーは݊ূ࠶ԽΤΫεϙーδャーを除いて記載し、ূ ݊ԽΤΫεϙーδャーと݊ূ࠶ԽΤΫεϙーδャーを۠ผして記載しています。　

保༗するূ݊ԽΤΫεϙʔδϟʔの額
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証券化エクスϙージャー 証券化エクスϙージャー࠶
リスク・Σイト۠分 残　高 所要自己資本額 リスク・Σイト۠分 残　高 所要自己資本額

Φϯɾόϥϯε

リスク・Σイト20ˋ 18181 145

Φϯɾόϥϯε

リスク・Σイト20ˋ ʵ ʵ
リスク・Σイト50ˋ ʵ ʵ リスク・Σイト50ˋ ʵ ʵ
リスク・Σイト100ˋ ʵ ʵ リスク・Σイト100ˋ ʵ ʵ
リスク・Σイト350ˋ ʵ 　ʵ リスク・Σイト350ˋ ʵ ʵ
リスク・Σイト1250ˋ 914 457 リスク・Σイト1250ˋ ʵ ʵ
合　計 19096 602 合　計 ʵ ʵ

Φϑɾόϥϯε

リスク・Σイト20ˋ ʵ ʵ

Φϑɾόϥϯε

リスク・Σイト20ˋ ʵ ʵ
リスク・Σイト50ˋ ʵ ʵ リスク・Σイト50ˋ ʵ ʵ
リスク・Σイト100ˋ ʵ ʵ リスク・Σイト100ˋ ʵ ʵ
リスク・Σイト350ˋ ʵ ʵ リスク・Σイト350ˋ ʵ ʵ
リスク・Σイト1250ˋ ʵ ʵ リスク・Σイト1250ˋ ʵ ʵ
合　計 ʵ ʵ 合　計 ʵ ʵ

（単位：百万円）ʪ平成26年度末ʫ

注：①ূ݊ԽΤΫεϙーδャーは݊ূ࠶ԽΤΫεϙーδャーを除いて記載し、ূ ݊ԽΤΫεϙーδャーと݊ূ࠶ԽΤΫεϙーδャーを۠ผして記載しています。
　  ②ϦεΫ・ΣΠτ�2��％には、フΝϯυのうちཪ資産がѲできない額を含んでいます。

ূ݊ԽΤΫεϙʔδϟʔ ԽΤΫεϙʔδϟʔ݊ূ࠶
リスク・Σイト۠分 残　高 所要自己資本額 リスク・Σイト۠分 残　高 所要自己資本額

Φϯɾόϥϯε

リスク・Σイト20ˋ 16314 130

Φϯɾόϥϯε

リスク・Σイト4̌ ˋ ʵ ʵ
リスク・Σイト50ˋ ʵ ʵ リスク・Σイト100ˋ ʵ ʵ
リスク・Σイト100ˋ ʵ ʵ リスク・Σイト225ˋ ʵ ʵ
リスク・Σイト350ˋ ʵ ʵ リスク・Σイト650ˋ ʵ ʵ
リスク・Σイト1250ˋ 3916 1958 リスク・Σイト1250ˋ ʵ ʵ
合　計 20230 2088 合　計 ʵ ʵ

Φϑɾόϥϯε

リスク・Σイト20ˋ ʵ ʵ

Φϑɾόϥϯε

リスク・Σイト4̌ ˋ ʵ ʵ
リスク・Σイト50ˋ ʵ ʵ リスク・Σイト100ˋ ʵ ʵ
リスク・Σイト100ˋ ʵ ʵ リスク・Σイト225ˋ ʵ ʵ
リスク・Σイト350ˋ ʵ ʵ リスク・Σイト650ˋ ʵ ʵ
リスク・Σイト1250ˋ ʵ ʵ リスク・Σイト1250ˋ ʵ ʵ
合　計 ʵ ʵ 合　計 ʵ ʵ

（単位：百万円）ʪ平成27年度末ʫ
ϦεΫɾΣΠτ区分͝ͱのߴおよび所ཁࣗݾ資本の額 

（単位：百万円）

（単位：百万円・�）平成26年度末 平成27年度末
クϨジットカーυ与信 ʵ ʵ
住宅ローン ʵ ʵ
自動ंローン ʵ ʵ
その他 914 3916
合　計 914 3916

信用リスク減手法の有ແ ແ

定によΓϦεΫɾΣΠτ1250ˋΛద用ͨ͠ূ݊ԽΤΫεϙʔδϟʔの額نୈ223のࣔࠂ資本ൺݾࣗ

保༗する݊ূ࠶ԽΤΫεϙʔδϟʔに対する信用ϦεΫݮख法のద用の༗ແ

注：①ࣗݾ資本ൺࣔࠂୈ22�のنఆにͮجき、֨ によりϦεΫ・ΣΠτ�2��％をద用したもの、および信用ิػを࣋つ*�0ετϦッϓεによりϦεΫ・ΣΠτ�2��％をద用したূ݊ 
　　  ԽΤΫεϙーδャーを記載しています。
　　 なお、「信用ิػを࣋つ*�0ετϦッϓε」とは、ূ ݊Խऔ引をߦう法人等に原資産をৡするূ݊Խऔ引において、原資産からকདྷੜ͡る金རऩ入を受けるݖརであって、当֘ূ݊Խ
　　 औ引にかかる他のূ݊ԽΤΫεϙーδャーに対する信用ิとしてར用されるようまれたもののことです。
    ②「その他」には、フΝϯυのうちཪ資産がѲできない額を含んでいます。

単体財務ॾද
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ϦεΫ ֓　ཁ

事務ϦεΫ
業務の過程または役職員の活動が不適切であることにより損ࣦがൃੜするリスクであり、۩体的には、事務処理を手続に
定められたとおりに行うことをଵる、あるいは事故・不正等を起こすことにより損ࣦをඃるリスク
実務規定の整備が不े分あるいは規定する業務プロセス自体に不備があり、適切な処理が行Θれないリスク

法務ϦεΫ 経営அやݸ別業務のࣥ行において、法令ҧや不適切な契約క結等に起Ҽし、当会に損ࣦがൃੜしたり、取引上のトϥ
ブルがൃੜするリスク

γεςϜϦεΫ コンϐュータシステムのμン、ޡ作動、システム不備等にい損ࣦをඃるリスク
コンϐュータやコンϐュータネットϫークが不正に用されることにより金融機関が損ࣦをඃるリスク

報࿙Ӯ等ϦεΫ セキュリティ・ϙリシーが遵守されͣに、情報が࿙Ӯすることにうリスク

　「ΦペϨーシϣφル・リスク」とは、業務の過程、役職員の活動もしくはシステムが不適切であること、または֎的な現象
により損ࣦをඃるリスクのことです。当会では、ΦペϨーシϣφル・リスクを、金融業務を行ううえでࡽされているリスクのう
ち、収益ൃੜをҙਤし能動的に取得するリスク（信用リスク、市場リスク、ྲྀ 動性リスク）以֎の受動的にൃੜする各種リスク
と位置づけ、当該リスクに応じた༧的措置をߨじることにより、リスクのݦ在化をະવに止することを基本的なスタンス
としています。リスクがݦ在化した場合には、やかに復旧にめ、ൃ࠶止ࡦをߨじることとしています。
　また、ΦペϨーシϣφル・リスクを確実に認ࣝし、報告するための態勢として、リスク管理に関する体制および規程類を
整備しています。
　۩体的には、経営管理委員会で決定される「リスクマネジϝント基本方」に基づき、理事会が経営ઓུやリスクの種類・
特性に応じて、リスク管理の態勢整備を行います。
　体制໘では、リスクにかかる重要事項は、理事長・ઐ務・常務・部長から構成される「リスクマネジϝント会議」において
協議・決定し、会議の決定事項に基づきリスク管理を実施します。
　「リスクマネジϝント会議」において協議・決定された重要な内容は経営管理委員会・理事会に報告し、会内のリスクに
関する認ࣝのڞ有化をਤっています。
　また、ઐ務をリスク管理୲当理事とし、リスク統括部が۩体的なリスク管理の取り組みを進めています。
　以上の΄か、日常業務の中では各所管部署で内部ݗ制をൃشするとともに、業務監査部がその適切性の検証を実施して
います。
　規程類としては、「リスクマネジϝント規程」等を定めて管理しています。

˗ϦεΫ管理の方およびखଓの֓ཁ

ΦϖレʔγϣφϧɾϦεΫͱͯ͠ଊ͑ͯいる主なϦεΫ

˗事務ϦεΫ管理方法
　ᶃ各種事務手続・マχュアル類の整備、適正人員の配置および0J5等ݚमの実施
　ᶄ事務ϛスのѲ・原Ҽ分ੳ・ະવ止ࡦの検౼
　ᶅ業務の取引ࣥ行と後方事務の分
　ᶆコンプϥイアンス・マχュアルの遵守
　ᶇ内部監査と店内検査の実施
　ᶈ苦情等処理のਝ・実な対応

˗法務ϦεΫ管理方法
　ᶃコンプϥイアンス・マχュアルの遵守
　ᶄห࢜ޢ・੫理࢜等のઐՈの活用

˗γεςϜϦεΫ管理方法
　ᶃ信用Φンϥインシステム（JA45&.）、会内1$ネットϫーク、クローζυシステムの物理的な分
　　（それͧれ独立したネットϫークシステムの構ங）
　ᶄそれͧれのシステムに対し定められた事務手続、運用規程の遵守
　ᶅシステムリスク管理にかかる職員へのܒ

˗報࿙Ӯ等ϦεΫ管理方法
　ᶃݸ人情報保ޢ法等法令の遵守
　ᶄݸ人データ取扱ாの整備と定期的な点検
　ᶅ情報セキュリティ規程類の遵守
　ᶆ情報࿙Ӯ止にかかる職員へのܒ

�ɽΦペϨーγϣφϧ・ϦεΫに関する事項
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　当会では、自己資本比率算出におけるΦペϨーシϣφル・リスク相当額の算出にあたって、「基ૅ的手法」を࠾用して
います。
　「基ૅ的手法」とは、１年間のૈ利益に0�15を乗じた額の直近３年間の平ۉによりΦペϨーシϣφル・リスク相当額を
算出する方法です。
　なお、１年間のૈ利益は、経常利益から国債等債券売却益・償ؐ益およびその他経常収益を߇আし、役務取引等අ用、
国債等債券売却損・償ؐ損・償却、経අ、その他経常අ用および金銭の信託運用අ用を加算して算出します。

˗ΦϖレʔγϣφϧɾϦεΫ相額のࢉग़に用するख法の名শ

平成26年度末 平成27年度末
貸借対照表計上額 時価評価額 貸借対照表計上額 時価評価額

上場 25249 25249 22321 22321
ඇ上場 181292 181292 181292 181292
合　計 206542 206542 203614 203614

（１）ग़ࢿその他͜ΕにྨするΤΫεϙージϟーのିआରরද計্ֹおよび࣌Ձ

注：「࣌ՁධՁ額」は、࣌Ձのあるものは࣌Ձ、࣌Ձのないものは貸借対照表計上額の߹計額です。

（単位：百万円）

（２）ग़ࢿその他͜ΕにྨするΤΫεϙージϟーのച٫およびঈ٫に͏ଛӹ
平成26年度末 平成27年度末

売却益 売却損 償却額 売却益 売却損 償却額
1 ʵ ʵ ʵ 28 ʵ

（単位：百万円）

平成26年度末 平成27年度末
評価益 評価損 評価益 評価損

12766 3 9810 0

（単位：百万円）

（３）ି आରরදͰ認ࣝ͞Εଛӹ計ࢉ書Ͱ認ࣝ͞Εな͍ධՁଛӹのֹ
　　（อ༗目త۠Λその他༗Ձূ݊ͱし͍ͯるࣜג・ग़ࢿのධՁଛӹ等）

該当する評価損益の額はありません。

（４）ି आରরදおよびଛӹ計ࢉ書Ͱ認ࣝ͞Εな͍ධՁଛӹのֹ
　　（子会社・関連会社ࣜגのධՁଛӹ等）

　「出資その他これに類するエクスϙージャー」とは、貸借対照表上の有価証券勘定および֎部出資勘定のࣜגまたは
出資として計上しているもので、当会が保有する有価証券勘定のࣜגはその他有価証券として۠分しています。

˗ग़資ͦのଞこΕに類するΤΫεϙʔδϟʔにؔするϦεΫ管理の方およびखଓの֓ཁ

˗ͦのଞ༗Ձূ݊ͱͯ͠区分ͨࣜ͠ג
　　その他有価証券として۠分したࣜגについては、市場リスク管理の組みの中で適切にリスク管理を行っています。
　　詳ࡉについては、「金利リスクに関する事項」の「リスク管理の方および手続の概要」において、「金利リスクをؚΉ
　市場リスク」として記載しています。
˗外෦ग़資צ定のࣜג·ͨはग़資
　　֎部出資勘定のࣜגまたは出資については、その他資産として貸出債権と同༷に自己査定を行うҰ方で、ݸ別財務
　諸表による財務状況やࣜגの実࣭価のѲを行っています。

7. ग़ࢿその他͜ΕにྨするΤΫεϙージϟーに関する事項

単体財務ॾද
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　当会では、金利リスクについては次の手法により計ଌし、単純合算してѲしています。

˗金利ϦεΫのࢉ定方法の֓ཁ

˗༗Ձূ݊
　　分散ڞ分散法による ａ̫ （̧信པ۠間９９ɽ９ˋ、保有期間２４̌日）　計ଌස度　月次
　　・ 保有する金利リスクのѲ

˗ିग़金ɾ༬͚金ɾஷ金等
　　分散ڞ分散法による ａ̫ （̧信པ۠間９９ɽ９ˋ、保有期間２４̌日）　計ଌස度　月次
　　・ 保有する金利リスクのѲ
　　　（ただし、貸出金のうち組みローンはデルタ（１̀ 金利上ঢ時の価֨変動額）による金利リスクྔを࠾用。）

注�信པ۠ؒ����％、อ有期ؒ2��
    有Ձূ݊とそれ以֎はϦεΫྔを୯७߹算しており、相ؔはྀߟしておりません。

（単位：百万円）

平成26年度末 平成27年度末

当会が内部管理上用した金利シϣックに
対する損益・経ࡁ価の増減額 ７５ɼ８８９ １２８ɼ８６１

　「金利リスク」とは、金利変動にい損ࣦをඃるリスクで、資産とෛ債の金利または期間のϛスマッνがଘ在して
いる中で金利が変動することにより、利益が下ないし損ࣦをඃるリスクです。
　当会では、金利リスクをؚΉ市場リスクをۃめて重要な収益ݯと位置づけ、主体的なリスクテイクにより、効率的
な市場ϙートϑΥリΦを構ஙし、̓ 定的な収益の確保を目指しています。
　リスクテイクにあたっては、金利リスクをؚΉ市場リスクྔとリターン、運用資産全体のリスクバϥンスに配ྀした
分散投資を基本とし、市場ڥ等に応じて、効率的な運用にめています。
　当会では、金利リスクをؚΉ市場リスクについては有価証券・貸出金・༬け金・貯金等をؚめた全体A-. の中で
管理しています。
　体制໘では、リスクマネジϝントの実効性を୲保するために、運用方の企ը決定・取引のࣥ行・後方事務・モχ
タリングをそれͧれ分・独立して行っています。
　۩体的には、当会のA-. は理事長・ઐ務・常務・部長から構成される「A-. 会議」（毎月開࠵）において、当໘の
金融経ݟࡁ௨しを分ੳのうえ、市場リスク・ྲྀ動性リスクに配ྀしながら、運用方を協議・決定しています。リスク
統括部では金利リスク管理として、有価証券や貸出金・༬け金等の7B3を計ଌしてリスクྔのモχタリングを行って
います。

˗ϦεΫ管理の方およびखଓの֓ཁ

金利ϦεΫにؔͯ͠ 会が内෦管理上用ͨ͠金利γϣοΫに対するଛӹ·ͨは経ࡁՁの増ݮ額

DISCLOSE  2016
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ିग़金の金利݅別ߴ

Պ目別ିग़金平ߴۉ

ିग़ۚ

定ظஷ金ߴ

ஷ金者別ஷ金ߴ

Պ目別ஷ金平ߴۉ （単位：百万円・�）

区　分
平成26年度 平成27年度

増ݮ額
金　額 構成比 金　額 構成比

ྲྀ動性貯金 49277 1�3 83113 2�0 33835
定期性貯金 3926314 98�7 4051735 97�8 125420
その他の貯金 1523 0�0 1443 0�0 ˚ 79
小　計 3977115 100�0 4136291 99�8 159176
譲性貯金               ʵ           ʵ 8875 0�2 8875
合　計 3977115 100�0 4145167 100�0 168052

注：ྲྀ ಈੑஷ金ʹ当࠲ஷ金ʴී௨ஷ金ʴೲ੫४උஷ金ʴஷஷ金ʴ௨ஷ金  
　 ఆ期ੑஷ金ʹఆ期ஷ金ʴ財ܗஷ金ʴఆ期ੵ金   

（単位：百万円・�）

区　分
平成26年度 平成27年度

増ݮ額
金　額 構成比 金　額 構成比

定金利貸出ݻ 36494 12�4 55348 17�7 18854
変動金利貸出 256724 87�6 258004 82�3 1280
合　計 293218 100�0 313353 100�0 20134

（単位：百万円・�）

区　分
平成26年度 平成27年度

増ݮ額
金　額 構成比 金　額 構成比

会員 4032343 99�4 4155306 99�4 122962
　地方公ڞ団体
　（貯金の会員みなし） 271 0�0 6575 0�1 6304

員֎ 23688 0�6 24031 0�5 342
　金融機関 152 0�0 142 0�0 ˚ 10
　その他 23536 0�6 23889 0�5 352
合　計 4056032 100�0 4179337 100�0 123305

（単位：百万円・�）

区　分
平成26年度 平成27年度

増ݮ額
金　額 構成比 金　額 構成比

手ܗ貸付 1001 0�3 735 0�2 ˚ 265
証書貸付 284718 94�5 285363 95�0 644
当座貸ӽ 15683 5�2 14306 4�8 ˚ 1376
割引手ܗ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ
合　計 301403 100�0 300405 100�0 ˚ 997

（単位：百万円・�）
区　分

平成26年度 平成27年度
増ݮ額

金　額 構成比 金　額 構成比
定期貯金 3973353 100�0 4094138 100�0 120785
定金利定期ݻ　 3973353 100�0 4094138 100�0 120785
　変動金利定期                ʵ           ʵ               ʵ           ʵ                ʵ

注：ݻఆ金རఆ期：༬入࣌にຬ期までのརが֬ఆするఆ期ஷ金   　 
　 มಈ金རఆ期：༬入期ؒ中の市金རのมԽにԠ͡て金རがมಈするఆ期ஷ金    

（単位：百万円・�）

ஷۚ等

ଐ໌ࡉ

注：ৡੑஷ金は含めていません。
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ିग़金の୲保別内༁

区　分
平成26年度 平成27年度

増ݮ額
金　額 構成比 金　額 構成比

会員 8066 2�8 8952 2�9 885
総合農協 405 0�1 168 0�1 ˚ 237
その他農協・連合会 402 0�1 344 0�1 ˚ 58
会員の組合員 7240 2�6 8398 2�7 1158
।会員 16 0�0 40 0�0 24

員֎ 285151 97�2 304401 97�1 19249
地方公ڞ団体・公社等 2736 0�9 2501 0�8 ˚ 235
金融機関 102171 34�8 105294 33�6 3122
その他 180243 61�5 196605 62�7 16361

合　計 293218 100�0 313353 100�0 20134

（単位：百万円・�）

区　分
平成26年度 平成27年度

増ݮ額
金　額 構成比 金　額 構成比

貯金・定期ੵ金等 16 0�0 13 0�0 ˚ 2
有価証券 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ
動産 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ
不動産 14977 5�1 15138 4�8 160
その他୲保物 62 0�0 51 0�0 ˚ 10
小　計 15056 5�1 15203 4�8 146
農業信用基金協会保証 37 0�0 29 0�0 ˚ 7
その他保証 8395 2�9 8303 2�7 ˚ 91
小　計 8432 2�9 8333 2�7 ˚ 98
信用 269729 92�0 289816 92�5 20087
合　計 293218 100�0 313353 100�0 20135

区　分
平成26年度 平成27年度

増ݮ額
金　額 構成比 金　額 構成比

設備資金 29748 10�1 25459 8�1 ˚ 4289
運స資金 263469 89�9 287893 91�9 24424
合　計 293218 100�0 313353 100�0 20134

（単位：百万円・�）

区　分
平成26年度 平成27年度

増ݮ額
金　額 構成比 金　額 構成比

農業 310 0�1 243 0�1 ˚ 67
林業 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ
ਫ産業 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ
造業 31498 10�7 27496 8�8 ˚ 4001
߭業 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ
建設業 11048 3�8 9486 3�0 ˚ 1562
給・ਫಓ業ڙΨス・・ؾి 1713 0�6 1011 0�3 ˚ 702
運༌・௨信業 7960 2�7 9543 3�0 1582
Է売・小売業・ҿ৯店 9527 3�2 7628 2�4 ˚ 1898
金融・保ݥ業 176971 60�4 201044 64�2 24072
不動産業 48576 16�6 51556 16�5 2979
サービス業 4285 1�5 4173 1�3 ˚ 111
地方公ڞ団体 623 0�2 585 0�2 ˚ 38
その他 701 0�2 582 0�2 ˚ 118
合　計 293218 100�0 313353 100�0 20134

（単位：百万円・�）

（単位：百万円・�）ିग़ઌ別ିग़金ߴ

業種別ିग़金ߴ

ିग़金の్別内༁
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（単位：百万円・�）

（単位：百万円・�）

区　分
平成26年度 平成27年度

増ݮ額
金　額 構成比 金　額 構成比

貯金・定期ੵ金等 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ

有価証券 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ

動産 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ

不動産 485 69�0 418 67�0 ˚ 67

その他୲保物 5 0�8 4 0�7 ˚ 1

小　計 491 69�8 422 67�7 ˚ 68

信用 213 30�2 201 32�3 ˚ 11

合　計 704 100�0 624 100�0 ˚ 80

区　分
平成26年度 平成27年度

増ݮ額
金　額 構成比 金　額 構成比

日本ࡦ金融公庫資金 2746 97�9 2265 97�8 ˚ 480

その他 59 2�1 49 2�2 ˚ 9

合　計 2806 100�0 2315 100�0 ˚ 490

ʪड託ି金ʫ （単位：百万円・�）

注：「本ࡦ金融ެݿ資金」は、ۀ（چྛۀړ金融ެݿ）にかかる資金をいいます。 

区　分
平成26年度 平成27年度

増ݮ額
金　額 構成比 金　額 構成比

農業 509 47�2 536 61�5 27

作ࠄ　 1 0�1 ʵ ʵ ˚ 1

　ࡊ・Ԃܳ 19 1�8 14 1�6 ˚ 5

　Ռथ・थԂ農業 7 0�6 3 0�4 ˚ 3

　工ܳ作物 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ

　ཆಲ・ڇ・ཙ農 114 10�6 72 8�4 ˚ 41

　ཆ ・ܲཆཛ 60 5�6 48 5�5 ˚ 11

　ཆࢋ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ

　その他農業 307 28�5 397 45�6 90

農業関連団体等 568 52�8 335 38�5 ˚ 232

合　計 1077 100�0 872 100�0 ˚ 205

˗営類ܕ別 （単位：百万円・�）

注：①ؔۀの貸ग़金とは、ۀ者、ۀ法人およびؔۀ連ஂମ等に対するۀੜ産・
　　 ܦۀӦにඞ要な資金、産のੜ産・Ճ・ྲྀ ௨にؔする事ۀにඞ要な資金等
　　 が֘当します。
　　 なお、��ϖーδのۀछผ貸ग़金ߴの「ۀ」は、ۀ者ۀ法人等に対する貸ग़金
　 　 のߴです。

②「その他ۀ」には、ෳ߹ܦӦで主たるۀछが໌֬にҐ置ͮけられない者、ۀサーϏε
　    。者等が含まれていますۀ所ಘがैとなるۀ、ۀ
③「ؔۀ連ஂମ等」には、+"શ（ܦ済連）とその子会社等が含まれています。 
     

区　分
平成26年度 平成27年度

増ݮ額
金　額 構成比 金　額 構成比

プロパー資金 968 89�8 785 90�0 ˚ 182

農業制度資金 109 10�2 86 10�0 ˚ 22

　農業近代化資金 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ

　その他制度資金 109 10�2 86 10�0 ˚ 22

合　計 1077 100�0 872 100�0 ˚ 205 

ʪିग़金ʫ
˗資金種類別

（単位：百万円・�）

注：①「ϓロύー資金」とは、当会原資の資金を融資しているもののうち、੍ 度資金以֎の
　 　 ものをいいます。     
　 ②「੍ۀ度資金」には、（�）地ํެ共ஂମがతまたはؒతに融資するもの、（2） 地ํ
　　 ެ共ஂମがར子ิ給等をߦうことで当会がརで融資するもの、（�）本ࡦ金融ެݿ
　　 が融資するものがあり、ここでは（�）のస貸資金と（2）を対象としています。 

③「その他੍度資金」には、ܦۀӦվળଅਐ資金（εーύー̨資金）ܦۀӦ負担ܰݮ
　支ԉ資金なͲが֘当します。

務保ূの୲保別内༁࠴

主ཁな業ؔのିग़金ߴ等
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༗Ձূ݊ଘؒظ別ߴ

種類別༗Ձূ݊平ߴۉ

　 該当する取引はありません。

（単位：百万円・�）

区　分
平成26年度 平成27年度

増ݮ額
金　額 構成比 金　額 構成比

国債 597217 52�7 615361 55�3 18143

地方債 141578 12�5 127253 11�5 ˚14324

社債 242401 21�4 209236 18�8 ˚ 33165

ࣜג 12432 1�1 12510 1�1 78

受益証券 9517 0�9 13420 1�2 3902

֎国証券 112530 9�9 134357 12�1 21826

その他の証券 16838 1�5 0 0�0 ˚ 16838

合　計 1132516 100�0 1112140 100�0 ˚ 20376

（単位：百万円）

注：①࣌Ձは期における市Ձ֨等によっています。    
　  ②औಘՁ額はऔಘ原Ձまたはঈ٫原Ձによっています。    
　 ③ຬ期อ有తの݊࠴については、औಘՁ額を貸借対照表Ձ額として計上しています。    
    ④その他有Ձূ݊については࣌Ձを貸借対照表Ձ額としています。

保༗区分
平成26年度 平成27年度

取得価額 時　価 評価損益 取得価額 時　価 評価損益

売買目的 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ

ຬ期保有目的 153116 164676 11559 226091 259195 33103

その他 961832 1068999 107167 1024350 1128212 103862

合　計 1114948 1233676 118727 1250442 1387408 136965

区　分 1年以下 1年
3年以下

3年
5年以下

5年
7年以下

7年
10年以下 10年 期間の定め

のないもの 合　計

ฏ

27



国債 25859 226986 40224 39894 56934 354318 ʵ 744218

地方債 20530 52434 33066 10472 16276 ʵ ʵ 132779

社債 26216 39254 46848 28030 51259 48463 10710 250782

ࣜג ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ 22321 22321

受益証券 ʵ ʵ 5351 3529 ʵ ʵ 11431 20312

֎国証券 ʵ 21647 59271 20850 82120 ʵ ʵ 183889

その他の証券 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ

ฏ

26



国債 46794 156012 119200 47872 35458 242569 ʵ 647908

地方債 14224 41346 54605 16613 15843 ʵ ʵ 142633

社債 24740 52909 34820 47341 2743 67117 ʵ 229672

ࣜג ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ 25249 25249

受益証券 ʵ 965 3658 ʵ ʵ ʵ 11474 16098

֎国証券 ʵ 17821 32221 51725 58784 ʵ ʵ 160552

その他の証券 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ

（単位：百万円）

༗Ձূ݊種類別平ߴۉ

༗Ձূ݊の࣌Ձ報

༗Ձূ݊

༗Ձূ݊等の࣌Ձ報
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（単位：百万円）

区　分
平成26年度 平成27年度

取得価額 時　価 評価損益 取得価額 時　価 評価損益
運用目的 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ
ຬ期保有目的 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ
その他 7414 7482 67 16916 17265 349
合　計 7414 7482 67 16916 17265 349

（単位：件・百万円）

（単位：百万円・�）種　類
平成26年度 平成27年度

　 ඃ 　 ඃ

ૹ金・振込為替
件　数 198668 51008 191121 50390
金　額 770962 539082 875527 540973

代金取立
件　数 1899 ʵ 1807 ʵ
金　額 14926 ʵ 8486 ʵ

為替ࡶ
件　数 10328 9161 10614 9503
金　額 10860 14756 14646 17616

（単位：百万円）

（単位：百万円・�）ड託ઌ 平成26年度 平成27年度
日本ࡦ金融公庫（農林ਫ産事業） 2746 2265
住宅金融支ԉ機構 23975 18014
ࢱҩྍ機構 212 201
日本ࡦ金融公庫（国民ੜ活事業） 29 21
農業改良資金 59 49
合　計 27023 20553

（単位：百万円）

区　分
平成26年度 平成27年度

契約額等 時　価 評価損益 契約額等 時　価 評価損益

औ
Ҿ
ॴ

金利先物
売　建 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ
買　建 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ

金利
Φプシϣン

売　建 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ
買　建 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ

店
　
頭

金利
スϫップ

受取ݻ定・支払変動 3618 151 151 3309 118 118
受取変動・支払ݻ定 3624 ˚ 151 ˚ 151 3343 ˚ 119 ˚ 119

金利
Φプシϣン

売　建 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ
買　建 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ

合　計 7242 ˚ 0 ˚ 0 6652 ˚ 0 ˚ 0

ड託ି金のߴ

内ࠃҝସのऔѻ࣮

डୗ業務ɺҝସ業務等

金મの信託の࣌Ձ報

金利ؔ࿈औ引 

　 該当する取引はありません。
通՟ؔ࿈औ引

　 該当する取引はありません。
࿈औ引ؔࣜג

　 該当する取引はありません。
࿈औ引ؔ݊࠴

σϦόςΟϒऔ引等
（デリバティブ取引、金融等デリバティブ取引、有価証券関連店頭デリバティブ取引）

単体財務ॾද

注：①࣌Ձは期における市Ձ֨等によっています。
　  ②औಘՁ֨はऔಘ原Ձまたはঈ٫原Ձによっています。
  　③その他の金મの信ୗについては࣌Ձを貸借対照表Ձ額としています。
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利ӹ総ׅ表

（単位：百万円）

（単位：百万円・�）種　類 平成26年度 平成27年度
国債 ʵ ʵ

地方債 27 80

保証債 ʵ ʵ

投資信託 ʵ ʵ

合　計 27 80

（単位：百万円）

（単位：百万円・�）種　類 平成26年度 平成27年度
国債 ʵ ʵ

地方債 1200 1200

保証債 ʵ ʵ

合　計 1200 1200

（単位：百万円）

（単位：百万円・�）区　分 平成26年度 平成27年度
資産残高 160036 183368

（単位：百万円・�）

区　分 平成26年度 平成27年度 増　ݮ
資金運用収支 20164 20777 612

役務取引等収支 215 202 ˚ 13

その他事業収支 1330 1334 3

事業ૈ利益 21710 22313 602

事業ૈ利益率 0�51 0�50 ˚ 0�01

注：①資金ӡ用ऩ支ʹ資金ӡ用ऩ益ʵ	資金ௐୡ費用ʵ金મの信ୗӡ用ݟ߹費用
 
　 ②役務औ引等ऩ支ʹ役務औ引等ऩ益ʵ役務औ引等費用   
　 ③その他事ۀऩ支ʹその他事ۀऩ益ʵその他事ۀ費用

④事ૈۀར益ʹ資金ӡ用ऩ支ʴ役務औ引等ऩ支ʴその他事ۀऩ支  
ᶇ事ૈۀར益ʹ事ૈۀར益ʗ資金ӡ用צఆ平均ߴʷ���   
ᶈརճりはখ数以Լୈ�Ґをޒࣺ࢛入しています。  
 

資金ӡ用ऩ支の内༁ （単位：百万円・�）

区　分
平成26年度 平成27年度

平ۉ残高 利　ଉ 利　ճ 平ۉ残高 利　ଉ 利　ճ

資金運用勘定 4289576 46769 1�09 4463181 48013 1�08

　うち༬け金 2855430 19924 0�70 3050426 21792 0�71

　うち有価証券 1115678 21020 1�88 1112140 20616 1�85

　うち貸出金 301403 5759 1�91 300405 5602 1�86

資金ௐ達勘定 4195150 26604 0�63 4359573 27236 0�62

　うち貯金・定期ੵ金 3977115 25274 0�64 4136291 25929 0�63

　うち譲性貯金 ʵ ʵ ʵ 8875 10 0�12

　うち借用金 161600 1333 0�83 161814 1336 0�82

総資金利͟や 0�35 0�36

注：①総資金ར͟ʹ資金ӡ用རճりʵ資金ௐୡ原Ձ   
　　 資金ௐୡ原Ձ （́資金ௐୡ費用（ஷ金རଉʴৡੑஷ金རଉʴചݱઌརଉʴ݊࠴貸借
　　 औ引支払རଉʴ借用金རଉʴ金རεϫッϓ支払རଉʴその他支払རଉ（支払ࡶརଉ等））
　　 ʴܦ費ʵ金મの信ୗӡ用ݟ߹費用）ʗ資金ௐୡצఆ平均 ݱஷ金ʴৡੑஷ金ʴച）ߴ
　　 ઌצఆʴ݊࠴貸借औ引受入担อ金ʴ借用金ʴその他（貸ཹอ金等）ɻ 金મの信ୗӡ用
̫（額߹ݟ 　　 ��� 

②資金ӡ用צఆの「うち༬け金」のརଉには、受औྭ金および受औಛผ当金が含まれてい
　ます。 
③資金ௐୡצఆの「うちஷ金・ఆ期ੵ金」のརଉには、支払ྭ金が含まれています。
④資金ௐୡצఆの平均ߴおよびརଉは金મの信ୗӡ用ݟ߹額および金મの信ୗӡ用ݟ߹
　費用を߇除しています。   
ᶇརճりはখ数以Լୈ �Ґをޒࣺ࢛入しています。

等の૭口ൢച࣮࠴ڞެ

の引ड額࠴ڞެ

外՟ݐ資࢈のߴ

ૈརӹ・ฏۉ རճ等・ߴ
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経営ॾࢦඪ

डऔɾ支払利ଉの増ݮ額 （単位：百万円）

（単位：百万円・�）区　分 平成26年度 平成27年度
受取利ଉ 1223 1244 

　うち༬け金 2374 1867

　うち有価証券 ˚ 712 ˚ 403

　うち貸出金 ˚ 433 ˚ 157

支払利ଉ 2046 632

　うち貯金・定期ੵ金 2051 654

　うち譲性貯金 ʵ 10

　うち借用金 ʵ 3

ࠩ　引 ˚ 822 612

注：①૿ݮ額はલ年度対ൺです。   
　 ②受औརଉの「うち༬け金」には、受औྭ金および受औಛผ当金が含まれています。 
　 ③支払རଉの「うちஷ金・ఆ期ੵ金」には、支払ྭ金が含まれています。
　 ④支払རଉの૿ݮ額は、金મの信ୗӡ用ݟ߹費用߇除ޙの支払རଉ額の૿ݮ額です。

（単位：百万円・�）

区　分 平成26年度 平成27年度 増　ݮ
貯貸率（期末） 7�23 7�50 0�27

貯貸率（期中平ۉ） 7�58 7�26 ˚ 0�32

貯証率（期末） 30�13 32�40 2�27

貯証率（期中平ۉ） 28�05 26�89 ˚ 1�17

Ұ職員当り貯金残高 17867 18492 624

Ұ職員当り貸出金残高 1291 1386 94

Ұ店ฮ当り貯金残高 2028016 2089668 61652

Ұ店ฮ当り貸出金残高 146609 156676 10067

Ұ職員当り総資産残高 20622 21339 717

Ұ職員当り当期剰余金 59 57 ˚ 1

経අ率 0�11 0�10 ˚ 0�01

総資産経常利益率 0�36 0�36 0�00

純資産経常利益率 4�76 4�88 0�12

総資産当期純利益率 0�29 0�27 ˚ 0�02

純資産当期純利益率 3�88 3�69 ˚ 0�18

（単位：百万円）

資　࢈ ෛ　࠴
Պ　目 金　額 Պ　目 金　額

༬け金 108 指定金銭信託 108

合　計 108 合　計 108

ʪ平成27年度ʫ

（単位：百万円）

資　産 ෛ　債
Պ　目 金　額 Պ　目 金　額

༬け金 114 指定金銭信託 114

合　計 114 合　計 114

ʪ平成26年度ʫ

信託ߴ࢈ࡒ表

信ୗ業務の状況

単体財務ॾද

注：①Ұ職員当りの諸指ඪは、職員数に常勤ୗも含めて算ग़しています。
     ②རճりはখ数以Լୈ�Ґをޒࣺ࢛入しています。
    ③ஷ貸（期）́ 貸ग़金ߴʗஷ金ߴʷ���
    ④ஷ貸（期中平均）́ 貸ग़金平均ߴʗஷ金平均ߴʷ���
    ᶇஷূ（期）́ 有Ձূ݊ߴʗஷ金ߴʷ���

   ᶈஷূ（期中平均）́ 有Ձূ݊平均ߴʗஷ金平均ߴʷ���
   ᶉ総資産ܦ常ར益ʹܦ常ར益ʗ総資産（࠴務อূݟฦを除く）平均ߴʷ���
   ᶊ७資産ܦ常ར益ʹܦ常ར益ʗ७資産צఆ平均ߴʷ���
   ᶋ総資産当期७ར益ʹ当期剰余金（੫引ޙ）ʗ総資産（࠴務อূݟฦを除く）平均ߴʷ���
   ᶌ७資産当期७ར益ʹ当期剰余金（੫引ޙ）ʗ७資産צఆ平均ߴʷ���
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（単位：百万円）

（単位：百万円・�）区　分 平成26年度 平成27年度
金銭信託 114 108
年金信託 ʵ ʵ
財産ܗ成給付信託 ʵ ʵ
貸付信託 ʵ ʵ
合　計 114 108

（単位：百万円）

区　分 平成26年度 平成27年度
金銭信託 114 108
　期限の定めのないもの 114 108
貸付信託 ʵ ʵ

　 該当する取引はありません。

　 貸出金および有価証券による運用はありません。
注：①当会では貸ग़金によるӡ用をߦっていないため、Պผ、貸ग़期ؒผ、担อछྨผ、్ผ、ۀछผおよび中খۀا等に対する貸ग़にかかる։ࣔをলུしています。   
　  ②当会では有Ձূ݊によるӡ用をߦっていないため、छྨผの։ࣔをলུしています。      

（単位：件）

औѻ業務 平成26年度 平成27年度 ྦྷ計実績

遺言信託
管理コース 335 282 1676
ࣥ行コース 6 6 173

遺産整理 9 16 119
合　計 350 304 1968

注：「ྦྷ計実」は、ۀ務औѻ։࢝以དྷのྦྷ計݅数を記載しています。

区　分 会事務所ؒ ଞߦѼ
振込手数ྉ（１件につき） ి信扱い จ書扱い
　１万円ະຬ １̌ 8円 ４32円 ３24円
　１万円以上３万円ະຬ ２１6円 ５40円 432円
　３万円以上 ４32円 ７56円 ６48円
ૹ金手数ྉ（１件につき） ４32円 ６48円
代金取立手数ྉ（１௨につき） 扱い　８64円　　　　ී௨扱い　６48円ٸࢸ

注：上記ख数ྉにはফ費੫等（�％）が含まれています。

௨ா・証書ൃ࠶行 １件につき ５40円 小切手ா につき１ ４32円
自己Ѽ小切手 １ຕにつき ５40円 約ଋ手ܗ につき１ ５40円
残高証明書 １௨につき ２１6円

注：上記ख数ྉにはফ費੫等（�％）が含まれています。

औѻຕ数 ʙ100ຕ 101ʙ500ຕ 501ʙ1000ຕ 1001ຕʙ
手数ྉ金額 ແྉ ３24円 ５40円 ７56円

注：①上記ख数ྉにはফ費੫等（�％）が含まれています。
　  ②औѻຕ数は、ߗ՟とࢴฎの߹計ຕ数です。

③औѻຕ数は、྆ ସલのຕ数と྆ସޙのຕ数のいͣれかଟい΄うのຕ数です。
④記೦ߗ՟への྆ସはແྉです。

 金મ信託等の年度末ड託ߴ    
（金મ信託、年金信託、ܗ࢈ࡒ成給信託およびି信託）

元本ิͯΜܖのある信託の種類別の年度末ड託ߴ

信託ؒظ別の金મ信託およびି信託の元本ߴ

金મ信託等の種類別のିग़金および༗Ձূ݊の区分͝ͱの年度末ӡ用ߴ

Ҩݴ信託ɾҨ࢈理業務のड託࣮

内ࠃҝସのऔѻख数ྉ

ԁ՟の྆ସख数ྉ

ͦのଞのॾख数ྉ

主なखྉҰཡ

DISCLOSE  2016

デ
ー
タ
フ
ァ
イ
ル

୯
ମ

ใ

71



άϧーϓの概況

άϧーϓの概況ʗ連結ܾࢉの概要

会ࣾ名 信࿈ΦϑΟεサʔϏεࣜג会ࣾ ਆಸ川県ڠ信用保ূࣜג会ࣾ

主たる事務所の所在地 横浜市中۠ւ؛௨１ஸ目２൪地の２ ް市ઘ町３൪１３߸

設立年月日 平成11年11月17日 平成元年6月19日

資本金 ６７百万円 ４９̌ 百万円

事業の内容 １ɽ神奈川県信用農業協同組合連合会または当連合会の
　 会員農業協同組合等のための次の業務
　 （ １） 不動産の貸または神奈川県信用農業協同組合
　　    連合会の所有する不動産もしくはそれに付ਵ する
　　　 設備の保守、点検その他の管理を行う業務
　 （２）利ްੜの事務を行う業務
　 （ 3 告એを行う業務（
　 （ 4 ）自動ंの運行を行う業務
　 （ 5 ）金融・経ࡁにかかるௐ査または情報の提ڙを
          行う業務
　 （ 6 ）現金自動支払機等のू中監ࢹを行う業務
　 （ 7 ）住宅ローン、マイカーローン等の契約క結のק༠
　　　を行う業務
　 （ 8 ）事務にかかるจ書、証ථその他の書類の作成、
　　　整理、保管、ൃ ૹまたは配ૹを行う業務
　 （ 9 ）現金、小切手、手ܗまたは有価証券、証書の整理、
　　　Ұ時保管、༌ૹおよびू配を行う業務
　 （10）有価証券の受しを行う業務
　 （11）୲保不動産を購入し、管理を行う業務
　 （12）上記各߸の事務の取次を行う業務
２ɽ労ಇ者ݣ事業
３ɽܯ備業
４ɽલ各߸に掲げる業務にෟଳする業務

１ɽ ג主である信用事業を行う農業協同組合または信用
　 農業協同組合連合会（以下「融資機関」という）から融
　 資を受ける者のうち、融資機関の組合員（会員をؚΉ）
　 以֎の者（農業者をআく）が当該融資機関に対して
    ෛ୲する債務を保証する事業
２� લ項にෟଳする事業

議決権に対する
当会の所有割合 １̌ ̌ɽ̌ˋ ５８ɽ８̀

役員の݉任等 10人 10人

議決権に対する当会
および他の子会社等
所有割合

１̌ ̌ɽ̌ˋ ５８ɽ８̀

（平成28年6月30日現在）
子会ࣾ等の֓況

άϧʔϓの事業ܥ౷図

ＪＡਆಸ川県信࿈
ਆಸ川県

ڠ信用保ূ᷂
（子会社）

᷂ਆಸ川県
ڠ報セϯλʔ

（関連会社）

信࿈ΦϑΟεサʔϏε᷂
（子会社）

務保ূ業務࠴

電ࢉॲ理業務

事務ड託業務等

7�
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　当会は農業協同組合法に基づき、貯金業務、貸出業務、内国為替業務、証券業務等の΄か、ＪＡに対する金融事業ਪ進
業務、相ஊ業務等を行っています。また、子会社等につきましては、当会が行う業務の事務代行、債務保証業務、当会および
県下ＪＡのి算処理業務等を行っています。
　子会社の合計の総資産、経常収益および当期純利益はそれͧれ連結総資産、経常収益および当期剰余金の1ˋະຬ
であり、連結財務諸表上重要な影響をٴ΅していません。

߲　目 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

連結経常収益 52422 49818 48832 49256 51412

連結経常利益 17990 18698 18786 16694 17270

連結当期剰余金 13381 14308 14207 13591 13083

連結純資産額 277826 309977 322446 350902 354444

連結総資産額 4126765 4295278 4455552 4692121 4832666

連結自己資本比率 26�81ˋ 26�98ˋ 32�39ˋ 29�22ˋ 18�82�

会ࣾ名 決ࢉ ച上ߴ 経常利ӹ ظ७利ӹ 総資࢈ ७資࢈

信連Φϑィスサービスࣜג会社 3月31日 374 12 8 437 384

神奈川県農協信用保証ࣜג会社 3月31日 46 6 3 1334 1199

会社神奈川県農協情報センターࣜג 3月31日 2168 301 162 6134 4250

会ࣾ名 報セϯλʔڠ会ࣾਆಸ川県ࣜג

主たる事務所の所在地 伊勢原市大住２ஸ目１൪地の３

設立年月日 昭和49年9月2日

資本金 ３̌ ̌̌ 百万円

事業の内容 　　 １� 県下農協業務のి算機による処理業務
　　 ２� લ項に付ਵするҰ切の業務

議決権に対する
当会の所有割合 １９ɽ９̀

役員の݉任等 １4人

議決権に対する当会
および他の子会社等
所有割合

１９ɽ９̀

（単位：百万円）

（単位：百万円）
子会ࣾ等のࡒ務内༰

ඪࢦ５年ؒの࿈݁事業年度の主ཁな経営ۙ࠷

注� 連結ࣗݾ資本ൺ」は、「ڠۀ同߹等がそのܦӦの݈શੑをஅするためのج४」（平成�� 年金融ி・ྛਫ産লࣔࠂୈ２号）にͮجき算ग़しております。なお、平成2� 年度以લはࣔࠂچ  
　　（όーθϧᶘ）にͮجく連結ࣗݾ資本ൺを記載しています。

連結ܾࢉの概要
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連結財務ॾද

ෛٴ࠴び७資࢈の෦ 平成26年度末 平成27年度末
貯金 4054278 4177606

譲性貯金 ʵ 10000

債券貸借取引受入୲保金 63015 62538

借用金 161600 164400

代理業務勘定 1 8

その他ෛ債 6740 13026

諸引当金 14907 16135

退職給付に係るෛ債 95 64

延੫金ෛ債܁ 28884 23809

債務保証 11695 10634

ෛ࠴の෦合計 4341218 4478221

出資金 122949 122921

資本剰余金 1 1

利益剰余金 150042 155906

処分ະ࣋ࡁ分 ˚ 0 ˚0

子会社の所有する
連合会出資金 ˚ 0 ˚0

会員資本合計 272992 278828
その他有価証券評価ࠩ額金 77418 75122

評価・算ࠩ額等合計 77418 75122

ඇ支配ג主࣋分 491 493

७資࢈の෦合計 350902 354444

ෛٴ࠴び७資࢈の෦合計 4692121 4832666

（単位：百万円）

資࢈の෦ 平成26年度末 平成27年度末
現金 4176 4156

༬け金 2961528 2940993

金銭の信託 7482 17277

有価証券 1222116 1354304

貸出金 293218 313353

その他資産 5217 5941

有ݻܗ定資産 7017 6361

建物 5452 5165

土地 1398 1049

その他の有ݻܗ定資産 166 147

ແݻܗ定資産 160 182

借地権 63 63

ιϑトΣア 82 104

その他のແݻܗ定資産 14 14

֎部出資 181105 181182

債務保証ݟฦ 11695 10634

貸倒引当金 ˚1642 ˚ 1722

資࢈の෦合計 4692121 4832666

連結ିआରরද

連結財務ॾද
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Պ　目 平成26年度 平成27年度
経常収益 49256 51412

　資金運用収益 46769 48013

　　（うち貸出金利ଉ） （5759） （5602）

　　（うち༬け金利ଉ） （19924） （21792）

　　（うち有価証券利ଉ配当金） （21020） （20616）

　役務取引等収益 427 416

　その他事業収益 1391 2058

　その他経常収益 669 923

経常අ用 32562 34141

　資金ௐ達අ用 26640 27296

　　（うち貯金利ଉ） （25266） （25920）

　　（うち借用金利ଉ） （1333） （1336）

　役務取引等අ用 207 210

　その他事業අ用 0 678

　経අ 4488 4326

　その他経常අ用 1226 1629

経常利益 16694 17270

特別利益 712 764

特別損ࣦ 89 0

੫金等ௐ整લ当期利益 17317 18034

　法人੫、住民੫ٴび事業੫ 3689 905

　過年度法人੫、住民੫ٴび事業੫ 0 8391

　法人੫等ௐ整額 28 ˚ 4347

法人੫等合計 3717 4949

当期利益 13599 13084

ඇ支配ג主にؼଐする当期利益 8 1

当期剰余金 13591 13083

注：① ༬け金རଉは、受औྭ金および受औಛผ当金を含めて記載しています。
　 ②ஷ金རଉは、支払ྭ金を含めて記載しています。

（単位：百万円）

Պ　目 平成26年度 平成27年度
（資本剰余金の部）

１ 資本剰余金期ट残高 1 1
２ 資本剰余金増加高 ʵ ʵ
３ 資本剰余金減গ高 ʵ ʵ
４ 資本剰余金期末残高 1 1

（利益剰余金の部）
１ 利益剰余金期ट残高 142770 150042
２ 利益剰余金増加高 13591 13083
　当期剰余金 13591 13083
３ 利益剰余金減গ高 6318 7219
　配当金 6318 7219
４ 利益剰余金期末残高 150042 155906

（単位：百万円）

連結ଛӹ計ࢉ書
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連結財務ॾද

Պ　目 平成26年度 平成27年度
1 事業活動によるキャッシュ・ϑロー

੫金等ௐ整લ当期利益 17317 18034

減価償却අ 413 368

定資産আ却損（ඇ資金損益部分）ݻ 24 0

貸倒引当金の増減額（˚は減গ） 9 79

退職給付に係るෛ債の増減額（˚は減গ） ˚ 6 ˚ 31

その他の引当金・ੵ 立金の増減額（˚は減গ） 1173 1228

（˚）分法による投資損益࣋ ˚ 29 ˚ 32

資金運用収益 ˚ 46769 ˚ 48013

資金ௐ達අ用 26640 27296

有価証券関係損益（˚は益） 613 801

金銭の信託の運用損益（˚は運用益） ˚ 304 ˚ 392

投資活動に係るݻ定資産売却損益（˚） ˚ 0 ˚ 532

貸出金の純増（˚）減 15088 ˚ 20134

༬け金の純増（˚）減 ˚ 316593 ˚ 65477

貯金の純増減（˚） 200359 133327

債券貸借取引受入୲保金の純増減（˚） 1333 ˚ 477

買入金銭債権の純増	˚
減 7012 ʵ

利ଉٴび配当金の受取額（資金運用による収入） 47268 48013

利ଉの支払額（資金ௐ達による支出） ˚ 26498 ˚ 27168

事業分ྔ配当金の支払額 ˚ 4179 ˚ 4936

その他 ˚ 185 254

小　計 ˚ 77312 62209

法人੫等の支払額 ˚ 4838 ˚ 3730
事業活動によるキャッシュ・ϑロー ˚ 82151 58478

2 投資活動によるキャッシュ・ϑロー

有価証券の取得による支出 ˚ 95907 ˚ 252686

有価証券の売却による収入 92724 108004

有価証券の償ؐによる収入 69771 8386

金銭の信託の増加による支出 ˚ 2000 ˚ 9501

金銭の信託の減গによる収入 22 ʵ

定資産の取得による支出ݻ ˚ 3153 ˚ 83

定資産の処分による収入ݻ 0 881
投資活動によるキャッシュ・ϑロー 61457 ˚ 144998

3 財務活動によるキャッシュ・ϑロー

劣後特約付借入金等の増加による収入 ʵ 2800

出資の増額による収入 7250 7322

出資金の減গによる支出 ʵ ˚ 0

出資配当金の支払額 ˚ 2139 ˚ 2283

ճస出資金の払出による支出 ˚ 7278 ˚ 7350
財務活動によるキャッシュ・ϑロー ˚ 2167 488

4 現金ٴび現金同等物に係る算ࠩ額 ʵ ʵ

5 現金ٴび現金同等物の増加額（ຢは減গ額） ˚ 22861 ˚ 86032

6 現金ٴび現金同等物の期ट残高 128134 105273

7 現金ٴび現金同等物の期末残高 105273 19241

（単位：百万円）

連結Ωϟογϡ・ϑϩー計ࢉ書
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DISCLOSE  2016

連結هද
ฏ2�年度 ฏ27年度
 1 ࿈݁計ࢉॻ類の࡞成のͨΊの基本ͱなる重ཁな事߲

（̍）　 連結のൣғにؔする事߲
　　　　連結子会社は、信連ΦフΟεサーϏεࣜג会社およびਆಸ川県ڠ信用อূࣜג会社
　　　の2社であります。

分法のద用にؔする事߲࣋　（２）
。報セϯλーの�社でありますڠ会社ਆಸ川県ࣜג、分法ద用のؔ連会社は࣋　　　　

（̏）　 連結される子会社の事ۀ年度にؔする事߲
　 　 　 連結子会社のܾ算は、信連ΦフΟεサーϏεࣜג会社、ਆಸ川県ڠ信用อূࣜג
　　　会社いͣれも�݄��であります。

（４）　  のれんのঈ٫にؔする事߲
　　　　資צఆと、これに対Ԡする連結子会社の資本צఆはऔಘをج४として相ࡴফڈして
　　　おり、相ࡴফڈの結Ռੜ͡たফࠩڈ額は、ൃ ੜ年度にશ額ঈ٫しております。

（̑）　 剰余金処分߲等のऔりѻいにؔする事߲
　　　　連結剰余金計算書は、連結会計期ؒにおいて֬ఆした剰余金処分にͮجいて࡞成して
　　　おります。

（̒）　 連結キャッシュ・フロー計算書における「ݱ金ٴびݱ金同等」のൣғ
　　     連結キャッシュ・フロー計算書における「ݱ金ٴびݱ金同等」のൣғは、連結貸借対照表
　　　上の「ݱ金」ならびに「༬け金」中の当࠲༬け金、ී ௨༬け金、௨༬け金としております。

 2 重ཁな会計方にؔする事߲

（̍）　 記載金額はඦສԁະຬをりࣺてて表ࣔしており、金額ඦສԁະຬのՊについては、    
　　 「̌」で表ࣔしております。

（ ２ ）　有Ձূ （݊֎部ग़資צఆのࣜגを含む）のධՁج४およびධՁํ法は、有Ձূ݊のอ有
　　　త۠分͝とに、࣍のとおりߦっております。
　 　 ・ ຬ期อ有తの࠴ ・݊・・ ఆ額法によるঈ٫原Ձ法（ച٫原ՁはҠಈ平均法により算ఆ）
　 　 ・ その他有Ձূ݊
Ձ法（ධՁࠩ࣌くͮجՁのあるもの・・・ 原ଇとして連結ܾ算の市Ձ֨等に࣌ 　　　　
　　　　　　　　　　　　 額はશ部७資産入法により処理し、ച٫原ՁはҠಈ平均法に
　　　　　　　　　　　　　より算ఆ）
　　　　 と認められるものࠔめてۃՁをѲすることが࣌
　　　　　　　　　　　 ・・・ 原Ձ法（ച٫原ՁはҠಈ平均法により算ఆ）
　　　　　なお、औಘՁ額と݊໘金額とのࠩ額のうち金རௐと認められる部分については、ঈ٫
　　　　原Ձ法によるऔಘՁ額のमਖ਼をߦっております。

（̏）　 金મの信ୗ（߹同ӡ用を除く）において信ୗ財産をߏ成している有Ձূ݊のධՁج४およ
　　 びධՁํ法は、上記（２）の有Ձূ݊と同༷のํ法によっており、信ୗのܖ୯Ґ͝とに当連
　　　結会計年度の信ୗ財産ߏ成である資産および負࠴のධՁ額の߹計額をもって、連結貸
　　　借対照表に計上しております。

（４）　  σϦόςΟϒऔ引のධՁは、࣌Ձ法によりߦっております。
（ ̑ ）　 有ݻܗఆ資産のݮՁঈ٫は、それͧれ࣍のํ法によりߦい、資産からݮ額して計上
　　  しております。
　ఆ法（ただし、平成��年４݄　　ݐ 　　 ̍以߱にऔಘしたݐ（ݐෟ属設උを除く）に
　　　　　　　  ついては、ఆ額法）を࠾用しております。なおŊ主な用年数は2年ʙ��年であります。
。用しております。なお、主な用年数は2年ʙ��年であります࠾以֎　ఆ法をݐ  　　
　　　  連結子会社の有ݻܗఆ資産は、信連ΦフΟεサーϏεࣜג会社がఆ額法、ਆಸ川県
。会社がఆ法によりঈ٫しておりますࣜג信用อূڠ　　　

（̒）　 ແݻܗఆ資産のݮՁঈ٫は、ఆ額法によりঈ٫しております。そのうちࣗ社ར用ιフτ  
　　 ΣΞについては、当会および連結子会社におけるར用Մ期 （ؒ̑年）にͮجいてঈ٫
　　　しております。

（７）　 ֎՟ݐ資産・負࠴は、主として連結ܾ算のҝସ相によるԁ算額をしております。
（̔）　 引当金の計上ํ法
　　  ①　貸引当金　
　　　　 当会の貸引当金は、「ܦ理نఔ（資産のධՁおよびঈ٫・引当ج४）」にͮجき、࣍の
　　　　とおり計上しております。
　　　　 ഁ産、ಛผਗ਼算等法తにܦӦഁの事実がൃੜしている࠴務者（以Լ、「ഁઌ」とい
　　　　う）にかかるݖ࠴およびそれと同等のঢ়گにある࠴務者（以Լ、「実࣭ഁઌ」という）に
　　　　かかるݖ࠴については、以Լなお書きに記載されているݮ額ޙのாՁ額から、担
　　　　อの処分Մࠐݟ額およびอূによるճऩՄࠐݟ額を߇除し、その額を計上してお
　　　　ります。また、ݱ在はܦӦഁのঢ়گにないが、ܦޙࠓӦഁにؕるՄੑがେきいと認
　　　　められる࠴務者にかかるݖ࠴については、ݖ࠴額から担อの処分Մࠐݟ額およびอূ
　　　　によるճऩՄࠐݟ額を߇除し、その額のうち、࠴務者の支払ྗを総߹తにஅしඞ
　　　　要と認める額を計上しております。
　　　　　上記以֎のݖ࠴については、աڈのҰఆ期ؒにおける貸実から算ग़した貸実
　　　　にͮجき算ఆした額と੫法ج४にͮجき算ఆした繰入ݶ度額とをൺ しֱ、いͣれかଟい
　　　　額（当連結会計年度は੫法ج४にͮجき算ఆした繰入ݶ度額を࠾用）を計上しております。
　　　　　すてのݖ࠴は、「ࣗࠪݾఆ要߲」にͮجき、資産ࠪఆ部ॺが資産ࠪఆを実ࢪし、当֘
　　　　部ॺからಠཱした資産監ࠪ部ॺがࠪఆ結Ռを監ࠪしております。
　　　　　なお、ഁ ઌおよび実࣭ഁઌに対する担อ・อূݖ࠴等については、ݖ࠴額から担
　　　　อのධՁ額およびอূによるճऩがՄと認められる額を߇除した額をऔཱෆࠐݟ
　　　　額としてݖ࠴額からݮ額しております。ただし、当連結会計年度においては、ݖ࠴
　　　　額からݮ額しているものはありません。
　　　　　連結子会社の貸引当金等は、当֘子会社がఆめるنఔにͮجき計上しております。
　　  ②　相ޓԉॿੵཱ金
　　　 　 相ޓԉॿੵཱ金は、「ਆಸ川県ＪＡόϯΫ支ԉ੍度要ྖ」等にͮجき計上しております。
　　  ③　༩引当金
　　　　  ༩引当金は、職員への༩の支払にඋ͑るため、「ܦ理نఔ（資産のධՁおよびঈ٫・
　　　  引当ج४）」にͮجき、職員に対する༩の支給ࠐݟ額のうち、当連結会計年度にؼ属
　　　　する額を計上しております。

 1 ࿈݁計ࢉॻ類の࡞成のͨΊの基本ͱなる重ཁな事߲

（̍）　 連結のൣғにؔする事߲
　　　　連結子会社は、信連ΦフΟεサーϏεࣜג会社およびਆಸ川県ڠ信用อূࣜג会社
　　　の2社であります。

分法のద用にؔする事߲࣋　（２）
。報セϯλーの�社でありますڠ会社ਆಸ川県ࣜג、分法ద用のؔ連会社は࣋　　　　

（̏）　 連結される子会社の事ۀ年度にؔする事߲
　 　 　 連結子会社のܾ算は、信連ΦフΟεサーϏεࣜג会社、ਆಸ川県ڠ信用อূࣜג
　　　会社いͣれも�݄��であります。

（４）　  のれんのঈ٫にؔする事߲
　　　　資צఆと、これに対Ԡする連結子会社の資本צఆはऔಘをج४として相ࡴফڈして
　　　おり、相ࡴফڈの結Ռੜ͡たফࠩڈ額は、ൃ ੜ年度にશ額ঈ٫しております。

（̑）　 剰余金処分߲等のऔりѻいにؔする事߲
　　　　連結剰余金計算書は、連結会計期ؒにおいて֬ఆした剰余金処分にͮجいて࡞成して
　　　おります。

（̒）　 連結キャッシュ・フロー計算書における「ݱ金ٴびݱ金同等」のൣғ
　　     連結キャッシュ・フロー計算書における「ݱ金ٴびݱ金同等」のൣғは、連結貸借対照表
　　　上の「ݱ金」ならびに「༬け金」中の当࠲༬け金、ී ௨༬け金、௨༬け金としております。

2 重ཁな会計方にؔする事߲

（̍）　 記載金額はඦສԁະຬをりࣺてて表ࣔしており、金額ඦສԁະຬのՊについては、    
　　 「̌」で表ࣔしております。

（ ２ ）　有Ձূ （݊֎部ग़資צఆのࣜגを含む）のධՁج४およびධՁํ法は、有Ձূ݊のอ有
　　　త۠分͝とに、࣍のとおりߦっております。
　 　 ・ ຬ期อ有తの࠴ ・݊・・ ఆ額法によるঈ٫原Ձ法（ച٫原ՁはҠಈ平均法により算ఆ）
　 　 ・ その他有Ձূ݊
Ձ法（ධՁࠩ࣌くͮجՁのあるもの・・・ 原ଇとして連結ܾ算の市Ձ֨等に࣌ 　　　　
　　　　　　　　　　　　 額はશ部७資産入法により処理し、ച٫原ՁはҠಈ平均法に
　　　　　　　　　　　　　より算ఆ）
　　　　 と認められるものࠔめてۃՁをѲすることが࣌
　　　　　　　　　　　 ・・・ 原Ձ法（ച٫原ՁはҠಈ平均法により算ఆ）
　　　　　なお、औಘՁ額と݊໘金額とのࠩ額のうち金རௐと認められる部分については、ঈ٫
　　　　原Ձ法によるऔಘՁ額のमਖ਼をߦっております。

（̏）　 金મの信ୗ（߹同ӡ用を除く）において信ୗ財産をߏ成している有Ձূ݊のධՁج४およ
　　 びධՁํ法は、上記（２）の有Ձূ݊と同༷のํ法によっており、信ୗのܖ୯Ґ͝とに当連
　　　結会計年度の信ୗ財産ߏ成である資産および負࠴のධՁ額の߹計額をもって、連結貸
　　　借対照表に計上しております。

（４）　  σϦόςΟϒऔ引のධՁは、࣌Ձ法によりߦっております。
（ ̑ ）　 有ݻܗఆ資産のݮՁঈ٫は、それͧれ࣍のํ法によりߦい、資産からݮ額して計上
　　  しております。
　ఆ法（ただし、平成��年４݄　　ݐ 　　 ̍以߱にऔಘしたݐ（ݐෟ属設උを除く）に
　　　　　　　  ついては、ఆ額法）を࠾用しております。なおŊ主な用年数は2年ʙ��年であります。
。用しております。なお、主な用年数は2年ʙ��年であります࠾以֎　ఆ法をݐ  　　
　　　  連結子会社の有ݻܗఆ資産は、信連ΦフΟεサーϏεࣜג会社がఆ額法、ਆಸ川県
。会社がఆ法によりঈ٫しておりますࣜג信用อূڠ　　　

（̒）　 ແݻܗఆ資産のݮՁঈ٫は、ఆ額法によりঈ٫しております。そのうちࣗ社ར用ιフτ  
　　 ΣΞについては、当会および連結子会社におけるར用Մ期 （ؒ̑年）にͮجいてঈ٫
　　　しております。

（７）　 ֎՟ݐ資産・負࠴は、主として連結ܾ算のҝସ相によるԁ算額をしております。
（̔）　 引当金の計上ํ法
　　  ①　貸引当金　
　　　　 当会の貸引当金は、「ܦ理نఔ（資産のධՁおよびঈ٫・引当ج४）」にͮجき、࣍の
　　　　とおり計上しております。
　　　　 ഁ産、ಛผਗ਼算等法తにܦӦഁの事実がൃੜしている࠴務者（以Լ、「ഁઌ」とい
　　　　う）にかかるݖ࠴およびそれと同等のঢ়گにある࠴務者（以Լ、「実࣭ഁઌ」という）に
　　　　かかるݖ࠴については、以Լなお書きに記載されているݮ額ޙのாՁ額から、担
　　　　อの処分Մࠐݟ額およびอূによるճऩՄࠐݟ額を߇除し、その額を計上してお
　　　　ります。また、ݱ在はܦӦഁのঢ়گにないが、ܦޙࠓӦഁにؕるՄੑがେきいと認
　　　　められる࠴務者にかかるݖ࠴については、ݖ࠴額から担อの処分Մࠐݟ額およびอূ
　　　　によるճऩՄࠐݟ額を߇除し、その額のうち、࠴務者の支払ྗを総߹తにஅしඞ
　　　　要と認める額を計上しております。
　　　　　上記以֎のݖ࠴については、աڈのҰఆ期ؒにおける貸実から算ग़した貸実
　　　　にͮجき算ఆした額と੫法ج४にͮجき算ఆした繰入ݶ度額とをൺ しֱ、いͣれかଟい
　　　　額（当連結会計年度は੫法ج४にͮجき算ఆした繰入ݶ度額を࠾用）を計上しております。
　　　　　すてのݖ࠴は、「ࣗࠪݾఆ要߲」にͮجき、資産ࠪఆ部ॺが資産ࠪఆを実ࢪし、当֘
　　　　部ॺからಠཱした資産監ࠪ部ॺがࠪఆ結Ռを監ࠪしております。
　　　　　なお、ഁ ઌおよび実࣭ഁઌに対する担อ・อূݖ࠴等については、ݖ࠴額から担
　　　　อのධՁ額およびอূによるճऩがՄと認められる額を߇除した額をऔཱෆࠐݟ
　　　　額としてݖ࠴額からݮ額しております。ただし、当連結会計年度においては、ݖ࠴
　　　　額からݮ額しているものはありません。
　　　　　連結子会社の貸引当金等は、当֘子会社がఆめるنఔにͮجき計上しております。
　　  ②　相ޓԉॿੵཱ金
　　　 　 相ޓԉॿੵཱ金は、「ਆಸ川県ＪＡόϯΫ支ԉ੍度要ྖ」等にͮجき計上しております。
　　  ③　༩引当金
　　　　  ༩引当金は、職員への༩の支払にඋ͑るため、「ܦ理نఔ（資産のධՁおよびঈ٫・
　　　  引当ج४）」にͮجき、職員に対する༩の支給ࠐݟ額のうち、当連結会計年度にؼ属
　　　　する額を計上しております。
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（୯Ґ：ඦສԁ）

（̍）　 有ݻܗఆ資産のݮՁঈ٫ྦྷ計額は���ඦສԁ、ѹॖ記ா額は���ඦສԁであります。
（ ２ ）　 連結貸借対照表に計上したݻఆ資産の΄かŊϦーεܖにより用しているॏ要なݻఆ
　　　資産として電子計算ػおよび事務ثػ等があり、ະܦաϦーεྉ連結会計年度ߴ相
　　　当額は、࣍のとおりであります。

 
（ � ）　 担อにڙしている資産は、࣍のとおりであります。
　　　 担อにڙしている資産
　　　　   有Ձূ݊　　　�2���ඦສԁ
　　　   担อ資産に対Ԡする࠴務
　　　　 ��　　　貸借औ引受入担อ金݊࠴  ���ඦສԁ
　　　   上記の΄か、ҝସܾ済の担อとして༬金�����ඦສԁ、信ୗۀ務のڙୗ金として有Ձূ݊
　　　2�ඦສԁを しࠩ入れております。

（ ４ ）　　ແ担อのফ費貸借ܖ（݊࠴貸借औ引）により貸しけている有Ձূ݊が、࠴ࠃに������
　　　ඦສԁ含まれております。

（̑）　  当会のܦӦ理ҕ員、理事および監事とのؒのऔ引による金મݖ࠴はありません。
（̒）　  当会のܦӦ理ҕ員、理事および監事とのؒのऔ引による金મ࠴務はありません。
（ � ）　  貸ग़金のうち、ഁ ઌݖ࠴額はありません。また、Ԇݖ࠴額は����ඦສԁであります。
　　 　なお、「ഁઌݖ࠴」とは、ݩ本またはརଉの支払のԆが相当期ؒܧଓしていることそ
　　　の他の事༝によりݩ本またはརଉのऔཱてまたはห済のࠐݟみがないものとしてະऩརଉ
　　　を計上しなかった貸ग़金（貸ग़金ঈ٫をߦった部分を除く。以Լ「ະऩརଉෆ計上貸ग़金」と
　　　いう）のうち、法人੫法ߦࢪ （ྩত��年ྩୈ��号）ୈ��ୈ߲̍ୈ̏号のΠからϗまで
　　 に͛ܝる事༝または同߲ୈ４号にنఆする事༝がੜ͡ている貸ग़金であります。
　　　　また、「Ԇݖ࠴」とは、ະऩརଉෆ計上貸ग़金であって、ഁ ઌݖ࠴および࠴務者のܦ
　　  Ӧݐ࠶または支ԉをਤることをతとしてརଉの支払を༛༧した貸ग़金以֎の貸ग़金で 
　　　あります。

（ � ）　   貸ग़金のうち、̏ Χ݄以上Ԇݖ࠴額はありません。
　　　　なお、「̏Χ݄以上Ԇݖ࠴」とは、ݩ本またはརଉの支払がఆ支払のཌから̏Χ
　　　݄ 以上Ԇしている貸ग़金で、ഁ ઌݖ࠴およびԆݖ࠴に֘当しないものであります。

（ � ）　 貸ग़金のうち、貸ग़݅؇ݖ࠴額はありません。
　　　　なお、「貸ग़݅؇ݖ࠴」とは、࠴務者のܦӦݐ࠶または支ԉをਤることをతとして、
　　　金རのݮ໔、རଉの支払༛༧、ݩ本のฦ済༛༧、غ์ݖ࠴その他の࠴務者に有རとなるऔ
　　　ܾ めをߦった貸ग़金で、ഁ ઌݖ࠴、Ԇݖ࠴および̏Χ݄以上Ԇݖ࠴に֘当しないもの
　　　であります。

（��）　 ഁઌݖ࠴額、Ԇݖ࠴額、̏ Χ݄以上Ԇݖ࠴額および貸ग़݅؇ݖ࠴額の߹計額 
　　　　は、����ඦສԁであります。
　　     なお、（�）および（��）に͛ܝたݖ࠴額は、貸引当金߇除લの金額であります。

（��）　 当࠲貸ӽܖおよび貸金にかかるίϛッτϝϯτϥΠϯܖは、٬ސからの融資実ߦの
　　 ਃしग़を受けた߹に、ܖ上نఆされた݅についてҧがないݶり、Ұఆのݶ度額
　　 まで資金を貸けることをするܖであります。これらのܖにかかる融資ະ実ߦ 
　ߴ　　 は、�����ඦສԁであります。

（�2）　 貸ग़金には、他のݖ࠴よりも࠴務のཤߦがޙॱҐであるࢫのಛがされたྼޙಛ貸
　　　ग़金�����ඦສԁが含まれております。

（��）　 借用金������ඦສԁは、他の࠴務よりも࠴務のཤߦがޙॱҐであるࢫのಛがされ
　　 たྼޙಛ借入金であります。

�年以内 �年 ߹　計
所有ݖҠస֎フΝΠφϯε・Ϧーε 1    2 4
ΦϖレーςΟϯά・Ϧーε 85 149 235

 3 ࿈݁ିआ対照表にؔする事߲

（୯Ґ：ඦສԁ）

（̍）　 有ݻܗఆ資産のݮՁঈ٫ྦྷ計額は���ඦສԁ、ѹॖ記ா額は���ඦສԁであります。
（ ２ ）　 連結貸借対照表に計上したݻఆ資産の΄かŊϦーεܖにより用しているॏ要なݻఆ
　　　資産として電子計算ػおよび事務ثػ等があり、ະܦաϦーεྉ連結会計年度ߴ相
　　　当額は、࣍のとおりであります。

 
（ � ）　 担อにڙしている資産は、࣍のとおりであります。
　　　 担อにڙしている資産
　　　　   有Ձূ݊　　　�2���ඦສԁ
　　　   担อ資産に対Ԡする࠴務
　　　　 貸借औ引受入担อ金　　　�2݊࠴  ���ඦສԁ
　　　   上記の΄か、ҝସܾ済の担อとして༬金�����ඦສԁ、信ୗۀ務のڙୗ金として有Ձূ݊
　　　��ඦສԁを しࠩ入れております。

（ ４ ）　　ແ担อのফ費貸借ܖ（݊࠴貸借औ引）により貸しけている有Ձূ݊が、࠴ࠃに������
　　　ඦສԁ含まれております。

（̑）　  当会のܦӦ理ҕ員、理事および監事とのؒのऔ引による金મݖ࠴はありません。
（̒）　  当会のܦӦ理ҕ員、理事および監事とのؒのऔ引による金મ࠴務はありません。
（ � ）　  貸ग़金のうち、ഁ ઌݖ࠴額はありません。また、Ԇݖ࠴額は����ඦສԁであります。
　　 　なお、「ഁઌݖ࠴」とは、ݩ本またはརଉの支払のԆが相当期ؒܧଓしていることそ
　　　の他の事༝によりݩ本またはརଉのऔཱてまたはห済のࠐݟみがないものとしてະऩརଉ
　　　を計上しなかった貸ग़金（貸ग़金ঈ٫をߦった部分を除く。以Լ「ະऩརଉෆ計上貸ग़金」と
　　　いう）のうち、法人੫法ߦࢪ （ྩত��年ྩୈ��号）ୈ��ୈ߲̍ୈ̏号のΠからϗまで
　　 に͛ܝる事༝または同߲ୈ４号にنఆする事༝がੜ͡ている貸ग़金であります。
　　　　また、「Ԇݖ࠴」とは、ະऩརଉෆ計上貸ग़金であって、ഁ ઌݖ࠴および࠴務者のܦ
　　  Ӧݐ࠶または支ԉをਤることをతとしてརଉの支払を༛༧した貸ग़金以֎の貸ग़金で 
　　　あります。

（ � ）　   貸ग़金のうち、̏ Χ݄以上Ԇݖ࠴額はありません。
　　　　なお、「̏Χ݄以上Ԇݖ࠴」とは、ݩ本またはརଉの支払がఆ支払のཌから̏Χ
　　　݄ 以上Ԇしている貸ग़金で、ഁ ઌݖ࠴およびԆݖ࠴に֘当しないものであります。

（ � ）　 貸ग़金のうち、貸ग़݅؇ݖ࠴額はありません。
　　　　なお、「貸ग़݅؇ݖ࠴」とは、࠴務者のܦӦݐ࠶または支ԉをਤることをతとして、
　　　金རのݮ໔、རଉの支払༛༧、ݩ本のฦ済༛༧、غ์ݖ࠴その他の࠴務者に有རとなるऔ
　　　ܾ めをߦった貸ग़金で、ഁ ઌݖ࠴、Ԇݖ࠴および̏Χ݄以上Ԇݖ࠴に֘当しないもの
　　　であります。

（��）　 ഁઌݖ࠴額、Ԇݖ࠴額、̏ Χ݄以上Ԇݖ࠴額および貸ग़݅؇ݖ࠴額の߹計額 
　　　　は、�̍ �̕ ඦສԁであります。
　　     なお、（�）および（��）に͛ܝたݖ࠴額は、貸引当金߇除લの金額であります。

（��）　 当࠲貸ӽܖおよび貸金にかかるίϛッτϝϯτϥΠϯܖは、٬ސからの融資実ߦの
　　 ਃしग़を受けた߹に、ܖ上نఆされた݅についてҧがないݶり、Ұఆのݶ度額
　　 まで資金を貸けることをするܖであります。これらのܖにかかる融資ະ実ߦ 
　ߴ　　 は、��2��ඦສԁであります。

（�2）　 貸ग़金には、他のݖ࠴よりも࠴務のཤߦがޙॱҐであるࢫのಛがされたྼޙಛ貸
　　　ग़金�����ඦສԁが含まれております。

（��）　 借用金のうち������ඦສԁは、他の࠴務よりも࠴務のཤߦがޙॱҐであるࢫのಛが
　　　されたྼޙಛ借入金であります。

�年以内 �年 ߹　計
所有ݖҠస֎フΝΠφϯε・Ϧーε 1    1 2
ΦϖレーςΟϯά・Ϧーε 92 124 216

 3 ࿈݁ିआ対照表にؔする事߲

（ ̍ ）　  貸ग़金ঈ٫は、すでにݸผ貸引当金を引き当てていたݖ࠴について、ঈ٫額と引当金
　　　入額を相ࡴした額（�ඦສԁ）をその他のܦ常費用に計上しております。その相ࡴした金
　　　額は�ඦສԁであります。

（ ２ ）　  その他のಛผར益���ඦສԁは、چＪＡਆಸ川信用からৡり受けた貸ग़ݖ࠴にかかるऔཱ益
　　 ���ඦສԁ、相模原総߹άϥϯυの地۠ը理事ۀにうҠసิঈ金���ඦສԁ、چＪＡ
　　　ਆಸ川信用のਗ਼算結ྃにうະ払支ԉ金入益��ඦສԁ等であります。

（ � ）　  その他のಛผ損ࣦ2�ඦສԁは、ＪＡάϧーϓਆಸ川ϏϧへのҠసؔ連費用であります。

 4 ࿈݁ଛӹ計ࢉॻにؔする事߲

（ ̍ ）　  貸ग़金ঈ٫は、すでにݸผ貸引当金を引き当てていたݖ࠴について、ঈ٫額と引当金
　　　入額を相ࡴしております。その相ࡴした金額は2ඦສԁであります。

（２）　  その他のಛผར益2��ඦສԁは、چＪＡਆಸ川信用からৡり受けた貸ग़ݖ࠴にかかるऔཱ益
　　 2��ඦສԁ、相模原総߹άϥϯυ用ऩ益ఀࢭにうิঈ金�ඦສԁであります。

（ � ）　  ա年度法人੫、ॅ ຽ੫ٴび事ۀ੫は、աڈ�期分（平成2�年�݄期から平成2�年�݄期
　　  まで）のमਖ਼として法人੫等を計上したものであります。

 4 ࿈݁ଛӹ計ࢉॻにؔする事߲

 5 金༥にؔする事߲  5 金༥にؔする事߲

（̍）　 金融のঢ়گにؔする事߲
　　  ①　金融に対するऔํ
　　　　 当会は、ਆಸ川県を事۠ۀҬとして、地ݩのＪＡ等が会員となってӡӦされている相ޓ 
　　　　ැॿܕのۀઐ金融ؔػであり、地Ҭܦ済のੑ׆Խに資する地Ҭ金融ؔػであります。
　　　　　ＪＡはՈ߹員地Ҭから༬かったஷ金を原資に、Ո߹員地Ҭへ貸け、その
。みとなっておりますりを当会が༬かる　　　　

（̍）　 金融のঢ়گにؔする事߲
　　  ①　金融に対するऔํ
　　　　 当会は、ਆಸ川県を事۠ۀҬとして、地ݩのＪＡ等が会員となってӡӦされている相ޓ 
　　　　ැॿܕのۀઐ金融ؔػであり、地Ҭܦ済のੑ׆Խに資する地Ҭ金融ؔػであります。
　　　　　ＪＡはՈ߹員地Ҭから༬かったஷ金を原資に、Ո߹員地Ҭへ貸け、その
。みとなっておりますりを当会が༬かる　　　　

　　  ④　役員退職慰労引当金
　　　　  役員退職慰労引当金は、役員の退職慰労金の支払にඋ͑るため、「役員退任慰労金ن
　　　　ఔ」にͮجき、当連結会計年度要支給ੵݟ額を計上しております。

（ � ）   退職給にかかる会計処理のํ法
　　　　退職給にる負࠴は、職員の退職給にඋ͑るため、「職員退職給༩نఔ」にͮج
　　 き、当連結会計年度における職員のࣗݾ߹退職の߹の要支給額をૅجとして計 
　　 上しております。

（��）　  ফ費੫等の会計処理
　　　  当会のফ費੫および地ํফ費੫（以Լ、「ফ費੫等」という）の会計処理は、੫ൈํࣜ
　　 によっております。ただし、ݻఆ資産にかかる߇除対象֎ফ費੫等は当連結会計年度の費用
　　  に計上しております。
　　　  連結子会社のফ費੫等の会計処理は、信連ΦフΟεサーϏεࣜג会社が੫ൈํࣜ、ਆಸ  
　　　川県ڠ信用อূࣜג会社が੫ࣜํࠐによっております。

　　  ④　役員退職慰労引当金
　　　　  役員退職慰労引当金は、役員の退職慰労金の支払にඋ͑るため、「役員退任慰労金ن
　　　　ఔ」にͮجき、当連結会計年度要支給ੵݟ額を計上しております。

（ � ）   退職給にかかる会計処理のํ法
　　　　退職給にる負࠴は、職員の退職給にඋ͑るため、「職員退職給༩نఔ」にͮج
　　 き、当連結会計年度における職員のࣗݾ߹退職の߹の要支給額をૅجとして計 
　　 上しております。

（��）　  ফ費੫等の会計処理
　　　  当会のফ費੫および地ํফ費੫（以Լ、「ফ費੫等」という）の会計処理は、੫ൈํࣜ
　　 によっております。ただし、ݻఆ資産にかかる߇除対象֎ফ費੫等は当連結会計年度の費用
　　  に計上しております。
　　　  連結子会社のফ費੫等の会計処理は、信連ΦフΟεサーϏεࣜג会社が੫ൈํࣜ、ਆಸ  
　　　川県ڠ信用อূࣜג会社が੫ࣜํࠐによっております。
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　　　　  当会では、これを原資として、資金をඞ要とするＪＡۀにؔ連するۀا・ஂ ମおよ  
　　　　び、県内の地ۀاஂମ、地ํެ共ஂମなͲに貸をߦっております。
　　　　 また、った資金はྛ中央金ݿに༬け入れる΄か、࠴ࠃ地ํ࠴等の݊࠴、資信 
　　　　ୗ、ࣜג等の有Ձূ݊によるӡ用をߦっております。
        ②　金融の内༰およびそのϦεΫ
　　　　　当会がอ有する金融資産は、主として県内のऔ引ઌ（およびݸ人）に対する貸ग़金およ
　　　　び有Ձূ݊であり、貸ग़金は、٬ސのܖෆཤߦによってもたらされる信用ϦεΫにࡽさ
　　　　れております。
　　　　　当連結会計年度における貸ग़金のうち、��％は金融・อۀݥに対するものになって
　　　　おります。
　　　　　また、有Ձূ݊は、主にࣜג、݊࠴であり、७資త（その他త） 、ຬ期อ有తで
　　　　อ有しております。
　　　　　これらは、それͧれൃߦମの信用ϦεΫおよび金རのมಈϦεΫ、市Ձ֨のมಈϦε
　　　　Ϋにࡽされております。なお、݊࠴には、他のݖ࠴よりも࠴務のཤߦがޙॱҐであるࢫのಛ
　　　  がされたྼޙಛ社�2࠴����ඦສԁ、およびྼޙಛ֎՟ݐ社࠴により  
　　　　成されたԁ՟ূࠃ֎ݐ （݊みସ͑࠴）���ඦສԁが含まれております。
　　　　 借用金は、ࣗ ޙのＪＡから借り入れたӬ久ྼݩのҰとして、会員である地ڧ資本૿ݾ
　　　　ಛ借入金であります。
のಛがࢫॱҐであるޙ務よりも࠴が他のߦ務ฦ済のཤ࠴、は「ಛ借入金ޙྼ」　　　　　
　　　 されたແ担อ・ແอূの借入金であり、ࣗ 資本ௐୡखچ資本ൺの算ग़においてద֨ݾ
　　　  ஈとしてܦաા置によりࣗݾ資本への計上が認められているものであります。
           　σϦόςΟϒऔ引には貸ग़金の金རのมಈϦεΫをճආする΄か、ＪＡとの金རεϫッϓ
　　　　औ引からੜͣるϦεΫをճආすることをతとした金རεϫッϓऔ引があります。        
　　　③　金融にかかるϦεΫ理ମ੍
            ̰ 　信用ϦεΫの理
　　　　　　当会は、「ϦεΫϚωδϝϯτج本ํ」、「ϦεΫϚωδϝϯτنఔ」および信用ϦεΫ
　　　　　にؔする理諸نఔにैい、貸ग़金の信用ϦεΫ理については、ݸผҊ݅͝との༩信
　　　　  ৹ࠪ、༩信ݶ度額、信用報理（内部֨）、อূ担อの設ఆ、ݖ࠴への対Ԡ 
　　　　  なͲ༩信理にؔするମ੍をඋしӡӦしております。
          　　これらの༩信理は、融資部、ＪＡόϯΫ౷ׅ部、ϦεΫ౷ׅ部がߦっており、ఆ期
　　　　 తにܦӦਞによるϦεΫϚωδϝϯτ会ٞܦӦ理ҕ員会・理事会を։࠵し、報ࠂ
　　　　 をߦっております。また、༩信理のঢ়گについては、ϦεΫ౷ׅ部がνΣッΫして
　　　　 おります。
　　　　　　有Ձূ݊のൃߦମの信用ϦεΫにؔしては、ϦεΫ౷ׅ部において、信用報࣌Ձ
　　　　　のѲをఆ期తにߦうことで理しております。
　　　　̱ 　市ϦεΫの理
　　　　　　当会は、金རのมಈϦεΫ、Ձ֨มಈϦεΫおよびҝସϦεΫといった市ϦεΫを
　　　　　理しております。
　　　　　　市ϦεΫの理は、「ϦεΫϚωδϝϯτنఔ」等において、ϦεΫ理ํ法ख
　　　　 ଓ等のৄࡉを໌記しており、Ａ̡ Ｍ会ٞにおいてڠ ・ܾٞ ఆされたํにͮجき、ܦ 
　　　　 Ӧ理ҕ員会・理事会において実ࢪঢ়گのѲ・֬ 認、ޙࠓの対Ԡ等のٞڠをߦっ
　　　　　ております。
　　　　　	̰ 
　金རϦεΫの理
　　　　　　　 金རϦεΫの理は、Ａ̡ Ｍによる理とともに、常తにϦεΫ౷ׅ部が金融資   
　　　　　　産および負࠴の金ར期ؒのѲ金རײԠ度分ੳ等によりϞχλϦϯάをߦい、
　　　　　　所ఆのサΠΫϧでܦӦに報ࠂしております。
　　　　　	̱ 
　ҝସϦεΫの理
　　　　　　　 ҝସのมಈϦεΫにؔしては、దਖ਼なϦεΫྔとなるよう理をߦっております。
　　　　　	̲ 
　Ձ֨มಈϦεΫの理
　　　　　　 　Ձ֨のมಈϦεΫにؔしては、దਖ਼なϦεΫྔとなるよう理をߦっております。
　　　　　　 　֎部ग़資のଟくは、事ۀߦ上のతでอ有しているものであり、औ引ઌの市
　　　　　　 　。なͲをϞχλϦϯάしておりますگ財務ঢ়ڥ
　　　　　　　これらの報は、ϦεΫ౷ׅ部を௨͡、ϦεΫϚωδϝϯτ会ٞܦӦ理ҕ員会・
　　　　　　 理事会においてఆ期తに報ࠂしております。
　　　　　	̳ 
　σϦόςΟϒऔ引
　　　　　　　σϦόςΟϒऔ引にؔしては、औ引のࣥߦと事務理にؔする部を分し内部
　　　　　　 。しておりますࢪき実ͮجに「ఔن金རεϫッϓऔ引औѻ」、をཱ֬するとともに੍ݗ
　　　　　	̴ 
　市ϦεΫにかかるఆྔత報
　　　　 　　　（τレーσΟϯάత以֎の金融）
　　　　　　　当会でอ有している金融は、すてτレーσΟϯάత以֎の金融であ
　　　　　　ります。
　　　　　　　　当会において、主要なϦεΫม数である金རϦεΫのӨڹを受ける主たる金融
　　　　　　 は、「༬け金」、「貸ग़金」、「有Ձূ݊」のその他有Ձূ݊に分ྨされる݊࠴、「金
　　　　　　 મの信ୗ」のうちその他の金મの信ୗに分ྨされるもの、「ஷ金」、「借用金」、「σϦ
　　　　　　 όςΟϒऔ引」のうちの金རεϫッϓऔ引であります。
　　　　　　　これらの金融資産および金融負࠴については、連結会計年度̍ޙ年ఔ度の金
　　　　　　རの߹理తな༧มಈ෯を用いたܦ済Ձのมಈ額を、金རのมಈϦεΫの理
　　　　　　にあたってのఆྔత分ੳにར用しております。
　　　　　　　 金ར以֎のすてのϦεΫม数がҰఆであるとԾఆし、当連結会計年度ݱ在、
　　　　　　指ඪとなる金རが����％上ঢしたものとఆした߹には、ܦ済Ձが�����
　　　　　　 ඦສԁݮগするものとѲしております。
　　　　　　　 当֘มಈ額は、金རを除くϦεΫม数がҰఆの߹をલఏとしており、金རとその
　　　　　　 他のϦεΫม数の相ؔをྀߟしておりません。
　　　　　　　また、金རの߹理తな༧มಈ෯を͑るมಈがੜ͡た߹には、算ఆ額を͑
　　　　　　 るӨڹがੜ͡るՄੑがあります。
　　　　̲ 　資金ௐୡにかかるྲྀಈੑϦεΫの理
　　　　　　当会は、Ａ̡ Ｍを௨͡、常の資金繰りにྀしたྲྀಈੑ༬金のҰఆྔの֬อ
　　　　 ஷ金の受入ಈを౿ま͑た༬け金の資金ྔௐなͲ、ӡ用とௐୡશମの資金繰り
　　　　 理をపఈすることで、దな資金のྲྀಈੑを֬อし、ྲྀ ಈੑϦεΫを理してお 
　　　　 ります。
　　　④　金融の࣌Ձ等にؔする事߲についてのิઆ໌
　　　　　金融の࣌Ձ（࣌Ձに代わるものを含む）には、市Ձ֨にͮجくՁ額の΄か、市
　　　　Ձ֨がない߹には߹理తに算ఆされたՁ額（これに४ͣるՁ額を含む）が含まれており
　　　　ます。当֘Ձ額の算ఆにおいては、Ұఆのલఏ݅等を࠾用しているため、ҟなるલఏ
　　　　݅ 等によった߹、当֘Ձ額がҟなることもあります。

　　　　  当会では、これを原資として、資金をඞ要とするＪＡۀにؔ連するۀا・ஂ ମおよ  
　　　　び、県内の地ۀاஂମ、地ํެ共ஂମなͲに貸をߦっております。
　　　　 また、った資金はྛ中央金ݿに༬け入れる΄か、࠴ࠃ地ํ࠴等の݊࠴、資信 
　　　　ୗ、ࣜג等の有Ձূ݊によるӡ用をߦっております。
        ②　金融の内༰およびそのϦεΫ
　　　　　当会がอ有する金融資産は、主として県内のऔ引ઌ（およびݸ人）に対する貸ग़金およ
　　　　び有Ձূ݊であり、貸ग़金は、٬ސのܖෆཤߦによってもたらされる信用ϦεΫにࡽさ
　　　　れております。
　　　　　当連結会計年度における貸ग़金のうち、��％は金融・อۀݥに対するものになって
　　　　おります。
　　　　　また、有Ձূ݊は、主にࣜג、݊࠴であり、७資త（その他త） 、ຬ期อ有తで
　　　　อ有しております。
　　　　　これらは、それͧれൃߦମの信用ϦεΫおよび金རのมಈϦεΫ、市Ձ֨のมಈϦε
　　　　Ϋにࡽされております。なお、݊࠴には、他のݖ࠴よりも࠴務のཤߦがޙॱҐであるࢫのಛ
　　　  がされたྼޙಛ社࠴������ඦສԁ、およびྼޙಛ֎՟ݐ社࠴により  
　　　　成されたԁ՟ূࠃ֎ݐ （݊みସ͑࠴）�2�ඦສԁが含まれております。
　　　　 借用金は、ࣗ ޙのＪＡから借り入れたӬ久ྼݩのҰとして、会員である地ڧ資本૿ݾ
　　　　ಛ借入金等であります。
のಛがࢫॱҐであるޙ務よりも࠴が他のߦ務ฦ済のཤ࠴、は「ಛ借入金ޙྼ」　　　　　
　　　 されたແ担อ・ແอূの借入金であり、ࣗ 資本ௐୡखچ資本ൺの算ग़においてద֨ݾ
　　　  ஈとしてܦաા置によりࣗݾ資本への計上が認められているものであります。
           　σϦόςΟϒऔ引には貸ग़金の金རのมಈϦεΫをճආする΄か、ＪＡとの金རεϫッϓ
　　　　औ引からੜͣるϦεΫをճආすることをతとした金རεϫッϓऔ引があります。        
　　　③　金融にかかるϦεΫ理ମ੍
            ̰ 　信用ϦεΫの理
　　　　　　当会は、「ϦεΫϚωδϝϯτج本ํ」、「ϦεΫϚωδϝϯτنఔ」および信用ϦεΫ
　　　　　にؔする理諸نఔにैい、貸ग़金の信用ϦεΫ理については、ݸผҊ݅͝との༩信
　　　　  ৹ࠪ、༩信ݶ度額、信用報理（内部֨）、อূ担อの設ఆ、ݖ࠴への対Ԡ 
　　　　  なͲ༩信理にؔするମ੍をඋしӡӦしております。
          　　これらの༩信理は、融資部、ＪＡόϯΫ౷ׅ部、ϦεΫ౷ׅ部がߦっており、ఆ期
　　　　 తにܦӦਞによるϦεΫϚωδϝϯτ会ٞܦӦ理ҕ員会・理事会を։࠵し、報ࠂ
　　　　 をߦっております。また、༩信理のঢ়گについては、ϦεΫ౷ׅ部がνΣッΫして
　　　　 おります。
　　　　　　有Ձূ݊のൃߦମの信用ϦεΫにؔしては、ϦεΫ౷ׅ部において、信用報࣌Ձ
　　　　　のѲをఆ期తにߦうことで理しております。
　　　　̱ 　市ϦεΫの理
　　　　　　当会は、金རのมಈϦεΫ、Ձ֨มಈϦεΫおよびҝସϦεΫといった市ϦεΫを
　　　　　理しております。
　　　　　　市ϦεΫの理は、「ϦεΫϚωδϝϯτنఔ」等において、ϦεΫ理ํ法ख
　　　　 ଓ等のৄࡉを໌記しており、Ａ̡ Ｍ会ٞにおいてڠ ・ܾٞ ఆされたํにͮجき、ܦ 
　　　　 Ӧ理ҕ員会・理事会において実ࢪঢ়گのѲ・֬ 認、ޙࠓの対Ԡ等のٞڠをߦっ
　　　　　ております。
　　　　　	̰ 
　金རϦεΫの理
　　　　　　　 金རϦεΫの理は、Ａ̡ Ｍによる理とともに、常తにϦεΫ౷ׅ部が金融資   
　　　　　　産および負࠴の金ར期ؒのѲ金རײԠ度分ੳ等によりϞχλϦϯάをߦい、
　　　　　　所ఆのサΠΫϧでܦӦに報ࠂしております。
　　　　　	̱ 
　ҝସϦεΫの理
　　　　　　　 ҝସのมಈϦεΫにؔしては、దਖ਼なϦεΫྔとなるよう理をߦっております。
　　　　　	̲ 
　Ձ֨มಈϦεΫの理
　　　　　　 　Ձ֨のมಈϦεΫにؔしては、దਖ਼なϦεΫྔとなるよう理をߦっております。
　　　　　　 　֎部ग़資のଟくは、事ۀߦ上のతでอ有しているものであり、औ引ઌの市
　　　　　　 　。なͲをϞχλϦϯάしておりますگ財務ঢ়ڥ
　　　　　　　これらの報は、ϦεΫ౷ׅ部を௨͡、ϦεΫϚωδϝϯτ会ٞܦӦ理ҕ員会・
　　　　　　 理事会においてఆ期తに報ࠂしております。
　　　　　	̳ 
　σϦόςΟϒऔ引
　　　　　　　σϦόςΟϒऔ引にؔしては、औ引のࣥߦと事務理にؔする部を分し内部
　　　　　　 。しておりますࢪき実ͮجに「ఔن金རεϫッϓऔ引औѻ」、をཱ֬するとともに੍ݗ
　　　　　	̴ 
　市ϦεΫにかかるఆྔత報
　　　　 　　　（τレーσΟϯάత以֎の金融）
　　　　　　　当会でอ有している金融は、すてτレーσΟϯάత以֎の金融であ
　　　　　　ります。
　　　　　　　　当会において、主要なϦεΫม数である金རϦεΫのӨڹを受ける主たる金融
　　　　　　 は、「༬け金」、「貸ग़金」、「有Ձূ݊」のその他有Ձূ݊に分ྨされる݊࠴、「金
　　　　　　 મの信ୗ」のうちその他の金મの信ୗに分ྨされるもの、「ஷ金」、「借用金」、「σϦ
　　　　　　 όςΟϒऔ引」のうちの金རεϫッϓऔ引であります。
　　　　　　　これらの金融資産および金融負࠴については、連結会計年度̍ޙ年ఔ度の金
　　　　　　རの߹理తな༧มಈ෯を用いたܦ済Ձのมಈ額を、金རのมಈϦεΫの理
　　　　　　にあたってのఆྔత分ੳにར用しております。
　　　　　　　 金ར以֎のすてのϦεΫม数がҰఆであるとԾఆし、当連結会計年度ݱ在、
　　　　　　指ඪとなる金རが����％上ঢしたものとఆした߹には、ܦ済Ձが�2���
　　　　　　 ඦສԁݮগするものとѲしております。
　　　　　　　 当֘มಈ額は、金རを除くϦεΫม数がҰఆの߹をલఏとしており、金རとその
　　　　　　 他のϦεΫม数の相ؔをྀߟしておりません。
　　　　　　　また、金རの߹理తな༧มಈ෯を͑るมಈがੜ͡た߹には、算ఆ額を͑
　　　　　　 るӨڹがੜ͡るՄੑがあります。
　　　　̲ 　資金ௐୡにかかるྲྀಈੑϦεΫの理
　　　　　　当会は、Ａ̡ Ｍを௨͡、常の資金繰りにྀしたྲྀಈੑ༬金のҰఆྔの֬อ
　　　　 ஷ金の受入ಈを౿ま͑た༬け金の資金ྔௐなͲ、ӡ用とௐୡશମの資金繰り
　　　　 理をపఈすることで、దな資金のྲྀಈੑを֬อし、ྲྀ ಈੑϦεΫを理してお 
　　　　 ります。
　　　④　金融の࣌Ձ等にؔする事߲についてのิઆ໌
　　　　　金融の࣌Ձ（࣌Ձに代わるものを含む）には、市Ձ֨にͮجくՁ額の΄か、市
　　　　Ձ֨がない߹には߹理తに算ఆされたՁ額（これに४ͣるՁ額を含む）が含まれており
　　　　ます。当֘Ձ額の算ఆにおいては、Ұఆのલఏ݅等を࠾用しているため、ҟなるલఏ
　　　　݅ 等によった߹、当֘Ձ額がҟなることもあります。
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　　  ②　金融の࣌Ձの算ఆํ法
　　　 ̡ 資産ʳ
           ̰　༬け金
　　　　　 ຬ期のない༬け金については、࣌ՁはாՁ額とۙࣅしていることから、当֘ாՁ  
　　　　　額によっております。ຬ期のある༬け金については、期ؒにͮجく۠分͝とに、ݩར金の
　　　　 ߹計額をϦεΫフϦーレーτであるԁ-JCPS・εϫッϓレーτでׂり引いたݱ在Ձを࣌Ձ
　　　　　に代わる金額として算ఆしております。
　　　　̱ 　金મの信ୗ
　　　　　 信ୗ財産をߏ成している有Ձূ݊貸ग़金の࣌Ձは、Լ記̲ および̳ と同༷のํ法に
　　　　　よりධՁしております。
　　　　̲ 　有Ձূ݊
 等からఏࣔされたՁ֨ؔػはऔ引所のՁ֨またはऔ引金融݊࠴、はऔ引所のՁ֨ࣜג 　　　　　
　　　　  によっております。また、資信ୗについては、ެ 表されているج४Ձ֨によっております。
　　　　̳ 　貸ग़金
　　　　　　貸ग़金のうち、มಈ金རによるものは、期ؒで市金རをөするため、貸ग़ઌ 
　　　　 の信用ঢ়ଶが実ޙߦେきくҟなっていないݶり、࣌ՁはாՁ額とۙࣅしていること 
　　　　 から、当֘ாՁ額から貸引当金を߇除した額を࣌Ձに代わる金額として算ఆして 
　　　　 おります。
　　　　　  Ұํ、ݻఆ金རによるものは、貸ग़金のछྨ、期ؒにͮجく۠分͝とに、ݩར金の߹ 
　　　　 計額をϦεΫフϦーレーτであるԁ-JCPS・εϫッϓレーτでׂり引き、貸引当金を߇
　　　　 除して࣌Ձに代わる金額として算ఆしております。
　　　　　 また、Ԇݖ࠴・期ݶのར益をࣦしたݖ࠴等は、ாՁ額から貸引当金を߇除
　　　　　した額を࣌Ձに代わる金額としております。
　　　  ̡ 負࠴ʳ
           　̰ ஷ金
　　　　　 要ٻ払ஷ金については、連結ܾ算に要ٻされた߹の支払額（ாՁ額）を࣌Ձと
　　　　　みなしております。また、ఆ期ੑஷ金の࣌Ձは、期ؒにͮجく۠分͝とに、ݩར金の߹計
　　　　 額をϦεΫフϦーレーτであるԁ-JCPS・εϫッϓレーτでׂり引いたݱ在Ձを࣌Ձに代
　　　　　わる金額として算ఆしております。
　　　　̱ 貸借औ引受入担อ金݊࠴　
　　　　　 ఆ期ؒが期 （ؒ�年以内）であり、࣌ՁはாՁ額とۙࣅしていることから、当֘
　　　　　ாՁ額を࣌Ձとしております。
　　　　̲ 　借用金
　　　　　　借用金は、มಈ金རであり期ؒで市金རをөし、また、当会の信用ঢ়ଶは実ߦ
　　　　 ߟしているとࣅՁはாՁ額とۙ࣌、େきくҟなっていないことからޙ ら͑れるため、当
　　　　 ֘ாՁ額によっております。
　　　  ̡ σϦόςΟϒऔ引ʳ
       　　　σϦόςΟϒऔ引は、金རؔ連औ引（金རεϫッϓ）であり、ׂ 引ݱ在Ձにより算ग़
　　　　　したՁ額によっております。
  のとおりであり、これらは࣍と認められる金融はࠔめてۃՁをѲすることが࣌　③ 　　
　　　　　①の金融の࣌Ձ報には含まれておりません。

　　  ②　金融の࣌Ձの算ఆํ法
　　　 ̡ 資産ʳ
           ̰　༬け金
　　　　　 ຬ期のない༬け金については、࣌ՁはாՁ額とۙࣅしていることから、当֘ாՁ  
　　　　　額によっております。ຬ期のある༬け金については、期ؒにͮجく۠分͝とに、ݩར金の
　　　　 ߹計額をϦεΫフϦーレーτであるԁ-JCPS・εϫッϓレーτでׂり引いたݱ在Ձを࣌Ձ
　　　　　に代わる金額として算ఆしております。
　　　　̱ 　金મの信ୗ
　　　　　 信ୗ財産をߏ成している有Ձূ݊貸ग़金の࣌Ձは、Լ記̲ および̳ と同༷のํ法に
　　　　　よりධՁしております。
　　　　̲ 　有Ձূ݊
 等からఏࣔされたՁ֨ؔػはऔ引所のՁ֨またはऔ引金融݊࠴、はऔ引所のՁ֨ࣜג 　　　　　
　　　　  によっております。また、資信ୗについては、ެ 表されているج४Ձ֨によっております。
　　　　̳ 　貸ग़金
　　　　　　貸ग़金のうち、มಈ金རによるものは、期ؒで市金རをөするため、貸ग़ઌ 
　　　　 の信用ঢ়ଶが実ޙߦେきくҟなっていないݶり、࣌ՁはாՁ額とۙࣅしていること 
　　　　 から、当֘ாՁ額から貸引当金を߇除した額を࣌Ձに代わる金額として算ఆして 
　　　　 おります。
　　　　　  Ұํ、ݻఆ金རによるものは、貸ग़金のछྨ、期ؒにͮجく۠分͝とに、ݩར金の߹ 
　　　　 計額をϦεΫフϦーレーτであるԁ-JCPS・εϫッϓレーτでׂり引き、貸引当金を߇
　　　　 除して࣌Ձに代わる金額として算ఆしております。
　　　　　 また、Ԇݖ࠴・期ݶのར益をࣦしたݖ࠴等は、ாՁ額から貸引当金を߇除
　　　　　した額を࣌Ձに代わる金額としております。
　　　  ̡ 負࠴ʳ
           　̰ ஷ金
　　　　　 要ٻ払ஷ金については、連結ܾ算に要ٻされた߹の支払額（ாՁ額）を࣌Ձと
　　　　　みなしております。また、ఆ期ੑஷ金の࣌Ձは、期ؒにͮجく۠分͝とに、ݩར金の߹計
　　　　 額をϦεΫフϦーレーτであるԁ-JCPS・εϫッϓレーτでׂり引いたݱ在Ձを࣌Ձに代
　　　　　わる金額として算ఆしております。
　　　　̱ 貸借औ引受入担อ金݊࠴　
　　　　　 ఆ期ؒが期 （ؒ�年以内）であり、࣌ՁはாՁ額とۙࣅしていることから、当֘
　　　　　ாՁ額を࣌Ձとしております。
　　　　̲ 　借用金
　　　　　　借用金は、มಈ金རであり期ؒで市金རをөし、また、当会の信用ঢ়ଶは実ߦ
　　　　 ߟしているとࣅՁはாՁ額とۙ࣌、େきくҟなっていないことからޙ ら͑れるため、当
　　　　 ֘ாՁ額によっております。
　　　  ̡ σϦόςΟϒऔ引ʳ
       　　　σϦόςΟϒऔ引は、金རؔ連औ引（金རεϫッϓ）であり、ׂ 引ݱ在Ձにより算ग़
　　　　　したՁ額によっております。
  のとおりであり、これらは࣍と認められる金融はࠔめてۃՁをѲすることが࣌　③ 　　
　　　　　①の金融の࣌Ձ報には含まれておりません。

　  （注）  ֎部ग़資は、市Ձ֨のあるࣜג以֎のものとなっており、࣌ՁをѲすることがۃめ
　　てࠔと認められるため、࣌Ձ։ࣔの対象としておりません。

　  （注）  ֎部ग़資は、市Ձ֨のあるࣜג以֎のものとなっており、࣌ՁをѲすることがۃめ
　　てࠔと認められるため、࣌Ձ։ࣔの対象としておりません。

連結貸借対照表計上額

֎部ग़資 181150

߹　計 181150

（୯Ґ：ඦສԁ）

連結貸借対照表計上額

֎部ग़資 181182

߹　計 181182

（୯Ґ：ඦສԁ）

（注）�� 貸ग़金に対ԠするҰൠ貸引当金およびݸผ貸引当金を߇除しております。
　　2� 貸ग़金には、連結貸借対照表上のその他資産に計上しているैۀ員貸金2��ඦສ
　　　 ԁを含めております。
　　�� σϦόςΟϒऔ引によってੜ͡たਖ਼ຯの࠴・ݖ࠴務は७額で表ࣔしており、߹計でਖ਼ຯ
　　　の࠴務となる߲については、（　）で表ࣔしております。

連結貸借
対照表計上額 Ձ　࣌ ࠩ　額

༬け金 2961528 2959029 ˚ 2498 
金મの信ୗ
　その他త 7482 7482 ʵ
有Ձূ݊     　
　ຬ期อ有తの݊࠴ 153116 164676 11559
　その他有Ձূ݊ 1068999 1068999 　ʵ
貸ग़金 293434
   貸引当金 ˚ 1317
　貸引当金߇除ޙ 292116 292880 763
資産計 4483244 4493069 9825
ஷ金 4054278 4051654 ˚ 2623
貸借औ引受入担อ金݊࠴ 63015 63015 ʵ
借用金 161600 161600 ʵ
負࠴計 4278893 4276270 ˚ 2623

σϦόςΟϒऔ引
　ϔッδ会計がద用されていないもの （ 0 ） （ 0 ） ʵ
σϦόςΟϒऔ引計 （ 0 ） （ 0 ） ʵ

（୯Ґ：ඦສԁ）

（注）�� 貸ग़金に対ԠするҰൠ貸引当金およびݸผ貸引当金を߇除しております。
　　2� 貸ग़金には、連結貸借対照表上のその他資産に計上しているैۀ員貸金2��ඦສ
　　　 ԁを含めております。
　　�� ஷ金には、連結貸借対照表上のৡੑஷ金�����ඦສԁを含めております。
　　�� σϦόςΟϒऔ引によってੜ͡たਖ਼ຯの࠴・ݖ࠴務は७額で表ࣔしており、߹計でਖ਼ຯ
　　　の࠴務となる߲については、（　）で表ࣔしております。

連結貸借
対照表計上額 Ձ　࣌ ࠩ　額

༬け金 2940993 2940589 ˚ 403 
金મの信ୗ
　その他の金મの信ୗ 17277 17265 ˚ 11
有Ձূ݊     　
　ຬ期อ有తの݊࠴ 226091 259195 33103
　その他有Ձূ݊ 1128212 1128212 　ʵ
貸ग़金 313563
   貸引当金 ˚ 1410
　貸引当金߇除ޙ 312153 313944 1790
資産計 4624729 4659207 34478
ஷ金 4187606 4187306 ˚ 299
貸借औ引受入担อ金݊࠴ 62538 62538 ʵ
借用金 164400 164400 ʵ
負࠴計 4414544 4414244 ˚ 299

σϦόςΟϒऔ引
　ϔッδ会計がద用されていないもの （ 0 ） （ 0 ） ʵ
σϦόςΟϒऔ引計 （ 0 ） （ 0 ） ʵ

（୯Ґ：ඦສԁ）

（２）　 金融の࣌Ձ等にؔする事߲
　　  ①　金融の連結貸借対照表計上額および࣌Ձ等
　　　　 当連結会計年度における連結貸借対照表計上額、࣌Ձおよびこれらのࠩ額は、࣍の
　　　　とおりであります。
　　　　　なお、࣌ՁをѲすることがۃめてࠔと認められる金融については、࣍表には含
　　　　めͣ③に記載しております。

（２）　 金融の࣌Ձ等にؔする事߲
　　  ①　金融の連結貸借対照表計上額および࣌Ձ等
　　　　 当連結会計年度における連結貸借対照表計上額、࣌Ձおよびこれらのࠩ額は、࣍の
　　　　とおりであります。
　　　　　なお、࣌ՁをѲすることがۃめてࠔと認められる金融については、࣍表には含
　　　　めͣ③に記載しております。
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ฏ2�年度 ฏ27年度

 6 ༗Ձূ݊にؔする事߲  6 ༗Ձূ݊にؔする事߲

（̍）　 有Ձূ݊の࣌ՁおよびධՁࠩ額等にؔする事߲は、࣍のとおりであります。
　　   ①　ຬ期อ有తの݊࠴
　　　　  ຬ期อ有తの݊࠴において、छྨ͝との連結貸借対照表計上額、࣌Ձおよびこれら

　のࠩ額については、࣍のとおりであります。

（̍）　 有Ձূ݊の࣌ՁおよびධՁࠩ額等にؔする事߲は、࣍のとおりであります。
　　   ①　ຬ期อ有తの݊࠴
　　　　  ຬ期อ有తの݊࠴において、छྨ͝との連結貸借対照表計上額、࣌Ձおよびこれら 

　のࠩ額については、࣍のとおりであります。

　（注）��貸ग़金のうち、連結貸借対照表上の当࠲貸ӽ（融資ܕ除く）2��ඦສԁについては、
　　　　ň̍ 年以内ŉに含めております。
　　　2�貸ग़金のうち、�Χ݄以上Ԇݖ࠴・期ݶのར益をࣦしたݖ࠴等2�ඦສԁは、ঈؐ

　 の༧ఆがࠐݟまれないため、含めておりません。

　（注）��貸ग़金のうち、連結貸借対照表上の当࠲貸ӽ（融資ܕ除く）2�2ඦສԁについては、
　　　　ň̍ 年以内ŉに含めております。
　　　2�貸ग़金のうち、�Χ݄以上Ԇݖ࠴・期ݶのར益をࣦしたݖ࠴等��ඦສԁは、ঈؐ

　 の༧ఆがࠐݟまれないため、含めておりません。

 （注）�� ஷ金のうち、要ٻ払ஷ金については、「�年以内」に含めております。
　　 2�借用金はશて期ݶのないྼޙಛ借入金������ඦສԁであることから、「̑年
　　　  」に含めております。

          ④　金મݖ࠴およびຬ期のある有Ձূ݊の連結ܾ算ޙのঈؐ༧ఆ額

　

　ᶇ　借用金およびその他の有ར子負࠴の連結ܾ算ޙのฦ済༧ఆ額

          ④　金મݖ࠴およびຬ期のある有Ձূ݊の連結ܾ算ޙのঈؐ༧ఆ額

　

　ᶇ　借用金およびその他の有ར子負࠴の連結ܾ算ޙのฦ済༧ఆ額

　　  ②   その他有Ձূ݊
　　　　  その他有Ձূ݊において、छྨ͝とのऔಘՁ額、連結貸借対照表計上額およびこれら

　のࠩ 額については、࣍のとおりであります。　　

　　  ②   その他有Ձূ݊
　　　　  その他有Ձূ݊において、छྨ͝とのऔಘՁ額、連結貸借対照表計上額およびこれら

　のࠩ 額については、࣍のとおりであります。　　
（୯Ґ：ඦສԁ） （୯Ґ：ඦສԁ）

（注） 上記ࠩ額߹計から繰Ԇ੫金負2࠴����ඦສԁをࠩし引いた金額�����ඦສԁが、
　　「その他有Ձূ݊ධՁࠩ額金」に含まれております。

（注） 上記ࠩ額߹計から繰Ԇ੫金負2࠴����ඦສԁをࠩし引いた金額�����ඦສԁが、
　　「その他有Ձূ݊ධՁࠩ額金」に含まれております。

�年以内 �年
2年以内

2年
�年以内

�年
�年以内

�年
�年以内 �年

ஷ金 4054142 74 60 ʵ ʵ ʵ
貸借औ引݊࠴
受入担อ金

63015 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ

借用金 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ 161600
߹　計 4117158 74 60 ʵ ʵ 161600

（୯Ґ：ඦສԁ）

 （注）�� ஷ金のうち、要ٻ払ஷ金については、「�年以内」に含めております。
　　 2�借用金のうち、期ݶのないྼޙಛ借入金�����ඦສԁについては、「̑年」
　　　　に含めております。

�年以内 �年
2年以内

2年
�年以内

�年
�年以内

�年
�年以内 �年

ஷ金 4177440 59 98 ʵ 7 ʵ
ৡੑஷ金 10000 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ
貸借औ引݊࠴
受入担อ金

62538 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ

借用金 146240 ʵ ʵ 2800 ʵ 15360
߹　計 4396218 59 98 2800 7 15360

（୯Ґ：ඦສԁ）

�年以内 �年
2年以内

2年
�年以内

�年
�年以内

�年
�年以内 �年

༬け金 2961528 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ
金મの信ୗ
　その他త 7414

 
ʵ

 
ʵ

 
ʵ

 
ʵ ʵ

有Ձূ݊
　ຬ期อ有త
　の݊࠴

ʵ ʵ 12500 15020 8510 116000

　その他有Ձূ݊
　のうちຬ期が
    あるもの

84694 72191 174040 127483 80487 430499

貸ग़金 51696 44754 29880 15370 16981 134504
߹　計 3105334 116946 216421 157874 105979 681004

�年以内 �年
2年以内

2年
�年以内

�年
�年以内

�年
�年以内 �年

༬け金 2940993 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ

金મの信ୗ
  その他の
  金મの信ୗ

16916
 

ʵ
 

ʵ
 

ʵ
 

ʵ ʵ

有Ձূ݊
　ຬ期อ有త
　の݊࠴

ʵ 12500 15020 8510 ʵ 188000

　その他有Ձূ݊
　のうちຬ期が
    あるもの

71473 173016 128978 80448 82940 461496

貸ग़金 63559 33071 19584 22779 29373 144949
߹　計 3092942 218587 163582 111738 112314 794445

（୯Ґ：ඦສԁ） （୯Ґ：ඦສԁ）

छ　ྨ 連結貸借
対照表計上額 Ձ　࣌ ࠩ　額

Ձが連結貸借対照表࣌
計上額を͑るもの

࠴ࠃ 108984 118586 9602
地ํ࠴ 35986 37973 1986
খ　計 144970 156559 11588

Ձが連結貸借対照表࣌
計上額を͑ないもの

࠴ࠃ 8146 8117 ˚29
খ　計 8146 8117 ˚29

߹　計 153116 164676 11559

छ　ྨ 連結貸借
対照表計上額 Ձ　࣌ ࠩ　額

Ձが連結貸借対照表࣌
計上額を͑るもの

࠴ࠃ 190091 221687 31595
地ํ࠴ 36000 37507 1507

߹　計 226091 259195 33103

（୯Ґ：ඦສԁ） （୯Ґ：ඦສԁ）

छ　ྨ औಘ原Ձ 連結貸借
対照表計上額 ࠩ　額

連結貸借対照表計上額が
औಘ原Ձを͑るもの

ࣜג 12312 25079 12766
݊࠴
࠴ࠃ　 497522 527734 30212
　地ํ࠴ 101713 105724 4010
　金融࠴ 18498 18575 77
　社࠴ 196391 208591 12199
݊ূࠃ֎　 118745 160552 41807
その他 9968 16098 6130
খ　計 955153 1062356 107203

連結貸借対照表計上額が
औಘ原Ձを͑ないもの

ࣜג 173 170 ˚3
݊࠴
࠴ࠃ　 3073 3043 ˚29
　地ํ࠴ 924 923 ˚0
　社࠴ 2507 2505 ˚1
খ　計 6678 6643 ˚35

߹　計 961832 1068999 107167

छ　ྨ औಘ原Ձ 連結貸借
対照表計上額 ࠩ　額

連結貸借対照表計上額が
औಘ原Ձを͑るもの

ࣜג 12449 22260 9810
݊࠴
࠴ࠃ　 513904 554126 40222
　地ํ࠴ 93284 96779 3494
　金融࠴ 12499 12551 52
　社࠴ 219391 233252 13860
݊ূࠃ֎　 115412 148200 32787
その他 14562 19029 4466
খ　計 981504 1086199 104695

連結貸借対照表計上額が
औಘ原Ձを͑ないもの

ࣜג 61 61 ˚0
݊࠴
　社࠴ 5059 4979 ˚80
݊ূࠃ֎　 36432 35689 ˚743
　その他 1292 1283 ˚9
খ　計 42845 42012 ˚832

߹　計 1024350 1128212 103862
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（୯Ґ：ඦສԁ） （୯Ґ：ඦສԁ）

 8 退職給にؔする事߲  8 退職給にؔする事߲

（̍）　 退職給
用している退職給੍度の֓要࠾　①  　　
　          当会では「職員退職給༩نఔ」にͮجき、勤ଓ年数在職年数等にԠ͡た退職給༩を退

　職者に支給しています。支給にॆてるため、Ұൠ財ஂ法人ਆಸ川県ஂۀମ共済会との
ͮجにܖ同߹連߹会とのڠۀ共済ࠃくಛఆ退職金共済੍度およびશͮجにܖ　
　く֬ఆ給ۀا年金੍度を࠾用しています。

　　      退職給࠴務および退職給費用の計上にあたっては、「退職給にؔする会計ج४」
。っていますߦき、؆ศ法によりͮجに（४ୈ2�号ج会計ۀا）　

　　  ②　֬ఆ給੍度
            ̰ 　退職給にる負࠴の期टߴと期ߴのௐ表

（̍）　 退職給
用している退職給੍度の֓要࠾　①  　　
　          当会では「職員退職給༩نఔ」にͮجき、勤ଓ年数在職年数等にԠ͡た退職給༩を退

　職者に支給しています。支給にॆてるため、Ұൠ財ஂ法人ਆಸ川県ஂۀମ共済会との
ͮجにܖ同߹連߹会とのڠۀ共済ࠃくಛఆ退職金共済੍度およびશͮجにܖ　
　く֬ఆ給ۀا年金੍度を࠾用しています。

　　      退職給࠴務および退職給費用の計上にあたっては、「退職給にؔする会計ج४」
。っていますߦき、؆ศ法によりͮجに（४ୈ2�号ج会計ۀا）　

　　  ②　֬ఆ給੍度
            ̰ 　退職給にる負࠴の期टߴと期ߴのௐ表

ച٫額 ച٫益 ച٫損

ࣜג 31 1 ʵ
݊࠴ 92559 456 ʵ
その他 134 41 ʵ

߹　計 92724 499 ʵ

ച٫額 ച٫益 ച٫損

ࣜג 235 ʵ 28
݊࠴ 103550 1138 312
その他 1215 ʵ 73

߹　計 105001 1138 414

（୯Ґ：ඦສԁ） （୯Ґ：ඦສԁ）

 7 金મの信託にؔする事߲  7 金મの信託にؔする事߲

　金મの信ୗのอ有త۠分ผの内༁は、࣍のとおりであります。
        ①　その他の金મの信ୗ

 

     （注）�� 上記ࠩ額߹計から繰Ԇ੫金負࠴��ඦສԁをࠩし引いた金額��ඦສԁが、「その他  
　　　有Ձূ݊ධՁࠩ額金」に含まれております。

　　　　 2�「うち連結貸借対照表計上額がऔಘ原Ձを͑るもの」「うち連結貸借対照表計上額
　　　がऔಘ原Ձを͑ないもの」は、「ࠩ額」の内༁であります。

　金મの信ୗのอ有త۠分ผの内༁は、࣍のとおりであります。
        ①　その他の金મの信ୗ

 

     （注）�� 上記ࠩ額߹計から繰Ԇ੫金負࠴��ඦສԁをࠩし引いた金額2��ඦສԁが、「その他
　　　有Ձূ݊ධՁࠩ額金」に含まれております。

　　　　 2 �「うち連結貸借対照表計上額がऔಘ原Ձを͑るもの」「うち連結貸借対照表計上額
　　　がऔಘ原Ձを͑ないもの」は、「ࠩ額」の内༁であります。

連結貸借
対照表計上額 औಘ原Ձ ࠩ　額

うち連結貸借
対照表計上額が

औಘ原Ձを
͑るもの

うち連結貸借
対照表計上額が

औಘ原Ձを
͑ないもの

その他の
金મの信ୗ 7482 7414 67 126 59

連結貸借
対照表計上額 औಘ原Ձ ࠩ　額

うち連結貸借
対照表計上額が

औಘ原Ձを
͑るもの

うち連結貸借
対照表計上額が

औಘ原Ձを
͑ないもの

その他の
金મの信ୗ 17277 16916 349 625 276

（୯Ґ：ඦສԁ） （୯Ґ：ඦສԁ）

（ 2 ）　 当連結会計年度中にച٫したຬ期อ有తの݊࠴はありません。
（ � ）　 当連結会計年度中にച٫したその他有Ձূ݊は、࣍のとおりであります。

（ 2 ）　 当連結会計年度中にച٫したຬ期อ有తの݊࠴はありません。
（ � ）　 当連結会計年度中にച٫したその他有Ձূ݊は、࣍のとおりであります。

期टにおける退職給引当金 95
退職給費用 42
退職給の支払額 ˚ 47
੍度へのڌग़額 ˚ 26
期における退職給にる負࠴ 64

期टにおける退職給にる負࠴ 101
退職給費用 52
退職給の支払額 ˚ 15
੍度へのڌग़額 ˚ 43
期における退職給にる負࠴ 95

（ 2 ）　 人݅費には、「ްੜ年金อ੍ݥ度ٴびྛஂۀړମ職員共済߹੍度の౷߹をਤるため
のྛஂۀړମ職員共済߹法等をഇࢭする等の法」ෟଇୈ��のنఆにͮجき、چ
ྛ共済߹（ଘଓ߹）がߦうಛྫ年金給等のۀ務に要する費用にॆてるためڌग़し
たಛྫۀ務負担金を含めて計上しております。

　　　  なお、当連結会計年度においてଘଓ߹に対してڌग़したಛྫۀ務負担金の額は、��
ඦສԁとなっております。

　　　 また、同߹よりࣔされた平成2�年�݄ݱ在における平成��年�݄までのಛྫۀ務負担
金のকདྷࠐݟ額は、2��ඦສԁとなっております。

؆ศ法で計算した
退職給費用 42

（୯Ґ：ඦສԁ）

　 　̱退職給࠴務および年金資産と
　　　連結貸借対照表に計上された退職給にる負࠴のௐ表

（注） ੵ੍ཱܕ度の退職給࠴務の額は、Ұൠ財ஂ法人ਆಸ川県ஂۀମ共済会の期退 
　　  職給金額���ඦສԁを߇除した金額としています。

　 ̲ 　退職給にؔ連する損益

務࠴度の退職給੍ܕཱੵ
年金資産

429
˚ 404

খ　計 24
ඇੵ੍ཱܕ度の退職給࠴務 39
連結貸借対照表に計上された
負࠴と資産の७額 64

（୯Ґ：ඦສԁ）

退職給にる負࠴ 64
連結貸借対照表に計上された
負࠴と資産の७額 64

（ 2 ）　 人݅費には、「ްੜ年金อ੍ݥ度ٴびྛஂۀړମ職員共済߹੍度の౷߹をਤるため
のྛஂۀړମ職員共済߹法等をഇࢭする等の法」ෟଇୈ��のنఆにͮجき、چ
ྛ共済߹（ଘଓ߹）がߦうಛྫ年金給等のۀ務に要する費用にॆてるためڌग़し
たಛྫۀ務負担金を含めて計上しております。

　　　  なお、当連結会計年度においてଘଓ߹に対してڌग़したಛྫۀ務負担金の額は、��
ඦສԁとなっております。

　　　 また、同߹よりࣔされた平成2�年�݄ݱ在における平成��年�݄までのಛྫۀ務負担
金のকདྷࠐݟ額は、2��ඦສԁとなっております。

؆ศ法で計算した
退職給費用 52

（୯Ґ：ඦສԁ）

　 　̱退職給࠴務および年金資産と
　　　連結貸借対照表に計上された退職給にる負࠴のௐ表

（注） ੵ੍ཱܕ度の退職給࠴務の額は、Ұൠ財ஂ法人ਆಸ川県ஂۀମ共済会の期退 
　　  職給金額���ඦສԁを߇除した金額としています。

　 ̲ 　退職給にؔ連する損益

務࠴度の退職給੍ܕཱੵ
年金資産

488
˚ 437

খ　計 51
ඇੵ੍ཱܕ度の退職給࠴務 44
連結貸借対照表に計上された
負࠴と資産の७額 95

（୯Ґ：ඦສԁ）

退職給にる負࠴ 95
連結貸借対照表に計上された
負࠴と資産の७額 95
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ฏ2�年度 ฏ27年度

 9 ੫ޮՌ会計にؔする事߲  9 ੫ޮՌ会計にؔする事߲

（̍）　 繰Ԇ੫金資産および繰Ԇ੫金負࠴のൃੜ原Ҽผの主な内༁等

（ 2 ）　 法ఆ実ޮ੫と法人੫等負担とのࠩҟの主な原Ҽ

（ � ）　 地ํ੫等の੫のมߋ
　　　 「地ํ੫法等のҰ部をվਖ਼する法」（平成2�年法ୈ�号）および「地ํ法人੫法」（平

成2�年法ୈ��号）が平成2�年�݄��にެされ、平成2�年��݄�以ޙに։࢝す
る年度から法人ॅຽ੫法人੫ׂ等の੫の引Լ͛、法人事ۀ੫の੫の引上͛および地
ํ法人੫の՝੫がߦわれることとなりました。これにい、平成2�年�݄�に։࢝する年
度以ޙにղফがࠐݟまれるҰࠩ࣌ҟ等にかかる繰Ԇ੫金資産および繰Ԇ੫金負࠴の計算
に用する法ఆ実ޮ੫は、ै དྷの2����％から2����％となります。この੫มߋによ
り、繰Ԇ੫金負࠴が��ඦສԁ૿Ճし、その他有Ձূ݊ධՁࠩ額金が�2ඦສԁݮগし、法
人੫等ௐ額が�ඦສԁݮগしております。

（̍）　 繰Ԇ੫金資産および繰Ԇ੫金負࠴のൃੜ原Ҽผの主な内༁等

（ 2 ）　 法ఆ実ޮ੫と法人੫等負担とのࠩҟの主な原Ҽ

（ � ）　 地ํ੫等の੫のมߋ
　　　 「地ํ੫法等のҰ部をվਖ਼する等の法」（平成2�年法ୈ��号）が平成2�年݄̏ 2�

に成ཱし、平成2�年�݄�以ޙに։࢝する年度から法人事ۀ੫等の੫のมߋ等がさ
れることになりました。これにい、繰Ԇ੫金資産ٴび繰Ԇ੫金負࠴の計算に用する法
ఆ実ޮ੫はैདྷの2����％から、平成2�年�݄�に։࢝する年度にղফがࠐݟまれる
Ұࠩ࣌ҟ等については2����％、平成2�年�݄�に։࢝する年度以߱にղফがࠐݟまれ
るҰࠩ࣌ҟ等については2����％になります。この੫มߋにより、繰Ԇ੫金負࠴が���
ඦສԁ૿Ճし、その他有Ձূ݊ධՁࠩ額金が���ඦສԁݮগし、法人੫等ௐ額が�ඦສ
ԁݮগしております。

繰Ԇ੫金資産
　相ޓԉॿੵཱ金ա額 4112
　ະ払ྭ金 552
　ະ払事ۀ੫ 236
　貸引当金ա額 154
等ঈ٫ࣜג　 70
　繰Ԇফ費੫ 63
　繰Ԇ資産ঈ٫ա額 49
　その他 182
繰Ԇ੫金資産খ計 5421
ධՁੑ引当額 ˚ 4433
繰Ԇ੫金資産߹計（"） 987
繰Ԇ੫金負࠴
　その他有Ձূ݊ධՁࠩ額金 ˚ 29817
ఆ資産ѹॖੵཱ金ݻ　 ˚ 53
　શ֎部ग़資ධՁ益 ˚ 1
繰Ԇ੫金負࠴߹計（#） ˚ 29872
繰Ԇ੫金負࠴の७額（"）�（#） ˚ 28884

繰Ԇ੫金資産
　ถ࠴ࠃҝସࠩ額 4500
　相ޓԉॿੵཱ金ա額 4470
　ະ払ྭ金 584
　貸引当金ա額 158
等ঈ٫ࣜג　 70
　繰Ԇ資産ঈ٫ա額 63
　ະ払事ۀ੫ 58
　その他 215
繰Ԇ੫金資産খ計 10121
ධՁੑ引当額 ˚ 4786
繰Ԇ੫金資産߹計（"） 5335
繰Ԇ੫金負࠴
　その他有Ձূ݊ධՁࠩ額金 ˚ 29089
ఆ資産ѹॖੵཱ金ݻ　 ˚ 53
　શ֎部ग़資ධՁ益 ˚ 1
繰Ԇ੫金負࠴߹計（#） ˚ 29144
繰Ԇ੫金負࠴の७額（"）�（#） ˚ 23809

（୯Ґ：ඦສԁ） （୯Ґ：ඦສԁ）

法ఆ実ޮ੫ 27�83
（ௐ）
事ۀ分ྔ当金 ˚ 7�93
ධՁੑ引当額の૿ݮ 1�57
ަ際費等Ӭ久に損金に算入されない߲ 0�09
法人੫額ಛผ߇除 ˚ 0�07
ॅຽ੫均等ׂ 0�04
その他 ˚ 0�07
੫ޮՌ会計ద用ޙの法人੫等の負担 21�46

法ఆ実ޮ੫ 27�87
（ௐ）
ա年度法人੫等  44�81
ධՁੑ引当額の૿ݮ ˚ 36�40
事ۀ分ྔ当金 ˚ 7�93
受औ当金等Ӭ久に損金に算入されない߲ ˚ 0�86
法人੫額ಛผ߇除 ˚ 0�07
その他  0�04
੫ޮՌ会計ద用ޙの法人੫等の負担 27�44

（୯Ґ：％） （୯Ґ：％）

　子会社の営Ή事業はグループ全事業にめる割合がۇগであるため、事業の種類別情報は記載していません。

事業のछྨผ報

　連結子会社等にリスク管理債権はありませんので、当会のリスク管理債権と同額です。

連結事業年度のϦεΫཧݖ࠴の状況
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連結財務ॾද

１ɽ連結のൣғに関する事項

ຊのॆ࣮状況（連結）ࢿݾࣗ

　連結自己資本比率算出の対象となる会社と連結財務諸表規則の連結の範囲は同Ұとなっています。
　なお、連結の範囲はࡢ年度と同༷です。

◆࿈݁ࣗݾ資本ൺࢉग़の対象ͱなる会ࣾͱ࿈݁ࡒ務ॾ表نଇにお͚る
　࿈݁のൣғにؚ·Εる会ࣾͱの相ҧおよび相ҧがੜͨ͡原Ҽ　

　72ページをごཡください。

◆࿈݁子会ࣾ数ならびに主ཁな࿈݁子会ࣾの名শおよび主ཁな業務内༰

　該当する関連法人はありません。

◆ൺྫ࿈݁がద用さΕるؔ࿈法ਓ

　該当する会社はありません。

◆࿈݁άϧʔϓにଐする会ࣾͰあͬͯ会計࿈݁ൣғにؚ·Εない会ࣾ

◆࿈݁άϧʔϓにଐ͠ない会ࣾͰあͬͯ会計࿈݁ൣғにؚ·Εる会ࣾ
　該当する会社はありません。

　該当する制限等はありません。

◆࿈݁άϧʔϓ内の資金およびࣗݾ資本のҠಈにかかる੍ݶ等

　該当する会社はありません。

資本Λ下ճͬͨ額の総額ݾ資本Λ下ճͬͨ会ࣾの名শͱ所ཁࣗݾ上の所ཁ੍ࣗن◆
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　当連結グループでは、ଟ༷化するリスクに対応するとともに、会員や利用者のχーζに応えるため、財務基൫のڧ化を
経営の重要՝として取り組んでおり、平成28年3月末における連結自己資本比率は、18�82ˋとなりました。　
   なお、自己資本比率は永久劣後借入金の܁上償ؐにいҰ時的に下しましたが、平成28年4月1日の後配出資金受入
により20ˋをえるਫ準を確保しています。

資本ൺの状況ݾࣗ◆

　自己資本比率の算出にあたっては、「規制資本管理要項」、「自己資本比率算出要項」および「自己資本比率算出基準」
を定め、信用リスクについては標準的手法および信用リスク減手法、ΦペϨーシϣφル・リスクについては基ૅ的手法を
用して、適正なプロセスにより正確な自己資本比率を算出しています。また、これに基づき、当連結グループにおける信用࠾
リスクやΦペϨーシϣφル・リスクに対応したे分な自己資本のҡ࣋にめています。

　当連結グループの自己資本は会員からのී௨出資金の΄か、後配出資金、ճస出資金、ෛ債性資本ௐ達手ஈ（永久劣後
借入金）、ඇ支配ג主࣋分によりௐ達しています。

◆経営の݈શੑの֬保ͱࣗݾ資本のॆ࣮

注：ྼ ̍、の事લঝ認がಘられた߹にہଓしている߹を除き、監ಜ当ܧ・がൃੜ（߹ੜの࠶産の߹、ຽ事ഁ）事༝ޙ Χ݄લまで
の事લ௨により、平成 2�年 �݄�以߱のརଉ支払期または௨したにいつでもશ部またはҰ部をঈؐՄ。

注：ඇ支ג主࣋分にかかるग़資ൺ
　　ਆಸ川県ڠ信用อূࣜג会社：����％（લ年度����％）

߲　目 内　༰
ൃ行主体 ਆಸ川県信用業ڠಉ組合࿈合会
資本ௐ達手ஈの種類 ී通ग़資金
コア資本に係る基ૅ項目に算入した額 １３１ԯԁ（前年度 １３１ԯԁ）
配当率 ４�０ （̀前年度 ４�０ˋ）

ී通ग़資金

߲　目 内　༰
ൃ行主体 ਆಸ川県信用業ڠಉ組合࿈合会
資本ௐ達手ஈの種類 ग़資金ޙ
コア資本に係る基ૅ項目に算入した額 970ԯԁ（前年度 ８97ԯԁ）
配当率 ２�０ （̀前年度 ２�０ˋ）

ग़資金ޙ

߲　目 内　༰
ൃ行主体 ਆಸ川県信用業ڠಉ組合࿈合会
資本ௐ達手ஈの種類 ճసग़資金
コア資本に係る基ૅ項目に算入した額 127ԯԁ（前年度 ２01ԯԁ）

ճసग़資金

߲　目 内　༰
ൃ行主体 ਆಸ川県信用業ڠಉ組合࿈合会
資本ௐ達手ஈの種類 Ӭ久ྼޙआೖ金
コア資本に係る基ૅ項目に算入した額 153ԯԁ（前年度 １ɼ499ԯԁ）
Ұ定の事༝がੜじた場合に
償ؐ等をՄ能とする特約 あΓ（）

߲　目 内　༰
ൃ行主体 ਆಸ川県ڠ信用保ূࣜג会 （ࣾ）
資本ௐ達手ஈの種類 ී通ࣜג
コア資本に係る基ૅ項目に算入した額 3ԯԁ（前年度 ４ԯԁ）

ෛੑ࠴資本ௐୡखஈ（Ӭ久ྼޙआೖ金）

ඇ支ג主࣋分

2ɽࣗ ຊの状況ࢿݾ
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߲　目 平成26年度末 経過措置による
不算入額 平成27年度末 経過措置による

不算入額
ίΞ資本にる基ૅ߲目
ී௨出資ຢはඇྦྷੵ的永久༏先出資に係る会員資本の額 245669 258513
うち、出資金ٴび資本剰余金の額 102845 110166
うち、࠶評価ੵ立金の額 1 1
うち、利益剰余金の額 150042 155906
うち、֎部ྲྀ出༧定額（˚） 7219 7560
うち、上記以֎に該当するものの額 ˚ 0 ˚ 0

うち、処分ະ࣋ࡁ分の額（˚） 0 0
コア資本に算入される評価・算ࠩ額等 ʵ ʵ
うち、退職給付に係るものの額 ʵ ʵ

コア資本に係るௐ整後ඇ支配ג主࣋分の額 ʵ ʵ
コア資本に係る基ૅ項目の額に算入される引当金の合計額 15746 17032
うち、Ұൠ貸倒引当金ٴび相ޓԉॿੵ立金コア資本算入額 15746 17032
うち、適֨引当金コア資本算入額 ʵ ʵ

適֨旧資本ௐ達手ஈの額のうち、コア資本に係る基ૅ項目の額にؚまれる額 170083 28114
うち、ճస出資金の額 20104 12754
うち、上記以֎に該当するものの額 149979 15360

うち、ෛ債性資本ௐ達手ஈの額 149979 15360
公的機関による資本の増ڧに関する措置を௨じてൃ行された資本ௐ達手ஈの額のうち、コア資本に係る基ૅ項目の額にؚまれる額 ʵ ʵ
土地࠶評価額と࠶評価直લのா価額のࠩ額のޒे࢛パーセントに相当する額のうち、コア資本に係る基ૅ項目の額にؚまれる額 ʵ ʵ
ඇ支配ג主࣋分のうち、経過措置によりコア資本に係る基ૅ項目の額にؚまれる額 442 394
コア資本に係る基ૅ項目の額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　（イ） 431942 304055
ίΞ資本にるௐ߲目
ແݻܗ定資産（モーήージ・サービシング・ϥイπに係るものをআく。）の額の合計額 23 92 52 78
うち、のれんに係るもの（のれん相当ࠩ額をؚΉ。）の額 ʵ ʵ ʵ ʵ
うち、のれんٴびモーήージ・サービシング・ϥイπに係るもの以֎の額 23 92 52 78

延੫金資産（Ұ時ࠩҟに係るものをআく。）の額܁ ʵ ʵ ʵ ʵ
適֨引当金不額 ʵ ʵ ʵ ʵ
証券化取引にい増加した自己資本に相当する額 ʵ ʵ ʵ ʵ
ෛ債の時価評価によりੜじた時価評価ࠩ額であって自己資本に算入される額 ʵ ʵ ʵ ʵ
退職給付に係る資産の額 ʵ ʵ ʵ ʵ
自己保有ී௨出資等（純資産の部に計上されるものをআく。）の額 ʵ ʵ ʵ ʵ
ҙਤ的に保有している他の金融機関等の対象資本ௐ達手ஈの額 49 198 99 148
গ数出資金融機関等の対象ී௨出資等の額 ʵ ʵ ʵ ʵ
特定項目に係るेパーセント基準過額     ʵ ʵ ʵ ʵ
うち、その他金融機関等の対象ී௨出資等に該当するものに関連するものの額 ʵ ʵ ʵ ʵ
うち、モーήージ・サービシング・ϥイπに係るແݻܗ定資産に関連するものの額 ʵ ʵ ʵ ʵ
うち、܁延੫金資産（Ұ時ࠩҟに係るものに限る。）に関連するものの額 ʵ ʵ ʵ ʵ

特定項目に係るेޒパーセント基準過額 ʵ ʵ ʵ ʵ
うち、その他金融機関等の対象ී௨出資等に該当するものに関連するものの額 ʵ ʵ ʵ ʵ
うち、モーήージ・サービシング・ϥイπに係るແݻܗ定資産に関連するものの額 ʵ ʵ ʵ ʵ
うち、܁延੫金資産（Ұ時ࠩҟに係るものに限る。）に関連するものの額 ʵ ʵ ʵ ʵ

コア資本に係るௐ整項目の額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ロ） 72 151
資本ݾࣗ
自己資本の額 （（イ）ɻ（ロ））　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （ϋ） 431869 303903
ϦεΫɾΞセοτ等
信用リスク・アセットの額の合計額 1435566 1573411
  うち、経過措置によりリスク・アセットの額に算入される額の合計額 ˚ 435279 ˚ 432598

うち、ແݻܗ定資産（のれんٴびモーήージ・サービシング・ϥイπに係るものをআく。） 92 157
うち、܁延੫金資産 ʵ ʵ
うち、退職給付に係る資産 ʵ ʵ
うち、他の金融機関等けエクスϙージャー ˚ 435571 ˚ 432904
うち、上記以֎に該当するものの額 198 148

うち、ҙਤ的に保有している他の金融機関等の対象資本ௐ達手ஈの額 198 148
ΦペϨーシϣφル・リスク相当額の合計額をീパーセントでআして得た額 42049 41149
信用リスク・アセットௐ整額 ʵ ʵ
ΦペϨーシϣφル・リスク相当額ௐ整額 ʵ ʵ
リスク・アセット等の額の合計額　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （χ） 1477616 1614560
࿈݁ࣗݾ資本ൺ
連結自己資本比率 （（ϋ）ʗ（χ）） 29�22� 18�82�

注：①ڠ法ୈ��の2 ୈ�߲ୈ2号のنఆにͮجく߹のܦӦの݈શੑをஅするためのج४にかかる算ࣜにͮجき算ग़しています。なお、当連結άϧーϓはࠃ内ج४を࠾用しています。
　　②当連結άϧーϓは、信用ϦεΫ・Ξセッτ額の算ग़にあたってはඪ४తख法を、ద֨金融資産担อのద用については信用ϦεΫݮख法の؆ศख法を、Φϖレーシϣφϧ・ϦεΫ相当額の 
　　　算ग़にあたってはૅجతख法を࠾用しています。
̍、తख法とはૅج   　　 年ؒのૈར益に����を͡た額のۙ̏年ؒの平均によりΦϖレーシϣφϧ・ϦεΫ相当額を算ग़するํ法です。
　　  なお、̍ 年ؒのૈར益は、ܦ常ར益から࠴ࠃ等݊࠴ച٫益・ঈؐ益およびその他ܦ常ऩ益を߇除し、役務औ引等費用、࠴ࠃ等݊࠴ച٫損・ঈؐ損・ঈܦ、٫費、その他ܦ常費用および金મ
　　　の信ୗӡ用ݟ߹費用をՃ算して算ग़しています。

（単位：百万円、̀ ）
（1）連結ࣗࢿݾຊのߏ
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信用ϦεΫに対する所ཁࣗݾ資本の額および区分͝ͱの内༁ （単位：百万円）

信用ϦεΫɾΞセοτ
平成26年度末 平成27年度末

エクスϙージャー
の期末残高

リスク・アセット額
（Ａ）

所要自己資本額
（̗́ Ａ̫ ４̀ ）

エクスϙージャー
の期末残高

リスク・アセット額
（Ａ）

所要自己資本額
（̗́ Ａ̫ ４̀ ）

զが国の中央および中央銀行け 619395 ʵ ʵ 705973 ʵ ʵ

զが国の地方公ڞ団体け 139607 ʵ ʵ 130214 ʵ ʵ

地方公ڞ団体金融機構け ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ

զが国の関係機関け 8695 869 34 11540 1154 46

地方ࡾ公社け 2118 1 0 1920 0 0

金融機関および第Ұ種金融取引業者け 3301537 660226 26409 3356667 671299 26851

法人等け 312044 176131 7045 302982 179467 7178

中小企業等けおよびݸ人け 175 122 4 158 107 4

当権付住宅ローン 3230 1130 45 2858 1000 40

不動産取得等事業け 5203 5088 203 6078 5921 236

月以上延滞等ࡾ 4235 6183 247 7729 11421 456

信用保証協会等による保証付 778 77 3 626 62 2

出資等 22739 22739 909 26554 26554 1062

他の金融機関等の対象資本ௐ達手ஈ 383948 959872 38394 409775 1024438 40977

特定項目のうちௐ整項目に算入されないもの 977 2443 97 5330 13327 533

ෳ数の資産をཪ付とする資産（いΘΏるϑΝンυ）
のうち、ݸʑの資産のѲがࠔな資産 70 70 2 222 222 8

証券化 19096 15069 602 20230 52215 2088

経過措置によりリスク・アセットの額に算入、
不算入となるもの ˚ 435279 ˚ 17411 ˚ 432677 ˚ 17307

上記以֎ 145276 20729 829 179228 18762 750
標準的手法を適用するエクスϙージャー別計 4969131 1435477 57419 5168093 1573278 62931

̘̫ Ａリスク相当額 ８ỳ 89 3 132 5

中央ਗ਼算機関関連エクスϙージャー 15 0 0 33 0 0
信用リスク・アセットの額の合計額 4969146 1435556 57422 5168127 1573411 62936

ΦϖレʔγϣφϧɾϦεΫに対する
所ཁࣗݾ資本の額 （基ૅతख法）

ΦペϨーシϣφル・リスク相当額を
８̀ でআして得た額

（Ａ）

所要自己資本額
（̗́ Ａ̫ ４̀ ）

ΦペϨーシϣφル・リスク相当額を
８̀ でআして得た額

（Ａ）

所要自己資本額
（̗́ Ａ̫ ４̀ ）

42049 1681 41149 1645

所ཁࣗݾ資本額
リスク・アセット等（分）合計

（Ａ）
所要自己資本額
（̗́ Ａ̫ ４̀ ）

リスク・アセット等（分）合計
（Ａ）

所要自己資本額
（̗́ Ａ̫ ４̀ ）

1477616 59104 1614560 64582

注： ① 「ϦεΫ・Ξセッτ額」のཝには、信用ϦεΫޮݮՌద用ޙのϦεΫ・Ξセッτ額を原ΤΫε
　　　ϙーδャーのछྨ͝とに記載しています。
　 ② 「ΤΫεϙーδャー」とは、ϦεΫにさらされている資産（Φフ・όϥϯεを含む）のことをいい、
　　　۩ମతには貸ग़金有Ձূ݊等が֘当します。
　 ③ 「三݄以上Ԇ等」とは、ݩ本またはརଉの支払がఆ支払のཌから̏ Χ݄以上Ԇし
　　  ている࠴務者にかかるΤΫεϙーδャーおよび「金融ؔػおよびୈҰछ金融औ引ۀ
　　　者け」、「法人等け」等においてϦεΫ・ΣΠτが���％になったΤΫεϙーδャーの
　　　ことです。
　 ④ ňग़資等」とは、ग़資等ΤΫεϙーδャー、ॏ要なग़資のΤΫεϙーδャーが֘当します。
　  ᶇ「ূ݊Խ」とは、原資産にかかる信用ϦεΫを༏ઌྼߏޙのある2以上のΤΫεϙーδャー
　　　に֊Խし、そのҰ部またはશ部をୈ三者にҠసするੑ࣭を有するऔ引のことです。

ʸ �％
ۙ �年ؒのうちૈར益がਖ਼のであった年数　

（ૈར益（ਖ਼のの߹にݶる）̫ ��％）のۙ�年ؒの߹計額

　　ᶈ ňܦաા置によりϦεΫ・Ξセッτの額に算入、ෆ算入となるもの」とは、他の金融ؔػ等の対 
　　　象資本ௐୡखஈ、ίΞ資本にかかるௐ߲および地࠶ධՁࠩ額金にかかるܦաા置
　　　により、ϦεΫ・Ξセッτに算入したもの、ෆ算入としたものが֘当します。
　　ᶉ 「上記以֎」には、ݱ金・֎ࠃの中央および中央ۜߦけ・ࠃ際ܾ済ۜߦ等け・֎ࠃ
　　　　の中央等以֎のެ共部け・ࠃ際։ൃۜߦけ・औཱະ済खܗ・ະܾ済औ引・その他
　　　の資産（ݻఆ資産等）・ؒ ਗ਼算ࢀՃ者け・信用ϦεΫݮख法として用いるอূまたは
　　　Ϋレδッτ・σϦόςΟϒの໔額が含まれます。
　  ᶊ Φϖレーシϣφϧ・ϦεΫ相当額算ग़にあたり、当連結άϧーϓではૅجతख法を࠾用して
　　　います。
　　　　＜Φϖレーシϣφϧ・ϦεΫ相当額を�％で除してಘた額の算ग़ํ法（ૅجతख法）＞

（２）ࣗ  ຊのॆ࣮度に関する事項ࢿݾ
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注：①「信用ϦεΫにؔするΤΫεϙーδャーのߴ」には、資産（ࣗݾ資本߇除となるもの、 
　　  ূ݊ԽΤΫεϙーδャーに֘当するものを除く）ならびにΦフŋόϥϯεऔ引およびੜ
　　 औ引の༩信相当額を含みます。
　 ②「うち貸ग़金等」には、貸ग़金の΄か、ίϛッτϝϯτおよびその他のσϦόςΟϒ以֎
　　 のΦフ・όϥϯεシーτ・ΤΫεϙーδャーを含んでいます。なお、ίϛッτϝϯτとは、
した期ܖ 　　 ・ؒ融資のൣғ内で、お٬さまの͝ٻにͮجき、金融ؔػが融資を実ߦ
　　 することをଋするܖにおける融資Մ額のことです。

③「店಄σϦόςΟϒ」とは、εϫッϓ等の金融ੜのうち相対でߦわれるऔ引をいい
　 ます。
④「三݄以上ԆΤΫεϙーδャー」とは、ݩ本またはརଉの支払がఆ支払のཌか
　 ら�Χ݄以上ԆしているΤΫεϙーδャーをいいます。
ᶇ「その他」には、フΝϯυのうちݸʑの資産のѲがࠔな資産ݻఆ資産等が֘当します。
　　

（単位：百万円）

（1）信༻ϦεΫに関するΤΫεϙージϟー（地Ҭผɺ業छผɺଘؒظผ）
　　および݄ࡾҎ্ԆΤΫεϙージϟーのظߴ 

平成26年度末 平成27年度末
信用リスクに
関するエクス
ϙージャーの
残高

月以上ࡾ
延滞エクス
ϙージャー

信用リスクに
関するエクス
ϙージャーの
残高

月以上ࡾ
延滞エクス
ϙージャーうち

貸出金等
うち
債券

うち店頭
デリバティブ

うち
貸出金等

うち
債券

うち店頭
デリバティブ

国内 4823093 668809 977152 185 131 4981121 740887 1073960 147 148
国֎ 126956 ʵ 119314 ʵ ʵ 166775 ʵ 152609 ʵ ʵ

地Ҭ別ߴ計 4950050 668809 1096466 185 131 5147896 740887 1226569 147 148

法
人

農業 474 472 ʵ ʵ ʵ 470 469 ʵ ʵ 11
林業 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ
ਫ産業 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ
造業 59322 31566 21095 ʵ ʵ 51316 27712 16870 ʵ ʵ
߭業 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ
建設・不動産業 67325 52076 15144 ʵ ʵ 70293 53938 16340 ʵ ʵ
・Ψス・ؾి
ڙ給・ਫಓ業 1700 1700 ʵ ʵ ʵ 1000 1000 ʵ ʵ ʵ

運༌・௨信業 21396 7946 8732 ʵ ʵ 23519 9532 9151 ʵ ʵ
金融・保ݥ業 3802188 497133 161111 185 ʵ 3874426 563217 183361 147 ʵ
Է売・小売・ҿ৯・
サービス業 73350 57123 12692 ʵ ʵ 82203 65563 12636 ʵ ʵ

日本国・
地方公ڞ団体 759003 627 758376 ʵ ʵ 836188 588 835599 ʵ ʵ

上記以֎ 132550 ʵ 119314 ʵ ʵ 173078 ʵ 152609 ʵ ʵ
人ݸ 20249 20162 ʵ ʵ 131 18951 18865 ʵ ʵ 136
その他 12487 ʵ ʵ ʵ ʵ 16448 ʵ ʵ ʵ ʵ

業種別ߴ計 4950050 668809 1096466 185 131 5147896 740887 1226569 147 148
１年以下 3450222 425901 83348 1 3515611 489255 71631 6
１年３年以下 360320 75033 256387 99 380681 48388 328379 104
３年５年以下 251227 25881 224762 83 211524 52291 158981 35
５年７年以下 167545 27149 140355 ʵ 104895 16781 88017 ʵ
７年１̌ 年以下 194007 95087 96690 ʵ 304945 114724 186255 ʵ
１̌ 年 303360 8437 294922 ʵ 391894 9126 382678 ʵ
期限の定めのないもの 223365 11318 ʵ ʵ 238343 10319 10625 ʵ

計ߴ別ؒظଘ 4950050 668809 1096466 185 5147896 740887 1226569 147

　当会および与信を行っている連結子会社では、経営の健全性を࣋ݎするため、それͧれがࡦ定している規程に基づき、
決算日を基準日として自己査定を行ったうえ、それͧれの基準に基づく引当率に応じて貸倒引当金を計上しています。

ʪି引金の計上基४ʫ

　当連結グループでは、信用リスクは収益ൃੜをҙਤし能動的に取得するリスクのͻとつとして位置づけており、良࣭な
資産のੵ上げによる収益上と、与信ू中等に配ྀしたリスク分散の実現を基本的なスタンスとしています。
　信用リスクの管理方法や手続については、当会および与信を行っている連結子会社がそれͧれࡦ定したリスク管理に
関連した規程に基づき管理しています。
　当会は、連結子会社・関連会社のリスク管理態勢整備にඞ要な事項のܒ・指導等を行っています。
　当会における信用リスク管理の方および手続等の۩体的内容は単体の開示内容（53ページ）をご参照ください。

ʪ信用ϦεΫ管理の方ʫ

3ɽ信༻ϦεΫに関する事項

◆ϦεΫ管理の方およびखଓの֓ཁ
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（２）ି 引ۚのظߴおよびظத૿ֹݮ

平成26年度末 平成27年度末

期ट残高 期中
増加額

期中減গ額
期末残高 期ट残高 期中

増加額
期中減গ額

期末残高
目的用 その他 目的用 その他

Ұൠ貸倒引当金 1044 991 ʵ 1044 991 991 1056 ʵ 991 1056
別貸倒引当金ݸ 588 650 8 580 650 650 665 2 648 665

（単位：百万円）
ି引金のظ末ߴおよびظ中増ݮ額

（単位：百万円）

注：①Ұൠ貸引当金についてはۀछผの算ఆをߦっていないため、ݸผ貸引当金のみ記載しています。
　 ②当連結άϧーϓでは、ࠃ֎への貸ग़等をߦっていないため、地Ҭผ（ࠃ内・ࠃ֎）の։ࣔをলུしています。

平成26年度末 平成27年度末
別貸倒引当金ݸ

貸出金償却
別貸倒引当金ݸ

貸出金償却
期ट残高 期中増減額 期末残高 期ट残高 期中増減額 期末残高

法
人

農業 1 ˚ 0 1 ʵ 1 1 2 ʵ
林業 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ
ਫ産業 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ
造業 55 172 227 ʵ 227 ˚ 16 210 ʵ
߭業 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ
建設・不動産業  ɻ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ

・Ψス・ؾి
ڙ給・ਫಓ業 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ

運༌・௨信業 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ
金融・保ݥ業 244 ˚ 31 213 ʵ 213 ˚ 11 201 ʵ

Է売・小売・ҿ৯・
サービス業 35 ˚ 35  ɻ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ

上記以֎ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ
人ݸ 251 ˚ 42 208 0 208 42 251 ʵ

業種別計 588 61 650 0 650 15 665 ʵ

業種別のݸ別ି引金のظ末 額およびିग़金ঈ٫の額ݮ中増ظɾߴ

（3）信༻ϦεΫޮݮՌצҊޙのߴおよびϦεΫ・ΣΠτ1250ˋΛద༻するߴ

注：①信用ϦεΫにؔするΤΫεϙーδャーのߴには、資産（ࣗݾ資本߇除となるもの、ূ ݊ԽΤΫεϙーδャーに֘当するものを除く）ならびにΦフŋόϥϯεऔ引およびੜऔ引の
　　　༩信相当額を含みます。
　   ②「֨あり」にはΤΫεϙーδャーのϦεΫ・ΣΠτఆにおいて֨を用しているもの、「֨なし」にはΤΫεϙーδャーのϦεΫ・ΣΠτఆにおいて֨を用していない
　 　 ものを記載しています。なお、֨はద֨֨ؔػによるґཔ֨のみ用しています。
　   ③ աા置によってϦεΫ・Ξセッτに算入ܦ、のϦεΫ・ΣΠτによってू計しています。またޙաા置ద用ܦ、したΤΫεϙーδャーについてはߋաા置によってϦεΫ・ΣΠτをมܦ
　　　したものについてもू計の対象としています。
　   ④「�2��％」には、ඇ同ܾ࣌済औ引にかかるもの、信用ϦεΫݮख法として用いるอূまたはΫレδッτ・σϦόςΟϒの໔額にかかるもの、ॏ要なग़資のΤΫεϙーδャーなͲϦεΫ・
　　　ΣΠτ�2��％をద用したΤΫεϙーδャーがあります。

（単位：百万円）

平成26年度末 平成27年度末
֨付あり ֨付なし 計 ֨付あり ֨付なし 計

信
用
リ
ス
ク
削
減
効
果
勘
案
後
残
高

0� 50 886188 886238 50 998638 998688
2� ʵ 15 15 ʵ 33 33
4� ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ

10� ʵ 9473 9473 ʵ 12166 12166
20� 92084 3301253 3393337 73573 3356832 3430405
35� ʵ 3230 3230 ʵ 2858 2858
50� 123114 87 123202 128102 85 128187
75� ʵ 164 164 ʵ 145 145

100� 66981 192928 259910 59381 206065 265446
150� 4103 264178 268281 7581 264155 271737
200� ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ
250� ʵ 6486 6486 ʵ 38454 38454
その他 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ

1250� ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ
合　計 286334 4664007 4950341 268688 4879436 5148124
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　当連結グループにおける信用リスク減手法に関するリスク管理の方および手続等については、当会に準じて管理し
ています。۩体的内容は単体の開示内容（５6  ページ）をご参照ください。

（単位：百万円）

（1）ੜऔ引およびؒظࡁܾظऔ引の内༁
平成26年度末 平成27年度末

与信相当額の算出に用いる方ࣜ カϨント・エクスϙージャー方ࣜ カϨント・エクスϙージャー方ࣜ

4ɽ信༻ϦεΫݮख法に関する事項

信用ϦεΫݮख法がద用さΕͨΤΫεϙʔδϟʔの額

　当連結グループでは、当会以֎でੜ取引および長期決ࡁ期間取引を行っていないため、連結グループにおける当
該取引にかかるリスク管理の方および手続等は定めていません。当会におけるリスク管理の方および手続等の۩体的
内容は単体の開示内容（57ページ）をご参照ください。

άϩε࠶構ங
ίετの額

信用ϦεΫݮ
ޮՌצҊ前の
༩信相額

୲　保 信用ϦεΫݮ
ޮՌצҊޙの
༩信相額ݱ金ɾ ࣗ 会ஷ金 ݊　࠴ ͦのଞ

֎国為替関連取引 185 293 ʵ ʵ ʵ 293
金利関連取引 118 147 ʵ ʵ ʵ 147
金関連取引 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ
関連取引ࣜג ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ
金ଐ（金をআく）関連取引و ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ
その他コモディティ関連取引 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ
クϨジット・デリバティブ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ

ੜ合計 303 440 ʵ ʵ ʵ 440
長期決ࡁ期間取引 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ
Ұ括ਗ਼算ネッティング契約による
与信相当額減効Ռ（˚） ʵ ʵ

合　計 303 440 ʵ ʵ ʵ 440

（単位：百万円）
ʪ平成27年度末ʫ

平成26年度末 平成27年度末
適֨金融 
資産୲保 保　証 クϨジット・ 

デリバティブ
適֨金融 
資産୲保 保　証 クϨジット・ 

デリバティブ
地方公ڞ団体金融機構け ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ

զが国の関係機関け ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ

地方ࡾ公社け ʵ 2113 ʵ ʵ １９１５ ʵ
金融機関および 
第Ұ種金融取引業者け ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ

法人等け 62780 95 ʵ 62240 40 ʵ

中小企業等けおよびݸ人け ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ

当権付住宅ローン ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ

不動産取得等事業け ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ

月以上延滞等ࡾ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ

証券化 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ

中央ਗ਼算機関関連 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ

上記以֎ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ

合　計 62780 2208 ʵ 62240 １９56 ʵ

5ɽੜऔ引およびؒظࡁܾظऔ引のϦεΫに関する事߲

注：①「ΤΫεϙーδャー」とは、ϦεΫにさらされている資産（Φフ・όϥϯεを含む）のこと
　　　をいい、۩ମతには貸ग़金有Ձূ݊等が֘当します。
　 ②「三݄以上Ԇ等」とは、ݩ本またはརଉの支払がఆ支払のཌから �Χ݄以上Ԇ 
　　　している࠴務者にかかるΤΫεϙーδャーおよび「金融ؔػおよびୈҰछ金融
　　　औ引ۀ者け」、「法人等け」等においてϦεΫ・ΣΠτが���％になったΤΫεϙー
　　　δャーのことです。
　 ③「ূ݊Խ」とは、原資産にかかる信用ϦεΫを༏ઌྼߏޙのある２以上のΤΫεϙー
　　 δャーに֊Խし、そのҰ部またはશ部をୈ三者にҠసするੑ࣭を有するऔ引のことです。

④「上記以֎」には、ݱ金・֎ࠃの中央および中央ۜߦけ・ࠃ際ܾ済ۜߦ等け・֎ࠃ
　の中央等以֎のެ共部け・ࠃ際։ൃۜߦけ・औཱະ済खܗ・ະܾ済औ引・その他
　の資産（ݻఆ資産等）等が含まれます。
ᶇ「Ϋレδッτ・σϦόςΟϒ」とは、ୈ三者（ࢀ照৫）の信用ϦεΫを対象に、信用ϦεΫ
　をճආしたい者（ϓロςΫシϣϯのങいख）と信用ϦεΫをऔಘしたい者（ϓロςΫシϣϯ
　のചりख）とのؒでܖを結び、ࢀ照৫に信用事༝（Ԇ・ഁ 産なͲ）がൃੜした߹に
　ϓロςΫシϣϯのങいखがചりखからܖにͮجくҰఆ金額を受ྖするऔ引をいいます。
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　該当する取引はありません。

（２）༩信૬ֹࢉग़のରͱなるΫϨジοτ・σϦόςΟϒ 

　該当する取引はありません。

（1）連結άϧーϓ͕ΦϦジωーλーͰある合における
　　信༻ϦεΫ・Ξηοτのࢉग़ରͱなるূ݊ԽΤΫεϙージϟーに関する事項

　該当する取引はありません。

（３）信༻ϦεΫݮख法のޮՌΛצҊするたΊに༻͍͍ͯるΫϨジοτ・σϦόςΟϒ

（２）連結άϧーϓ͕ࢿՈͰある合における
　　信༻ϦεΫ・Ξηοτのࢉग़ରͱなるূ݊ԽΤΫεϙージϟーに関する事項

平成26年度末 平成27年度末
証券化エクスϙージャー 証券化エクスϙージャー࠶ 証券化エクスϙージャー 証券化エクスϙージャー࠶

Φϯɾόϥϯε

クϨジットカーυ与信 533 ʵ 83 ʵ
住宅ローン 3715 ʵ 2948 ʵ
自動ंローン 12955 ʵ 13142 ʵ
その他 1892 ʵ 4056 ʵ
合　計 19096 ʵ 20230 ʵ

Φϑɾόϥϯε

クϨジットカーυ与信 ʵ ʵ ʵ ʵ
住宅ローン ʵ ʵ ʵ ʵ
自動ंローン ʵ ʵ ʵ ʵ
その他 ʵ ʵ ʵ ʵ
合　計 ʵ ʵ ʵ ʵ

（単位：百万円）

注：ূ ݊ԽΤΫεϙーδャーは݊ূ࠶ԽΤΫεϙーδャーを除いて記載し、ূ ݊ԽΤΫεϙーδャーと݊ূ࠶ԽΤΫεϙーδャーを۠ผして記載しています。

　当連結グループでは、当会以֎で証券化エクスϙージャーを取り扱っていないため、連結グループにおける当該取引に
かかるリスク管理の方およびリスク特性等は定めていません。当会におけるリスク管理の方およびリスク特性等の۩
体的内容は単体の開示内容（58ページ）をご参照ください。

�ɽূ ݊ԽΤΫεϙージϟーに関する事項 

保༗するূ݊ԽΤΫεϙʔδϟʔの額

注：①「Χレϯτ・ΤΫεϙーδャーํࣜ」とは、ੜऔ引および期ܾ済期ؒऔ引の༩信相当額を算ग़するํ法のҰつです。ߏ࠶ஙίετとఆݩ本にҰఆのֻを͡てಘた額の߹計で
　　　༩信相当額を算ग़します。なお、「ߏ࠶ஙίετ」とは、同Ұのऔ引を市で࠶度ߏஙするのにඞ要となるίετ（ただし�をԼճらない）をいいます。
　 ②「Ϋレδッτ・σϦόςΟϒ」とは、ୈ三者（ࢀ照৫）の信用ϦεΫを対象に、信用ϦεΫをճආしたい者（ϓロςΫシϣϯのങいख）と信用ϦεΫをऔಘしたい者（ϓロςΫシϣϯのചりख）
　　 とのؒでܖを結び、ࢀ照৫に信用事༝（Ԇ・ഁ 産なͲ）がൃੜした߹にϓロςΫシϣϯのങいखがചりखからܖにͮجくҰఆ金額を受ྖするऔ引をいいます。
　  ③「ఆݩ本」とは、σϦόςΟϒऔ引においてՁܾ֨ఆのためにར用される名上のݩ本のことをいいます。Φϯ・όϥϯεのݩ本と۠ผして「ఆݩ本」とݺれています。

（単位：百万円）

グロス࠶構ங
コストの額

信用リスク減
効Ռ勘案લの
与信相当額

୲　保 信用リスク減
効Ռ勘案後の
与信相当額現金・ 自会貯金 債　券 その他

֎国為替関連取引 8 113 ʵ ʵ ʵ 113
金利関連取引 151 185 ʵ ʵ ʵ 185
金関連取引 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ
関連取引ࣜג ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ
金ଐ（金をআく）関連取引و ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ
その他コモディティ関連取引 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ
クϨジット・デリバティブ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ

ੜ合計 160 298 ʵ ʵ ʵ 298
長期決ࡁ期間取引 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ
Ұ括ਗ਼算ネッティング契約による
与信相当額減効Ռ（˚） ʵ ʵ

合　計 160 298 ʵ ʵ ʵ 298

ʪ平成26年度末ʫ
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証券化エクスϙージャー 証券化エクスϙージャー࠶
リスク・Σイト۠分 残　高 所要自己資本額 リスク・Σイト۠分 残　高 所要自己資本額

Φン・バϥンス

リスク・Σイト20ˋ 18181 145 

Φン・バϥンス

リスク・Σイト4̌ ˋ ʵ ʵ
リスク・Σイト50ˋ ʵ ʵ リスク・Σイト100ˋ ʵ ʵ
リスク・Σイト100ˋ ʵ ʵ リスク・Σイト225ˋ ʵ ʵ
リスク・Σイト350ˋ ʵ ʵ リスク・Σイト650ˋ ʵ ʵ
リスク・Σイト1250ˋ 914 457 リスク・Σイト1250ˋ ʵ ʵ
合　計 19096 602 合　計 ʵ ʵ

Φϑ・バϥンス

リスク・Σイト20ˋ ʵ ʵ

Φϑ・バϥンス

リスク・Σイト4̌ ˋ ʵ ʵ
リスク・Σイト50ˋ ʵ ʵ リスク・Σイト100ˋ ʵ ʵ
リスク・Σイト100ˋ ʵ ʵ リスク・Σイト225ˋ ʵ ʵ
リスク・Σイト350ˋ ʵ ʵ リスク・Σイト650ˋ ʵ ʵ
リスク・Σイト1250ˋ ʵ ʵ リスク・Σイト1250ˋ ʵ ʵ
合　計 ʵ ʵ 合　計 ʵ ʵ

（単位：百万円）ʪ平成26年度末ʫ

注：①ূ݊ԽΤΫεϙーδャーは݊ূ࠶ԽΤΫεϙーδャーを除いて記載し、ূ ݊ԽΤΫεϙーδャーと݊ূ࠶ԽΤΫεϙーδャーを۠ผして記載しています。
　 ②ϦεΫ・ΣΠτ�2��％には、フΝϯυのうちཪ資産がѲできない額を含んでいます。

ূ݊ԽΤΫεϙʔδϟʔ ԽΤΫεϙʔδϟʔ݊ূ࠶
リスク・Σイト۠分 残　高 所要自己資本額 リスク・Σイト۠分 残　高 所要自己資本額

Φϯɾόϥϯε

リスク・Σイト20ˋ 16314 130

Φϯɾόϥϯε

リスク・Σイト4̌ ˋ ʵ ʵ
リスク・Σイト50ˋ ʵ ʵ リスク・Σイト100ˋ ʵ ʵ
リスク・Σイト100ˋ ʵ ʵ リスク・Σイト225ˋ ʵ ʵ
リスク・Σイト350ˋ ʵ ʵ リスク・Σイト650ˋ ʵ ʵ
リスク・Σイト1250ˋ 3916 1958 リスク・Σイト1250ˋ ʵ ʵ
合　計 20230 2088 合　計 ʵ ʵ

Φϑɾόϥϯε

リスク・Σイト20ˋ ʵ ʵ

Φϑɾόϥϯε

リスク・Σイト4̌ ˋ ʵ ʵ
リスク・Σイト50ˋ ʵ ʵ リスク・Σイト100ˋ ʵ ʵ
リスク・Σイト100ˋ ʵ ʵ リスク・Σイト225ˋ ʵ ʵ
リスク・Σイト350ˋ ʵ ʵ リスク・Σイト650ˋ ʵ ʵ
リスク・Σイト1250ˋ ʵ ʵ リスク・Σイト1250ˋ ʵ ʵ
合　計 ʵ ʵ 合　計 ʵ ʵ

（単位：百万円）ʪ平成27年度末ʫ
ϦεΫɾΣΠτ区分͝ͱのߴおよび所ཁࣗݾ資本の額

（単位：百万円）

注：①ࣗݾ資本ൺࣔࠂୈ 22�のنఆにͮجき、֨ によりϦεΫ・ΣΠτ�2��％をద用したもの、および信用ิػを࣋つ *�0ετϦッϓεによりϦεΫ・ΣΠτ�2��％を
　　　ద用したূ݊ԽΤΫεϙーδャーを記載しています。
　　　なお、「信用ิػを࣋つ *�0ετϦッϓε」とは、ূ݊Խऔ引をߦう法人等に原資産をৡするূ݊Խऔ引において、原資産からকདྷੜ͡る金རऩ入を受けるݖརであって、
　　　当֘ূ݊Խऔ引にかかる他のূ݊ԽΤΫεϙーδャーに対する信用ิとしてར用されるようまれたもののことです。
　　②「その他」には、フΝϯυのうちཪ資産がѲできない額を含んでいます。

平成26年度末 平成27年度末
クϨジットカーυ与信 ʵ ʵ
住宅ローン ʵ ʵ
自動ंローン ʵ ʵ
その他 914 3916
合　計 914 3916

定によΓϦεΫɾΣΠτ1250ˋΛద用ͨ͠ূ݊ԽΤΫεϙʔδϟʔの額نୈ223のࣔࠂ資本ൺݾࣗ

信用リスク減手法の有ແ ແ

保༗する݊ূ࠶ԽΤΫεϙʔδϟʔに対する信用ϦεΫݮख法のద用の༗ແ
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　当連結グループでは、ΦペϨーシϣφル・リスクを受動的にൃੜする各種リスクと位置づけており、ΦペϨーシϣφル・リスク
の管理方法や手続については、当会に準じた内容で連結子会社がそれͧれ「リスク管理規程」、「コンプϥイアンス規程」
および「ݸ人情報保ޢ関連規程」をࡦ定し、当該リスクに応じた༧的措置をߨじることにより、リスクのݦ在化をະવに
止することを基本的なスタンスとしています。また、リスクがݦ在化した場合には、やかに復旧にめ、ൃ࠶止ࡦを
じることとしています。当会におけるΦペϨーシϣφル・リスク管理の方および手続等の۩体的内容は単体の開示内容ߨ

（61ページ）をご参照ください。

　当連結グループでは、当会以֎で重要性のある金利リスクをう取引を行っていないため、連結グループにおける
金利リスクにかかるリスク管理の方および手続等は定めていません。当会における金利リスクにかかるリスク管理の方
および手続等の۩体的内容は単体の開示内容（63ページ）をご参照ください。

7ɽΦペϨーγϣφϧ・ϦεΫに関する事項 

平成26年度末 平成27年度末
連結貸借対照表計上額 時価評価額 連結貸借対照表計上額 時価評価額

上場 25249 25249 22321 22321
ඇ上場 181150 181150 181182 181182
合　計 206400 206400 203504 203504

（1）ग़ࢿその他͜ΕにྨするΤΫεϙージϟーの連結ିआରরද計্ֹおよび࣌Ձ

注：「࣌ՁධՁ額」は、࣌Ձのあるものは࣌Ձ、࣌Ձのないものは連結貸借対照表計上額の߹計額です。

（単位：百万円）

（2）ग़ࢿその他͜ΕにྨするΤΫεϙージϟーのച٫およびঈ٫に͏ଛӹ
平成26年度末 平成27年度末

売却益 売却損 償却額 売却益 売却損 償却額
1 ʵ ʵ ʵ 28 ʵ

（単位：百万円）

平成26年度末 平成27年度末
評価益 評価損 評価益 評価損

12766 3 9810 0

（単位：百万円）

（３）連結ିआରরදͰ認ࣝ͞Ε連結ଛӹ計ࢉ書Ͱ認ࣝ͞Εな͍ධՁଛӹのֹ　　　　  
　  （อ༗目త۠Λその他༗Ձূ݊ͱし͍ͯるג ・ࣜग़ࢿのධՁଛӹ等） 

該当する評価損益の額はありません。

（４）連結ିआରরදおよび連結ଛӹ計ࢉ書Ͱ認ࣝ͞Εな͍ධՁଛӹのֹ  
　  （子会社・関連会社ࣜגのධՁଛӹ等）   

　当連結グループでは、連結子会社が当会以֎の出資その他これに類するエクスϙージャーを保有していますが、গ額の
ため特ஈの管理は行っていません。よって、連結グループにおける出資その他これに類するエクスϙージャーにかかるリスク
管理の方および手続等は定めていません。
　連結子会社が保有する出資その他これに類するエクスϙージャーは、「リスクマネジϝント規程」および「資産の評価
および償却・引当基準」に基づき、管理を行っています。
　当会における出資その他これに類するエクスϙージャーにかかるリスク管理の方および手続等の۩体的内容は単体の
開示内容（62ページ）をご参照ください。

�ɽग़ࢿその他͜ΕにྨするΤΫεϙージϟーに関する事項

�ɽۚ རϦεΫに関する事項

9�
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確　認　書

　私は平成２７年４月１日から平成２８年３月３１日まで

の事業年度にかかるディスクロージャー誌に記載した内

容のうち、財務諸表作成に関するすべての重要な点にお

いて関係諸法令に準拠して適正に表示されていることを

確認しました。

　当該確認を行うにあたり、財務諸表が適正に作成され

る以下の体制が整備され、有効に機能していることを確

認しました。

　 ・業務分掌と所管部署が明確化され、各部署が適切に

　　業務を遂行する体制が整備されております。

　 ・業務の実施部署から独立した業務監査部が内部管

　　理態勢の適切性・有効性を検証しており、重要な事

　　項については業務監査部から理事会等に適切に報告

　　されております。

　・重要な経営情報については、理事会等へ適切に付議・

　　報告されております。

平成２８年 7月7日
神奈川県信用農業協同組合連合会

注：財務諸表とは、貸借対照表、損益計算書、剰余金処分計算書、注記表、連結貸借対照表、連結損益計算書、連結剰余金計算書、連結キャッシュ・フロー計算書および
　 連結注記表を指しています。

代表理事理事長　　秦　道喜

DISCLOSE  2016経営者確認書
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大正  9年 
14年

1月
4月

有限責任神奈川県信用購買組合聯合会設立　　　　　
保証責任神奈川県信用組合聯合会に名称変更　　　　　

 昭和 16年 
19年 

23年 

24年
29年 
35年 
38年 
39年 
40年 
41年 
44年 
50年 
53年
54年 

59年 

61年

5月
1月
1月
8月
8月

11月
4月
3月
4月
3月
6月
7月
4月
7月

12月
2月
3月

11月
4月

12月
12月

保証責任神奈川県信用販売購買利用組合聯合会に名称変更
保証責任神奈川県信用販売購買利用組合聯合会解散
神奈川県農業会設立
神奈川県農業会解散
神奈川県信用農業協同組合連合会設立
農林中央金庫の代理業務を開始
農林漁業金融公庫の受託業務を開始
貯金1千億円達成
住宅金融公庫の受託業務を開始
農業改良資金の神奈川県指定代理金融機関の指定
横浜市収納代理金融機関の指定
内国為替取扱開始
９支所を７支所に変更
国庫金振込取扱事務開始
国民金融公庫の受託業務（進学貸付）を開始
全国銀行内国為替制度加盟
貯金5千億円達成
県内農協貯金ネット受払サービス取扱開始
７支所を2支所に変更
貯金1兆円達成
国債等窓販業務取扱開始

平成 2年 

 3年 
 4年 

 5年 
 6年  
 8年 

 9年 

10年
11年 
12年 
13年 

14年 

17年
18年
19年
20年
21年
22年
24年
25年
26年

7月
12月

8月
9月

12月
3月
3月
3月

10月
3月
6月

12月
1月
5月
6月
6月

11月
4月

10月
3月
4月
3月
3月
3月
5月

10月
1月
5月
8月

全国キャッシュサービスの取扱開始
日本銀行歳入金取扱開始（農林中央金庫代理事務）
両替業務取扱開始
日本銀行歳入復代理店取扱開始
貯金２兆円達成
神奈川県縁故債引受シンジケート団加入
後配出資制度導入
神奈川県公募公債引受シンジケート団加入
支所を廃止
横浜市縁故債引受シンジケート団加入
信託業務取扱開始（農中信託銀行の業務代理）
投資信託窓販業務取扱開始
日本銀行横浜支店と現金直接取引開始（農林中央金庫の業務代理）
郵貯とのＡＴＭ提携の開始
本体での信託業務取扱開始（土地信託・不動産管理信託および特定贈与信託）
経営管理委員会制度導入
インターネット・モバイルバンキング取扱開始
JA神奈川信用の信用事業譲受け
JAバンク神奈川ローンセンター開設
貯金3兆円達成
遺言信託・遺産整理業務取扱開始
後配出資増額（237億円）と永久劣後特約付借入（920億円）実施
後配出資増額（167億円）と永久劣後特約付借入（460億円）実施
永久劣後特約付借入（236億円）実施
新ＪＡＳＴＥＭシステムへ移行
特定信用事業代理業務取扱開始
旧神奈川県産業組合館の歴史的建造物認定
JAグループ神奈川ビル竣工
貯金4兆円達成

DISCLOSE  2016組　織

沿革・あゆみ
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資格別 平成2６年度末 平成2７年度末

正会員 ２１ ２0

准会員 ２2 ２0

合　計 ４3 ４0

（単位：会員）

役職名 氏 　名 役職名 氏 　名

経営管理委員会会長 髙桑　光雄 代表理事理事長 秦　　道喜

経営管理委員会副会長 長嶋　喜満 代表理事専務 菅森　雄司

経営管理委員 黒沼　利三 常務理事 飯田　律威

経営管理委員 原　　修一 常務理事 鈴木　俊春

経営管理委員 三ツ堀　清已 代表監事 大久保　透

経営管理委員 大川　良一 常勤監事 河野　　徹

経営管理委員 山口　政雄 監事 瀧川　隆雄

経営管理委員 沼田　照義 監事 山口　和裕

経営管理委員 中里　俊章 員外監事 川上　元久

経営管理委員 瀬戸　浩一

（平成28年6月30日現在）

区　分　 平成26年度末 平成２7年度末

男子職員 99 ９9

女子職員 86 ８8

常勤嘱託 42 ３9

合　計 227 ２26

（単位：人）

特定信用事業代理業者の状況
　 該当する取引はありません。

会　員

役　員

職　員

店舗名 所在地 代表電話番号

本所 横浜市中区海岸通１丁目２番地の２ ０４５-６８０-３０１１

厚木事務所 厚木市泉町３番１３号 ０４６-２２８-４３３０

（平成28年6月30日現在）
店舗一覧

組織体制等
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注： ①対象職員等には、期中に退任・退職した者も含めております。
　　②「主要な連結子法人等」とは、当会の連結子法人等のうち、当会の連結総資産に対して2％以上の資産を有する会社等をいいます。
　　③「同等額」は、平成２７年度に当会の常勤役員に支払った報酬額等の平均額としております。
　　④ 平成２７年度において、当会の常勤役員が受けた報酬等と同等額以上の報酬等を受けた者はおりません。

　開示の対象となる報酬告示に規定されている「対象職員等」の範囲は、当会の職員および当会の主要な連結子法人等の
役職員であって、常勤役員が受ける報酬等と同等額以上の報酬等を受ける者のうち、当会の業務および財産の状況に重要
な影響を与える者をいいます。
　なお、平成２７年度において、対象職員等に該当した者はおりません。

◆対象職員等

　 役員に対する報酬等の種類は、基本報酬と退職慰労金の２種類で、平成２７年度における対象役員に対する報酬等の
支払総額は、次のとおりです。
　 なお、基本報酬は現金のみであり、毎月所定日に指定口座への振り込みの方法により支払っています。また、退職慰労金
は、その支給に関する総会決議後、所定の手続を経て、基本報酬に準じた方法で支払っています。

◆役員報酬等の種類、支払総額および支払方法

◇役員退職慰労金
　役員退職慰労金については、役員報酬に役員在職年数に応じた係数を乗じて得た額に特別に功労があったと認めら
れる者については功労金を加算して算定し、総会で経営管理委員、理事および監事の別に各役員に支給する退職慰労
金の総額の承認を受けた後、役員退職慰労金規程に基づき、退任経営管理委員については経営管理委員会、退任理事に
ついては理事会、退任監事については監事の協議によって各人別の支給額と支給時期・方法を決定し、その決定に基づ
き支給しています。

　　なお、この役員退職慰労金の支給に備えて公正妥当な会計慣行に即して引当金を計上しています。

◇役員報酬（基本報酬）
　 　役員報酬は、経営管理委員、理事および監事の別に、各役員に支給する報酬総額の最高限度額を総会において決定
　し、その範囲内において、経営管理委員各人別の報酬額については経営管理委員会において、理事各人別の報酬額につ
　いては理事会において決定し、監事各人別の報酬額については監事の協議によって定めています。なお、業績連動型の
　報酬体系とはなっておりません。
　　この場合の役員各人別の報酬額の決定にあたっては、各人の役職・責務や在任年数等を勘案して決定しています。

◆対象役員の報酬等の決定等

　開示の対象となる報酬告示に規定されている「対象役員」は、常勤理事および常勤監事をいいます。

◆対象役員

　当会の対象役員および対象職員等の報酬等の体系は、上記開示のとおり過度なリスクテイクを惹起するおそれのある要素
はありません。したがって、報酬告示のうち、「対象役員および対象職員等の報酬等の体系とリスク管理の整合性ならびに対象
役員および対象職員等の報酬等と業績の連動に関する事項」、その他「報酬等の体系に関し参考となるべき事項」として、記
載する内容はありません。

支給総額
基本報酬 退職慰労金

75 22

（単位：百万円）

注：①対象役員は、理事４名、監事２名です。
　　②退職慰労金については、当年度に実際に支給した額ではなく、当年度
　　　の費用として認識される部分の金額（引当金への繰入額と支給額のう
　　　ち当年度の負担に属する金額）によっています。

対象役員に対する報酬等

1. 役 員

2. 職員等

3. その他

組　織

役員等の報酬体系
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店舗外ＡＴＭの主な設置場所

店舗内 店舗外
３79（３８0） 38（38）

（平成28年6月30日現在）

注：（　）内は当会設置ＡＴＭを含む台数です

ＡＴＭの詳しい設置場所については各JAホームページまたは当会JA バンク統括部（046-228-3166）までご照会ください。

●相模原市役所　●綾瀬市役所　●座間市役所　●寒川町役場　●真鶴町役場　●愛川町役場
●相模原協同病院　●伊勢原協同病院　●ＪＡ健康管理センターあつぎ　●エーコープ城山店（相模原市）
●ヨークマート田名店（相模原市）　●西友藤沢石川店（藤沢市）　●スーパーアルプス塩田店（相模原市）

ＡＴＭの設置台数

ＪＡ名 郵便番号 住　所 電話番号 店舗数 ＡＴＭ台数

横浜 241-0821 横浜市旭区二俣川1-6-21 045-414-0001 51 92

セレサ川崎 216-0033 川崎市宮前区宮崎2-13-38 044-877-2111 39 77

よこすか葉山 238-0396 横須賀市林3-1-11 046-857-9181 13 19

三浦市 238-0111 三浦市初声町下宮田3024-1 046-888-3145 1 5

さがみ 252-0804 藤沢市湘南台5-14-10 0466-45-4111 43 57

湘南 254-0811 平塚市八重咲町3-8 0463-25-0156 20 23

いせはら 259-1142 伊勢原市田中250 0463-93-8111 9 13

はだの 257-0015 秦野市平沢477 0463-81-7711 10 11

あつぎ 243-0004 厚木市水引2-9-2 046-221-1666 14 22

県央愛川 243-0308 愛甲郡愛川町三増891 046-281-5111 6 8

かながわ西湘 250-0874 小田原市鴨宮627 0465-47-8129 33 41

相模原市 252-0239 相模原市中央区中央6-10-10 042-755-2111 17 33

津久井郡 252-5185 相模原市緑区中野550 042-784-1321 10 16

13ＪＡ 合　計 266 417

注：①ＪＡの本所・本店所在地を記載しています。（県央愛川を除きます。）
　 ②電話番号 ＜代   表＞ 横浜、セレサ川崎、さがみ、いせはら、はだの、あつぎ、相模原市、津久井郡
       　　　　  ＜その他＞ よこすか葉山（金融共済部）、三浦市（金融共済部）、湘南（金融部）、県央愛川（信用共済部）、かながわ西湘（金融部）

（平成28年6月30日現在）JAの所在地等

DISCLOSE  2016

県下ＪＡの所在地およびATM 設置状況等
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　このディスクロージャー誌は、農業協同組合法第54条の3に基づき作成しておりますが、農業協同組合法施行規則における
各項目は以下のページに記載しております。

１　概況および組織に関する事項
（１）業務の運営の組織 97
（２）理事、経営管理委員および監事の氏名および役職名 96
（３）事務所の名称および所在地 96
（４）特定信用事業代理業者に関する事項 96

２　主要な業務の内容 33

３　主要な業務に関する事項
（１）直近の事業年度における事業の概況 6
 （２）直近の５事業年度における主要な業務の状況

ａ 経常収益 6
ｂ 経常利益 6
ｃ 当期剰余金 6
ｄ 出資金および出資口数 6
ｅ 純資産額 6
ｆ 総資産額 6
ｇ 貯金等残高 6
ｈ 貸出金残高 6
ｉ 有価証券残高 6
ｊ 単体自己資本比率 6
ｋ 剰余金の配当の金額 6
ｌ 職員数 6
ｍ 信託報酬 6
ｎ 信託勘定貸出金残高 6
ｏ 信託勘定有価証券残高 6
ｐ 信託財産額 6

（３）直近の２事業年度における事業の状況
ａ 主要な業務の状況を示す指標 69
ｂ 貯金に関する指標 64
ｃ 貸出金等に関する指標 64
ｄ 有価証券に関する指標 67
ｅ 信託業務に関する指標 70

４　業務の運営に関する事項
（１）リスク管理の体制 10
（２）法令遵守の体制 17
（３）中小企業の経営の改善および

地域の活性化のための取組の状況 27
（４）苦情処理措置および紛争解決措置の内容 19

５　直近の２事業年度における財産の状況に関する事項
（１）貸借対照表、損益計算書および剰余金処分計算書 40
（２）貸出金にかかる額およびその合計額

ａ 破綻先債権に該当する貸出金 24
ｂ 延滞債権に該当する貸出金 24
ｃ ３カ月以上延滞債権に該当する貸出金 24
ｄ 貸出条件緩和債権に該当する貸出金 24

（3）元本補てん契約のある
信託にかかる貸出金にかかる事項 25

（4）自己資本の充実の状況 50
（5）取得価額または契約価額、時価および評価損益

ａ 有価証券 67
ｂ 金銭の信託 68
ｃ デリバティブ取引 68
ｄ 金融等デリバティブ取引 68
ｅ 有価証券関連店頭デリバティブ取引 68

（6）貸倒引当金の期末残高および期中の増減額 25
（7）貸出金償却の額 25

１　信連およびその子会社等の概況に関する事項
（１）信連およびその子会社等の

主要な事業の内容および組織の構成 72
（２）信連の子会社等に関する事項

ａ 名称 72
ｂ 主たる事務所の所在地 72
ｃ 資本金または出資金 72
ｄ 事業の内容 72
ｅ 設立年月日 72
ｆ 信連の子会社等への議決権の所有割合 72

2　信連およびその子会社等の主要な業務につき連結したもの
（１）直近の事業年度における事業の概況 73
（２）直近の５連結会計年度における主要な業務の状況

ａ 経常収益 73
ｂ 経常利益 73
ｃ 当期剰余金 73
ｄ 純資産額 73
ｅ 総資産額 73
ｆ 連結自己資本比率 73

３　信連およびその子会社等の
　　直近の２連結会計年度における財産の状況

（１）貸借対照表、損益計算書および剰余金計算書 74
（２）貸出金のうち次に掲げるものの額およびその合計額

ａ 破綻先債権に該当する貸出金 83
ｂ 延滞債権に該当する貸出金 83
ｃ ３カ月以上延滞債権に該当する貸出金 83
ｄ 貸出条件緩和債権に該当する貸出金 83

（３）自己資本の充実の状況 84
（４）事業の種類ごとの経常収益の額、

経常利益の額および資産の額 83

単体開示項目（農業協同組合法施行規則第204条関連） ページ 連結開示項目（農業協同組合法施行規則第205条関連） ページ

役員等の報酬体系 98

その他重要な事項（農業協同組合法施行規則第207条） ページ
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